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松本平の中央部を北進する中央自動車道長野線は、東筑摩郡明科町から進路を東に向け筑摩山地を抜け、

筑北盆地を通過し善光寺平へ入っていきます。北村遺跡は、この自動車道が豊科 ICを すぎ北アルプス連

峰を左手にみながら犀川をわたり、間もなく筑摩山地を抜けるトンネル直前のJR篠ノ井線・国道19号線

と交差する部分に位置しております。

発掘調査は、貴重な遺構が続出したため、大巾な期間延長となり、昭和62年度から2年間にわたりまし

た。その結果、整理作業も調査終了の後、 4年間を費し実施してまいりました。すでに長野線関係の発掘

報告書も10冊 を刊行しましたが、この北村遺跡が松本平での最後の報告書となります。

調査成果の概要については、現地説明会・遺物展示会・働長野県埋蔵文化財センター年報・長野県埋蔵

文化財ニュース等によって公開してまいりました。特に、調査された縄文時代後期の墓とそこから出土し

た人骨資料は、長野県内のみならず、全国的にみても希有な例として注目を浴び、現地説明会には県内外

から3000人 をも越える見学者に参会していただきました。その後の整理も、考古学的分野、人類学的分野

に大きく分けて行い、それを統合するという形で今回の報告書となりました。大きな成果としては、縄文

時代の300基 を越える墓や多数の人骨資料の分析を通し、当時の人々の暮しぶりをはじめとした生活環境

や、物の流通や人の交流などの社会組織の一端を明らかにすることができました。今後の縄文時代研究の、

大きな道じるべ となることが期待されております。

おわりにあたり、発掘作業から本書干J行に至るまで、深い御理解と御協力をいただいた、日本道路公団

名古屋建設局・同豊科工事事務所・長野県高速道局・同豊科高速道事務所・地元明科町・地区用地被買収

組合 (者)等関係機関及び地元協力者、並びに調査や整理に多大な御指導をいただいた明治大学・獨協医科

大学・東京大学や発掘や整理作業に従事御協力された多くの方々、そして、この発掘調査を受託し適切な

指導をされた長野県教育委員会文化課と、幾多の難関を乗 り切 り今 日を迎えた当埋蔵文化財センター職員

の労をねぎらい、感謝申し上げる次第であります。

平成 5年 3月 31日

財団法人長野県埋蔵文化財センター

理事長 宮崎 和順



例    百

1 本書は、中央自動車道長野線建設工事に係る、長野県東筑摩郡明科町内北村遺跡 (EKM)発掘調査

報告書の本文編である。

2 北村遺跡の概要については、すでに、当センター発行の『長野県埋蔵文化財センター年報』 4～ 9お

よび『長野県埋蔵文化財ニュース』NQ22 0 24～ 26、 『日本考古学協会年報』43で報告している。それ

らと本書の記述に相違があるが、本報告を最終とする。

3 本書は、考古学 0形質人類学・環境生態学・考察の 4部構成をとり、遺構・遺物の実測図と写真は図

版編として別冊に一括した。ただし、第 2部 607章 の写真のみは本文中に含めてある。

4 報告書作成にあたり、以下の方々から玉稿を賜った。記して厚 くお礼申し上げたい。

金沢大学 鈴木三男氏、農林省森林総合研究所 能城修一氏・・第 1部第 3章第 2節付論

獨協医科大学 茂原信生氏・・・・・・・・ 000000000第 2部第 6章

獨協医科大学 櫻井秀雄氏、茂原信生氏・・・・・・・・・・・第 2部第 7章

東京大学 赤沢威氏、米田穣氏、吉田邦夫氏・・・・・・・・・第 3部第 8章

明治大学 戸沢充則氏 00。 ・・・・・・・・・・・・・・・・第 4部第10章

上記以外の執筆分担は、第 2章第 2節 20第 3章第 2節 2ω )が関全寿、第 3章第 3節 29)・ 第 9章第

2節が町田勝則、第 5章が原明芳、その他は平林彰である。

5 巻頭で使用した航空写真は (株)新 日本航業、第 1章で用いた写真は調査担当職員ならびに明治大学

考古学研究室、第 607章 の写真は獨協医科大学第一解剖学教室が、撮影した。

6 本書に掲載した実測図の縮尺は、該当箇所のスケールの上に記してある。

7 遺構の番号は種別ごとに付けたが、発掘調査時の番号を変更しなかったため欠番が生じている。遺物

の番号は、土器は遺構ごと、石器・土製品・石製品は器種ごとの通し番号とした。なお、この番号は

本文・挿図・表・実測図・写真のすべてに共通する。

8 註および参考文献は、第 1部～第 3部については各章末に、第 4部は節ごとにまとめてある。

9 本書ならびに図版編の編集・校正は、樋口昇一・平林・町田が行なった。なお、第 2部・第 3部は、

執筆された方々の意向を尊重し、参考文献の記述方法など、一部不統一な部分がある。

10 本遺跡に係る記録および出土遺物は、 (財)長野県文化財センターが保管しているご
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第 1章 調査の契約と方法

第 1節 調査の契約

1 調査に至る経緯

高速自動車道用地内にある埋蔵文化財の発掘調査については「日本道路公団の建設事業等工事施工に伴

う埋蔵文化財包蔵地の取扱いに関する覚書」に準じて実施されている。それによれば、日本道路公団(以

下「公団」という)は事業施工前に県教育委員会 (以下「県教委」という)の意見を聴取の上、文化庁との間

で協議し、その結果、記録保存と決定し発掘調査が必要となった場合、公団は県教委に委託して調査を実

施することが決定されている。長野県の場合、県独自の調査体制lや機関が設置されていないので、公団と

県教委との契約後、あらためて働長野県埋蔵文化財センター (以下「埋文センター」という)に県教委が再委

託する方式がとられている。

中央自動車道長野線 (以下「長野線」という)は、昭和57年 3月 の起工式から岡谷市で本格的な工事が開

始された。そこで県教委も同年 4月 から長野線の事業に対応すべく埋文センターを発足させた。この結果、

公団→県教委→埋文センターという委託契約の方式ができ上がり、以降の調査が実施されることとなった。

この際取り交わされた契約書および計画書の書式は、『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書一

岡谷市内一』(昭和62年 3月刊行)に掲載してあるので省略する。

そもそも明科町北村遺跡の発見は、昭和26年の国道19号線拡幅工事の際、灰釉陶器が出土したことが端

緒となる。昭和55年、県教委が行なった分布調査により遺跡範囲が確定し、昭和61年には、県教委主催の

もと、埋文センターおよび町教委立ち会いにより現地踏査がなされ、STA363+60北側において須恵器の

蓋が採集された。ここで今回の調査範囲が確定され、調査対象面積が21,530m2と なった。

2 契約業務 の経過

(1)昭和62年度

調査期間  昭和62年 4月 6日 ～昭和63年 3月 11日

調査体制  事務局長 (兼長野調査事務所庶務部長)

同 総務部長 (兼松塩筑調査事務所庶務部長)

同 調査部長 (兼長野調査事務所調査部長)

松塩筑調査事務所 所   長 三村忠幸

同    調 査 部 長 宮沢恒之

同    調査研究員 平林 彰、

太田典孝、

岡沢秀紀、

大竹憲昭、

市村勝己、

長野調査事務所  調査研究員 田川幸生、

綿田弘実、

半田順計

堀内計人

樋 口昇一

関 全寿、松田青樹、

小松 望、小林 上、

小平和夫、小日 徹、

上田典男、百瀬長秀、

野村一寿、寺内隆夫、

福島厚利、宮尾栄三、

伊藤友久、斉藤伸介

西牧尚人、

唐木孝雄、

小林俊一、

金原 正、

西山克己、

春 日文彦、

竹内 稔

百瀬新治

石上周蔵

望月 映

百瀬陽三

二上徹也
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第 1章 調査の契約 と方法

調査着手前に行われた、公団・県豊科高速道事務所・

県教委・埋文センター との調整会議で、明科町光地区

は、長野線ルー ト決定から用地買収まで13年経過してお

り、昭和61年度末現在、宅地 5件が未契約状態であるこ

と。用地内を通過する農業用水路や生活用排水路を保全

すること。また、段丘上をオープンカット方式により通

過させ明科 トンネルヘ入るという計画上、国道19号線お

よびJR篠ノ井線下を潜らせるため工法が制約されるこ

となどについて指摘を受けていた。

昭和62年 4月 6日 から開始された発掘調査は、とりあ

えず地境を目安にしてJR篠ノ井線以西を西からA～ D

区、以東をE・ F区 と設定し(図 1)、 グリッド0ト レン

チ法による遺構確認調査から着手した。調査開始後まも

なく、作業の安全確保や、調査地区内の排土・湧水処理

に加えて、 C区南に設けた土層観察用の トレンチ下部

(地表下 2。 5m)に おいて縄文土器片が出土 したことか

ら、さっそく調査計画の見直しが行われた。このとき、

土砂崩落などを考慮して、E区の調査開始を梅雨明けの

NSO

図 1 調査区割図
(ア ミ部分は調査除外区域)

①
Ｅ‐６

7月 以降に設定したが、実はそのため当該区の縄文文化層の把握が遅れ、のち

/N120 
に大きなネ昌根を残す原因になった。

6月 に入 り公団か ら、JR工事区への資材運搬用道路の建設に伴い、 E区の

調査を 8月 末までに終了させてほしいとの要請を受け、 7月 当初より予定の調

り

60査
に着手 した。 まもな く、JR線路下にフロンテジャッキングエ法によるパイ

プルーフの引き込みや、プィストコンクリー ト箱型桁を圧入するなど工法上の

関係から、JR線の東30m西 10mは発掘調査に着手できないことになり、計画

の変更がよぎなくされた。しかし、膨大な排土と湧水の処理に苦慮し、古代面

の調査は結局 9月末まで続けられた。加えて、 9月 9日 に縄文時代の遺物包含

昭  和   62   年  度 昭 和  63 年 度

4月 6月

区

古代面

縄文面 鍵

Ｂ
　

　

区

古代面

縄文面 輛 灘

C

区

古代面

縄文面 雛

Ｄ
　

　

区

古代面

縄文面 鍵

Ｅ
　

　

区

古代面

縄文面
灘

Ｆ
　

　

区

古代面

縄文面

表 1 調査区別発掘調査進行表
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層が確認されて以降、三回にわたり設定してきた調査期

限を再び変更せざるをえなくなり、さらに10月 9日 には、

確認された墓坑から人骨が出土するに及んで、県遺跡調

査指導委員会をはじめ幾多の考古学
0人類学研究者の指

導を得ながら、調査計画・体制・方法の整備が検討され

た上、予定されていたJR工事用道路の建設位置変更が

行われた。以降、五回におよぶ調査計画と体制の整備、

三回の調査方法検討会を経たうえ、ビニールハウスの設

置など防寒対策を講ずる中、翌年 3月 11日 まで厳寒期の

調査が継続された。この間、工期や安全面を考慮して、

国道19号線部分 (D区 )は立会的な調査を行い、 E区 とF区 との境にある町道光A-1号 線、および F区 と

側道部分は諸般の情勢から調査 しないことになるなど、状況が二転三転する場面もあった。

(2)昭和63年度

調査期間  昭和63年 4月 8日 ～ 7月 28日

9月 5日 ～ 9月 26日

調査体制  事務局長 (兼総務部長兼長野調査事務所庶務部長) 半田力頂計

同 調査部長 (兼長野調査事務所調査部長)   笹沢 浩

松塩筑調査事務所長 (兼庶務部長)       堀内計人

同   調査部長  宮沢恒之

同   調査研究員 平林 彰、原 明芳、上田典男、望月 映、野村一寿

調査員   百瀬陽三、関 全寿

長野調査事務所 調査研究員 竹内 稔、大田典孝、寺内隆夫、市川隆之、斉藤伸介

本年度も、当初から調査期間をめ ぐって公団との交

渉が続けられ、種々検討の結果 4月 8日 に調査が開始

された。

5月 に入って墓坑の発見や人骨の出土があい次 ぐと、

奈良国立文化財研究所前所長坪井清足先生をはじめ明

治大学教授戸沢充則先生など多くの学識経験者が来跡

し、テレビ・新聞による報道もあいまって、29日 の一

般市民を対象 とした遺跡説明会では県内外から多くの

見学者が訪れた。 6月 15日 にはE区の調査を一旦終了

させ、 7月 28日 までにA～ C区の調査 も終えた。宅地

の撤収が最後まで残ったE区最北部分は 9月 に調査が

行われたが、立ち会い調査並に調査期間が短縮された

上、秋雨の中作業が難航 し、縄文面上部配石群の調査

を省略せざるをえなかった。前年度以来のこうした状

況の原因は、遺跡内容の把握の時期の見誤りと方法の

不備とにあった。調査に入るための諸条件の整備方法

(式)も これに付随して出てくる問題点である。工事工

ビニールハウス内での調査 (昭和62年度)

テレビ取材

遺跡説明会
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程、用地買収状況、調査期間に関わる担当部局相互の情

報交換や調整も、これがために後手に回ってしまったと

いえよう。最終的には、 9月 26日 、すべての発掘調査を

完了し、縄文時代、弥生時代、古墳時代後期～平安時

代、江戸時代の文化層が調査された。とりわけ長野県の

ような内陸地域で発見された縄文時代の300個体を数え

る人骨は、『日本考古学 0人類学史上最大の発見』とし

て、関係学界その他に話題を提供することができた。一

般市民を対象とした現地説明会で1000名以上の見学者が

訪れたのも、埋文センターでは例のないことであった。

10月 以降は、調査研究員・調査員各 1名により整理作業を開始した。とりあえず図面・写真など記録類

の点検・照合と遺物の洗浄・注記・台帳作成などの基礎整理を行なった。この間、明治大学 0獨協医科大

学 0東京大学などと人骨の整理方法について打ち合せが継続され、人骨のクリーニングは獨協医科大学、

人骨の実測撮影は明治大学、環境生態学的な分析は東京大学へそれぞれ委託して調査が進められた。 1月
23日 には四者が資料を持ち寄って今後の作業の進め方について検討会を行なった。年度末には事務所の一

部改築などを行い、翌年度の作業に備えた。

(3)平成元年度

整理体制  事務局長 (兼総務部長兼長野調査事務所庶務部長)半田力贋計
同 調査部長 (兼長野調査事務所調査部長)  笹沢 浩
松塩筑調査事務所長 (兼庶務部長)      堀内計人

同   調査課長  青沼博之
同   調査研究員 平林 彰

4月 1日 から開始した本年度の整理作業は、人骨のクリーニング作業が主として行われた。およそ100

個体分のウレタン梱包を解いて乾燥させ、クリーニング・撮影・実測・取り上げまで、担当調査研究員 1

名と整理補助貝10名 とで 1年間を要した。その間、記録類の′点検・照合や遺物の基礎整理が細々と続けら

れた。また獨協医科大学や東京大学では人骨の鑑定や分析が本格的に開始された。なお、 5月 28日 には、
日本考古学協会で北村遺跡の調査概要を発表したほか、 7月 30日 には松塩筑調査事務所で獨協医科大学茂
原信生先生の講演会とあわせて出土遺物展示会が行われ、ここでもまた1000名 をこえる見学者が訪れた。

(4)平成 2年度

整理体制  事務局長 塚原隆明

同 総務部長 (兼長野調査事務所庶務部長) 塚田次夫
同 調査部長 (兼   同   調査部長)小 林秀夫
長野調査事務所長 峯村忠司

同  調査 2課長  宮下健司
同  調査研究員  平林 彰

本年度以降、整理作業は長野調査事務所に場所を移して行われた。記録類の照合・ 2次原図の作成をは

じめ、遺物の分類・接合・復元を主として、土器の 3次元測量を取り入れながら一部実測作業を行なった。

現場における人骨法要 (昭和63年度)
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第 1節 調査の契約

(5)平成 3年度

整理体制  事務局長        塚原隆明

同 総務部長 (兼長野調査事務所庶務部長) 塚田次夫

同 調査部長 (兼   同  調査部長)小 林秀夫

長野調査事務所長       峯村忠司

同  整理課長代理  原 明芳

同  調査 研 究 員  平林 彰・町田勝貝J

第 2原図の作成や遺物の実測 1拓本作業を主として行なった。石器の実測図作成に際しては実測用のス

リット写真を採用した。人骨の鑑定・分析については、 2月 26日 に明治大学戸沢充則先生、獨協医科大学

茂原信生先生、東京大学赤沢威先生を招いて最終的な調整を兼ね検討会が開かれた。

(6)平成 4年度

整理体制  事務局長        峯村忠司

同 総務部長     神林幹生

同 調査部長     小林秀夫

長野調査事務所 所  長   岡田正彦

同   整 理`課 `長  原 明芳

同   調査研究員  平林 彰 0西鳴 力・町田勝則

遺構・遺物のトレース・図版作成、原稿執筆を主として、遺物の写真撮影
・焼付け・版組みなどiを平行

して行い、報告書が発行された。

以上、明科町内での発掘調査はこの北村遺跡のみ 1遺跡、調査面積21,530m2で あったが、発掘調査の 1

年6ヶ月間を含み、報告書刊行まで6ヶ年を要した。

-5-



第 1章 調査の契約と方法

第 2節 調査の方法

発掘調査の方法

(1)遺跡の調査と測量・写真撮影の方法

ア 遺構確認調査
まず遺跡の土層堆積状況を把握するために、遺跡内へ任意に 2× 2mの グリッドを設定した。A～ B区
では I層 (耕作土)、 Ⅱ層 (古代遺物包含層)、 Ⅵ層 (礫層)が確認されたが、ⅡI～ V層 を欠く。また、C～
F区では、Ⅱ層が厚 くさらに分層が可能であることと、深さ2mでもⅢ層 (縄文遺物包含層)に達しない
ことがわかった。続いて遺構の分布を確認するため、A～ C区では、座標に沿い幅約 2mの トレンチを設
定して主として人力で掘 り下げた。その結果、該区はⅡ層上位に古代以降の遺構が分布し、Ⅱ層下位ない

しⅥ層上位に縄文時代の遺物が散布することを確認した。一方、EOF区 では、深さに合わせて幅 8m程
度の トレンチを東西に設定し、主として重機で掘 り下

げたところ、ほぼ同様な遺構の広がりが確認された。

ただし、 F区は地盤の安全確保のため、Ⅱ層上部の確

認を行なったところで、それ以下の掘削を中止した。

イ 全面調査
トレンチ調査の成果をもとに、全面調査に移行した。

A～ B区西では I層のみ重機で争Jぎ、以下は手作業で

行なった。 B区東～E区はⅡ層下部の排土を重機で行
い、遺構検出には主としてジョレンを用いた。遺構の

精査にあたっては移植ゴテや両刃カマを使用し、特に

人骨など脆弱遺物には竹串、解剖用メスなども用いた。

ウ 測量
日本道路公団が設定した工事用下 り線幅杭363+40

(第ⅥⅡ系X=36276、 9341 Y=-51076、 6374)を 測量用基

準′点として、他の複数の工事用杭の座標値から座標北

を算出し、X=36200 Y=-51000を 調査用基準点N
S=O EW=oと し、測量を行なっている。標高も

同様に標高値のある工事用下 り幅杭363+40(標高550、

177m)を基準として用いた (図 2)。

調査の便宜を図るために、基準線を軸に40m方眼の

大地区を設定し、大地区内を8mご とに区切って中地
区とし、さらに 2m単位の小地区も設定した。大地区
名は北西から南東にかけてA・ BOC とし、中

地区も北西から南東にむけて 1～ 25と 命名 した。グ

リッドは大地区の西北隅を起点としてY軸方向をA～

T、 X軸方向を 1～ 20と して両者を合わせてグリッド

名とした (図 3)。 測量の基準点のメッシュは一部を

.遺構検出作業

実測作業

レベルを読む
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第 2節 調査の方法

除き測量業者に委託して設定した。

遺構の測量と遺物の出土地点計測は、簡易遣 り方測量

により調査研究員および調査研究員の指導の下に調査補

助員が行い、一部全体図の作成には航空測量を用いた。

測量の縮尺は 1/20を原則とし、必要に応じて 1/10の 十

縮尺を用いた。

工 写真撮影

遺構などの撮影にはマミヤRB6× 7と ニコンFMを

併用した。35mmの場合は、すべての遺構などについてモ

ノクロネガとカラースライドを撮影してあるが、 6× 7

は必要に応じて用いている。遺構や景観などの撮影は調

査研究員が行い、航空写真は業者に委託した。

(2)主な遺構の調査方法

ア 竪穴住居の調査

遺構記号 SBを用いた。遺構確認後、重複しているも

のは新しい遺構から、主軸やカマ ドなどの施設を考慮し

埋土観察用のベル トを十字に残して掘 り下げた。その

際、埋土内から出土する遺物の取 り上げの便宜を考え

て、北西を I区、北東をⅡ区、南西をⅢ区、南東をⅣ区

と命名した。ベル トは、埋土の堆積状況を記録後除去

し、床面精査に入った。炉・埋甕・柱痕を残す柱穴など

④
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14

15

16

17

18

19

20

|

|

w:=:7

W-015

２‐

　

　

‐

o (1:500)10m

図 2 中地区・小地区の設定

ヽ
〕

声、」
tノ   |
≧_卜ヽ、

くヽ 、

―

ノ

ゴ

ヽ

一
　

１

り365+

111363 * 
90.

/N
T r/363d- 20

-7-

図 3 大地区設定図、 トレンチ・グリッド配置



第 1章 調査の契約 と方法

情報の多い施設については、アップで写真撮影を行うとともに 1/10の微細図を、他は 1/20の個別遺構

図を作成した。遺物の取り上げは、基本的に先の区割りと土層単位に行なったが、一部特殊な出土状態が

観察されたものや床面密着遺物については原位置を記録した場合もある。

イ 掘立柱建物の調査
遺構記号 STを用いた。柱痕が確認された場合、まずこれを約 5 cmほ ど掘 り下げて撮影・実測を行なっ
た。続いて、柱穴を半割して埋土の状況を観察・記録し、全面を掘 り下げた。遺物の取り上げは、柱穴ご

と土層単位に行なった。

ウ 配石の調査
遺構記号 SHを用いた。遺構確認後撮影を行い、石質、組み合わせ、立石・丸石などの有無を観察しな
がら実測を行なった。垂直方向はエレベーション図の作成を基本としたが、必要に応じて側面ないしは見

通し図も作成した。

工 土坑の調査
遺構検出時に配石を伴っていたり、人骨が確認されたものはSHを 、それ以外はSKの遺構記号を用い
た。 SHは配石ないし上面配石がある墓坑、 SKは ピット (小土坑)と分別する予定であったが徹底せず、
SHを付けた遺構でも墓坑にならなかったり、 SKと 付けたにも係らず人骨が出土した場合もある。しか
し、以後の作業での混乱を避けるため、遺構記号・番号の変更は行わなかった。

配石を伴う土坑の場合、まず配石の調査の方法にしたがって実施した後、土坑の確認を行なった。ただ、

検出に難航しサブトレンチによる断面観察や検出面を下げるなどしたため、確認面のプランやレベルが、

本来の土坑掘 り込み面での形状と異なる場合もあり得る。

検出後は、半割して埋土の状況を観察・記録し、全面を掘 り下げた。人骨が出土した場合は、底面まで

掘 り切らず、人骨上面まで掘 り下げた段階で記録した。遺物の取り上げは土坑ごと埋土単位に行い、必要

に応じて原位置を記録した例 もある。人骨の取り扱いについては一括して後述する。

(3)発掘調査時の安全対策の方法

ア 湧水処理
C区では発掘開始まもなく、地下水の湧き出しに見

舞われた。とりあえずC区南に滞水用の トレンチを設

定したが、Ⅵ層直上より縄文時代後期の遺物が出土し

てしまったため、結局排水溝を仮設して処理すること

とした。加えて、調査地区を横断する農業用水路など

の切 り回しのため排水管も設置した。E区については、

数ヶ所にカマ場を設置して100Kポ ンプによる強制排

水を行なった。

イ 掘削ノリ面の保護
E区では糸電文時代の文化層が確認されたことにより、

最深部で現地表下 7mま で掘削する必要が生じた。本

来ならば土留め矢板を打設するなどして、調査範囲

いっぱいまで行うことが原則であるが、今回は、オー

プンカット方式で建設される高速道路の掘削ノリ面を

保護するため、調査範囲内に 1割の勾配を付けて調査

排水管による水路の切 り回し

生活道路保護のための土留め矢板
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第 2節 調査の方法

を行なった。

ウ 鉄道・国道および生活道路の安全確保

当初はJR線 0国道・生活道路部分も調査範囲に含

まれていた。JR線については、フロンテジャッキエ

法によリパイプルーフを軌道敷下部に引き込むという

建設工事の関係から、建造物整備心得 (昭和60年 4月

JR東 日本会社達第60号)の第 1章第 4条「危害の防

止」、ならびに建造物検査基準 (規程)第 3条 (検査の対

象)に基づいて、軌道敷の東30m西 10mが調査除外と

なった。国道部分は、調査の安全確保ならびに周辺地
排土保護工事

盤の保護のため、日本道路公団が矢板を打設した。また生活道路のうち、特に町道光A-1号 線について

は道路の保全のためE区側に矢板を打設して崩壊を防ぐとともに、この部分の調査を見送った。

工 地域住民への安全確保

立ち入り禁止板の設置や地域住民への広報を通じて注意を喚起したほか、調査範囲を囲う防護壁を設置

した。また、排土置場にも土砂の流出を防ぐために、ビニールシー トを覆い、土留め矢板を設置した。

2 整理作業の方法

(1)人骨の整理

当初予想もしていなかった多量の人骨が出土したことによって、その取扱いをめぐって発掘調査段階か

ら試行錯誤が繰り返された。以下、経過にそって取扱い方法を記しておく。

人骨周囲を掘 り下げる

↓

ウレタンフォームを流し込む

↓

ア 人骨の取 り上げ

ダンボールで囲い人骨を和紙で覆う

-9-
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第 1章 調査の契約 と方法

約 1 ヶ月乾燥させる

↓

解剖用メスで人骨を掘 り出す

↓

実測作業

↓

一般的には、土坑内で人骨が確認された場合、通常

の遺物と同様に出土状態について記録した後、骨を取

り上げて土坑底面の実測をとるべきであろう。本遺跡

出土の人骨は極めて脆弱なため、それを犠牲にしても、

人骨を出土した状態のまま取り上げる方針をとった。

したがって人骨上面を精査し記録の後、バインダー処

理をして骨を固めてから和紙で覆い、ウレタンフォー

ムで梱包して取り上げた。

しかしながら、天日の下では調査中にも劣化が進ん

でしまうことと、のちにコラーゲン分析を実施するこ

とに変更されたことなどから、骨の露出を極力控え、

硬化剤を使わず、和紙の代わりに川砂で覆って取り上

げることになった。考古学的な情報の収集を目的とし

た発掘調査にあって、現場での出土状態などの観察・

記録を省略せざるをえないことは問題ではあるが、人

骨から得られる情報を優先した結果であり、出土状態

の記録その他は、後に述べる室内作業での補足が可能

であることを前提に行なった。

イ 出土状態の記録
発掘調査現場で取り上げられた人骨は、梱包を解い

てから日陰で約 lヶ 月乾燥させたのち、土を除去する

部分のみ霧吹きで濡らし、解剖用メスで骨を浮き上が

らせた。出土状態について鑑定を受けてから記録をと

り、セメダインCで硬化させて音6位ごとに取り上げテ

ンバコヘ収納した。ただし、代表的な10個体について

は出土状態のままに硬化させて保管してある。人骨取

り上げ後、残された土で土坑底面の状態を観察し、必

要によって図化した。墓坑の図面は、現場で作成した

上面の図と室内で作成した人骨出土状態および底面の

図とを合成させたものである。掘 り出し中に出土した

遺物は、人骨の上部・密着・下部に分けて取り上げた。

なお、この作業は、昭和63年度は獨協医科大学・明治

大学に委託して行い、平成元年度は埋文センターで実

施した。

ウ 人骨の鑑定と分析
人骨の形質学的な鑑定は獨協医科大学、食性分析な

ど環境生態学的な分析は東京大学に委託して行なった。

人骨の形質学的な鑑定では、まず取り上げられた人

骨をさらに細かくクリーニング処理することから始め

られた。接合復元を経て、個体別に部位ごと計測を行

人骨の形質について説明を受ける
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第2節 調査の方法

い、続いて非計測的な観察 を行 なった。観察項 目についてはイ固体別にカー ド化 してある。

食性分析については、形質学的な鑑定を経た個体の中から不用な部位を任意に抽出し、まず表面クリ
ー

ニング・超音波洗浄・NaOH処理・真空乾燥などの前処理を行 う。続いて遠心分離器を用いて脱灰 し、

過熱・吸引濾過を経て真空乾燥を行い、骨コラーゲンを抽出する。この試料を気化してガスに含まれる炭

素と窒素の同位体、
13cと 15Nの量を質量分析計で測定した。あわせて

14c年
代測定も行なった。

(2)発掘記録の整理

発掘調査で作成された図面類は、調査区ごと時代別に通し番号を付けて図面仮台帳に登録した。各図面

は破損を修繕した後、記載必須事項 (遺跡名、遺構名、地区名、実測担当者、実測年月日、標高、縮尺など)

の点検を行い、平面図・部分図・断面図などと相互に照合しながら第 2原図を作成した。遺構カー ドに記

載してきた事項は、第 2原図と照合した上で所見整理カー ドとしてまとめた。写真は、モノク
ロについて

は撮影順にアルバムヘ、カラースライドは内容別にファイル
ヘ収納して撮影状況などを言己入した。

(3)遺物の整理

遺物の台帳登録と洗浄・注記は、基本的には発掘調査現場で実施した。注記は遺跡記号、遺構記号番号

または地区名、取り上げナンバーを記入した。土器・石器は分類・選別の後、接合
・復元を経て実測・拓

本に回した。なお、縄文土器の実測には 3次元図化器を、石器の実測にはスリット写真を用いている。ま

た骨や金属器など保存処理が必要とされるものにっいては、埋文センターで実施して
いる。遺物の撮影は

主として■ ミヤRB6× 7を用い、石器の使用痕写真のみニコンSMZ10実体顕微鏡を通してニコンFX

で行なった。土偶のX線撮影は、島津製作所に依頼した。

3 指導者 0協力者

発掘調査から整理作業までのあいだ、以下の方々や機関にたいへんお世話になった。明記してお礼にか

えたい。なお敬称は省略させていただく。

会田  進 赤沢  威 赤羽 義洋 秋元 信夫 阿部 修二 阿部 芳郎 安蒜 政雄 五十嵐由里子

石井  寛 石川日出志 石坂  茂 石野 博信 伊藤 正人 稲村 晃嗣 井上 雅孝 岩崎 卓也

江藤 盛治 遠藤 正夫 大沢  哲 太田 喜幸 岡村 道雄 加藤三千雄 狩野  睦 神沢昌二郎

菊地  実 喜多 圭介 木下 哲夫 桐原  健 工藤 俊樹 國島  聡 小池  孝 小杉  康

児玉 卓文 小林 公明 小林  詢 小林 康男 斉藤 弘道 櫻井 秀雄 茂原 信生 設楽 博己

島田 哲男 十菱 駿武 神保 孝造 末木  健 鈴木 三男 鈴木 (山本)美代子

鈴木 保彦 関沢  聡 芹沢 雅夫 高桑 俊雄 高見 俊樹 田中  琢 田村 俊之 坪井 清足

都築 (本橋)恵美子    勅使河原彰 戸沢 充則 ′鳥羽 嘉彦 直井 雅尚 長崎 元廣 仲田 茂司

長沼  孝 永峯 光一 中村 健二 奈良 泰史 成田 誠治 新津  健 西沢  明 西沢 寿晃

西田 泰民 能城 修一 馬場 悠男 林  茂樹 原  雅信 春成 秀爾 樋口 誠司 福沢 幸一

福島 邦男 福島 雅儀 藤巻 正信 藤巻 幸男 堀越 正行 増山  仁 松村 博文 南川 雅夫

宮坂 光昭 武藤 雄六 森嶋  稔 森  幸彦 矢島 國雄 家根 祥多 山口  明 山田 昌久

山本 暉久 山下 泰永 山田 真一 吉田 邦夫 米田  穣 米林  仲 渡辺  誠 和深 俊夫

東京大学総合研究資料館、獨協医科大学第一解剖学教室、明治大学考古学研究室、島津製作所、日本フィ

リップス、日本電子、パスコ、シン航空写真、新 日本航業、
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第 1章 調査の契約と方法

4 調査 に参加 した補助員

発掘調査から整理作業に至るまで、北村遺跡に係る今回の調査は、多数の調査補助員の方々の協力なく

しては達成できなかった。以下、感謝の気持ちを込めて、お名前を列挙させていただ く。 (敬称略 )

発掘調査 青木 光男 赤塩  仁 池上いく子 石井  渉 石田  修 市川 邦雄 伊藤 公郎
岩切 常行 岩渕けさみ 内山喜和子 大池 幸子 太田 貞一 大月 寅由 大沢 真二

柿沢 弘人 加藤やす江 金沢 幸子 上条ありゑ 上条喜栄子 上条 澄江 上条 三枝
河内ゆり子 草深さくの 草深 豊子 倉科さき子 倉科 照子 黒沢 恒夫 栗幅かずゑ
小林佐恵子 小林  昇 小松  武 小松 茂夫 小松 志郎 渋谷 二郎 洲崎 寅雄
須永 典子 荘  秀也 高野 良孝 高橋 幸雄 高原 栄子 高山 清十 竹内けさ子
竹内 浪子 竹山 政夫 田中加恵子 坪田わくみ 中鳴 善一 中村  嵩 長幅 明美
長幅 勝海 長幅今朝義 長幅さきの 長幅 末義 長幅みえ子 長幅よね子 長嶺シズエ

西田 利正 波場 松子 波場 道子 林 伊和夫 原ロ ー雄 東山 勇雄 平林 栄子
平林 乙子 平林喜美恵 平林千恵子 平林 恒子 平林 正子 藤井 初子 藤松 弘子
藤原 静敏 降幡 栄子 降幡 貞子 降幡 籍治 降幡たな子 降幡 義一 古瀬 兵次
古屋善次郎 堀内 国夫 堀内 祐子 本多けさみ 牧垣喜代寿 牧野 幸子 松井 公子
丸山 博次 丸山  実 水口栄美子 宮坂富貴子 宮沢菊太郎 宮蔦きよ子 望月 里子
望月 重彦 望月なみよ 本木八代子 百瀬 八江 森崎 文一 森   亨 森山 秀人
矢下 五郎 矢花 広子 山口 温枝 山崎 吟子 山崎けさき 山崎袈裟人 山崎  続
山崎真寿美 山崎 幸俊 山崎 喜美 山本 朋成 横内 弘子 吉田 次子 和田 一雄
渡辺 雅男                                   以上113名

整理作業 青木 明美 市川 静代 大内 秀子 大沢 真二 岡島 光枝 大和 豊美 大和  広
北島 康子 小出 紀彦 高沼千恵子 古平 道子 小林喜美子 小林美代子 小林 由香
近藤 朋子 須永 典子 関  一雄 高砂  優 立岩 洋子 田中源二郎 東条 和子
名取さつき 西田 君子 西村はるみ 橋本 信子 原田さゆり 半田 純子 丸山 朝子
水口栄美子 山岸 隆男 吉沢 朝子 米窪 照美                 以上32名
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第 1節 遺跡の位置

第 2章 位置と環境

第 1節 遺跡の位置

本遺跡は、長野県のほぼ中央にある松本市の北方約10kmの東筑摩郡明科町大字光北村
・中条地籍に所在

する。遺跡の範囲は、南と北をそれぞれ奥沢・小倉沢によって画された犀川右岸第 4段丘 (JL村面)全域で、

東西約400m、 南北1200mの範囲に及ぶ。標高は548～ 556m、 犀川との比高はおよそ20～ 25mでぁる。対

岸は、県内有数の穀倉地帯として知られる安曇野が広がり、正面には、北アルプスの山
々を望むことがで

法音寺山

きる。一方、東側には筑摩山地の一支脈長

峰山地が連なっており、段丘上はこの山か

ら継続的に土砂の供給を受けているため、

ところどころに小扇状地や崖錐地形が発達

している。

遺跡の現況は、ほぼ中央部を南北に国道

19号線とJR篠 ノ井線が縦走し、これら幹

線および山麓の明科町道添いに宅地が集中、

その間を田畑が埋めている。また、豊科イ

ンターチェンジから北上する中央自動車道

長野線は、犀川の氾濫源を通過したのち北

村の段丘に突き当たり、遺跡を東西に横断

して明科 トンネルに入っていく (図版 10

2、 図 4)。

第 2節 自然環境
△
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図 4 光段丘付近の地形
(1:氾濫原  2:沖 積錐  3三 扇状地群 4:第五段丘
5三 第四段丘 6:第二段丘 7:第二段丘 8三 第一段丘
9三 山地   10三 段丘崖 図中の①～⑤の数字は地下水の採水地)

囃
囲
圏
回

□
囲
圃
□
日

(1)基盤の地形と地質

明科町周辺は、南北方向に走る山麓線を

境にして、筑摩山脈の前山支脈である長峰

山地と、西側低地の松本盆地とに分かれる。

長峰山地は、山稜線が山麓からわずか1000

m内外のところにあり、急崖をなして盆地

に落ちる。最高地は、北から長峰山 (933、

5m)、 黒尾山 (927、 5m)、 光城 山 (911、 7

m)な どでわずかに高度をもっているが、

全般的には平坦な痩せ尾根が連続しながら、
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第 2章 位置と環境

高さを南方へ次第に減じている。

山腹には、一段ないし二段の解析を受けた段丘面がみられる。また、南の田沢段丘とを分ける濁沢川下

流から北方へ、長峰山地の山麓に沿って光段丘面群 (第二段丘一南村面、第四段丘一北村面、第五段丘―明

科面)が開け、300～ 700mの幅で南北に連続する (図 4)。 段丘崖は、段丘面形成期における犀川の曲流
侵食によって生 じた出入 りがみられる。段丘面には、それぞれ基盤岩類に重なった段丘礫層 (一部に露

出)を覆い、沖積錐がいくつもの小高い小扇状地群を形成して西に傾 く。扇端部付近をJR篠ノ井線や国

道19号線が並走し、国道は階段状に段丘面を上る。古 くからの集落は、生活水を井戸水に求めていたため、

地下水の得易い扇状地群の接する沢沿いや扇端部付近を取り巻いたり、段丘端に立地しており、旧道がこ

れを結んでいる。最近は上水道の普及によって扇央部を中心に宅地化が進み、様相は大きく変化 してきた。

段丘の下位には一段と低 く犀川の氾濫原が、光橋付近から600m内外の幅で開け、安曇野と対 して豊か

な水田地帯や、御宝田の湧水地帯を形成している。氾濫原は、松本盆地でもっとも標高の低い犀川橋付近

で520mを 割 り、ここから上流に向かって扇状に緩 く高まっている。犀川では、光橋で標高530m、 田沢橋

で545mと なりその勾配は1000分の12で、河流は直線的である。古くから洪水・氾濫によって両岸の水田

地帯が侵され、また時々流路の移動もあり、一部で耕作を共有する地割慣行が行われていた。

この地域の基盤岩類は、北部フォッサ・マグナに分布する。中部中新統の別所累層・青木累層および一

部に、大峰帯に属する鮮新統の小谷累層中部相当層がみられる。河岸段丘は、基盤岩類を不整合に河床礫

層が重なり、それを崖錐や小扇状地群など沖積錐が覆っている (図 5)。

別所累層 :長峰山地西斜面一帯に分布する。岩相は、黒色または灰色の緻密な泥岩で、岩相変化は少な

い。表面は酸化鉄による赤褐色の汚染が目立つ。この地層

は一般に景J離性に富み、細かい節理が発達して小塊片に崩

れ易 く、麓層をつくる特徴をみる。ニシンイワシ・ハダカ

イワシ科などのウロコ化石を含み、静穏な海域での堆積環

境を示す。この付近では、砂岩や砂岩と泥岩の互層がはさ

まり、スランプ層もみられる。

青木累層 :奥沢中流域以東の長峰山地に分布する。岩相

は下部から礫岩・砂岩・砂質泥岩互層などで、最下部の礫

岩・砂岩層は連続性が良い。この地層は浅い海での堆積物

で、漣痕やスランプ層がみられ、堆積時の激しい基盤運動

を物語る。一般的に砂質泥岩互層部は軟弱で風化性に富

み、長雨期などには地滑りが頻発して、谷は濁流となって

多量の泥土を流失する。

大峰帯―小谷累層中部相当層 :中 山断層以西の松本盆地

との山地および盆地の一部に分布する。頻海デルタ相また

はデルタ相の礫岩など相粒堆積物からなり、一部に酸性凝

灰岩をはさむ。礫種は古生層のものが主で、第二系の砂岩

も含まれ、礫はもろく割れ易い。酸性凝灰岩のK― Ar年

代は290± 60万年 助日藤・佐藤 ;1981〕 を示し、最近光段丘

端や光橋付近の河床でも発見され、中新統とは断層で接す

る。

―
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図 5 奥沢下流部の柱状断面



第
二
段
丘
―

第2節  自然環境

(2)段丘の形成期

長峰面 :長峰山地は、標高900m内

外の起伏量が極めて小さい平坦な山稜

が続 く。この山稜面を長峰面とよぶ。

この面は、大峰面 〔小林・平林 ;1955、

仁科 ;1972〕 に対比され、更新世前期

中頃の広域隆起の時代に準平原化作用

を受けて平坦化された。平坦面の形成

後、広域隆起はさらに継続して更新世

前期末頃になると、飛騨山地ブロック

は急激な上昇を始めた。そして長峰面

上には、多量の亜角礫または角礫から

なる巨礫の山砂利が、飛騨山地から供

（明
科
面
）

第
五
段
丘
―
―

氾
濫
原
―

（南
村
面
）

第
二
段
丘
Ｉ
Ｌ

（北
村
面
）

第
四
段
丘 1□

3[三
二三二]

5[三
二三二]

式図
:河床礫層

4M

図 6 北村遺跡付近の地形断面模
:押 し出し堆積物 2:河流砂土層 3
:基盤岩類 5三 断層または推定断層

給された。山砂利の巨礫は、現在長峰面の解析が進んでいるため山稜面には見当たらず、奥沢や柏沢など

の沢の各所に転石となってみられる (図 6)。

第一段丘 :更新世中期初め頃、松本盆地の東縁と西縁を画する断層の間が地溝状に落ち込み、松本盆地

の原形となる陥没盆地が形成された。陥没した盆地底には、梨ノ木礫層 〔松本盆地団研グループ ;1977〕 が

堆積した。これは、淘汰不良の礫層で、クリスタル・アッシュC10C2° C3を はさんだり、また、これ

に覆われた淘汰不良の礫層・砂層 0シ ル ト層などから構成されている。この地域では、標高770m内外の

長峰林道・法音寺山・池の平など、長峰山地の西側中腹部に分布する。長峰林道では、こぶし大～人頭大

の花商岩・硬砂岩・粘板岩などで、現河床礫と大差のない亜円礫または円礫からなり、礫と礫の間を中粒

砂が埋めている。上部には、風化して金色になった黒雲母が散在することから、クリスタル・アッシュに

対比している。クリスタル・アッシュのフィッション・ トラック年代では、39万± 8万年 〔鈴木 ;未公

表〕となっている。河床から220～ 250mの高所に分布する段丘である。

第二段丘 :明科駅東方の能念寺山山頂一帯に平坦面を形成する。標高700m内外、解析が進んで馬の背

状の尾根 となっている。一部で薄い礫層がみられるが「くさり礫」化しており、犀川谷の最上位である大

倉面に対比される。クリスタル・アッシュは含まれていないことから、梨ノ木礫層相当層より新しいもの

とされ、礫種や礫の大きさなどは、現河床礫と大差ない構成で、河床からは180mほ どである。

第二段丘 (南村面):明科～松本城山間では、梨ノ木礫層の堆積面を切って三角末端面が南北に直線的

な配列をしている。この三角末端面直下に分布する上位の低位段丘が第二段丘である。これは、盆地東縁

に沿う活断層群が発達して、長峰山地が更新世中期～後期にかけて一方的な隆起を続け、その間、盆地底

は相対的に沈降して、梨ノ木礫層などの地層を盆地東縁の山地に押し上げてきたことを意味している。さ

らに後期になると、飛騨山地は隆起をいっそう強めて山岳地帯を形成し、それに伴って盆地へ多量の砂礫

を供給した。これが波田礫層で、この礫層の構成する面を波田面とよぶ。波田面の最終形成期は、盆地中

央部では、ウルム氷期極相期 (1,6万年前)直後 〔松本盆地団研グループ ;1977〕 とされている。光段丘では、

段丘崖や段丘面が奥沢の沖積堆積物に埋没して明確さを欠くが、河床礫層の分布する標高500mを 越えた

野田・南村・中条の各集落がのる一段と高台になった地域がこれに当たる。基盤岩を侵食した凹凸面に、

現河床礫 と同じ構成の礫層が 2～ 3mの厚さで分布する。上面は、沖積錐の小扇状地群に覆われており、

河床からは30～ 45mの高さに広がる。

第四段丘 (北村面):更新世末になると、松本盆地を広く覆った波田礫層および相当層の末端部が削景J

犀
り||
?可

床

|
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第 2章 位置と環境

される時期が到来して、一面に河川沿いの地域や末端部が削られた。ついで基盤の上昇は停止して砂礫の

堆積が始まった。この地域ではその一連の推移の中で、南村面または基盤岩を侵食して形成されたのが北

村面である。南村面を取 り巻いて南側の町田地籍、北側の北村遺跡を中心に北方へ中川手宮本・明南小学

校・明科駅東方にかけて不規則な帯状に分布する。段丘崖は宮本犀の宮付近で一部不明瞭になるが、よく

連続する:沖積錐の小扇状地群に覆われており、段丘端付近では河床礫層が表出している。礫層は 2m内

外で犀川の河床礫と構成は変わらない。河床から20～ 25mの高さである。

第五段丘 (明科面):こ の段丘は、明科駅前方に広がる明科町の中心街を発達させた段丘面である。段
丘は粘土分に富んだ土壌が発達し、その下に 3m内外の河床礫層が基盤岩を覆う。光橋付近から始まり、
北方へ河床からの比高を増して光天神原・中川手宮本・中耕地・町・明科へと延び、会田川で切られる。

末端の明科では河床からの高さは18mを示しており、全般的に段丘崖の保存は良好である。山麓線から離

れているため、沖積錐の小扇状地群は形成されていない。

(3)北村遺跡付近 (第四段丘―北村面)の堆積過程 (図 708)

段丘礫層 ;基盤岩を不整合に覆って、犀川の河床礫と同様な礫種構成で、径20cm以下の新鮮な円礫から

なり、粗粒砂が充満している。従来この段丘は更新世の段丘と考えられていたが、=段丘礫層はローム層

の被覆を受けていないこと。=松本盆地東縁断層の垂直変移速度は3.5～ 2。 7mm/年の値が求められている。

また、中央高地の隆起量は+3 mm/年 であることなどを考慮して隆起量を推測すると、9000～ 6600年の時

間的経過を測ることができること。=遺跡の発掘を通して、縄文中期中葉以前の遺構が見当たらなこと。

等々の事象から、段丘の形成期は縄文早期～前期と推測され、この時期以降に離水し、段丘面として安定

したものと考Pえ る。

段丘堆積物 l群 ;段丘礫層を直接覆うオリーブ褐色細粒砂層。泥岩細角礫を含む褐色粘性土、局部的に

は再食礫を含むオリーブ褐色粗粒砂層を扶み、上位は暗褐色泥岩細角礫土の層相を示す。この堆積物群は、

奥沢扇状地の初期的堆積物として20～ 50cmほ どの層厚をもち、段丘礫層の凹地域に流路を変えながら埋積

したものである。また出水期には、第二段丘の礫層を削った再食礫や砂および上流部からの泥岩細角礫が

運ばれたものと判断される。堆積期は、細角礫土層を掘 り込んで糸電文中期後葉の遺構が構築されており、

土壌の腐植化も進んでいることから、縄文中期中葉以前に形成されたものと考える。

段丘堆積物‖群 ;こ の堆積物はマスムーブメント堆積物である。背後の山地には非常に急勾配な小沢が

認められるだけで、谷頭部に古い崩落地形がみられることから、この谷頭部の崩落に伴う崩積土が土石流

となって押し出したものと考える。数次の崩落による覆瓦状の堆積環境を示し、山麓部の一隅に分布する。

この堆積物は無遺物層であるが、 I群の上位に重なり、末端斜面では縄文中期後葉の遺構が掘り込まれて
いることから、中期後葉の比較的短い時間内に形成されたものと判断される。

段丘堆積物Ⅲ群 ;Ⅱ群堆積物の末端斜面に重なり、 I群堆積物を覆い緩斜面で北西方向に延びる。場所
によっては直接的に段丘礫層に接しており、奥沢扇状地の成長とともに、微底地帯を埋積した様相を示す。

全般的に細粒砂で50～ 80cmの層厚をもち、泥岩細角礫を含む腐植性の暗褐色シル ト層が主体を占め、細粒

砂層ないしシル ト層に移行する。中期末葉から後期中葉の遺物が包含されているとともに、上面には後期

中葉の配石が構築されていることから、この間に形成されたものと判断される。

段丘堆積物Ⅳ群 ;下位のⅡ群・Ⅲ群とは不整合に接し、一般的に 2mを 越す層厚で、緩やかな傾斜をな

す。黄褐色粘性土と暗褐色粘性土をセットにした 4回の時間的空隙をもっている。背後の青木累層起源の

砂岩風化粒が黄褐色斑紋を示しており、時々泥岩の細角礫層を扶む。また、段丘礫層の再食礫や泥岩岩暦

を浴流した幾筋もの流路跡がみられ、母材の共通性から奥沢扇状地堆積物と判断される。上位層は平安期
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第 2章 位置と環境

の遺構が分布し、下位層には弥生時代後期の遺構も認められる。したがって、10oO年 あまりの期間を要し

て第二段丘崖を埋没させ、奥沢扇状地の成長とともに一様に供給されたものである。

段丘堆積物 V群 ;背後の急勾配の小沢の運んだ泥岩細角礫土である。山麓沿いにⅣ群を覆い、半径170
mほ どの小高い小扇状地や崖錐をつくる。一部で奥沢扇状地上位の岩暦と指交関係を示す。一般的に出水

期の堆積が顕著で、天丼川の性質をもつ。無遺物層であるが、堆積期は中世以降と考える。

(4)配石に用いられた巨礫

数万個を越える礫が糸電文時代の住居址や墓坑等に累々

巨礫が含まれている。最大は130× 80× 25cmの板状花

商岩塊をはじめ、一般的には50× 35× 30cm内外の古生

層起源の亜円礫および第二系板状砂岩鬼である。古生

層起源の礫種は硬砂岩 0ヒ ン岩・花同岩が主を占め、

粘板岩・チャー トは目立たず、まれには輝緑凝灰岩・

石灰岩の小児も含まれる。この規模の巨礫は犀川には

存在しないことから、その供給源を背後山地の山砂利

〔小林・平林 ;1955〕 と考える。山砂利は更新世前期

末頃、広域隆起の継続によって飛騨山地ブロックは、

急激な上昇を始めた。当時飛騨山地東縁は現在の松本

盆地中央部まで張り出していたもので、陥没前の長峰

山地へ急勾配の河川によって、出水時に直接運ばれた

ものである。その後、長峰山地の隆起にともない山地

の解析が進み、山稜にはほとんど残らず、中腹や沢に

転落している。沢の転石には直径 2mに及ぶ花商岩礫

もみられ、奥沢をはじめ周辺の沢には、現在も転落し

た山砂利の巨礫が散在する。したがって、北村遺跡の

巨礫類は、一部は犀川から運んだのであろうが、その

多くは遺跡周辺の奥沢や小倉沢に転落していた山砂利

と、その付近に露出している板状砂岩塊を、何らかの

手立てを講じて搬入したものと考える。なお山砂利に

は安山岩類は含まれていないはずである (乗鞍岳など

飛騨山地の火山活動は起こっていない)が、巨礫を含め

た集石中にみられる安山岩類は、石皿等に加工された

小形のものである。これは山砂利とは別に犀川から運

んで加工したもので、何らかの事情で廃棄したのであ

ろう。

2気  候

長野県は南北に約220kmと 広 く、標高差は2950mと

大きいためにその気候は複雑で、善光寺平以北は日本

海型気候に、伊那谷南部では大平洋型気候に属す。明

と用いられている。中には簡単には動かし得ない
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第 2節 自然環境

科町を含む松本平は、典型的な内陸盆地型気候の特性を示し、年較差が25度 と大きいため夏は暑 く冬の寒

さは厳しい。また、降水量は一般的に少ない。

1952年の統計によると、明科町の年平均気温は12。 4度で、最高は 8月 の26。 5度、最低は 2月 の-1。 5度

である。また、1968年から10年 間の降水量は、年平均1200mmを越えない。〔関 ;1984〕 また、晩秋の頃に

は、犀川筋に霧が発生する日が多い (図 9)。

動・植物

(1)植  物

明科町の約43%を 占める山林原野には、現在アカマツを主としてカラマツやスギなどが植林されており、

春はワラビ・タラノメ・ウドなどが自生し、水:田や湿地にはセリやナズナをみることができる。

縄文時代においては、今回の調査で住居址から出土した炭化材の鑑定結果から、遺跡周辺にクリが繁茂

図10 花粉試料採集地′点
(左上)お よびA地″点
の柱状断面 (上 )

表 2 花粉分析結果一覧

Sanp l e No, A-30 A-31 B-32 B-34

Abies

Pinus

P t er ocarya

Alnus

Fagus

Qu er cus

Ulrnus-Zelkova

Sal ix

Artemisia
COI'|POS I TAE

GRA[| I NEAE

Unknown Pol len

other tri lete
nono I ete

13

5

3

20

36

15

10

17

2

12

モミ属

マツ属

サワグルミ属

ハンノキ属

ブナ属

コナラ属

ニレ属―ケヤキ

ヤナギ属

ヨモギ属

キク科

イネ科

不明花粉

他の三条溝型胞子

単条溝型胞子

Trees total

Non― trees total

FS total

8

13

23

5

6

46

12

61

14

高木花粉計

非高木花粉計

シダ胞子計

Total 87 合計

Tota I +u. p. *Sph. 104 総計
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していたことは想像に難 くない。そのほか、カヤ・ケヤキ・カエデ属の炭化材も出土してぃる。しかし、

堅果類や根菜類の植物遺体は検出されなかった。またE区調査地区内の堆積土から採取した土を用いて、

花粉分析を行なったが、モミ属・マツ属・サワグルミ属・ハンノキ属・エレ属が若干検出されたにすぎず、

遺跡周辺の植生を復元するには至らなかった (図 10、 表 2)。

(2)動  物
北村遺跡で確認された獣骨は、イノシシ、シカが圧倒的大多数を占め、カモシカ・ツキノワグマ・タヌ

キはそれぞれ 1点見つかったにすぎない。

松本平では明治年間まで、ツキノワグマ・イノシシ・カモシカ・ニホンシカ・タヌキ・キツネ・イタチ・

テン・アナグマ・ウサギ・リス・ネズミなどの棲息が知られていたが、年々その数は減少してきている。

魚の骨は検出されなかった。『犀川鮭繁盛記』によると、昭和の初期には年間1000尾程度のサケが獲れ

たとされており 〔青木 ;1983〕 、古 くは1193年 (建久 4年)の伊勢神宮の『神鳳砂』により、麻績御厨から

内宮へ鮭150尾が納入されていたとあるから、さらにさかのぼる糸電文時代にあってサケが犀川を遡上して

きたことは確実であろう。現在はマスやウグイが獲られている。

参考文献
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小林国夫・平林照雄「松本盆地周辺のいわゆる “山砂利"について」 (『地質学雑誌』61巻712号)1955

加藤碩一・佐藤岱生『信濃池田地域の地質 (5万分の 1図幅)』 地質研究所1983

関 全寿「松本市北部の地質構造」 (『信大教育学部松本分校科学教室研究報告』No7)1962
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長野県埋蔵文化財センター「長野県埋蔵文化財センター年報」No5 1988

仁科良夫「大峰面の形成過程」 (『地質学論集』No7)1972

仁科良夫「松本盆地北部の陥没過程 (『地球科学』37巻 6号)1983

松本盆地団体研究グループ「松本盆地の第四紀地質―松本盆地の形成過程に関する研究131-」
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第 3節 歴史環境

1 集落の立地状況

北村遺跡が位置する犀川の右岸には、更新世後期に形成された新期の河岸段丘が発達しており、縄文時

代から現在までの集落・田畑および道の大部分は、ここに展開している。遺跡東側の山地は急峻な傾斜を

もつが、沢筋は豊科町大口沢や四賀村五常方面への交通路として利用されている。明科町周辺でも、池田

町の高瀬川・四賀村の会田川・松本市北東の女鳥羽川の流域において、同様な集落立地が認められる。北

村遺跡の西側は、犀川の氾濫原を挟んで、北アルプス山麓から発達した扇状地が裾野を広げている。扇央

部は松本平における縄文時代の遺跡の宝庫として知られるが、扇状地内を流れる伏流水がまだ谷地形を形

成していた当時は、幾筋にも分れた尾根状地形の部分に集落が営まれた可能性もある。また、集落を取り

巻く山や川は、糸電文時代以来、生活の第一次的な資源を得るために、人々によって利用され続けてきたも

のと思われる。以下、各時代別に遺跡の状況を概観する。(図 11、 表 3)

2 時代別の遺跡分布

ア 旧石器時代から紐文時代草創期
旧石器時代から縄文時代草創期に属す遺跡は、明科町内および周辺部においてほとんど知られていない。

わずかに、明科町吐中でオオツノシカの化石が出土し、これを追う旧石器人の存在が推定されているのと、

本城村南平遺跡で神子柴タイプの局部磨製石斧、松本市峯の平で有舌尖頭器が確認されているにすぎない。

イ 縄文時代早期から後期

縄文時代早期には、押型文土器が発見された明科町こや城・堀金村上手林・牢窪下、絡条体圧痕文をも

つ土器が出土した明科町ほうろく屋敷や、末葉の土器が発見された同町吐中・上手屋敷などが知られるよ

うになる。また、穂高町離山・新林でも該期土器が出土している。

前期になると明科町内での遺跡数は増加し、前葉から中葉の上手屋敷、諸磯系土器が出土した塩田若宮、

末葉の緑ヶ丘・ほうろく屋敷がある。周辺市町村でも、穂高町南原、堀金村牢窪下、三郷村オの神
・大日

堂北・黒沢川左岸・同右岸・貯水池北、生坂村東部八幡原・番所屋敷、松本市本郷袴腰・不澄池・下屋敷

・柳田など微増傾向となる。松川村では、滑石製品製作遺跡として著名な有明山社をはじめとして、西原

・濁橋付近・大門橋南・ニツ屋・桜沢など該期の遺跡が多い。

中期に入って町内の遺跡数はさらに増加し、初頭の土坑らしきものを検出した吐中城下、中葉から後葉

の上手屋敷、後葉の上郷、末葉の北村、 4軒の敷石住居址が確認されたこや城、同じく敷石住居らしき配

石や獣骨を発見した塩田若宮がある。犀川左岸では、いずれも後葉の土器が出土しており、下押野城ケ原、

土偶が出土している塩川原孫五郎屋敷・緑ヶ丘・宮原・宮の前・伊勢宮・中村経塚・石原・ほうろく屋敷

があげられる。周辺でも、池田町10遺跡、松川村10遺跡、穂高町18遺跡、堀金村10遺跡、豊科町 1遺跡、

三郷村13遺跡、本城村 4遺跡、生坂村 6遺跡、四賀村 5遺跡、松本市放光寺・沢村 2遺跡、岡田10遺跡、

本郷41遺跡と急増する。

後期になり町内の遺跡数は減少傾向に入り、北村・こや城・塩田若宮・二五山・孫五郎屋敷
・宮原・宮

の前・伊勢宮・ほうろく屋敷を残す。中期末葉から継続的に住居や墓・配石を含む集落を形成してきた北

村・塩田若宮・ほうろく屋敷は、遺跡間がそれぞれ均等におよそ 4 kmほ ど距離をおいている点、非常に興

味深い。また、犀川を扶んで北村のちょうど対面にあたる鳥川扇状地頂部に離山が位置し、長峯山地を越
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えた東北方四賀村に丼刈がある。両遺跡とも配石をもち、土偶・石棒 といった「第 2の道具」を多く有す

る点からみて、当時北村と密接に交流をもった遺跡と考えてよかろう。このほか池田町 4遺跡、穂高町 7

遺跡、堀金村 7遺跡、三郷村 5遺跡、生坂村 1遺跡、松本市放光寺 1遺跡、岡田 1遺跡、本郷 3遺跡で該

期の土器その他が出土している。

ウ 縄文時代晩期から弥生時代
晩期から弥生時代中期には町内の遺跡が激減して、氷式単独出土の荒井、再葬墓が確認されたほうろく

屋敷、焼土を伴う配石および獣骨が検出された緑ヶ丘のみとなる。隣接市町村をみても、池田町・三郷村

の各 4遺跡を除けば穂高町離山、人面付土器が出土した豊科町の町田、本城村町裏、松本市峯の平・鳥居

前、住居址84軒 を検出した宮淵遺跡をあげ得る程度である。この時期遺跡が激減する背景として、自然環

境の悪化が指摘されるが、遺跡立地がより低位の段丘へ変遷している実態を加味したとき、深所に遺跡が

埋没している場合や、すでに河川の侵食作用により消失している場合も考えられる。そうしたとき、ここ

に示した遺跡数は見せかけの数である可能性も捨て切れない。未だ稲作文化が定着をみないこの時期には、

独自の地域色をもちながらも、土器組成の一定量を東海系土器が占めている。再葬墓の風習も広 く東海文

化圏の中でとらえることができよう。

弥生時代後期に入り、北村・緑ヶ丘で住居址が確認されたほか、こや城や龍門淵で該期の土器が出土し

ている。北村出土土器は箱清水系のそれであり、近隣市町村の該期遺跡でも同様の傾向が読み取れる。こ

うした状況の背景に、稲作の定着とそれに伴う地域再編が一定程度達成された影響があるものと思われる。

工 古墳時代
405世紀の古墳時代前期から中期にかけての古墳は明科町を含め周辺市町村でもほとんど確認されて
いない。唯一松本市本郷の桜ヶ丘古墳が 5世紀代にさかのぼる。ただ、犀川に面し弥生後期に進出をみた

龍門淵では、 5世紀代の土師器椀・壺・小型丸底壺・高不のほか、鋸歯紋を有する石製紡錘車が出土して
おり、周囲の地形と絡めて祭祀遺跡であろうと解釈されている。また、穂高町馬場街道では、 5世紀前半

代の住居址が 2軒検出されている。

古墳時代後期に入ると町内における古墳は、明科 5、 潮 2、 下押野 1で確認されている。木棺直葬が想

定されている能念寺古墳からは直刀が 2本出土している。いずれも地鉄が黒色を呈する古式のものであり、
立地や埋葬施設の形式から6世紀前半代の古墳と推定されている。また、上郷古墳では横穴の石室から直

刀 2本 と轡が出土しており7世紀末葉に比定されている。下押野所在の上屋敷古墳は、池田町中鵜地区や

会染地区に′点在する後期古墳と関連があるかもしれない。松川村から三郷村にかける西山麓に築造された

古墳はほとんどが 6世紀後半以降のものであり、松本市城山・岡田・本郷水汲の古墳も、一部を除き6世

紀後半から多くは 7世紀代に位置づ く。また該期の集落遺跡は明科、潮、下押野の各地区のほか今回北村
の町道西側でも発見されている。

オ 古  代

律令期 7世紀末葉には明科に寺院が造られた。廃寺跡より出土した軒丸瓦はおおむね 3形式に分類され、

それぞれ白鳳後期・奈良・平安に比定されている。中山山地山腹の宮原・桜坂には古窯址が確認されてお

り、平安時代の須恵器とともに布目瓦も出土している。明科廃寺の増改築に際して利用されたものであろ

う。ところで、正倉院宝物中に、天平宝字 8年 (764)銘 「信濃国安曇郡前科郷戸主 安曇部真羊 調布
一端」の墨書ある麻の布袴がある。地名から考証して現在の七貴・南陸郷と池田町の南部を包括する前科

郷の存在がわかるが、犀川以東の明科町分がはたしてこれに属していたか否かについて確証はない。当時

町内には、北村・上手屋敷・栄町・上郷・塩田若宮・上生野・木戸橋端ノ八・宮原・宮の前・中村経塚・

ほうろく屋敷の各遺跡があり、これらの集落を貫通する川手道があったと推定されている。
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力 中  世

律令制崩壊にともない川手地区は国府の荘園 (国衛領)に編入されたものと推定されるが、鎌倉時代中

期には小県・佐久両郡に勢力を張っていた海野氏の一族が新補地頭として進出し、土着の在名をとって、

塔の原・光・田沢と名乗るようになる。光氏は、現在の町田地籍 (豊科町分)に居館 したと推定され、館

町を造って家臣団を住まわせ、東側背後の山上に光古城を築き、のちには光仁場城も築いている。また、

一党は光堰の開削を進めたともいわれている。家臣には、下里氏・藤松氏・降旗氏などがあり、中でも中

条の館は、下里氏が館を構えたところと伝えられる。小字からの考証によると、北村の東側明科町道端に

は館に関係したと思われる陸海道がみえ、国道の西側にはおそらく光氏の馬場があったと目される馬場と

いう小字名がみえるが、いずれも今回の発掘調査域から外れている。

キ 近  世

近世に入り、1590年石川氏支配時代の明科では、旧光氏の領分が光村として存続した。1725年幕府領と

なるも、その後たびたび松本領になったり幕府領になったりし、1785年 (天明5)松本領 となり明治まで

続 く。1602年、北国脇往還 (善光寺街道)が村内を通過するが、光村には川手道 (現町道)が通る。とこ

ろで、1662年に北村に 4間 3間の地蔵堂と石地蔵 (PL40)が建てられた。今回調査対象となった国道西

側のA～ B区には、「地蔵堂」の小字がみえる。のち1669年には、地蔵堂に三界万霊塔が建ち、1682年に

は念仏堂も建つ。1698年以降には現在の北村公民館の場所に大日堂も建てられた。その他、光村にあった

寺院は浄土宗宗林寺と真言宗長光寺である。1698年の「神社仏閣道法書上帳」によると、光村の家数は76

軒あった。田畑は1652年時に、田が1659畝25歩・畑が5137畝 9歩だったものが、犀川の川除などによる開

発の進展で、幕末1866年には、田が3398畝23歩・畑は6261畝 15歩に増加している。作物は米・麦・稗のほ

か、いぼたや犀川の鮭などがある。

ク 近・現代

近代に入 り、1868(明 治初)年、北村が属していた光村は、1875年、田沢村と合併して上川手村となる

が、1885年 には川手村、1889年 には連合制がなくなり再び上川手村となる。このときの戸数は455軒、人

口2488人 とされている。1955年 1月 、南村を除いて中川手村となり、同年 4月 には明科町が発足する。こ

のときの北村の戸数は82軒であった。その間1889年には川手新道が開けられ (現国道か ?)、 1891年には

犀川べ りに百間堤防が築かれ、1902年 には篠ノ井線が開通している。1954年には、北村の開田が完成し、

1957年 にも約10ヘ クタールが開田された。1982年、川手地区県営ほ場整備事業着手。同年、中央道長野線

明科地区通過が発表される。
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番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

1 西原 ○ ○ ○ 炉址、槍先形尖頭器

獨橋付近 ○

岡海道 ○

有明山社 ○ 住居、配石、玉製作址

大門橋南 ○

ニツ家神戸 ○ ○

細野増反畑 ○

舟岩 ○ ○ 1

大林 ○ 1

川花見 ○ 住居

七城野 ○ 住居? 1

桜沢 ○ 住居

牛窪 ○

田成 ○

南原 ○

西海道 ○ ○

祖父が塚 ○ ○ ○ 円墳、横穴

牛窪の窟 ○ 円墳、横穴

布上城 ○

鼠穴館 ○

鼠穴城 ○

相導寺平出 ○

境畑 ○ ○ ○

若宮 ★

七五三掛 ○

官の下 ★ ○ ○ 環状列石 ?

大林 ○

小丸 ○

三軒家 ○

殿林 ○

宮の上 ○ ○

宮の前 ○ ○

茨原 ○

林の久保 ★ ○

五輪 ○ ○

元屋敷 ○

オの神 ★ ○ ○

内川端 ○ ○

宮下塚 ○ 円墳

石矢塚 ○ 円墳

塚の原

館跡の塚

塚田

万海塚 ○

金塚 ○

大塚

京塚 ○

久塚

法眼塚 ○ 円墳

五輪塚 ○ 円墳

第3節 歴史環境

(★印は中期末葉～後期前葉を含む)

表 3-1 松本平北半部の遺跡地名表 (そ の 1)

番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

滝沢城 ○

滝沢館 ○

田の入城 ○

渋田見館 ○

渋田見城 ○

鵜山城 ○

番所屋敷 ○

うるしくIF ○

観音堂 ○

田島 ○ ○

原 ○

小立野 ○

中海道 ○

小池城 ○

中野山城 ○

小立野館 ○

矢塚 ○

鼠屋敷城 ○

ほうろく屋敷 ★ ○ ○ ○ 敷石住居、配石墓

北竹原 ○ ○

寺裏 ○

中村経塚 ○ ○

石原 ○

源藤平 ○

塚田山 ○

荒井。伊勢宮 ★

宮ノ前 ★ ○

緑ケ丘 ○ ○ ○ ○ 607

宮原 ★

孫五郎屋敷 ★

坪ケ平 ○

八幡神社 ○

やしき ○

上生野 ○

大久保 ○

木戸橋ノ爪 ○

塩田若宮 ★ ○ 敷石住居、配石

塩橋ノ爪 ○

こや城 ○ ○ ○ ○ 敷石住居 6・ 8

栄町 ○ ○ ○ ○ (上郷、龍門渕含む) 6

上手屋敷 ○ ○ ○

北村 ★ ○ ○ ○

天平 ○ ○

城下 ○ 6

吐中 ○ ○

山中中屋敷 ○ 6

庄部沢 ○

上屋敷 ○ 円墳、横穴?

金山塚 ○ 円墳、横穴、直刀、轡

お経塚 ○ 円墳積石 ? 6
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番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

能念寺 ○ 円墳、木棺直葬?、 直刀

上郷 ○ 円墳、横穴 ?、 直刀、轡

武士平1号 ○ 円墳、横穴?

武士平2号 ○ 円墳、横穴?、 直刀、轡

宮原古窯 ○ 7基 7

桜坂古窯 ○ 1基 7

神谷の物見 ○

中村城 ○

殿田館 ○

小丸山 ○

荻原城 ○

孤城 ○

白沢砦 ○

くねの中館 ○

内堀館 ○

押野城 ○

西堀 ○

たかうちば 物見 ○

猿が城砦 ○

高登場物見 ○

高松薬師城 ○

川はさみ砦 ○

物見岩砦 ○

梨子峯物見 ○

潮古殿屋敷 ○

潮古屋敷 ○

明科古屋敷 ○

こや城 ○

明科廃寺 ○

茶臼山城 ○

上ノ段館 ○

塔原城 ○

上手屋敷 ○

しょうぶ平 ○

中城の館 ○

佐々 野城 ○

三峯城 ○

花見城 ○

釜蓋 ○ ○

井刈 ★ 酉面

学校畑 ○

大木戸 ○ ○

神ノ木平 ○

五輪平 ○

落水 ○ ○

西ノ宮 ○ ○

上郷 ○ ○

神明宮西 ○

宮本 ○

本町下宿 ○

番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

岩井堂 ○

殿村 ○ ○

法音寺 ○

斉田原 ○ ○ ○

雁金 ○

山王 ○

新町小路 ○

取出 ○

庚申堂 ○

沢屋 ○

反町 ○ ○ ○

城山西 ○

斉田原経塚 ○

八王子古窯 ○

斉田原古窯 ○

西山入口古窯 ○

板場古窯 ○ ○

城二の峯

鍋山城砦 ○

雨戸屋城 ○

会田氏館 ○

西ノ宮笹城 ○

笹沢城 ○

備前原の館 ○

取出館 ○

鷹巣根城 ○

荒神尾城 ○

見場城 ○

鎮守 ○

和田 ○

桜田 ○

高山 ○

竹之上 ○

矢作 ○ ○

岡田町 ★ ○ ○ ○ 集落、古瓦

原畑 ○

二反田 ○ ○ 住居

向山 ○

下出口 ○ ○

宮之上 ○ 住居

西裏 ○ ○ ○ 集落

宮の前 ○ ○ 集落、古瓦

岡田神社裏 ○

堀ノ内 ○

田中 ○

天神の木 ○

松岡 ○ ○

トウコン原 ○ ○ ○

丸山 ○

塩倉 ○

表 3-2 松本平北半部の遺跡地名表 (そ の 2)
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番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

神沢 ○

峯の平 ○

孤塚 ○

栗和田 ○ ○ ○

雨堤 ○ ○ ○

小河清水 ○ ○ ○

穴田峯 ○ ○

塚田 ○ ○ 集落

穴田前 ○ ○

根利尾 ★

北ノ久保 ○

下屋敷 ○ ○

五反田 ○ ○ ○

杵坂 ○ ○

七日市場 ○

鳥居前 ○ ○

高田 ○ ○ ○

たて ○ ○

西原 ○ ○ ○

大音寺 ○ ○

新湯南裏 ○

柳田 ★ ○ 住居

真観寺 ○ ○

大村 ○ 集落、古瓦 7

大輔原 ○ ○ 住居、円面硯

新切 ○ ○

寺山白鳥 ○

平瀬 ○ ○

上平瀬 ○ ○

北方 ○ ○

山城 ○

中島 ○

高根塚 ○

土取場 ○

塚田 ○

本社峯 ○

茶臼山 ○

西原 ○

下屋敷 ○

塚畑 ○

猫塚 ○

水汲1～ 5号 ○ 積石塚、円墳

松岡 ○

大屋敷102号 ○

桜ケ丘 ○ 天冠

妙義山1～ 3号 ○

矢崎 ○

塚山 ○

泣坂古墳群 ○

北部古窯l」L群 ○

番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

新切古窯址群 ○

伊深城 ○

早落城 ○

洞城 ○

茶臼山城 ○

平瀬城 ○

平瀬氏館 ○

大甘館 ○

光 ○ ○

町田 ○

小瀬幅

上ノ山北 ○

原村 ○

成相 ○ ○

梶海渡 ○ 住居

上手木戸 ○

荒井 ○ 住居 ?

町村 ○

熊倉 ○

小海渡 ○

宮前 ○

飯田古宮 ○ ○

真 部々巾下 ○

姥ケ池 ○

柳原 ○

本村 ○

大海渡 ○

上ノ山古窯群 ○

菖蒲平古窯群 ○ 22・ 24

光城 ○

田沢城 ○

町田館

上ノ山城 ○

殿山城

細萱氏館

殿村館 ○

法蔵寺館 ○

構えの墓館 ○

推定法蔵寺跡

中村堀屋敷 ○

吉野町屋敷 ○ 23・ 24

熊倉氏館 ○

推定日光寺

鳥羽館 ○

飯田砦

真 部々氏館 ○

成相氏館 ○

住吉上手 ○ ○

楡小路 ★ ○

道下

表 3-3 松本平北半部の遺跡地名表 (その 3)

一- 27 -一



第 2章 位置と環境

番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

中村 ○

楡上手 ○ ○ ○

坂がいと

三柱神社東 ○

白山神社横

ひといちばゆうびんきょ〈 ○

栗の木 ○ ○

上総屋敷 ○ ○ ○

堂原 ○ ○ ○

若宮 ○

東小倉 ○

三角原 ○

住吉竹原 ○

鳴沢尻 ○

西牧 ○

地蔵沖 ★

大塚 ○ ○

一本松 ○

鳴沢 ★

塞の髪 ○

堀尻 ○ 住居

浄心寺付近 ○

堂屋敷 ○

山の越 ○

大日堂北 ○

中沢 ○ 住居 ?

平福寺付近 ○ 古墳?

アルプス学園前 ○ 円墳

浄心寺南塚 ○

中萱氏堀屋敷 ○

多田氏堀屋敷 ○

二木豊後屋敷 ○

草間肥前屋敷 ○

二木土佐屋敷 ○

川岸最氏宅 ○

小倉城 ○

和合田 ★ ○

神沢 ★ 1966年発掘 26・ 27

上の原C ○

加茂神社南 ○

深沢南 ○ ○ ○

堀の内

岩田天神南 ○ 住居     1968年発掘

農協前 ○

下堀道南

十兵衛屋敷 ○

中島 ○

そり表 ○ ○ ○ ○ 26・ 27

田多井古城下 ★ ○ ○ 26・ 27

350 
|
上の原B ○

番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

牢窪下 ★

曲尾 ○ ○

石見堂 ○

上手林 ○

おもそう ○

山の神下 ○

田多井北村 ○ ○ ○

岩原 ○ ○

巾上 ○

古城下 ★ ○ ○

曲尾 ○ 円墳、横穴

前の髪 ○ 円墳、横穴  1960年発掘

岩原 ○ 円墳、横穴

須砂渡口南 ○ 円墳、横穴

田多井城 ○

田多井居館址 ○ ○

上堀堀屋敷 ○

安楽寺跡下 ★ ○

岩原城 ○

大阪 ○

ショウノヒナタ ★ ○

塚原 ○

離山 ★ ○ ○ 敷石住居、配石墓ほか

十三屋敷 ○

南原 ○

堰下 ○ ○

新林 ★ 敷石住居、配石ほか

荒神堂

他谷

神谷 ★

草深 ★

山崎 ★ ○

寺島畑 ★

有明巾上 ○

有明南原 ○

矢原おふて池 ○

馬場街道 ○ ○ ○ 住居 28030

四反田 ○

正島 ○

矢原五輪畑 ○ ○ ○ 住居

矢原宮地 ○ 住居

三牧橋 ○

梅の池 ○

矢原権現池 ○

藤塚 ○ ○ ○ 住居

北オの神 ○

大坪沢 ○

長者池 ○

追堀 ○

400 
|
南原 ★ ○

表 3-4 松本平北半部の遺跡地名表 (その 4)
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番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

宗徳寺

穂高高校北 ○

穂高神社境内

宮脇

神の本

巾上 ○

一本松

辻

貝梅道上 ○

貝海道下 ○ ○

かいべいどぶ ○

耳塚 ○ ○ ○

耳塚公民館横 ○

嵩下 ○

嵩下神社東 ○ ○

庄内渡 ○ ○

小岩岳下木戸 ○ ○

第 3節 歴史環境

表 3-5 松本平北半部の遺跡地名表 (その 5)

参考文献

1。 松川村誌編纂委員会『松川村誌 (歴史編)』 1988

2.松川村教育委員会『有明山社一緊急発掘調査報告書―』1969

3。 松川村教育委員会『川花見遺跡緊急発掘調査報告書』1979

4.池田町教育委員会『宮ノ前遺跡発掘調査報告書』1978

5.明科町教育委員会『ほうろく屋敷遺跡一川西地区県営ほ場整備事業に伴う緊急発掘調査報告書一』1991

6.明科町史編纂委員会『明科町史 (上巻)』 1984

7.長野県考古学会『松本諏訪地区新産都市地域内埋蔵文化財緊急分布調査報告』1966

8。 明科町教育委員会『長野県東筑摩郡明科町こや城発掘調査報告書』1979

9。 原 嘉藤「長野県東筑摩郡明科町明科廃寺址について」 (『信濃』第 7巻第 7号)1955

10。 大場磐雄ほか「長野県東筑摩郡四賀村井刈遺跡調査概報」 (『信濃』第15巻第12号 )1963

11.松本市教育委員会『松本市横田・岡田遺跡』1981

12.松本市教育委員会『松本市岡田西裏遺跡緊急発掘調査概報』1984

13.松本市教育委員会『松本市宮の前遺跡』1992

14.松本市教育委員会『松本市トウコン原遺跡」1991

15.松本市教育委員会『松本市杵坂遺跡・本郷小学校遺跡』1988

16.松本市教育委員会『松本市大村遺跡群柳田遺跡分布確認調査報告書』1979

17.松本市教育委員会『松本市島内遺跡群上平瀬遺跡』1986

18.長野県埋文センター「北方遺跡」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書10』 1989

19.本郷村教育委員会『信濃浅間古墳』1966

20。 河西清光ほか「松本市田溝古窯址の調査」 (『信濃』第16巻第 4号)1964

21.長野県埋文センター「上手木戸遺跡」『中央自動車道長野線埋蔵文化財発掘調査報告書10』 1989

22.豊科町教育委員会『菖蒲平窯跡群-77KV安曇野作業所送電線に係る埋蔵文化財発掘調査報告書一』1987

23.豊科町教育委員会『吉野町館跡遺跡―県営ほ場整備事業豊科南部地区に係る埋蔵文化財発掘調査報告書一』1992

24。 豊科町教育委員会『豊科町の土地に刻まれた歴史』1991

25.三郷村誌編纂委員会『三郷村誌 I』 1980

26.堀金村誌編纂委員会『堀金村誌上巻 (自然・歴史)』 1991

番号 遺 跡 名 縄 弥 墳 古 中 調 査 概 要 文 献

青海寺大門 ○

松尾 ○

屋敷添 ○

野辺沢 ○

宮城 ○

塚原F群 ○ 10基

上原 ○ 円噴、横穴、直刀、馬具

牧E群 ○ 17基

有明C群 ○ 5基

有明B群 ○ 34基

有明A群 ○ 8基 (も と18基 ?)

有明D群 ○ 魏石鬼窟、横穴

等々 力氏館 ○

小岩岳城 ○

古厩氏館 ○

古厩城 ○
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第 2章 位置と環境

27。 堀金村教育委員会『神沢遺跡・田多井古城下遺跡・そり表遺跡』1988

28。 穂高町誌編纂委員会『穂高町誌第二巻 (歴史編上・民俗編)』 1991

29。 穂高町教育委員会『離山遺跡』1972

30.穂高町教育委員会『矢原遺跡群 (馬場街道遺跡)一 県道オ白矢町～田沢停線拡幅工事に伴う緊急発掘調査報告―』1987
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第 1節 概  観

第 3章 縄 文 時 代

第 1節 概 観

今回の調査で検出・出土した縄文時代の遺構・遺物は、中期末葉から後期中葉までの間 (14c年代では

B.P3800± 1180年 =SHl144人 骨)に まとまる。これを関東地方の土器編年に対比させて、以下のように区

分した。

I期 =加曾利EⅢ式並行     Ⅱ期 =加曾利EⅣ式並行

Ⅲ期=称名寺式並行       Ⅳ期平堀之内 1式並行

V期 =堀之内 2式並行      Ⅵ期 =加曾利Bl式並行

遺構は、国道19号線の西側 BOC区 及び国道直下のD区、JR篠ノ井線東側のE区で確認された。検出

層位は、 B～ D区の場合は多くがⅢ層上面で、一部Ⅲ～V層 を欠く部分においてはⅥ層上面である。一方、

E区ではⅢ層上面または同層中である。遺構の内訳は下記の通 りである。

住居址 (遺構記号SB)・………………………… 58軒

墓坑(SHま たはSK)・……………………………………・469基

屋外埋設土器 (SK)… …………………………… 13基

配石遺構 (SH)……… … ……………… … ……… 26ヶ所

土坑 (SK)… …………………………………
0352基

柱穴と思われるピット群(SK群 )……………・ 5ヶ所

遺物集中区(SQ)・ …・…………………………・ 6ヶ所

この中で、墓坑・屋外埋設土器・ピット群はE区に集中するが、それ以外はB区にまで及んでいる。

遺物はT記に区分できる。

土器 (縄文中期末葉～後期中葉)

石器 (石鏃・打製石斧・磨石・凹石・敲石・多孔石・石皿・台石・石錐・磨製石斧・刃器・祗石・石錘・

丸石・石剣・石棒)

土製品 (土錘・土偶・小形土器・蓋・匙・玉・土鈴・耳飾りなど)

石製品 (玉 )

土器片円板・有孔土器片

骨角牙製品 (腕輪・垂れ飾り・かんざし?な ど)

人骨 (300体 )

獣骨・炭化材

このうち、300体に及ぶ人骨の出土が、本遺跡の最大の特徴であろう。出土遺物の総数はコンテナ (54×

34× 15cm)でおよそ1,000箱 にのIFる。

ところで、遺構に関して、発掘から報告書作成に至る間に生じた問題点については、以下の様にして取

り扱ってきた。

まず、複数の遺構が重複関係をもっており、検出時に新旧関係を誤って認定した点についてである。こ

れらは、調査中に変更した場合もあるが、整理に入って遺物からこの関係を判断した場合もある。した
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第 3章 縄文時代

がって、E区の全体図・遺構図 (図版 7～ 9・ 19～ 54)は、遺構の正しい掘 り込み面や時期別を厳密に表現

したものではなく、当該遺構を検出できた段階での上下関係を表わしているに過ぎない。

遺構記号については、埋文センター『調査の方針と手順』の約束にしたがって、円形または方形など広

い範囲の掘 り込みが認められるもの=SB(竪穴住居址)、 同じく狭い範囲の落ち込み=SK(柱穴・墓穴・

貯蔵穴などの土坑)、 面的に広がる礫のまとまり=SH(酉己石)、 遺物が面的に集中している範囲=SQ(遺物
捨て場)と して、検出段階で遺構番号 と共に振 り分けてきた。ところがSBの場合、必ずしも掘 り込みが

確認できなくても、住居址と判断されるものを含めている。またSHの場合、調査中に下部から掘 り込み

が確認される場合が多くなったため、墓穴としての土坑も含めざるを得なくなった。調査が進行 していく

中で、SH=墓坑と認識ができてしまい、上面に配石がなくても、穴の形状や人骨の出土などから墓坑と
判断したものについては、この遺構記号を踏襲してきた。もっとも、こうした認識は調査担当者間に徹底

されなかったため、一部SKに墓坑が含まれている。したがって、SKに は柱穴・貯蔵穴・墓坑・屋外埋設

土器など、用途が異なる多種類の穴を含む。ただ、調査中あるいは整理段階で、住居址などの柱穴に該当

すると判断したものは、ピット(P)に変更している。

遺構番号は、 B～ D区では、SBが 101、 SHは 1、 SKは 501、 SQは 1か ら、 E区では、SBが 551、 SH
は501、 SKは 2001、 SQは 501か らそれぞれ付けていったが、先の事情などから欠番が多い。
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第 2節 構

竪穴住居

(1)総  論 (表 405)

今回の調査で検出した縄文時代の住居址は、番号を付けたものだけで50軒 を数えるが、拡張などにより

重複している住居址を 1軒 とみなせば、58軒にのぼる。また、柱穴らしいピットが集中している地域には、

何らかの建物が存在していたことが予想されるため、この数はさらに増える可能性が高い。

調査区別にみると、B区 3、 C区 4、 D区 5、 E区 46軒であり、ほとんどE区へ集中すると共に、西側

の地区へ行 くにつれて減少する。また時期別にみると、 I期 4、 Ⅱ期 6、 Ⅲ期 11、 Ⅳ期 11、 V期 9、 Ⅵ期

5軒 となり、Ⅲ期からV期にかけてピークを迎えることがわかる。これを調査区別の住居址数に重ね合わ

すと、E区には全時期の住居址が集中するものの、D区はⅢ期以降、BOC区 に至ってはⅣ・V期の住居

址しかみられない。 (表 4)

以下、住居址の観察項目ごとに全体の状況を概観しておく。

ア 住居形態と規模 (表 4)

検出段階で、掘 り込みが確認できなかった住居址は27軒 と半数近 くにのぼるが、床面検出までの間に多

量の遺物が出土している場合があることや、炭化物など遺構の埋土に特有な有機物などもかなり確認でき

ていることから、本来は掘 り込みのある竪穴住居址であったものと考えておきたい。

平面形は、円形20軒、柄鏡形

31軒 と後者がやや多い。柄鏡形

のうち26軒 はいわゆる敷石住居

址であり、円形 と考えられる場

合 も2軒に敷石がみられた。時

期別にみると、 I期は敷石がな

い住居址がすべてであったが、

Ⅱ期になり敷石住居址が現れ、

Ⅲ期・Ⅳ期では敷石住居址の比

率がやや多 くなり、逆転するι

V期になると敷石住居址 (柄鏡

形)が圧倒的になり、最終のⅥ期になると、もはや敷石がない住居址はみられない。

柄鏡形住居址の主軸長は、最大がSB555の 9。 6m、 最小はSB551お よび570の 5.2mで、平均 7。 Omでぁる。

主体部の直径は、最大はSB108の 7.6mでぁるが、床面の範囲を明確にとらえた住居址でみるとSB562の 6.

7mでぁる。最小はSB595の 2。 8mで、平均は4.9mに なる。また、張り出し部の幅は平均 1。 78mで、最大

がSB101の 3。 lm、 最小はSB570Aの 1。 3mでぁる。時期別に主体部直径の平均値を算出すると、 I期から

VI期にむけて規模が大きくなっている。

イ 主軸の方向

主軸線は、柄鏡形住居址の場合は原則として、張り出し部の中心線を延長させて設定し、円形住居址の

場合は、柱穴ならびに炉
｀
の位置から推定した。

主軸の方向が求められた29軒の住居址を調査区別にみると、E区はすべて北から東に傾いた方向なのに

時期

地区別住居址数
住 居 形 態 規模

敷 石 あ り 敷 石 な し 主体部
直径の
平均値B C D E 柄鏡形 円  形 その他 柄鏡形 円  形 その他

IV

V

VI

不  明

計 26

表 4 竪穴住居の地区別数および規模 と形態
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対 して、 B～ D区では規則性がない。

時期別では、V期以降はN-22-E
～N-51-Eに まとまる傾向がある

(図 12)。

ウ 床面の状況と敷石のタイプ

E区では、Ⅳ層による高まりのへ

りに立地する住居址が、奥壁側から

張 り出し部へ向けてやや傾斜をもつ。

ただ、SB583の ように極端な傾斜例

は少なく、一般的にはほぼ平坦であ

る。

貼 り床されているものはSB103 0

10905900591の 4軒で、SB101 0 102 0 106 0 107 0 110 0 112な

どB～ D区の住居址にはⅥ層 (段丘礫層)を掘 り込んでいるもの

が多く、礫の突出により凹凸がみられる。また、SB561 0 562

にはおそらく軟質の砂岩が風化してしまったものであろう赤色

粒が、床のほぼ全面に分布していた。

SB101 0 555 0 558 0 566 0 578 0 594の 床面上からは、炭化材

や焼土が検出された。SB101の焼土は炉の北東に位置する柱穴

間に分布し、小形土器 3′点、土偶 1′点が出土するなどやや特異

な状況を示す。SB555か らは炉を取 り囲んで板状の炭化材が出

土した。床面に敷かれていたものであろう。またSB558は焼失

家屋であったと思われる。

敷石住居址の場合、石の敷かれ方によっていくつかのタイプ

に分けられる。住居空間を分けて、それぞれどこに敷石されているかをみると (図 13)、 A～ Cに敷石が

あるものは 5軒で、以下A・ Bは 3軒、A・ Cは 2軒、 B・ Cは 2軒である。また、Aのみの敷石は 3軒、

Bのみは 4軒、 Cのみは10軒である。更に、A部分は炉を中心とした位置によって 4細分できる。SB553
05780598は 礫が散在しており範囲を特定できないが、張り出し部領Iの aに敷石があるもの 6軒、 bは 3

軒、 Cが 5軒、 dは 4軒である。敷石のタイプは時期別・規模男Uに大きな隔たりはない。
工 炉の位置と形態

炉は主体部のほぼ中央に位置するものが多く、張り出し部寄 り、奥壁寄 りはそれぞれ 7軒のみである。

住居址の平面形が円形の場合は中央にあるが、柄鏡形の場合は張り出し部寄 りまたは奥壁寄りに位置する

ものが出てくるらしい。

形態別には、SB105 0 106 0 589を 除いてほとんどに掘 り込みがある。平面形は、方形15、 長方形 6、 円

形 9、 楕円形 1、 卵形 2で、不整形 3を除けば方形タイプが多い。また、方形タイプの 8割が縁石のある

いわゆる石囲い炉で、うち 4例に炉体土器を伴う。一方、円形タイプは 2例 を除き縁石はなかったが、炉

体土器を伴うものは 3例あった。

住居形態との関係では、柄鏡形の場合は方形15例 (石囲い炉11)、 円形 4例 (石囲い炉 2)で圧倒的に方形

石囲い炉タイプが多い。逆に円形の住居址は掘 り込みをもたない 3例に加え、方形 5例 (石囲い炉 4)、 円

形 4例 とバラエティーに富む。また、敷石住居址の場合は21例中14が石囲い炉で、敷石のない住居址は18

558

N Hl

581
595

551A
107

Ⅵ 不明

図12 竪穴住居の主軸方向

図13 柄鏡形住居の敷石箇所
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例中石囲い炉が 6例ある。こうした炉の形態と時期や住居規模などとの明確な相関関係は認められな
い。

オ 柱  穴

柱穴は、SB103 0 566 0 599が 主体部にあるほかは、壁際を巡るものが多い。SB558 0 560・ 562の ように

2重の例 もある。また、SB572 0 594の ように壁の外に柱穴が巡る場合もある。

力 その他の施設

住居址に伴う特徴的な施設のうち、埋甕は 6軒から出土している。奥壁寄 りが 1例あるほかはす
べて主

体部内にあり、南寄 りにあるSB572 0 583を 除いて主軸線との関係はみとめられない。いずれも、鉢また

は深鉢形土器を正位に埋設している。

そのほか、 5軒の柄鏡形住居址の張り出し部から土坑などの施設が検出された。このうち、SB101はほ

ぼ 1個体分の土器片が敷かれていた。また、敷石直下から墓坑が検出された例もあり、住居址との密接な

関係が示唆される。

キ 遺物の出土状態と特徴的な遺物

住居址から出土した遺物は、土器・石器・土製品・石製品・骨角牙製品
・人骨・獣骨など北村遺跡にお

いてみられるすべての種類に及ぶが、これらはほとんど埋土中から出土している。土器
・石器類で住居と

の共伴関係が深いと思われる出土状態を示す事例は、炉体土器あるいは埋甕として使用されて
いる土器や

敷石に転用された石器がある。ほかに、SB101 0 555 0 566 0 570 0 590 0 595 0 599の 床面直上出土遺物があ

り、これらについては分布図を作製した。本遺跡ではⅢ段階以降柄鏡形敷石住居址が増える傾向があるが、

これといわゆる「第二の道具」との結び付きが強いとは言えない。ただし、SB555や 566な どの様な大形

住居の場合、遺物は種類・量ともに豊富である。

特徴的な遺物としては、SB557の仰臥屈葬人骨があげられる。床面の敷石直上から解剖学的な骨格位置

を留めて出土している住居内埋葬の一事例 といえよう。また、SB560 0 566 0 568の炉内からはイノシシ
・

ニホンジカの焼骨が出土している。その他、住居空間の場の利用を積極的に指示する特徴的な事例はない。

(2)各  論

住居址番号は、B～ D区は101か ら、E区は551か ら付けた。また重複していることが遺構検出段階で確

実に把握できた場合は個別の番号を付けたが、その後判明した場合は、番号にアルファ
ベ ソヽトでA・ B・

・・とした。各論での記述の順序は、位置・調査経過・埋土・壁面・床面・柱穴
・炉・埋甕・規模と形態

0人骨・出土遺物とし、住居址の所属時期については、比定できる場合は最後に記述した。しかし、調査

段階からその項目について明確でないものや、全 く把握できなかったものは記述しない場合がある。

SBI田 図 版Ю ■ k ttM、 PL"

位置 :C区のT― C14～ F18に またがってある。

調査経過 :H層の除去作業中、敷石住居址の張り出し部と考えられる石敷が認められたため精査を試みた

ところ、主体部を中心とした礫のまとまりが検出された。埋土内集石の可育旨庄を考えて記録し、主体部

の礫を除去し、主体部・張り出し部・周堤礫を確認する。炉および土坑を精査し記録後、張り出し部お

よび周堤の礫を取り外しピット等の精査を行う。

埋土 :炭化粒が混在する黒褐色粘質土を基本に集積しており、 3層上面から2層 中にかけて多量の礫がみ

られる。礫の集石状態は主体部の中央では薄く、周堤礫直上辺りでは土手状に積み上げられて
いる。

壁面 三立ち上がりは低 く、壁高は最大で10cmあ る。主体部奥に僅かな張り出しがみられる。

床面 :張 り出し部および炉と張り出し部を結ぶ主体部の床面に敷石がある。全体に締まりがなく、段丘礫
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砥 石

小形土器 3

お
Φ

土偶 2
び
、
仄
郎

D匡鋼
0  (::80)  2m

図14 SB101出土遺物分布 (土器1/8、 砥石・多孔石1/12、 土製品1/4)

柱穴 :8ヶ のピットがある。配置よりP8を 除き柱穴 と考えられるが、柱痕は確認でき
いずれも暗オリーブ褐色土である。

炉 :主体部のやや奥左寄 りで検出された。70× 77cmの長方形で、一ヶ所礫の抜き取り痕をとどめているこ

とから、本来は石囲い炉であったものと思われる。炉内には無文の鉢形土器胴部が埋設され、内部には

焼土がブロック状にみられた。

規模 と形態 :主軸N-60-Wの 柄鏡形敷石住居址で、主軸長8。 8m、 主体部の直径4.6m、 周堤礫間7。 5m、
張り出し部の幅3.lmを 測る。

出土遺物 :炉内埋設土器、および張り出し端部に敷き詰められた無文の深鉢形土器は、明らかに本址に帰

属するものとしてよい。床面から土偶 2、 小形土器 3、 周堤礫内から砥石・多孔石各 1、 2ないし3層
中から土器片208、 石鏃 2、 磨石類 3、 多孔石・石皿・磨製石斧・砥石・小形土器各 1が出土した。v
期に属する。

SBI"図 版2、 図b、 PL鋤

位置 :C区のS-019～ R20、 X一 Nl～ R3に ある。

調査経過 :昭和62年の調査で主体部の東半分から張り出し部を、昭和63年に残った主体部の北半分を検出

する。南半分は高速道の側道用壁の保護や調査ノリ面の保全のため調査範囲外となる。主体部および張

層 (VI層 )を 掘 り抜

いて構築 している

ため、小円礫が飛

び出して凸凹して

い る。 炉 の北 東

P6～ P7に かけて

焼土の広が りがあ

る。張 り出し部に

は、礫の長軸を揃

えて「コ」の字状

に二重の縁取 りを

した後、端部を除

き4列横方向に礫

を敷き詰めている。

礫の抜けた箇所に

は無文の深鉢形土

器の破片が敷き詰

められた状態で出

土した。外側の縁

取 りは周堤礫に続

いている。主体部

床面よりも張 り出

し部の礫上面のほ

うが若干高い。

なかった。埋土は

小形土器 4

多孔石
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り出し部に伴う落ち込みは認められ

ず、主体部周縁に散在する礫・柱穴

・炉などを精査する。

埋土 :Ⅱ層と床面の間には、炭化粒が

混在する黒褐色粘質土が堆積してい

た。

床面 :周縁部、および主体部の張り出

し部側 と奥壁側に敷石がみられる。

やはり全体に締まりがなく、Ⅵ層を

掘り抜いて構築しているため、小円

礫が飛び出して凸凹している。

柱穴 :19ヶ のビットがある。配置より

Pl～ PHは柱穴と考えられる。埋

土はいずれも黒褐色粘質土である。

炉 :主体部のやや奥壁寄 りで検出された。

いる。

規模 と形態 :柱穴の配置から考えて主軸N-85-Wの 柄鏡形敷石住居址になる。主軸長約 8。 8m、 主体部

の直径約 7。 Om、 張り出し部の幅約2。 Omを測る。

出土遺物 :炉内埋設土器は明らかに本址に帰属するものとしてよい。埋土から土器片187、 石鏃 2、 打製

石斧 2、 磨石類 1、 磨製石斧 1が出土した。Ⅳ期に属する。

SB103 (図 1板 13)

位置 :C ttD区 のT一 Al～ C3に あり、SB104に 北接する。

調査経過 :C区の調査で住居址主体部の西 2/3と 、南側で散在する礫を確認し、D区の調査で主体部の

残りを検出する。

埋土 :炭化粒が混在する黒褐色粘質土を基本に集積している。

壁面 :立ち上がりは主体部の東側で確認された。壁高は最大で16cmである。

床面 :床面の壁際にゴロンとした長円礫が並ぶほか、主体部にはほとんど敷石されて
いない。床面は黄褐

色粘質ブロックが混じった褐色土が貼られ、全体的に平坦である。南壁外に散在する礫は張り出し部
の

残骸かもしれない。

柱穴 :14ヶ のピットが検出された。配置よりPl～ P4は主柱穴と考えられる。 P13は 張り出し部 との接合

部にみられる土坑の可能性がある。埋土は褐色粘質土である。

炉 :主体部のやや左寄りで検出された。直径60cIIlの円形で、掘 り込みは15cmと 浅
い。炉の北側床面上には

焼土が広がる。

規模と形態 :主軸N-20-Eの敷石住居址 (柄鏡形 ?)である。主体部の直径 5。 5mを測る。

出土遺物 :埋土中の土器片151か ら判断して、Ⅲ期に比定される。

SB104(図 版 13)

位置 三C ttD区のT一 B3～ D6にあり、SB103に 南接する。

調査経過 :C区で住居址主体部の西 1/5を検出し、D区で主体部の残りを検出する。
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第 3章 縄文時代

埋土 :炭化物が混在する黒褐色粘質土が堆積している。

壁面 :ほぼ垂直に立ち上が り、壁高は西側で18cmである。西壁上に礫が数′点並んでいたが、性格は不明。

床面 :ほぼ平坦ながら全体に軟弱である。石は敷かれていない。

柱穴 :9ヶ のピットがある。配置よりみてすべてが柱穴と考えられる3埋土は褐色粘質土である。
炉 :床面の中央西寄 りで検出された。直径50cmの円形で、掘 り込みは25cmと やや深い。

規模と形態 :方形の竪穴住居址である。主軸の方向は不明。長径 5。 75m、 短径 4。 45mを測る。

出土遺物 :埋土中から土器片153が出土した。v期に比定される。

SB105(図 版 15、 PL4)

位置 :B区のX一 M5～ 07に あり、南側から東側にかけては調査区外に出る。
規模と形態 :やや南北に長い円形の竪穴住居址である。主軸はN-5-E。 直径 5。 lmを測る。
埋土 :黒褐色粘質土に炭化物が混在している。

壁面 :南から東壁については不明だが、他はなだらかに立ち上がり、壁高は北側で 8 cmである。

床面 :ほぼ平坦である。 P6の北側に扁平な礫が若干認められる。

柱穴 :10ヶ のピットが検出された。これらすべてのピットに柱穴の可能性があるものの、 P90 Pl。 は炉

に近すぎる。埋土は褐色粘質土である。

炉 :床面のほぼ中央にある。長径65cmの楕円形で、掘り込みはほとんどない。

出土遺物 :埋土中からの土器片は少ない。おおむねⅣ期に比定される。

SBI“ 図 版 M、 PL→

位置 :B区のX― 13～ K5に ある。
埋土 :炭化物を混在する黒褐色粘質土である。

壁面 :立ち上がりはなだらかで、壁高は東側で19cmである。

床面 :Ⅵ層の礫が露出しており軟弱で凹凸が激しい。

柱穴 :ピ ットは検出されなかった。

炉 :床面の中央やや北よりで検出された。長径70cmの ほぼ方形で、掘 り込みはほとんどない。

規模と形態 :不整形な竪穴住居址である。主軸の方向は不明。直径 4。 4mを 測る。

出土遺物 :ほ とんど遺物が出土しなかったため、時期はわからない。

SBI瞬 図 版M、 PL 0

位置 三B区の S― E20～ F20お よびX― El～ Flに ある。
埋土 :炭化物を混在する暗褐色粗粒砂質土である。

壁面 :立ち上がりはなだらかで、壁高は北側で20cmを測る。

床面 :SB106同様、Ⅵ層の礫が露出しており軟弱で凹凸が激しい。

柱穴 三6ヶ のピットが検出された。すべて柱穴に関係するものと思われる。

炉 :火床または炉に関係する掘り込みは認められなかった。

規模と形態 :南西側にやや張り出しをもつ円形の竪穴住居址である。主軸 1事 Plと P6の間に入り口を想定
した場合、N-80-Eと なる。直径は3。 2mを測る。
出土遺物 :SB105同様、ほとんど遺物が出土しなかったが、埋土中からの土器片によりおおむねⅣ期に比

定されよう。
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SBI田 図 版M、 PL 0

位置 三D区のT一 D6～ H9に あり、東佃]は調査区外に出る。

調査経過 :Ⅱ層の下部で検出作業を行なったところ、床面上に敷かれていたと思われる扁平な礫が出土し

たため、いきなり精査に入る。したがって、埋土および壁の立ち上がりは不明である。

床面 :ピ ットが弧状に並ぶことから、これらを壁柱穴と考えて床面の広がりを推定した。 P7か らP9の 内

側ならびにP5と P6の 間に礫が並ぶほか、床面上には扁平な石が部分的に敷かれている。

柱穴 :10ヶ のピットがある。配置から考えてすべて柱穴であろう。埋土は褐色粘質土である。

炉 三床面の中央東寄 りで検出された。長径100cm、 短径65cmの 卵形で、およそ16cmの掘 り込みをもつ石囲

い炉である。

規模 と形態 :主軸の方向は不明ながら、おそらく東側ないし西側に張 り出し部をもつ敷石住居址 (柄鏡

形 ?)に なろう。主体部の直径 7。 6mを 測る。

出土遺物 :埋土中から土器片28、 小形土器 1が出土した。IV期 に比定される。

SB109(図 版 15、 PL 5)

位置 :D区のO― C20～ E20な らびにT一 C2～ E2に あり、SBl12と 重複する。

調査経過 :Ⅱ層下部での検出作業中、黄褐色粘質ブロックを踏み固めたような比較的堅い面が認められた。

これを床面と想定して範囲を確認し、炉の精査を行なった。

床面 三黄褐色粘質ブロックによる貼り床が認められ、全体に堅く平坦である。

柱穴 :ピ ットはまったく認められなかった。

炉 :床面の中央で検出された。直径40cmの 円形で、無文土器の胴部が埋設されていた。

規模と形態 三主軸の方向は不明。推定した床面の範囲から、直径 4。 5mの円形を呈するものと思れる。

出土遺物 三炉体土器が時期決定できる唯一の土器である。その他、床面と想定される範囲内から若干の土

器片と石鏃 1が出土した。Ⅳ期に比定されよう。

SBI‖ 図 版D

位置 :D区のT― G13～ 115に あり、東側は調査区外に出る。

埋土 三1層は黄褐色粘質ブロックを多量に含む暗褐色土で、 2層は炭化物が混在する黒褐色粘質土を基本

に堆積している。

壁面 :立ち上がりはなだらかで、壁高は南で18cmである。   l

床面 :やや凹凸をなすもののほぼ平坦で、北から北西にかけての壁際に礫が巡っている。

柱穴 三柱穴に関係するとみられるピットは認められなかった。

炉 三火床または炉に関係する掘り込みは認められなかった。

規模 と形態 :直径 4。 7mの敷石住居址 (柄鏡形 ?)である。調査範囲内では認められなかったが、東側に

張り出し部をもつかもしれない。主軸の方向は不明である。

出土遺物 :床面直上から条線をもつ深鉢形土器の破片がややまとまって出土したほか、埋土中より土器片

51、 石鏃 2、 刃器 1が出土した。Ⅲ期に属する。

SBlll(図 版 15、 PL5)

位置 三D区のO一 B17～ C18にあるが、主体部は北側調査区外に出る。

調査経過 :H層下部での検出作業中、方形に並べた礫が出土した。精査を行い、柄鏡形敷石住居址の張り
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第3章 縄文時代

出し部 と想定 した。

床面 :張 り出し部の礫はやや撹乱を受けているためか整然と敷かれてはいないものの、上面は平らな部分

を用いている。

柱穴 :柱穴に関係するとみられるピットは認められなかった。

規模と形態 :柄鏡形敷石住居址の張り出し部のみ確認された。張り出し部の巾は1。 85mで、主軸の方向は

N-5-Eで ある。
出土遺物 :ほ とんど遺物は出土していないため、時期は不明である。

SBl12(図版15、 PL,)

位置 :D区のT一 Dl～ F3にあり、SB109と 重複する。

調査経過 三SB109の床面や炉の精査ならびにⅥ層上面での検出作業中、黒褐色土の落ち込みを確認する。

床面 :Ⅵ層の礫が突出するため凹凸が激しいものの、全体的にはほぼ平坦である。

柱穴 :ピ ットがまったく認められなかった。

炉 :直径60cmの長方形石囲い炉が床面の奥壁寄 りで検出された。掘 り込みはわずかである。

規模 と形態 :東西方向にやや長い円形を呈する竪穴住居址である。直径 4。 Omを 測り、主軸はN-45-W
を示す。

出土遺物 :埋土中からわずかに土器片が出土した。SB109よ り古いことから、Ⅲ期以前に比定できると思

われる。

SB551 A・ B (図版 32、 図16)

位置 :E区のL一 M18～ 020に あり、東側でSB558を きり、北東側でSB560に 接する。

調査経過 三調査区南端の配水用の溝にかかって敷石の一部が検出される。断面を観察した結果、ⅢC層に

浅く広く掘り込む埋土が認められたことから敷石住居址であると判断した。敷石の範囲と床面を確認す

るため埋土を除去しながら精査したところ、当初確認された敷石はSB101に 類似した張り出し部である

ことが判明する。続いてこの敷石部分の東方で 2基の炉址が検出された。ただ床面は判然とせず、V層

を掘り込むピットの中から本址に伴うと思われる柱穴を選別し、床面の範囲を想定した。また、張り出

O①
し部の敷石の下から土坑や土

器の集中がみられた。この土

器集中は北西方向にSQ501と

して続 く。

埋土 :粘性の高い褐色土にオ

リーブ褐色砂質ブロックなら

びに炭化物が混在している。

床面 :張 り出し部を除,いて、主

体部にはほとんど敷石されて

いない。また床面はほぼ平坦

だが張り出し部にむけて傾斜

がみられる。張り出し部の敷

石は礫の長軸を揃えて 2重の

縁取りをし、 1列横方向に 5

08

２３
０

Ｏ
Ｏ

9
12

13

24

○

20

0

図16 SB551A・ B柱穴配置
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第 2節 遺

個の礫を敷き詰めている。張り出し部の先端にはSK2180 0 2181と 切りあう土坑がある。

柱穴 :住居址のある範囲から73ヶ のピットが検出された。このうち、SK2180と 旧炉Bを結ぶ主軸との関

係から、Pl～ P14が古い段階の柱穴であると思われる。また、SK2181か ら新炉Aを通り埋甕へ抜ける

軸線との関係から、P15～ P26が新段階Aの住居に伴うものであろう。ただ、これ以外のピットがこれ

らと組み合わさるか、または他の組み合わせに関わる柱穴である可能性も捨て切れない。

炉 :主体部の西側張り出し部寄りで 2基検出されたが、両者は重複している。しかし、南側の掘り込みに

伴う礫が北側の掘り込みを切っていることから、両者の新旧関係は明らかである。北側の旧炉(B)は径

140cmの 不整形を呈し、内部に角礫が充満していた。一方南側の新炉(A)は径160cmの方形の石囲いであ

る。Aの埋土にはⅢC層 を基調とする含細礫暗褐色粘質土に焼土・炭化粒・骨粉が混在している。

埋甕 :調査段階では住居址との関わりを考えず、SK2317内の埋設土器として扱われてきたが、図面整理

の時に新住居址の主軸線上を通ることが判明したため、本址に帰属させた。主体部の奥壁寄りに位置し、

正位で出土した。

規模と形態 :炉ならびに張り出し部先端の土坑の重複、 2重にめぐる柱穴の存在から判断して、新旧2時

期に渡る拡張重複が予想される。両者とも柄鏡形を呈し、古いB住居址の主軸長およそ5.2m、 主体部

の直径3。 6mを測り、主軸はN-65-Eを 示す。新しいAは主軸長およそ6。 8m、 主体部の直径4.9m、

張り出し部の幅およそ1:4m、 主軸はN-78-Eを示す。

出土遺物 :埋甕のほか173点の土器片、磨石類 1が出土した。Ⅱ期に比定される。

SB551(図 版 29030、 図 17、 PL6)

位置 :E区の L一 P16～ Q18に あり、南側

でSB558を 、西側でSB560を きる。

調査経過 :配石群SH506の 検出段階で、す

でに張 り出し部に関わると思われる敷石

およびそこから弧状に延びる礫群が確認

されていた。当初弧状の礫が壁際をめ ぐ

る敷石ではないかと考えていたが、礫下

から柱穴が確認されたため、この礫は上

屋撤去後に置かれたものと訂正 した。S

H5170518の 調査後、張 り出し部の敷石

から続 く床面を検出したが部分的に確認

できただけで、結局柱穴から範囲を想定

するに留まった。したがって、埋土およ

び壁ははっきりしない。

床面 三張 り出し部を除いて、主体部には敷

石されていた痕跡がみられない。張り出

し部の敷石には花商岩・硬砂岩等を用

い、軸線沿いに規模の揃った柱状の礫を

横列させ、その左右にやや形の不揃いな

礫を縦列させている。主体部側に対して

先端部がやや幅広い。

‖ o  (i:80)  2m

38      s B552

27

S B558

29
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第3章 縄文時代

柱穴 三P35～ P47は本址に関わる柱穴であると思われる。

炉 :SH517の構築に伴って破壊された可能性が高い。

規模と形態 :柄鏡形の敷石住居址である。主軸長およそ5。 2m、 主体部の直径およそ3。 8m、 張り出し部の

幅1。 6m、 主軸はN-40-Eを 示す。
出土遺物 :500′点余りの土器片、打製石斧 1、 磨石類 6、 磨製石斧 1が出土した。v期に比定される。

SB553 A・ B、 554 (図版40)

位置 三E区のL― T16～ T18、 M― A15～ D19に ある。SB554は 553と 555に切られる。

調査経過 三Ⅲ層上面での検出作業中、 L一 B18と L― C18で敷石住居址の張り出し部と思われる石敷きが

認められたため、前者をSB553、 後者をSB554と して、主体部床面の確認を行なった。SB553では、S

H550の北狽Iで弧状の掘 り込みが検出されたことから、これを奥壁と想定した。また、調査段階では土

坑として扱っていたSH553 0 554が 、焼土や焼けた礫を伴 うことから本址の炉 と考えた。一方SB554に

関わる壁・床・その他施設については手推卜かりが得られなかった。しかしそのことはまた、SB553あ る

いはSB555に 破壊されていることの証拠でもあると考えられる。以下SB553を 中心に述べる。

壁面 :北側で一部確認された。ほぼ垂直に立ち上がり、壁高は24cmである。

床面 三張り出し部と床面西側および東側に一部敷石がみられるほか、床面の状態は判然としない。発掘調

査段階でSH767と した墓坑が、張り出し部直下から検出されている。本址との密接な関係があったのか

もしれない。

柱穴 :敷石検出面でPl～ P19の ピットが確認されたが、柱穴に係るものを特定することはできなかった。

炉 :主体部ほぼ中央に重複関係をもつ 2基の炉が確認された。西側の炉 (A)内の焼土が東側の炉 (B)の埋

土を切っていることが断面で観察された。西側の旧炉 (A)は直径110cmの 円形を呈し北側に縁石を残す。

新炉 (B)は長径 185cm、 短径140cmの不整形で、縁石と思われる焼けた礫および焼土がある。

規模と形態 :柄鏡形の敷石住居址である。主軸長8。 Om、 主体部の直径 6。 lm、 主軸はN-19-Eを示す。
出土遺物 :SB553は 、700点余 りの土器片、石鏃 6、 打製石斧 2、 刃器 1、 石錐 1、 土器片円板 1、 土偶

1が出土した。おそらくⅥ期に比定されるものと思われる。SB554は 張り出し部を中心に、土器片161、

石鏃 2、 打製石斧 1が出土した。Ⅳ期に比定されよう。

SB555 A・ B・ C (図版 42043、 図 18、 PL6 041)

位置 :E区のM― D13～ G17に ある。SB554と 570と は重複する。

調査経過 :62年度秋の調査で、Ⅲ層上面の検出作業中、配石群SH510か ら東へ続く礫から、敷石住居の張

り出し部とおぼしき石敷きと、これから延びる周堤礫が確認された。周堤礫の内狽1に は礫が散在してお

り、この中でいくつかの単位が読み取れたため、東からSH527 0 579 0 578 0 599と した。礫の除去及び

土坑の調査終了後、床面の検出、施設の精査を行う。ただ、北側は排土場所にかかるため一旦調査を見

送り、62年度冬の調査で検出を行なった。その結果、北側の掘 り込みと床面が認められた。

壁面 三張り出し部を除き、主体部のほぼ全周で確認された。東側ではなだらかに約40cm立ち上がり、北側

ではほぼ垂直に 3段の立ち上がりをみせる。比高は床面から下段まで35cm、 下段から中段まで22cm、 中

段から検出面まで24cmである。

床面 三張り出し部を除き、床面には敷石がみられないものの、ほぼ平坦なうえ堅く締まっている。また、

炉を取 り囲むように床面に密着してクリの炭化板材が出土した。おそらく敷かれていたのであろう。北

側にはテラス状の平坦部が 2段みられた。張り出し部の礫は、左右を縦列に区切った中を横 3列に充損
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している。また先端部には礫が

抜けているイ固所があり、何らか

の施設の存在が予想される。

柱穴 :床面あるいは壁際より70ヶ

あまりのピットが確認された。

配置から東・西・北の壁際や、

1段 目のテラス壁際に並ぶもの

は柱穴と考えられる。

炉 :主体部ほぼ中央で確認され

た。縁辺に石を配した方形石囲

い炉で、直径70cm、 深さ16cmを

測る。

規模と形態 :柄鏡形の敷石住居址

である。主軸長 9。 6m、 主体部

の直径 6。 Omと 大形で、主軸は

N-34-Eを 示す。北側 2段の

テラスや柱穴の配置から、 3回

の拡張重複が行われている。

出土遺物 :4873点 と大量の土器片

にあわせて、石鏃31、 石錘・土

錘 2、 打製石斧15、 磨石類28、

石皿類 5、 刃器 3、 磨製石斧

磨石

(1)一

石錘

図18 SB555出 土遺物分布

9、 石錐 7、 祗石 2、 土器片円板 4な ど石器類も豊富に出土している。土偶 2、 小形土器 5、 石棒 2、

丸石 2、 玉類 4な ど土製品・石製品も比較的多い。Ⅵ期に比定される。

位置 三E区のL一 L13～ P15に あり、SB566と 重複する。

調査経過 三62年度秋の調査で、 L14か らP15に かけて広がる墓坑の調査を行なったところ、それらの底面

付近から部分的に扁平な石が敷かれていることが確認された。特にSH604付近の礫は、北東方向に開口

して「コ」の字状に取り囲む様に並んでいたため、敷石住居址の張り出し部と考え、とりあえずSB565

と認定した。また、同年度冬のSB566下面の調査では、弧状に並ぶ敷石が認められたためこれをSB557

とした。しかし、図面照合により両者がほぼ同レベルに位置することが判明したので、両者を同一遺構

と考えてSB557と 訂正した。また、焼土を伴う土坑SK2541は位置的に炉と考えた。

床面 :張 り出し部および主体部の南側から東側にかけて弧状に敷石がみられるものの、多くの墓坑や住居

址に破壊されて、床面全体の状況や埋土、壁面などもよくわからない。

柱穴 三南から東側にかけての敷石の間から検出されたピットは、柱穴と考えられる。

炉 :主体部のやや奥壁寄りで確認された。直径130cmの 方形を呈し、焼土がみられる。

規模と形態 三柄鏡形の敷石住居址である。主軸長およそ8。 6m、 主体部の直径およそ5。 2m、 張り出し部の

幅2。 4mで、主軸はN-55-Eを示す。

人骨 :南東部敷石上面から、ほぼ全身をとどめた仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は西。残存状態が極めて

″
6

SB557(図 版 28)

磨製石斧

核
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悪いため実測不能であった。

出土遺物 :土器片1460、 石鏃 6、 打製石斧 2、 磨石類 2、 刃器 1が出土している。おおむねⅣ期に比定さ

れよう。

SB558(図 版29030、 図 17)

位置 :E区のL一 N17～ R20に あり、SB552に 切られ、SB560 0 551を 切る。

調査経過 :Ⅲ層上面の検出中、SB552の張 り出し部の東西に弧状に並ぶ礫が認められたため精査 したとこ

ろ、 P20区 で本址の張り出し部と思われる敷石を確認した。しかし、この敷石は調査区外に続いている

ものと思われる。周堤礫およびSB552の張 り出し部敷石を除去してから、床面の精査に入る。本址に伴

う掘 り込みはみられないものの、SB552の張 り出し部敷石の下から柱穴が検出されているので、両者の

新旧関係は明らかである。床面を景Jいだ段階で 7基の墓坑が検出された。

床面 :張 り出し部を除いて敷石はみられない。主体部周囲の礫は、これらの下から柱穴用のピットが検出

されたことから、本址廃絶後のものと考えられる。床面には炭化物や焼けた礫が広がり、東偵Jを 中心に

一部板材や丸太材も認められた。焼失家屋であろう。

柱穴 :配置から、 Pl～ P19と P20～ P32の 2重に巡るピットは柱穴としてよい。 P17～ P19° P27°

P30には炭化したクリの柱材が遺存していたほか、複数の柱穴に炭化物や焼土が伴っていた。外側を巡

る一群は垂木の跡かと想定したが、掘 り込みが垂直に入っているものがあるため断定できない。

炉 :主体部ほぼ中央で、径28cmの 方形を呈す炉が確認された。

規模 と形態 :柄鏡形敷石住居址で、主軸残存長6。 8m、 主体部の直径 5。 5m、 主軸はN-5二 Eを示す。
出土遺物 :1637′点の土器片、石鏃 4、 磨石類 2、 磨製石斧 2、 石錐 3、 砥石 1、 土器片円板 4、 土偶 1、

土製蓋 1が出土した。V期に比定される。

SB559、 564(図 版 46、 図19)

位置 :E区のM― G16～ J19に あり、

SB559が 564を切る。

調査経過 :Ⅲ層上面での検出作業中、

M― H18019で敷石住居址の張り出

し部と思われる石敷きが 2列認めら

れた。南東側SB559の配列が整然と

しているにもかかわらず、ゴヒ西倶IS

B564は 乱れているため、前者が後

者を壊していると判断した。また、

SH558 0 559下 部を調査中、南側に

扁平な石が敷かれていることが確認

されたため、このレベルで全体を精

査しSB559に 関わる炉を検出した。

この炉から広がる焼土がSB564の柱

穴上を覆っていることから、両者の

新旧関係は補強される。

床面 :張 り出し部と床面東側に敷石が

S B564

22 21

24

図19 SB5590 564柱穴配置
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ある。SB564の床面ははっきり捉えることができなかったものの、炉の掘 り込み面のレベル差はほとん

どない。全体的に北東から南西の張り出し部にむけて傾斜をもつ。

柱穴 :2軒の住居址の範囲から50ヶ余 りのピットが検出された。配置と切 り合い関係から、SB559の柱穴

はPl～ P24が、SB564に はP34～ P46が相当するものと思われる。

炉 三主体部の張り出し部寄 りとその西側に 1基づつ炉が確認された。張り出し部の位置から考えて、東側

はSB559、 西側はSB564の炉であろう。前者は長径90cm、 短径75cmの不整形で、周囲に焼土の広がりを

もつ。後者は径65cmの方形を呈し、SH826に切られている。

規模と形態 三両者とも柄鏡形の敷石住居址である。SB559の主軸長7。 3m、 主体部の直径5。 6m、 張り出し

部の幅1。 9mで、主軸はN-30-Eを 示す。一方のSB564は主軸長6。 2m、 主体部の直径4。 7mで、N-22

一Eを示す。

出土遺物 三調査・整理の段階で、 2軒の遺物が混合 し

た。1235点 の土器片、石鏃 5、 打製石斧 3、 磨石類

9、 刃器 1、 磨製石斧 2、 石錐 2、 石棒 1、 土器片円

板13、 土偶 1が出土している。V期に属する。 AF- B
- 

ccum

SB560(図 版 34、 図20)

位置 :E区 の L一 N16～ P18に あり、SB551と 接 して、

5520558に切 られる。

調査経過 :Ⅲ B層掘 り下げの途中で、床面に敷かれてい

たと思われる扁平な礫が確認されたため精査に入る。

床面の範囲は、当初石が敷かれている個所 と一致する

と考えていたが、図面照合の結果、後述の通 り柱穴の

範囲内と訂正 した。

床面 :主体部炉の南側から東側にかけて、比較的大形の

平石を敷いているほか敷石はみられない。砂岩がほと  0 (1:20) lm

んどであるが、硬砂岩や粘板岩の平らな面を上に向け 図20 SB560埋甕出土状態 (上三NQl下 :NQ2 1/8)

ているものもある。炉の南側の大きな平石の表面には磨 り面が認められた。敷石の範囲以外では、床面

の状態が詳しく観察できていない。

柱穴 :配置から、 Pl～ P15が柱穴であろう。この内側にもP23～ P29と
~巡するピットがみられるが、

これらも本址に関わる柱穴であろう。両者が同一の上屋に関係するものか、拡張重複によるものかはわ

からない。

炉 :主体部のやや奥壁寄りで、長径60cm、 短径45cmの長方形の炉が確認された。炉の奥壁側は平石を垂直

に立てており、過熱を受けていた。また、深さ46cmの炉内には多量の焼土・炭化物・焼骨が含まれる。

埋甕 :炉の南および北に位置する。両者ともに住居址の主軸線から外れている。南側のNQ lは 深鉢の胴下

半部が正位に埋設されており、北側のNo。 2は ほぼ完形の深鉢がやはり正位に埋設されていた。

規模と形態 :柄鏡形と思われる敷石住居址である。主軸長およそ5。 7m、 主体部の直径およそ4。 Om、 主軸

はN-37-Eを 示す。

出土遺物 三2点の埋甕が本址の時期を決する唯一の土器である。このほか土器片3000、 石鏃 3、 打製石斧

6、 磨石類 4、 石錐 1、 土器片円板14、 小形土器 1、 石棒 1が出土した。また焼けた獣骨も多量にみら

れたgH期に比定される。

C550m

尚
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lm

図21 SB561炉 内土器出土状態 (土器1/8)

A550。
8m

SB561(図 版 52、 図21)

位置 :E区のM一 J18～ M20に あり、南東

側は調査区外に出る。

調査経過 :HD4層 下部まで重機によって
削平したところ、 J18～ 20に かけてⅢA
l層上面にのる列状の巨礫を検出した。

この巨礫列は、北西部でSH530に よって

破壊され、東部でSH670、 もしくはいく

つかのピットにともなう何らかの施設に

よって壊されたものと思われる。なお、

この段階でSH529 0 594 0 596 0 652の 上

面配石を同時に確認する。次に、列状の

巨礫群を住居址の周堤礫と考えて、これ

0       (1:20)

に伴う住居プラン等を確認するため、周囲をわずかづつ下げながら精査を行い、K18～ M19に展開する

弧状の礫群を検出する。その際、SH529 0 591 0 594 0 596 0 652 0 670 0 698の プランも確認する。この間

住居址に関わる落ち込みは認められなかったため、周堤礫は弧状の礫群より10cm内外浮いた形で残され

た。しかし、本址の床面や柱穴・炉などの施設が判然としないため、とりあえず検出した礫のみ実測し

て取り外し、再び精査を試みたところ、礫群より5 cm程度下で、炉・柱穴・床面が確認された。

床面 :敷石はみられなかったものの、周堤礫の内側全面に赤色の風化礫を敷いたような面が確認された。

この赤色風化礫は弧状の礫群下に及び、礫群下で確認されたピットや炉に切られている。

柱穴 三Pl～ P21の 中で、本址の柱穴を想定することができるが、具体的に抽出できない。

炉 三主体部のほぼ中央張 り出し部寄 りで検出された。長径100c興、短径90cmの 長方形石囲い炉である。底

面には土器片が敷かれていた。

規模と形態 :柄鏡形で、残存する主軸長は6。 Om、 主体部の直径およそ5。 Om、 主軸はN-30-Eを示す。
出土遺物 三炉内に敷かれていた土器片が本t■Lの時期決定の根拠になった。このほか土器片1126、 石鏃 2、

打製石斧 3、 磨石類 6、 多孔石 1、 磨製石斧 1、 土器片円板 5、 土偶 2、 丸石 1が出土した。v期に比

定される。

SB562 (図 版 47、 図22、 PL7)

(土器1/8)

一- 46 -―

位置 :E区のM― H13～ J15に

あり、北東側でSB572と 接す

る。

調査経過 :62年度秋の調査でⅢ

B層 を掘 り下げの途中、遺構

の埋土らしき多量の遺物を含

む有機物混砂利層が検出され

たため住居址 と認定 した。更

に精査により、 SB561と 類似

した赤色の風化礫の面が明ら

かになったことからこれを床

A

(1:20

図22 SB562埋甕出土状態
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面と想定したところ、 115区で埋甕が出土した。また、同年度冬の調査では、北側に続く主体部の床面

が確認された。

埋土 :炭化物を含んだ黒褐色粘質土で、埋土中には多量の遺物を含む。

壁面 三西から北東にかけて確認された。立ち上がりはなだらかで、扁平な礫を立てかけたような箇所もみ

られる。

床面 :主体部西から北東にかけての壁際に敷石がみられ、その他の床面には赤色風化礫が分布していた。

柱穴 三配置から、Pl～ P14が柱穴であろう。この内側にもSB560と 同様にP15～ P23と
~巡するピット

がみられる。本址となんらか係るものであろう。

炉 三主体部のやや奥壁寄りで、径65cmの方形石囲い炉が確認された。炉の縁石には、すべて平石を立てて

用いている。

埋甕 :炉の南西部主軸線上にあり、柄鏡形態をとるとすれば、張 り出し部 との接合部に位置することにな

る。完形の大形深鉢が正位に埋設されていた。

規模と形態 :おそらく柄鏡形と思われる敷石住居址であろう。主体部の直径およそ6。 7m、 主軸はN-34

-Eを示す。

出土遺物 :埋甕および埋甕内から出土した大形破片が本址の時期を決する唯一の土器である。その他土器

片1410、 石鏃12、 打製石斧13、 磨石類 6、 石皿 1、 磨製石斧 1、 土器片円板 3が出土した。Ⅲ期に比定

される。

SB563(図 版 51)

位置 :E区のM一 K13～ L15にあり、北側でSB574と 重複する。また東半分は調査区外に出る。

調査経過 三配石群SH511の北東に続く礫群の下からは多量の土器が出土し、堆積土にも有機物が多く含ま

れていたため、当初から遺構の埋土であることを予想していた。ところが調査を行なっても掘り込みは

はっきりせず、L14で焼土を伴う円形の落ち込みが検出されて初めて住居址と認定された。

床面 三炉を中心として弧状に並ぶ柱穴の位置から床面の範囲を推定した。

柱穴 三配置かちみて、Pl～ P6が柱穴であろう。

炉 三床面のほぼ中央で径45cmの炉が確認された。炉を中心として西側へ焼土が広がっている。

規模と形態 :床面から推測して直径およそ4。 9mの円形であろう。主軸の方向は不明。

出土遺物 :住居址の認定が遅れたため、本址出土の記録がある土器片わずかに101点である。ほかに打

製石斧が 1点出土している。Ⅲ期に比定してよいであろう。

SB566(図 版27028、 図23)

位置 :E区のL一 M10～ P13に あり、SB557と 重複する。

調査経過 :E区全体の排土処理など調査工程の関係で、本址の調査は62年度冬と63年度春の 2回 に分けて

行われた。62年度の調査では、配石群SH506の検出作業中、敷石住居の張り出し部と思われる配石、お

よび、この配石の北東部でやや小振 りの礫の集中が確認さた。礫を除去してから掘 り込みの検出を行

なったところ、ほぼこの礫集中のはんい落ち込みが確認されたため、前述の張り出し部と合わせて住居

址と認定した。63年度の調査でもほぼ同様の経過をたどっている。なお、62年度冬の調査は、ビニール

ハウスの中で行われたため、写真など一部記録に不備がある。

埋土 三炭化物を多量に含んだ黒褐色粘質土で、中に多量の遺物を含む。

壁面 三張り出し部を除き全周する。北東側で、ほぼ垂直に35cm立ち上がる。
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図23 SB566出 土遺物分布

床面 :主体部に敷石はないものの、全体に良く踏み固められている。奥壁寄 りの柱穴間に炭化材が横た

わっていたほか、 P4か らP5にかけて焼土が広がっていた。張り出し部の敷石は、左右を縦列に:並べた

礫で区切った中に礫を充損しているも先端部に近い箇所に凹みを上にした石皿がはめ込まれていた。

柱穴 :38ヶ のピットが検出されたが、 Pl～ P10は柱穴であろう。 Pllの底面からイノシシの下顎骨が出

土している。

炉 三主体部の中央やや張 り出し部寄 りにあり、径115cmの方形を呈する。

規模 と形態 :柄鏡形敷石住居址である。ただ主体部のプランは方形に近い。主軸長8。 8m、 主体部の直径

6。 4m、 張 り出し部の幅2。 4mと 大形で、主軸はN-51-Eを示す。
出土遺物 :炉から出土した深鉢形土器および床面直上出土土器から考えて、本址はV期末ないしⅥ期に比

定される。その他石鏃 18、 打製石斧14、 磨石類24、 石皿 6、 刃器 2、 磨製石斧 2、 石錐 2、 土偶 9、 小

形土器 5、 耳飾 り1、 玉類 2な ど多量の遺物が出土した。

SB567(図 版33上 )

位置 :E区のL― J ll～ M13に ある。

調査経過 :SH858の 下部を調査中、東側から方形の石囲い炉が検出されたため、周辺を精査したことろ、

J12か ら13にかけて張り出し部の敷石と思われる礫の残骸を確認した。図面照合時に、本址の柱穴と思

われるピットを選別してその範囲を想定した。

床面 :張 り出し部および炉の右側を除き敷石はほとんどみられない。床面の観察は不充分だったが、全体

に張り出し部へ向けて傾斜をもつようである。張り出し部は撹乱を受けているためか、礫の配列に乱れ

があった。また張り出し部の先端から土坑が検出された。

柱穴 :30ヶ あまりのピットが検出された。配置から考えて、 Pl～ P13が柱穴であろう。

炉 :主体部の張り出し部寄 りに位置する。径70cmの方形石囲い炉である。

- 48 -



第 2節 遺

埋甕 :炉の西側に位置し、主軸線上にはのらない。深鉢形土器の胴下半部を正位に埋設している。

規模 と形態 :N-63-Eに 主軸をもつ柄鏡形敷石住居址である。主軸長およそ6。 8m、 主体部の直径 4。 6m

を測る。

出土遺物 :埋甕のほか出土した土器片は30点 と非常に少ない。住居址の認定の遅れが原因かと思われる。

III期 に比定される。

SB568(図 版 48)｀

位置 :E区のM一 E16～ G18に ある。

調査経過 :Ⅲ C層の掘 り下げで、扁平な石の広が りが認められ、炉および柱穴と思われるピットが検出さ

れた。

床面 :主体部の南側および北側に敷石が一部認められたほか、床面の状態ははっきりしない。

柱穴 三炉を中心 として Pl～ P8が~巡する。

炉 :主体部のほぼ中央に位置する。径74cmの 方形を呈 し、縁辺に平石を立てかけている。炉内から獣骨が

まとまって出土した。

規模 と形態 三直径 4。 Omの 円形の敷石住居址である。張 り出し部または埋甕などの施設がみられないため (

主軸の向きは明らかでない。

出土遺物 :土器は非常に少ないながら、おそらくⅢ期に比定されるものと思われる。

SB570 A・ B (図版44上、図 24、 PL7)

位置 :E区のM一 E ll～ G13に あり、南側でSB555に 切られる。

調査経過 :IV層 の山砂利上面での調査で、礫の少ない黒褐色粘質土の落ち込みを確認する。この落ち込み

が南側で不整形に変化するため精査したことろ、本址と重複すると思われる別の住居址の張 り出し部が

確認された。前者をSB570A、 後者をBと した。

埋土 :Aは炭化物が混在する黒褐色粘質土、Bは これに礫および黄褐色ブロックが含まれている。

壁面 三Aは全周で掘 り込みが確認されたが、

北壁の立ち上が りが約30cmと もっとも明瞭

だった。 Bは張 り出し部では若干立ち上が

るものの、主体部はほとんどAと 重なるた

め不明である。

床面 三Aは張 り出し部、壁際および炉の左側

に敷石が認められた。床面は張 り出し部に

むけてやや傾斜をもち、踏み固められて比

較的堅い。 Bの張 り出し部には明確な敷石

はない。    .

柱穴 :Pl～ P8が壁際で検出されたが、A・

B個々に伴うものは区別できない。

炉 :主体部のやや奥壁寄 りに位置する。長径

85cm、 短径45cmの長方形で、縁辺に平石を

立て推卜けている。特に奥壁側には 2枚の平

石 を用いている。炉の底面からやや浮い

鱚

硼

ν　　　跡
図

小形土器
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て、鉢形土器の胴下半部が出土した。

規模 と形態 三Aは N-30-Eに 主軸をもつ柄鏡形敷石住居址である。主軸長 5。 2m、 主体部の直径 4。 Om、
張 り出し部の幅は1。 3mo Bは ほぼ北を向き、張 り出し部の幅は1。 4mを 測る。

出土遺物 :土器片1416の ほか、石鏃 8、 打製石斧 6、 磨石類 5、 刃器 1、 磨製石斧 3、 土器片円板 3、 土

偶 2、 小形土器 1、 玉類 2が出土した。V期に比定される。

SB571(図 版36)

位置 :E区のL― Q12～ S14に ある。

調査経過 :IV層上面の検出後、黒褐色土の落ち込みを確認する。この範囲には礫が散在していたが、多く

は本址を切る土坑に伴うものである。

埋土 :炭化物が混在する黒褐色粘質土である。

壁面 :南側を除き、なだらかな立ち上がりが確認された。北側の壁高は40cmを測る。

床面 :南側および中央部で土坑に切られるため、全体の様子は判然としないものの、北から南に向けてや

や傾斜をもつ。敷石はみられない。

柱穴 :ピ ットがいくつか確認されたが、柱穴と考えられるのはPl～ Pl。 である。

規模 と形態 :プランが不整形なうえ、炉も確認されていないため、住居址と認定するには躊躇せざるをえ

ないが、ほかに適当な機能も類推できないので、消極的ながら竪穴住居址とした。推定長径は5。 Om、

短径は3。 9mでぁる。

出土遺物 三埋土を中心に遺物は比較的多い。土器片660、 石鏃 3 磨石類 9、 石皿類 2、 石錐 1が出土 し

た。おそらくV期に比

定されるものと思われ

る。

口
|

土層 1:炉埋土、灰 と山砂利
2:灰 と少量の焼土
3:灰 が主体
4:細 角礫混 じりの暗褐色粘質土で、焼土化顕著
5:4層 と同質だが、焼土化 していない
6:1層 と同質だが、焼土ブロックが 多く含まれる
7:灰 主体で焼土ブロックが入る

(図版51、 図25)

位置 :E区のM― J12～

L14に あり、574は 572

に切 られる。また、南

西側でSB562と 接 し、

南側はSB563に 切 られ

る。

調査経過 :IV層上面の検

出で黒褐色土の落ち込

みを確認したため精査

を行なったが、南側の

埋土は薄 く範囲を明ら

かにすることはできな

かった。 ピットの酉己列

や炉の位置から2軒以

上の重複が考えられる。

0        (i:20)       :

図25 SB572炉・埋甕出土状態、SB574炉 (土器 1/8)
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第 2節 遺  構

埋土 三炭化物および黄褐色ブロックを混在する黒褐色粘質土である。

壁面 :北側のみ確認された。ほぼ垂直に約40cm立ち上がる。

床面 :Ⅳ層直上に構築されているため、角礫が景Jき 出しとなり凹凸が激しい。SB574と はレ
ベル差はない。

弧状に並ぶ柱穴の位置から床面の範囲を推定した。

柱穴 :北壁の外を巡るP19～ P25は SB572に伴う柱穴と考え、床面にあるPll～ P13を SB574に所属する

ものとした。

炉 :都合 3基の炉が確認された。西側の独立した炉(A)は径55cmの方形を呈し石囲いをもつ。東側で重複

する2基の炉は、Bが形態的にも大きさもAに類似しており、Cは破壊されて形状がつかめない。推定

した床面の範囲を当てはめた場合、いずれもSB574に 伴うであろう。

埋甕 :炉 Aの南西に位置する。掘り込みの西辺に礫を並べて、底部欠損の深鉢形土器を正位に埋設してい

る。推定した床面の範囲や、炉との位置関係から判断すれば、SB572の埋甕と考えられよう。

規模と形態 :SB572と 574は、共に円形を呈するもと思われる。前者の床面はおよそ直径4。 7m、 後者は4。 0

mである。

出土遺物 :SB572と 574と の遺物の混同があるが、572の床面の範囲からは土器片400、 石鏃 5、 打製石斧

2、 磨石類 3が、574か らは土器片179、 石鏃 1、 打製石斧 7、 磨石類 5、 石棒 1が出土している。埋甕

がSB572に イ半うとT打 るとI期にり弔属T打 る。 SB574は Ⅱ期に上しこされよう。

SB573 A・ B_(図版33下 )

位置 :E区のL一 N ll～ Q14に あり、SB557に 切られる。

調査経過 :SB557床面東側で、弧状に続 く敷石から東へ大きくはずれて、 2条の周溝が確認された。周溝

のレベルが敷石面より低いことなどから、別の住居址を予想しさらに精査を行なったところ、外側の周

溝に続いて立ち上がりが認められたため、住居址と認定する。SB557の 床面を景Jいで本址の床面検出や

施設の確認作業の結果、西側でも周溝の痕跡があったほか、床面の中央付近から焼土を伴った土坑も検

出された。

埋土 :SB557の床面下および東側壁際の状態を観察した限りでは、炭化物を混在する茶褐色粘質土で、オ

リーブ褐色の砂質ブロックを含んでいる。

壁面 :東側で一部認められた。なだらかに20cm程度立ち上がる。

床面 :SB557の施設や土坑によって大きく撹乱を受けている。東側の 2条の周溝や、西側に残る周溝の痕

跡から、 2軒以上の重複が考えられる。全体図では、東外側の周溝および立ち上がりのラインにかけて、

予想される範囲を破線で表現してみたが、不確かな部分が多いため図版33下の遺構図では、あえて破線

を入れてない。

柱穴 三床面からは大小50ヶ あまりのビットが検出されたが、図面照合時に選別したPlγ P20あ たりが柱

穴になるのではなかろうか。

炉 :床面のやや東寄 りから、焼土を伴う2基の土坑が確認された。北側 (A)は当初から本址の炉と認めら

れていたが、南側 (B)は住居址と係 りをもたないものとしてSK3050と していた。しかし、のちに図面

照合の結果、両者は近接する炉と認定することになった。Aは長径60cm、 短径50cmの南北にやや長い円

形、Bは長径85cm、 短径65cmで、東西に長い卵形を示す。

規模 と形態 三ほぼ円形の竪穴住居址である。外側の周溝を結んだ床面の最大の長さはおよそ6。 8mと なる。

出土遺物 三土器片800、 石鏃 2、 打製石斧 2、 磨石類 3が出土した。Ⅱ期に比定される。

- 51 -



第 3章 縄文時代

SB578(図 版 21)

位置 三E区のL― H4～ J6に ある。

調査経過 :H5～ H6にかけて、ⅢB層 と考えて掘 り下げを行なっていたところ、扁平な石が敷かれてい
る面が検出されたため、周囲を精査して広がりを確認した。図面照合時に本址に伴うと考えられる柱穴

を選別した。

埋土 :当初ⅢB層 と考えていた層が該当する。炭化物が混在した暗褐色粘質土である。

床面 :ほぼ平坦で、西側から南側にかけてと中央部に敷石がみられる。また、 Plの北側から炭化材が出

土した。

柱穴 :調査時には土坑としてSK番号を付けていたが、図面照合の結果、 Pl～ P6が本址に伴う柱穴と判
断した。

炉 三検出されなかった。おそらくSHl129辺 りの墓坑に破壊されたものと思われる。

規模 と形態 :張 り出し部がはっきりしないが、おそらく西ないし南西狽Iに張り出し部をもつ敷石住居址

(柄鏡形 ?)であろう。主体部の直径はおよそ5。 3mでぁる。主軸の方向は不明。

出土遺物 :土器片52、 磨石類 2、 土器片円板 1と わずかである。Ⅳ期に比定されよう。

SB580(歯 版 26)

位置 :E区の L― K10～ Mllに ある。

調査経過 :本址の周辺は、人骨を伴った墓坑の切 り合いが多いため撹乱が激しく、埋土中に極めて多量の

土器片があったにも関わらず、調査中に住居址の範囲を確認することが困難だった。したがって、 L10

で検出された炉を中心に据えて、図面照合の際に住居址の範囲を想定した。

柱穴 :東側に並ぶPl～ P5を はじめ、ル くヽつかのピットが本址の柱穴になるものと思われる。

炉 :径およそ70cmの方形を呈す。南側には掘 り込み面に平石が立て掛けるように設置されていた。

S B581

規模 と形態 :炉 と柱穴の並びから推定

した床面の範囲は、直径およそ4。 9

mの円形を呈するものと思われる。

主軸の方向は不明。

出土遺物 :土器片は2071と 多いが、復

元できたものは少ない。石器は石鏃

2、 打製石斧14、 磨石類 2、 石皿類

2、 刃器 1、 石錐 2、 丸石 1である。

I期に比定される。なお、SH 1224

は本址の炉に切られることが明らか

なため、この周辺には最古段階の墓

坑が集中していたことになる。

011

SB581・ 鵬 図 版お、図X0271

位置 :E区のL― H4～ J7に あり、
SB578に 切られる。

調査経過 :SB578の敷石を除去したと

ころ、続いて新たな敷石面が検出さ
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図26 SB5810 583柱穴配置
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A unn.t*

図27 SB583炉 内土器・埋甕出土状態 (土器 1/8)

れたため、周辺を精査して範囲を決め、SB581と する。ただ北東部は掘削のノリ面の関係から調査でき

なかった。続いてSB581の敷石面の下から焼土を伴った土坑が検出された。またSB581の床面の範囲か

ら南に外れた箇所より、埋甕が出土した。図面照合の段階でいくつかのピットから2軒分の柱穴を選別

した。

床面 :SB581の床面は、張り出し部から炉に向けての主軸線上、および炉の北東側に敷石が集中して
いた

ほか、あちらこちらで平石が散舌Lしていた。全体に張り出し音Ь
へ向けて傾斜をもっている。張 り出し部

の敷石方法は、SB551な どと同様で、左右を主軸方向に区切ったあと横方向に礫を並
べて充填している。

一方、SB583は南から東へかけて音Б分的な敷石がみられるほかは、大部分がSB581に よって壊されて
い

る。

柱穴 :両者の柱穴は区分に迷ったが、 Pl～ P9は SB583の 、 P20～ P29はSB581の柱穴と考えて良
いのて

はないか。

炉 :SB581の 炉は主体部のほぼ中央で検出された。径80cmの方形を呈し、四辺に縁石をも
つ。一方、SB

581の敷石下から検出された焼土を伴う埋設土器は、SB583に 関わる炉体土器と判断した。

埋甕 :SB583炉 の南およそ2.5mの位置に、深鉢の胴上半部を欠いて正位に埋設されて
いた。

規模 と形態 :SB581は N-70-Eに 主軸をとる柄鏡形敷石住居址である。残存する主軸長は5。 2m、 主体

部の直径はおよそ3.3mで ぁる。一方のSB583は 埋甕と炉を結んだ線が主軸とすると、ほぼ北を向く。

床の範囲は直径およそ7。 3mの円形を呈する。

出土遺物 :SB581か らは、土器片1977、 石鏃 1、 打製石斧 2、 磨石類 4、 石皿類 1、 刃器 2、 磨製石斧
1、

土器片円板 5があり、Ⅲ期に比定される。SB583では、炉体土器および埋甕のほか、土器片40、 磨石類

12、 石皿類 1が出土している。同じくⅢ期に比定される。

SЁ582(図版 22)

位置 :E区のL一 J7～ M10に ある。

調査経過 三配石群SHllllの礫を除去したところ、K7において弧状に並ぶ礫を検出し、同時に掘り込み

を確認する。
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埋土 :炭化物や礫も多量に混在する黒褐色粘質土である。

壁面 :北から東側にかけて立ち上がりを確認した。北側ではⅢA層 を、東側ではⅣ層の山砂利を掘 り込ん
でいる。なだらかにおよそ40ch程度立ち上がる。

床面 :壁際を一巡する敷石を検出した。しかし、中央部から東寄 りは墓坑に破壊されているため状況はわ

からない。

柱穴 :敷石の合間から検出されたPl～ P9は いずれも本址の柱穴であろう。

炉 :SHl177周 辺の墓坑に破壊されたものと思われる。

規模 と形態 三張り出し部が確認されなかったため、現状では円形の敷石住居址とせざるをえない。主軸の

方向は不明。主体部の直径はおよそ6。 6mでぁる。

出土遺物 :土器片133、 石鏃 1、 磨石類 1である。Ⅳ期に比定されよう。

SB584(図 版23)

位置 :E区のL― C10～ D12に あり、西側は調査区外に出る。

調査経過 :本址の周辺はピットが多いことに加えて、多量の土器片が出土していたため、調査中から住居

址の可能性を考えていたが、床面の範囲をとらえることが困難だった。図面照合の段階で、炉周辺の

ピットの中から柱穴を選別して住居址の範囲を想定した。

柱穴 :い くつかのビットが検出されたものの、炉との位置関係とピットの切 り合いから、 Pl～ P5を柱穴

と考えてみた。

炉 :長径80cm、 短径55cmの長方形を呈す。底面は焼け、焼土が堆積していた。

規模と形態 :炉 と柱穴の並びから推定した床面の範囲は、直径およそ4。 Omの円形を呈するものと思われ

る。主軸の方向は不明。

出土遺物 :土器片561、 打製石斧 2である。 I期に比定される。

SB5田 ・剛 図 b241

位置 :E区のG一M20～ P20お よびL一 Ml～ Plにあり、北半は調査区外に出る。
調査経過 :Ⅳ層の山砂利上面を調査中、黒褐色土の落ち込みを確認する。精査の結果、西側は黄褐色ブ

ロックを含むほう(SB588)が東側 (SB587)を 切っていることが判明する。

埋土 :SB587 0 588と も炭化物を混在する黒褐色土で、後者には黄褐色ブロックが含まれていた。

壁面 :SB587 0 588と もに山砂利を掘り込んでいる。なだらかに10cm程度立ち上がる。

床面 :SB587はほぼ平坦。588は東から西へ向けてやや大きな傾斜をもつ。

柱穴 :SB587は Pl～ P3、 SB588は P6～ P18が壁際にならぶ。

炉 :調査区外になってしまうためか、確認されなかった。

規模と形態 :円形の竪穴住居址で、SB587は 推定で直径4。 Om、 sB588は 5e3m以上になろう。主軸の方向

は不明。

出土遺物 :SB588で土器片95、 打製石斧 3が出土した程度で、遺物量は極めて少ない。SB587同様時期は

明確ではないが、おそらくⅢ期に比定されよう。

SB589 (図 版 24、 PL8)

位置 :E区のL― Ll～M2に あり、南西側でSB590に 切られる。
調査経過 :Ⅳ層の山砂利面を検出中、黒褐色土の落ち込みを確認する。
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埋土 :炭化物を混在する黒褐色土で、黄褐色ブロック

が含まれていた。

壁面 :東側はほぼ垂直に18cm程度の立ち上が りがみら

れるものの、北から西側ははっきりしない。    ∠
床面 :ほぼ平坦な上、踏み固められており締まりが良 ≡
い 。                                                    1

炉 :床面の南西寄 りに焼土を伴った浅い掘 り込みが認

められた6                    -

規模 と形態 :東西にやや長い楕円形の竪穴住居址で、

長径 2。 6m、 短径 2。 2mを 測る。主軸の方向は不明。 図28 SB590・ 595出土遺物分布

出土遺物 :わずかで時期もはっきりしない。ただ、本址を切るSB590が H期 と思われるので、この時期よ

り下ることはない。

SB590・ 595(図 版 24、 図 28、 PL8)

位置 :E区のL― Kl～ L3に あり、北東側でSB589を 切 り、南西佃1でSB594に切られる。

調査経過 :Ⅳ層の山砂利上面の検出中、黒褐色土の落ち込みを確認し、SB590と する。その後床面精査の

段階でこれを切る別の落ち込みがあったのでSB595と した。

埋土 :炭化物を混在する黒褐色粘質土で、礫が含まれていた。

壁面 :SB590は東側でほぼ垂直に25cm立 ち上がる。SB595は 590床面とのレベル差はわずか 5 cm程度で

あった。

床面 三SB590の床面は黄褐色粘質土が貼られており、締まりがよく平坦である。SB595は 、壁際を除き、

炉を中心に敷石されていた。

柱穴 :SB590は壁際にPl～ P9の 9本が確認された。

炉 三SB595の炉は径40cmの方形石囲い炉であるが、南西側はSB594に 切られている。SB590は 595に切ら

れており不明である。

規模 と形態 三SB590は直径 3。 3mの 円形竪穴住居址である。主軸方向は不明。SB595は炉の向きから考え

てN-70-Eに 主軸をもつ敷石住居址 (柄鏡形 ?)であろう。南北の直径は2。 8mでぁる。

出土遺物 :SB590は土器片73、 石鏃 3、 打製石斧 2、 磨石類 7、 刃器 2、 丸石 1、 小形土器 1が出土して

おり、Ⅱ期に比定される。595は 300の土器片と共に、石棒が 1あ る。Ⅲ期に属する。

ヽ
４

SB577・ 5910594 (図版 19、 図 29、 PL8)

位置 :E区のL一 H～ K5に あり、三者は切 り合い関係から古い順に591→ 594→ 577と なる。また、SB594

は北東側でSB595を 、南東側で599を 切る。

調査経過 三まず63年春の調査で、 15付近の配石群SHllllか ら、敷石住居址の張り出し部を想定される

礫の並びが確認された。配石の下を精査したが、張り出し部に関係すると思われる掘り方その他が確認

できないまま、一応SB577と 命名して一旦調査を終了させている。同年秋の調査で、ⅢA層 を掘 り込む

落ち込みが確認された。精査の結果、西側のオリーブ褐色砂質ブロックを含む黒褐色土が、東側の礫を

含む黒褐色土に切られていることがわかったため、前者をSB591、 後者をSB594と 命名した。この時点

でSB594は SB577の張 り出し部と同一住居の主体部に係る落ち込みと判断していた。ところが、SB594

床面検出作業中にt埋± 1層から4個の砂岩礫による弧状の石列が検出され、床面に密着して出土した
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炭化材を切ることが確認され、

しかも柱穴と考えられるピット

の配置が、壁よりかなり内側を

巡 ることが明らか となった。

よって、当初の所見を1参正して、

この石列ならびに柱穴列から想

定される主体部が、SB577の張

り出し部敷石と同一住居址のも

のであると判断した。ただし、

SB577の主体部であるという判

断が遅れたため、遺物はほとん

どがSB594と して取 り上げられ

てしまった。

埋土 :SB577の埋土の状況は、調

査 ミスにより明らかにできなかったが、SB594の埋土と判断してきた部分が相当するとすれば、礫が混

在する黒褐色粘質土ということになる。SB591の埋土には礫が少なく、かわってオリーブ褐色の砂質土

が含まれていた。

壁面 :SB577の 壁はまったく確認することができなかった。SB594は 北東側で約30cm、 591は北西佃Iで約

20cmた ちあがる。

床面 :SB577と SB594の床面のレベル差はわずかであったと思われる。SB577は調査 ミスにより床面の状

況が明らかでないが、敷石された張り出し部をもつ。この張 り出し部敷石直下よりSHl129が検出され

た。本址と密接な関係があったものと思われる。SB594は 北西壁際に敷石があるほか、やや踏み固めら

れた床面上には炭化物が散在し、北壁よりに赤化した部分もみられる。炭化材も出土している。SB591

は黄褐色土の貼 り床が認められた。

柱穴 :SB594の 床面上で検出されたP19～ P25は SB577、 またP4～ P18は SB594に 係る柱穴であろう。

張り出し部側のPl～ P3はヽSB594の ものと思われるがはっきりしない。また、 P26～ P40はSB591の

柱穴と判断した。

炉 :SB594に 関わる炉のみ検出された。径およそ60cmの 方形の石囲い炉で、炉体土器がある。

規模 と形態 :SB577は 、柱穴および砂岩礫の並び方から床面の範囲を想定し、SHllll内 にみられる礫の

まとまりを張り出し部 と考えれば柄鏡形敷石住居址といえる。N-41-Eに 主軸をもち、主軸長6。 5m
を測る。SB594も 敷石住居址としたが、張 り出し部の状況はわからない。主体部の直径は5。 2mでぁる。

図30 SB5920593A・ B柱穴配置

また、SB591は 現状では竪穴住居址

というほかない。

出土遺物 :SB594は炉内から鉢形土器

の胴下半部が出土したほか、土器片

519、 打製石斧 3、 磨石類 8、 石皿

1、 磨製石斧 2、 土偶・小形土器・

石棒・丸石・玉類各 1がある。この

なかには、SB577に 属する遺物も混

在しているが、炉体土器を基準にす

理 3∝4"
30 sB591 8趙

9  ハ     S B594

⑫J

図29 SB5770591・ 594柱穴配置

10   S B592

わ“＼＼
撃  lS E〕 593＼＼

o (r : 8o) )n==
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れば、SB594はⅥ期、それをきるSB577も またⅥ期以降に比定されよう。またSB591か らは土器片604、

打製石斧 3、 磨石類 3、 石皿 1、 玉類 1が出土した。V期に属する。

SB592・ 593A・ B (図版 21、 図30)

位置 :E区のG一 120～ L20お よびL一 11～ Llに あり、北半は調査区外に出る。

調査経過 三ⅢB層上面で検出を行なったところ、弧状に並ぶ複数のピットを確認する。柱穴埋土の共通性

と配置を観察しながらこれらを結び、おおむね 2軒分の柱穴と判断した。従って、埋土はもちろん、壁

面・床面などの状況はわからない。

柱穴 :SB592に 関わると考えた柱穴はPl～ P9で、埋土は炭化物が混じった黒褐色土である。一方、SB

593A・ Bの柱穴にはP10～ P32を想定した。近接する2本の柱穴は内側が外側に切られていることか

ら、拡張重複も考えられる。またP33～ P35は判断に迷ったが、本址の柱穴からはいちおう除外する。

規模と形態 :両者ともに円形を呈し、SB592は直径およそ5。 Om、 sB593は 4。 2m以上になろう。主軸の方

向は不明。

出土遺物 :SB592 0 593の 範囲から出土した土器片は390、 小形土器 1である。IV期に比定されよう。

SB598(図 版 21)

位置 :E区のG一 H20お よびL一 Hl～ H2にあり、北側から西側にかけては調査区外に出る。

調査経過 :Ⅲ B層上面で検出を行なったところ、黒褐色土の落ち込みを確認する。

埋土 :炭化物を混在する黒褐土で、黄褐色ブロックが含まれていた。

壁面 :東側ではほぼ垂直に20cm程度立ち上がる。

床面 :部分的に敷石がみられるほかははっきりしない。

柱穴 :床面からピットが多数検出されているため、別の住居t■L(SB597)と の重複を想定したが、調査範囲

が狭く特定できなかった。その中でも、壁際に並ぶPl～ P6は本址の柱穴と考えられよう。

炉 三調査区外に出てしまうためか、検出されなかった。/

規模と形態 :主軸の方向は不明。直径およそ3。 6mの敷石住居址 (柄鏡形 ?)である。

出土遺物 :土器片201、 石鏃 1、 打製石斧 1、 磨石類 2である。Ⅳ期に比定されよう。また、SB597と し

て取 り上げた遺物は、土器片146、 打製石斧 2、 磨

石類 2、 多孔石 2、 石皿 1、 砥石 1である。

SB599(図 版 25、 図31)

位置 :E区のL一 J3～ L5に ある。

調査経過 :SB591・ 594の壁面や床面精査の際、東側

に遺物を含む遺構埋土が認められたことから、本址

を認定した。南半分は掘削ノリ面保護のため調査不

能であった。

埋土 :炭化物を多量に混在する暗褐色粘質土で、オ

リーブ褐色砂質ブロックが含まれていた。

壁面 :調査範囲内では壁は全周する。東側でほぼ垂直

に25cm程度立ち上がる。

床面 :中央付近がやや凹むものの、ほぼ平坦に踏み固

打製石斧

E]31

一- 57 -
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められている。

柱穴 :Pl～ P3は本址に伴う主柱穴として良いだろう。

炉 三P6は焼土を伴わないが、床面のほぼ中央に位置するため、あるいは炉址なのかもしれない。

規模 と形態 :直径およそ4。 5mの竪穴住居址である。主軸の方向は不明。

出土遺物 :竪穴の約半分しか調査できなかった割には2430と 土器片の出土量は多い。また石器も石鏃 3、

打製石斧13、 磨石類14、 刃器 2、 磨製石斧 1、 石錐 1と 異常に多い。そのほか土偶 4、 小形土器 1も 出

土している。 I期に比定される。

坑墓

(1)総  論 (表 11)

「土坑」という用語は、それ自体「地面に掘られた穴」

ため、一般には形態的な特徴や埋土の状態、出上遺物、

配置、更に最近では理化学的な分析に基づいて、もっと

北村遺跡では、ほぼ全身の骨格を留める人骨が、117

基の土坑から合計127イ固体出土した。これらの人骨はほ

とんどが股関節並びに膝関節を折 り曲げた姿勢、つまり

一般にいう屈葬形態をとる。そこで、これらの墓坑を基

準にして、形態的な特徴・規模や出土遺物などの情報か

ら、墓であることの蓋然性が高い469基 の土坑を墓坑

(遺体を埋葬するために掘られた穴=墓穴)と 認定した。

このうち骨片であれ部分骨であれ、とにかくヒトと思わ

れる骨が出土した墓坑は279基、300個体にのぼる。ただ

し、形質人類学の鑑定によって確実に人骨と認められた

を示す以上の意味はなく、その用途を限定する

土坑 (あ るいは土坑群)の遺跡内における立地や

も蓋然性の高い解釈を生み出してきた。

時期 確定 数期にわたるもの 総計

25

25

122

IV 24

37

128

V 124

VI 24

185

表6 時期別の墓坑数
(空 らんは 0)

ものは190イ固体である。

これらの墓坑はすべてE区で確認されており、住居址など他の遺構と異なり、下定の集中がみられる。

伴出遺物や遺構の切 り合い関係から構築時期がほぼ確定したものが100基で、全体の21。 3%にあたる。推

定される時期に幅をもたせた場合、表 6の ようになり、Ⅲ段階に数の急激な増加が伺える。

なお、遺体の埋葬には墓坑以外の施設を用いる場合もあるが、北村遺跡の場合、住居内放置例や、廃屋

墓、もしくは貯蔵穴などを再利用した墓 (廃穴墓)な どは極めて例外的である。

ア 上面配石 (墓標石)
ここで扱う配石とは、主として墓坑の上面に位置し、墓標として機能したと思われるものに限定する。

いわゆる「配石墓」の一群には、墓坑内施設としての石棺状石組やその他の石列をも含む場合が多いがt

墓の場を明示する上面配石と墓坑内施設としてのこれらの配石とは、機能的に考えて明確に分離したほう

が良いとの視点に立つ。下部に墓坑をもたない配石を除外していることは言うまでもない。自明のことで

はあるが墓標は、地下に亡骸があることを不特定の人々に認知させる目的で置かれる。現代ではこれに家

紋・戒名その他の記号を記すことによって、故人が一定集団内 (例えば故人の家族、親類知人など)で特定
される。アイヌ民族では木製の墓標 (ク ワ)の形状や文様で同様の効果を果しているという。縄文時代の

墓標石の場合も、その形状が一定集団内での故人を示す符号になっている可能性がある。そこで次頁 (図

32左)の ように形態分類を試みた。
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2群 c ttβ
く28〉

1群……周囲に礫を並べているもの

a類一―囲み石内部を数点～10数′点、あるいはそれ以上の礫で充填したもの

b類一-1～数点の礫を置いているもの  C類一一礫の見られないもの

d類十~本来は囲っていたと思われる礫が部分的に取 り除かれてしまったもの

2群……数点の礫で墓坑上面を覆っているもの

a類一一完全に覆っているもの

b類―一数点～10数点の礫がまとまって見られるもの  C類―一散存しているもの

3群・……まったくまとまりに欠くもの

なお、立石や丸石は位置や個数など多様でまとまりに欠けるため各論で述べる。

分類の結果、墓標石のあるなしでみると、墓標石をもたない例が圧倒的に多い。墓標石をもつ墓坑はほ

とんどの場合Ⅲ層上面で検出されており、他の遺構の構築によって破壊されることなくⅡ層でパ ソヽクされ、

後世の攪乱もほとんど受けていない。しかし、特に古い段階の墓坑は、遺構の重複によって実態が不明で

ある。本来は墓標石をもったものが遺構の構築などによって破壊されたのか、あるいは墓標の機能を考え

れば、もともと墓標石など存在しなかったのか解釈は様々である。

墓標石に用いられた礫は長径30cm内外の楕円形をした河原石を主とし、礫種は、硬砂岩・安山岩・ヒン

岩を主にして、砂岩・軟質砂岩・花商岩・チャー トなど様々である。統計処理をしているわけではないが、

こうした傾向は敷石住居址やその他の配石に使われる礫と大差ない。また黒・白・灰色・赤色といった石

の色調にも特に配慮している様子は見受けられなかった。また、明らかに加工を施していると思われる例

は、立石・平石の一部などに見られたが、墓坑上面に用いられることとの直接的な関係はわからなかった。

その他、磨石・石皿類が転用されている例があった。この′点については後述する。

イ 墓  坑

墓坑検出面における平面形は、上面配石の場合と同じで、遺構の重複や後世の攪乱によって変形をきた

1群 c類 群 d類

埋 葬 姿 勢

(年齢区分 )

資
料
数

最  大  値 最  小  値 平 均

長径 短径 長/短 深  さ 長径 短径 長/短 深 さ 長径 短径 長/短 深  さ

屈
　
葬

乳  ・ 幼  児 2。 38 24以上 1.92 69。 0 32。 0 2.15 20.0以上

少年～思春期前半 2.32 65 1.08 82。 6 1.76 29。 0以上

思春期後半以上 2.78 1.10 105。 6 58.9 1.84 32。 2以上

イ申 展 葬 174 2。 76 36以上 56 2.77 164。 5 69.0 1。 77 30。 0以上

合 葬 130 1。 85 60以上 60 1。 33 109。 8 1。 60 36。 6以上

集  積  葬 1。 72 45以上 48 1。 00 88.0 66。 0 1。 35 25.0以上

表7 埋葬姿勢 (年齢区分)別の墓坑底面の規模
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す場合が多く、現状確認された形態区分に大きな意味をもたせることはできない。強いて言えば卵形、楕

円形、隅丸長方形、長方形といった長軸・短軸が明確なものが多く、円形や正方形に近い例は土器棺や集

積葬といった特殊な埋葬方法による傾向がある。

埋葬人骨が出土した墓坑のうち、他の遺構との切り合いが少ない112基について、規模を算出してみた

ところ表 7の通りであった。まず乳幼児の墓坑最小値を基準にして、長径50cm前後、短径25cm前後、深さ

20cm前後以上の規模をもつ土坑は墓坑の可能性を考えて良いことになる。なお、当然ながら成長にした

がって墓坑の規模は大きくなっている。屈葬成人骨を出土した墓坑と伸展葬人骨のそれとは、前者の最大

値と後者の最小値との比較から、長径150cm前後を境にして両者の分別が一応はできる。もっとも伸展葬

人骨が出土した墓坑の例数は少ないため、この差を絶対視することは危険であろう。屈葬と合葬との比較

では、平均の短径と長短示数では有為な差があるものの、最大値最小値で見るかぎり厳密には両者を区別

できない。また屈葬と集積葬との違いもこの傾向は同じである。ただ先述の通り集積葬の場合、形態との

結び付きは強く、平面形が円形あるいは正方形に近い場合、ほとんどがこうした埋葬形態をとる。

ほぼ完全な人骨が出土した墓坑について、被葬者の体軸方向と墓坑の主軸方向との差を計算してみた。

両者の差は平均 6° 59/で、最大44° の開きがある。このうち仰臥で単葬の場合は 5° 38′、最大30° に

縮まる。この差は、埋葬姿勢が側臥などの場合、正しく体軸方向を測定できないという問題′点を含むが、

それにしても、墓坑の主軸方向との差が平均で 7° 以内に納まるのだから、墓坑掘削にあたって用意され

る底面積には、あまり遊びがみられない。しかも、被葬者の埋葬頭位があらかじめ決められていたと考え

ることができる。

墓坑の底面は大体が平坦ないし舟底形である。傾斜をもつものが若干例認められたが、傾斜の方向と頭

位との有機的な関係はなく、むしろ墓坑が構築されている場所と地形傾斜とが関係する。

底面あるいは底面の壁際に礫を配した例など (坑内配石)が認められる。坑内配石は、墓坑内に空間が

作られていない以上、完成後攪乱を受けないかぎり原位置を留めていると考えられる。しかも、埋葬時に

並べられるこうした礫は、被葬者の周囲に施され、一旦土をかぶせて埋葬を完了してしまえば、掘り起こ

さないかぎり誰も目にすることがなくなるわけだから、葬者の被葬者に対する意味付けを反映している可

能性がある。その′点、墓坑上面配石との機能差は歴然としている。そこで、図32右のように形態分類を試

みた。

1群……底面に礫を敷いているもの

a類――全面に敷いているもの  b類 ――長軸方向の片側よりに敷いているもの
C類――短軸方向の方側に敷いているもの  d類 ――散在 しているもの

2群……底面の壁際に礫を置いているもの

a類
｀
一周しているもの  b類 (α )一一長軸方向両端部に礫を置いているもの

b類 (β )――片側のみに礫を並べているもの

C類 (α )一―長軸方向に平行する両壁際に礫を並べているもの

C類 (β )――片方の壁のみ並べているもの

なおSH521のように、頭蓋骨の下に枕石を置いた例がわずかながらみられると同時に、こうした施設こ

そみられないものの、不自然に国が大きく開いた頭蓋骨に接した。形質人類学の所見によると、埋葬後の

後頭部の落下が原因で生じた現象であるという。頭を壁際に寄り掛からせていたことも考えられようが、

木製の枕を想定することもできる。

ウ 人  骨
墓坑から出土した人骨の多くは、水分を含んだ焼き豆腐状を呈し、全体的に残存状態は悪い。その中で、
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何 らかの骨片が出土した墓坑は111基、人骨と判断できる程度の部分骨が出土した例は51基 (人骨62個体)、

ほぼ全身の骨格が認められるか、または頭蓋骨と下肢骨との位置関係によって、埋葬姿勢の大筋がつかめ

る人骨が出土した墓坑は117基 (人骨数127個体)で、合計279基 (骨数300個体)あ る。

埋葬状態が観察できる個体の85。 8%は、墓坑一つに対して被葬者が一人の単葬である。墓坑にほぼ解剖

学的位置を留めた 2体以上の人骨がみられる合葬は 6例 5。 3%、 2回以上にわたる埋葬による重葬やバラ

バラになった遺体 (あ るいは人骨)を まとめた集積葬は 5例 4。 4%で、土器棺は 1例 0。 9%である。SH522

の土器棺からは肉付きのまま加熱を受けた人骨が出土している。

埋葬姿勢のパターンを示したものが図33である。体幹が仰向けのもの (I)、 横向き (II)、 うつ伏せ

(III)と し、顔の向きは、正面ないし足のほうを向くものを (F)と し、右向き (R)と 、左向き (L)と

に分けた。上肢は上腕と前腕とがなす肘の角度によって、180度前後 (A)、 170～ 140度前後 (B)、 130～

40度前後 (C)、 40度前後～ 0度前後 (D)と し、下肢は体幹と大腿骨がなす角度および大腿骨 と下腿の

なす角度がぃずれも180度内外 (つ まり足を真直伸ばしている)の もの (a)、 股関節と膝関節を90度内外曲

げて右に倒 しているもの (b)、 左へ倒 しているもの (C)、 同様に折 り曲げながら膝:を立てているもの

(d)、 体幹 と大腿骨とがなす角度が 0度内外で膝を腹部あるいは胸部の方向へ窮屈に折 り曲げているも

の (e)に分けてある:上下肢の場合は右左の順で記号化した。

埋葬姿勢が明らかな135イ団体の内、強弱の差こそあれ、股関節と膝関節を曲げた広い意味での屈葬にあ

たる人骨 (下肢の形でaa以外のもの)が 105イ団体 77。 8%あ り、本遺構においては一般的であったことを示

す。これに対して伸展葬 (同 aa)は 2例 1。 5%に 留まる。屈葬のうち体幹を左右どちらかに向けた側臥

(H)は 9例 8。 6%、 伏臥 (III)が 2例 1。 9%で、仰臥 (I)87.6%が圧倒的に多い。仰臥葬の場合で、顔

が正面を向いているもの (F)は 70例 73。 7%で、右向き (R)16例 16.9%、 左向き (L)9例 9。 5%に 比べ

圧倒的に多い。その他上肢や下肢の形については表 8に まとめてみた。

頭位方向については、第 4部考察で時期別・地域別・性別など詳しくみていくことにする。

第 2節 遺

鯰

ＲＡＤIFCCcc IFADdd !RDDee I

図33 埋葬姿勢のパターン (一部)

その他、顔に土器あるいは

土器の大破片をのせた「甕被

り葬」は18例、人骨の上に礫

をのせたいわゆる「抱き石葬」

は17例みられた。甕被り・抱

き石ともに I段階に各 1例あ

るが、Ⅲ段階以降集中する。

甕被りはⅢ・Ⅳ段階で12例、

全体の66。 7%に のIFる。 ま

AA CA AD DA BB BD DB CC CD DC DD ほ か 計

a a

bb 22

C C

dd 1

e e 1

ほ か

計 24

表 8 上肢 (大文字)と 下肢 (小文字)の組み合わせ数量
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た、抱き石はⅣ～Ⅵ段階が 9例 52。 9%であり、時期的にやや偏 りがみられる。

工 出土遺物
墓坑およびこれに伴う上面配石中から出土した遺物は、土器・石器・土製品など多種に及ぶが、その多

くは埋土中に混在していたとみなされるものが圧倒的である。

注意すべき出土状態を示す例 としてまず、上面配石に伴う石器類が挙げられる。石皿 (5基 5個)や磨

石類 (8基 15個 )が伴 う事例が最 も多く、まれに打製石斧 (SH518)や土偶 (SH l156)、 小形土器 (SH
l144)も ある。人骨に近接して出土した遺物では磨石類 (5基 6イ固)が多く、小形磨製石斧 (SH558)、 刃

器 (SH550 0 799)、 石鏃 (SH550 0 1129)、 小形土器 (SH857)、 土偶 (SHl158)と 続 く。また、SH552の よ

うに、底面直上から石棒が出土した例も注目されよう。その他、埋土中から15点の石鏃が出土したSH555

や、景J片・砕片を多量に伴出したSH555 0 558 0 634 0 735 0 842な ども注意しておきたい。

人骨に密着して出土した牙製品は、腕輪状のもの (SH805 0 1172 0 1208)、 カンザシ状のもの (SH805 0

1144)、 首飾 り状のもの (SHl172)、 不明 (SH549 0 851 0 1136 0 1193)が ある。その他、SH824か らはヒス

イ製の玉、SH1023か らは粘板岩製の玉が出土している。

(2)各  論
ここでは、人骨が出土するなど比較的情報量が多い墓坑について記述した。その他については一覧表を

参考にしていただきたい。先にも述べた通 り、墓坑は普通「SH」 の記号を用いて501か ら番号を付けたが、

整理作業の段階で墓坑とは考えられないものを省いたため欠番が多い。また「SK」 の記号を用いた土坑

の内、形態や人骨の出土から墓坑にした例もある。一つの墓坑から2個体以上の人骨が出土した場合は、

それぞれをアルファベットA・ Bで表わした。墓坑の記述の順序は、位置・配石・墓坑・人骨・その他の

遺物・時期としたが、特に必要と思われる場合は、調査経過を加えた。しかし、調査段階からその項目に

ついて明確でないものや、全 く把握できなかったものについては記述しない場合がある。

SH5田 図 版ν・劉

位置 :L― L14に ある。SH502に切られ、SH567 0 630 0 874を 切る。

配石 :HD4層 下位で検出された本址上面配石は、北側は判然としないもののほぼ円形を呈し、SH502に
切られる。主として硬砂岩が用いられている。

墓坑 :配石ののるⅢA層上面で検出された。平面は楕円形で、配石とは若干ずれる。主軸は北東―南西を

向く。埋土は細角礫を含む黒褐色粘質土を基調とし、指頭大の風化礫を含んだ暗褐色粘質土で、下位に

は炭化粒がやや多くみられた。SH630 0 874と の埋土の相違はわずかであるが、それらが上面配石をも

たないこと(破壊されていること)か ら本址の方が新しいと判断する。底面の長径122cm、 短径67cmで、掘

り込み面からの深さは38cmである。

人骨 三底面の南西寄 りで頭蓋骨と上腕骨が出土した。骨の劣化が著しく、顔の向きなどは観察できなかっ

たが、墓坑の大きさから成人が埋葬されたと思われる。頭位は約227度。

その他の遺物 :埋土に混在して石鏃 2、 打製石斧 1が出土した。

時期 :配石の検出層位からみて、次のSH502～ 505同様V期以降と考えられる。

SH502(図 版27028、 図34、 PLll)

位置 :L一 M14に あり、SH501 0 536 0 567・ 630を切る。

配石 :Ⅱ D4層下位で検出された上面配石は、ほぼ楕円形で、楕円内にも礫のまとまりがある。なお、東
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lm0        (1:20)

図34 SH502上面配石、人骨出土状態

側でSH536の 配石を壊す。配石には硬砂岩の長礫が用いられている。

墓坑 :配石ののるⅢA層上面で検出された。平面は楕円形を呈し、配石との上下関係は一致している。主

軸は東北東一西南西。埋土は細角礫を含む黒褐色粘質土で、黄褐色ブロックや炭化粒・焼土粒が混じる。

底面の長径97cm、 短径52cmで、掘 り込み面からの深さは53cmである。

人骨 三掘 り込み面から約40cmあ たりで比較的まとまった礫群が検出され、これを除去したところで人骨が

出土する。頭位は249度。顔面はやや右向きながら下方を向く。左右の上肢は前腕の残 りが悪いものの、

おそらく伸展していたと思われる。下肢は股関節と膝をともに強く屈曲させ、膝は右体側に置いている。

時期 :SH501同様時期決定の資料はないが、配石の状態をみてV期以降
'と
考えられる。

SH503 (図 版27028、 図35、  PLll)

位置 三L一 M15に あり、SH536 0 568を切る。

配石 三HD4層下位で検出された上面配石は、ほぼ方形を呈す。北西端の長楕円の巨礫は立石が倒れたよ

うにもみえるが、出土状況からは配石の一部がずれたものと捉えられる。一方、北東側の円板形の巨礫

は、SH504と の間に位置するため、両者の親近性を示唆している。本址の配石は東側でSH536の 配石を

壊す。

墓坑 三配石ののるⅢA層上面で検出された。平面は楕円形で、配石との上下関係は一致している。西北西

―東南東に主軸をもつ。埋土は細角礫を含む黒褐色米占質土を基調とした暗褐色粘質土で、検出面中央部

には黄褐色ブロックが集中している。上面の配石が破壊されていないことや、人骨の損傷がないことか

ら、本址がSH568よ り新しいと判断する。底面の長径134cm、 短径83cmで、掘り込み面からは36cmの深

さである。
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A550.2m

0       (1:20) lm

図35 SH503上 面配石、人骨出土状態

人骨 :底面直上から出土した。頭位は306度。顔面は右向き。右上肢は肘をやや強く曲げて手先を左上腕

骨の中央にのせ、左上腕は伸展している。下肢は股関節を約90度曲げ、さらに膝を強く曲げて、左に倒

している。左右の上肢に重なる礫は壁際に配されていたものであろう。

その他の遺物 :人骨に近接して磨製石斧が出土したほか、埋土に混在して石鏃 2、 土偶 1がある。

時期 三配石の検出層位などから、V期以降の構築を考えている。

SH504(図 版27028、 図36、 PLll)

位置 :L― M15に あり、SH505 0 523と 接する。

配石 :Ⅱ D4層下位において検出された上面配石は、ほぼ方形で中央に丸石をもつ。また北東寄 りには石
棒状の立石がある。配石には主として硬砂岩を用いている。

墓坑 :配石ののるⅢA層上面で検出された。配石との上下関係は一致している。平面は楕円形で、北東―

南西に主軸をもつ。埋土は細角礫を含む黒褐色粘質土を基調とした暗褐色粘質土で、炭化粒が多量に混

在している・。底面の長径93cm、 短径60cmで、掘 り込み面からの深さは38cmである。底面から検出された

礫はSB557に 関わるものかもしれない。

人骨 :底面直上から出土した。現場での調査段階では人骨の位置関係が不自然なこともあり、座位屈葬か

とも思われたが、クリーニング作業により、 2体合葬であることが半J明する。南西部に頭蓋骨をもつA
は、顔面を左に向けたうつぶせで、左右の上肢はやや肘を張りながら曲げて手先を下腹部に置いている。

下肢の状態はわからない。Aの右上肢に下肢をのせているBは上半身を失っているが、股関節を90度曲

げ膝を強く屈曲させて右に倒している。両者の骨は密着しているため同時埋葬と考えられる。Aの頭位

54度、 Bは推定234度。墓坑の北東側の骨 (Aの下肢およびBの上半身)が失われている原因については不

明である。
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その他の遺物 :埋土に混

在して打製石斧・石棒

各 1が出土した。

時期 :配石の検出層位な

どから、V期以降の構

築を考えている。

SH505(図 版 27028、

図36、 PLll)

位置 :L一 M14に あ り、

SH504 0 567と 接する。

配石 :Ⅱ D4層下位で検

出された上面配石は、

礫を重ねながら、全体

として長方形を呈する。

墓坑 :配石ののるⅢA層

上面で検出された。配

石がやや南西にずれる

ものの上下関係はほぼ

一致している。平面は

やや角をもった楕円形

で、主軸は西北西一東

南東を向く。埋土は細

角礫を含む黒褐色土を

基調とした暗褐色粘質

土で、炭化粒が多量に

混在している。底面の

長径 86 cm、 短径 52 cm

で、掘 り込み面からの

深さは44cmである。

人骨 三底面南西寄 りから

頭蓋骨片が、北東より

か ら下肢骨が出土 し

た。頭位は230度。保

存状態が悪 く、姿勢に

ついての観察はできな

いがおそらく仰臥であ

ろう。この人骨の上面

にも数イ固の礫が乗って

いる。

550.Om

(!:20)

図36 SH5040 505上 面配石、人骨出土状態
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4sag.s'

８ヽ

その他の遺物 :埋土に混在して石

鏃・石錐各 1が出土した。

時期 :SH501か ら505は、時期を

決定する資料に恵まれないが、

配石の検出層位から判断してV
期以降に構築されたものと思わ

れる。

版 31032、 図 37、 PL12)

位置 :L一 M17に あり、SH508と

接する。

配石 :Ⅲ A層下位で検出された上

面配石は長方形を呈し、内部に

平石を置くほか東側端部に立石

がある。

墓坑 :検出は難航し、結局Ⅳ層ま

で下げた段階で確認する。配石

との上下関係はほぼ一致してい

る。平面は隅丸長方形で、西北

西―東南東に主軸をもつ。埋土

はⅢA層 を基調とし、ⅢC層に

由来するものと思われる茶褐色

ブロックが混在するため粘性が

ある。下位にいくに従って、漸

移的にⅣ層起源のオリーブ褐色

砂質土が混じる。全体に炭化粒

や円礫が多量に混在している。

レ

SH507

(図

レヽ

図37 SH507上面配石、人骨出土状態

底面の長径 133cm、 短径 76cmで、掘 り込み面からの深さは41cmである。

人骨 :底面直上から出土した。頭位は284度で、立石は下肢の上に位置する。顔面はやや右寄りながら下

方を向き、上肢は左右 とも肘を緩 く曲げて手先を下腹部に置いている。右下肢は股関節を伸ばし膝を強

く屈曲させて踵を尻の下に置いている。左下肢は股関節を緩く曲げ膝を屈曲させて左へ倒している:頭
蓋骨の下にみられる礫は枕石であろう。東壁際にも礫が配されている。

その他の遺物 :埋土に混在して打製石斧 1が出土した。

時期 :SH508の時期および配石面から判断して、構築時期はⅣ期以降と思われる。

SH508(図 版31032)

位置 :L一 M18に あり、SH507と 接する。

配石 :ⅢA層下位で検出された上面配石は長方形を呈し、内部に砂岩質の平石を置き、東辺には花商岩の

扁平楕円礫を軸線にそって並べている。
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墓坑 三SH507同様墓坑

の検出は難航し、IV

層まで下げた段階で

確認する。配石 との

上下関係はほぼ一致

している。平面は隅

丸長方形で、主軸は

北北西一南南東を向

く。 埋土はSH507と

近似し、基調はⅢA

層で、そのほかⅢC

層に由来するものと

思われ る茶褐色ブ

ロックが混在するた

め粘性がある。下位

にいくに従って、漸

移的にⅣ層起源のオ

リーブ褐色砂質土が

混じる。底面の長径

125cm、 短径68cmで、

掘り込み面からの深  Lェ    (!:20)    lm
さは32cmである。 図38 SH512上面配石、人骨出土状態

人骨 :底面直上から、顔面に土器片を被せた人骨が出土した。残念ながら人骨鑑定
のため搬送中、破損

てしまったため姿勢はわからない。

時期 :構築時期は、顔面に被せられた土器から判断してⅣ期に比定される。

SH542個 ll■ 31t tλ 鵬 、PL9

位置 :L― M17にあり、SH573と 接する。

配石 :Ⅲ A層下位で検出された上面配石は、北西部のまとまりと砂岩質の平石 2枚による南東部にわかれ

る。

墓坑 :検出は難航し、Ⅳ層まで下げた段階で確認する。平面は隅丸長方形で、主軸は北西
一南東を向く。

埋土はⅢA層基調で、Ⅲ C層 に由来するものと思われる茶褐色ブロックが混在する。底面の長径141cm、

短径59cmで、掘り込み面からの深さは25cmである。

人骨 :底面直上から出土した。頭位は333度。顔面はやや右寄りながら下方を向き、左右
の上肢は伸展さ

せている。下肢は両膝を左に傾けて立てている。

時期 :SH508の時期および配石面から判断して、構築時期はⅣ段階以降と思われる。

SH馴 5咽 版廓 ∝ 図
"、

PLD

位置 三L一 Q20に あり、SH542を切る。

配石 三ⅢA層下位で検出された上面配石は楕円形を呈す。南側端部に立石がある。西側でSH542の 配石を

A sng.o*
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H542

壊していることから本址のほ

うが新しい。

墓坑 :配石面で確認された墓坑

は楕円形で、北西―南東に主

軸をもつ。埋土は細角礫や風

化礫を含むⅢB層基調の粘質

土で、炭化粒が混じる。底面

の長径 100cm、 短径 55cmで、

掘 り込み面からの深さは31cm

である。

人骨 :底面直上から出土した。

頭位は146度。顔面はやや右

寄 りながら下方を向き、右上

肢は伸展させ、左上肢は肘で

やや強く屈曲させて手先を胸

方向に向けているらしい。右

下肢は股関節で強く折 り曲げ、

膝も強く折 り曲げている。右

膝は体側に置いている。左下

肢は軽度の撹乱を受けており、

位置関係が定かでない。
生550.Om

C550.Om

H515 その他の遺物 :埋土に混在 して

石鏃 1が出土した。

時期 :配石面や隣接するSB558

の時期から判断して、構築時

期はⅣ期以降と思われる。

(図版29030、 図40、 PL13)
0      (1:20)     lmI I I I I        位置 :L― Q16に あり、SH518

図39 SH5150542上面配石、人骨出土状態 と接する。

配石 :Ⅲ A層 で検出された上面配石は楕円形を呈し、長軸短軸それぞれ一対計 4本の立石がある。
墓坑 :Ⅲ B層上面で検出された。配石との上下関係は一致している。平面は楕円形で、北東一南西に主軸
をもつ。埋土はⅢ B層 を基調とした暗褐色粘質土で、炭化粒が多量に混在している。底面の長径 130cm、

短径93cmで、掘 り込み面からの深さは38cmである。

人骨 :底面直上から2体並列して出土した。西側のAは、うつぶせで頭蓋骨が右回りにねじれている。右
の上肢は左の肘の方向へまっす ぐ伸ばし、左上肢は肘で強く折 り曲げて手先を肩の位置にしている。下

肢は左右とも股関節と膝を曲げて左に倒している。東側のBは、左すなわちAの方を向いた側臥で、左

上肢はまっすぐ伸ばしている。下肢は股関節で90度以上曲げ、膝を折ってやはり左に倒しAの下肢の上
にのせている。両者の骨は密着しているため同時埋葬と考えられる。Aの頭位195度。 Bの頭位は推定2
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17度。

その他の遺物 :

配石面から石

皿 1、 磨石類

2が、 :旺lttLに

混在して石鏃

1が出土した。

時期 三SB552の

上位にあるこ

とから、V期

以降の構築で

あろう。

位置 :L― P16

にあり、SH5

170519と 接

する。

配石 三ⅢA層で

検出された上

面配石は方形

を呈し、南西

端部には倒れ

た立石がある。

墓坑 三配石のの

るⅢA層上面

で検 出 され

た。酉己石 との

上下関係はほ

ぼ一致 してい

る。平面は楕

円形で、北東

一南西に主軸

をもつ。埋土

はSH517と 近

似 し、Ⅲ B層

を基調 とした

暗褐色粘質土

H518

550.Om

550.Om

o      (!:20)     lm

図40 SH5170518上面配石、人骨出土状態

H517
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で、炭化粒が多量に混在している。底面の長径 100cm、 短径50cmで、掘 り込み面からの深さは30cmで あ

る。

人骨 三底面直上で出土した。頭位は238度。側臥で顔面を左へ向けている。左右の上肢は肘で強 く屈曲さ

せて手先を肩に置き、下肢も左右股関節で強く折 り曲げている。このほかに別個体の下肢骨が混在 して

いた。底面壁際には拳大から人頭大の円礫が並べられている。

その他の遺物 :人骨に近接して磨石類 2が出土したほか、配石面から磨石類 2、 打製石斧 1、 埋土に混在

して石鏃 3、 打製石斧 2と 豊富な石器類が出土した。

時期 :SB552の上位にあることから、V期以降の構築であろう。

SH519(図 版29030、 図45)

位置 :L一 P15にある。SH540に 切られ、SH518 0 520と 接する。

配石 :Ⅱ D4層下位で検出された上面配石は、北東部でSH540に伴う配石に切られるため、全体形は不明
であるが、南西領Iでは弧状を呈し、中央に立石がある。

墓坑 三ⅢB層上面で検出された。配石との上下関係はほぼ一致している。平面はやや角をもった楕円形と

思われ、ほぼ南北に主軸をもつ。埋土は上位より下位へ色調が段々暗くなるものの、全体的にはⅢ B層

基調の暗褐色粘質土で、拳大の礫を含み、炭化粒や焼骨片が混在している。

その他の遺物 三配石面からの石皿類 1のほか、埋土に混在して石鏃・打製石斧各 1が出土した。

時期 :本址もまたSH517 0 518同 様、SB552の上位に位置することから、V期以降に構築されたものと思

われる。

SH520(図 版 29・ 30、 図41)

位置 :L-015にあり、SH521に 切られる。

配石 :Ⅱ D4層下位で検出された上面配石は楕円形を呈し、南西端部に立石がある。
墓坑 :Ⅲ B層上面で検出された。配石との上下関係はほぼ一致している。平面はやや角をもった卵形と思

われるが、南東側の壁はやや掘 りすぎている。主軸は北東―南西を向く。埋土はⅢB層基調の暗褐色粘

質土で、炭化粒が混在している。SH521の埋土に見られる黄褐色ブロックはない。このブロックの有無

により、本址はSH521に 切られると判断した。底面の長径 11lcm、 短径80cmで、掘 り込み面からの深さ

は55cmである。

人骨 :底面直上より頭蓋骨と下肢骨が出土した。顔面はやや右寄 りながらも下方を向き、右上肢は伸展し

ている。下肢は股関節で緩 く曲げ、膝は強く折 り曲げて左下方へ倒している。頭位は242度。

その他の遺物 :埋土に混在して石鏃 1が出土した。

時期 :時期決定の資料を欠くが、配石の検出層位からV期以降の構築としたい。

SH521(図 版29030、 図41、 PL14)

位置 :L-015にあり、SH520 0 524を切る。

配石 :Ⅱ D4層下位で検出された上面配石は楕円形を呈し、南西および東北端部に立石を、中央に丸石が

ある。

墓坑 :配石面で検出された。配石 との上下関係はほぼ一致している。平面は楕円形で、北東―南西に主軸

をもつ。埋土はⅢB層基調の暗褐色粘質土で、黄褐色ブロックや炭化粒が混在している。SH524と の埋

土差はほとんど無い。底面の長径124cm、 短径83cmで、掘り込み面からの深さは40cmである。
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3      (l:20)     lm

図41 SH5200521上面配石、人骨出土状態

人骨 :底面直上より出土した。頭位は219度。顔面は右向き、上肢は左右とも伸展している。下肢は股関

節で緩 く曲げ、膝は強く折 り曲げて右へ倒している。なお、本址の下肢骨の下からSH524に 係る別の下

肢骨が出土したため、本址は524よ り新しいと判断する。頭蓋骨の周囲は丁寧に並べた礫で保護され、

石を枕にしている。左前腕部上の礫は壁際にあったものと思われる。本址の人骨は埋葬姿勢を保ったま

まで保管されている。

その他の遺物 :配石面から丸石 1、 磨石類 2が、埋土に混在して磨石類 2が出土した。

時期 :SH520と 同じく時期を決定する資料はないが、配石の検出層位から判断してV期以降に構築された

ものと思われる。

州
「
日
ｏ
．ｏЮЮ

Ｏ
　
　
ｍ
日
ｏ
．ｏ
め
め
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口

日
Ｎ
．８
ｎ

(l:20) lm

図42 SH522上 面配石、人骨出土状態

SH522(図 版27028、 図42、 PL15)

位置 三L-014に あり、SH523 0 524と 接する。

配石 :Ⅱ D4層下位で検出された上面配石は、方形に礫を積み重ねた内側に、長軸を東西にした礫を 3個
充損している。南端部に立石がある。

墓坑 :配石面で検出された。配石との上下関係はほぼ一致している。平面はほぼ円形で、深鉢形土器の胴

部片を埋設している。埋土はⅢB層 を基調とした暗褐色粘質土で、炭化粒が多量に混在している。掘 り

込み面の長径40cm、 短径33cmで、深さは15cmである。

人骨 三土器内部から灰白色化した人骨片が出土した。本遺跡において土器内部にまとまった焼人骨が検出

された例は、これが唯一である。

その他の遺物 三焼骨を納めていた深鉢は薄 く、しかも細片化しているため復元はできなかった。

時期 :焼骨が収納されている土器からⅥ期に比定される。

oH523(図版27028)

位置 :L一 N15に あり、SH504 0 522と 接する。

配石 三HD4層 下位で検出された上面配石は南側で弧を描き、全体として楕円形と思われるが、北側は礫
が抜き取られていてわからない。その中央に横たわる長大な礫は、本来は立石だった可能性がある。ま

た、配石に石皿、磨石類 4点が用いられている。

墓坑 :配石とほぼ重なって、SB557埋土と思われる土層の上面で確認された。平面は卵形を呈し、一段高

い南側底面直上に巨礫がのっていた。主軸は北東―南西を向く。埋土は細角礫や円礫、オリーブ褐色砂

質土を含む茶褐色粘質土で、炭化物が混在する。底面は北東側で一段低 くなっており、この部分の長径

58cm、 短径50cmで、深さは53cmを測る。

人骨 三一段低い底面の南西寄 りから頭蓋骨が出土したが、その他の骨が見当たらないため、姿勢について

はわからない。

その他の遺物 三配石に伴って石皿 1、 磨石類 2が出土した。

時期 :配石の検出層からV期以降の構築であろう。
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SH524(図 版27028)

位置 三L-014に あり、SH521に切られる。

配石 :Ⅱ D4層下位で検出された上面配石は南西部に立石を伴いながら、全体としては楕円形である。配

石に用いられている石材は硬砂岩・花商岩が目立つ。

墓坑 :SB557床面上で検出された。配石 とはややずれ、平面は隅丸長方形である。主軸は北北東一南南西

を向く。埋土は細角礫や円礫を含む黒褐色粘質土で、底面の長径80cm、 短径36cmで、掘 り込み面からの

深さは36cmである。

人骨 三底面南西寄 りから下肢骨が出土する。膝を強く屈曲させて右へ倒している。埋葬が自然位であった

とすると、頭位は北東方向を向くことになる。上半身が失われた原因はわからない。

その他の遺物 三配石面から磨石類 1、 埋土に混在して石鏃 1が出土した。

時期 三SH523と 同じように、配石の検出層位から判断してV期以降に構築されたものと思われる。

SH529(図 版 52)

位置 :M一 J18に あり、SH596と接する。

配石 :SB561埋土上面で検出された上面配石は、 6個の平石を置いた簡単なものである。

墓坑 :配石面で検出された墓坑は、配石とはややずれ、卵形である。主軸は北北東―南南西を向く。埋土

は黒褐色粘質土で、炭化物がやや多めに混在する。底面の長径69cm、 短径43cmで、掘り込み面からの深

さは38cmである。

人骨 三底面南西寄りから下肢骨が出土する。股関節および膝を強く

埋葬が自然位であったとすると頭位は北を向くことになる。

時期 :SB561の上面で検出されたことから判断して、V期以

降に構築されたものと思われる。

SH534(図 版35037、 図43)

位置 :L― S19に ある。

配石 :Ⅲ B層上面で検出された拳大の礫のまとまりを、本址

の上面配石 と考えた。

墓坑 :配石面で検出され、卵形で、東北東一西南西に主軸を

もつ。埋土は細角礫を多量に含み、Ⅲ B層 を基調 としなが

ら炭化粒や焼土を混在する黒褐色粘質土である。底面の長

径約 90cm、 短径55cmで、掘 り込み面からの深さは27cmであ

る。

人骨 :底面直上から出土した。上肢は左右 とも肘で強 く折 り

曲げて手先を肩にのせている。下肢は膝を曲げて左側に倒

している。埋土に顕著な違いは認められなかったものの、

本址より出土した人骨の頭蓋骨が失われていることから、

本址は土坑に切 られていると判断した。

その他の遺物 :人骨に近接 して磨石類 1が、また埋土中から

石鏃・磨石類各 1が出土した。

屈曲させて、膝を胸付近に置いている。

ト

A550。
lm

0      (i:20)     im

図43 SH534上面配石、人骨出土状態

Pれる
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SH536(図 版 28)

位置 :L― n/114に あり、SH502 0 503に 切 ら

れる。                  ′

墓坑 :Ⅲ Al層上面でSH502 0 503の 墓坑検
出を行なった際、両者の間で確認する。配

石は西側をSH502に 、北東でSH505に 、南

側でSH503に壊されたためか残存しない。

重複が著しいため正しく平面形を把握する

ことはできないが、ほIF楕円形と思われ、

主軸は北東―南西を向く。埋土はⅢA層基

調の黒褐色粘質土にHD4層 起源と思われ
る黄褐色粘質ブロックが混在する。底面は、

長径 120cm、 短径78cmを 測る。底面までの

深さは約50cmで、 立ち上がりは1郵 FttI菫 と

いってよい。

人骨 :底面直上から下肢骨のみ出土した。頭

位は推定225度で、仰臥屈葬姿勢であった

と思われる。下肢は膝を強く屈曲させて左

に倒している。

SH138(図 版29030、 図44、 PL15)

位置 :L― Q14に あり、SH516と 接する。

配石 :HD4層下位で長方形に並ぶ配石を検
出する。南隅の礫は長さが60cmを越え 1点

のみ長いため、立石が倒れたものと考えら

(1:20)

図44 SH538上 面配石、人骨出土状態

れる。

墓坑 三ⅢB層上面で確認したが整った隅丸長方形で、主軸は北北東―南南西を向く。埋土は上位でHD層
起源の黄褐色ブロックを混在する黒褐色粘質土で、下位はⅢB層基調の暗褐色土である。中位より人頭

大の角礫が頭骨を覆うように出土した。底面の長径は68cm、 短径42cm、 底面までの深さは32cmで、立ち

上がりはほぼ垂直といってよい。

人骨 :底面直上から頭蓋骨および下肢骨が出土した。頭位は推定207度で、仰臥屈葬姿勢であったと思わ

れる。下肢を強く屈曲させて、膝を腹につけている。

時期 :配石の検出層位から考えて、V期以降の構築としたい。

SH540(図 版29030、 図45)

位置 :L― P15に あり、SH519を切る。

配石 三HD4層 下位で長方形に並ぶ配石を検出する。配石の礫は硬砂岩・砂岩・ヒン岩・チャー トである。
墓坑 :Ⅲ B層上面で確認したが整った楕円形で、西北西一東南東に主軸をもつ。埋土はⅢA層 を基調とし

て、HD層起源の黄褐色ブロックを混在する暗褐色粘質土である。また下位には拳大から人頭大の礫が
集中していた。底面の長径は118cm、 短径65cm、 底面までの深さは40cmである。
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図45 SH519・ 540上面配石、人骨出土状態

人骨 :底面西寄 りから頭蓋骨が出土したほか長幹骨片がみられた。残存状態が悪 く姿勢はわからないが、

顔面は右を向いている。

その他の遺物 三埋土中から石鏃 2が出土した。

時期 三SH538と ともに、配石の検出層位から考えてV期以降に構築されたものと思われる。

SH54'(図版29030、 図39、 PL13)

位置 :L一 Q20に あり、SH515に切られる。

配石 :Ⅲ A層下位での検出により、ほぼ弧状に並ぶ配石を確認する。東側でSH515に係る配石に壊されて

いる。

墓坑 :配石面で確認され、隅丸台形を呈する。主軸は北北西一南南東を向く。埋土は、細角礫や風化礫を

多量に含むⅢB層 を基調とした黒褐色粘質土で、炭化粒が混じる。底面の長径は69cm、 短径54cm、 立ち

上がりはほぼ垂直で、底面までの深さは30cmを測る。

人骨 :底面直上から頭位166度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔は下方を向き、左上肢は伸展し、右は肘を

強 く屈曲させて手先を右外側へあげている。下肢は右は膝を立て、左は左へ倒している。

その他の遺物 :埋土中から土器片20が出土した。

時期 :時期を決定できる根拠はないが、SB558と の関係からV期以降に構築されたものと思われる。

SH545(図 版 34)

位置 :L― Q15に あり、SH580に切られ、606を 切る。

墓坑 :Ⅲ B層下位で確認された。SH580 0 606に破壊され明確な形態はわからないが、確認された範囲で

はほぼ円形を呈する。埋土は、Ⅵ層起源の円礫とⅢ層起源の細角礫を混在する暗褐色粘質土である。炭

化粒やV層起源のオリーブ褐色砂質ブロックも混じる。底面の長径は推定65cm、 短径63cm、 確認面から

底面までの深さは62cmを 測る。

ヘ
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い
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0      (1:20)     lm

図46 SH549人 骨出土状態

人骨 :底面直上から出土した。残存状態が悪いうえ取

り上げに失敗したため、埋葬姿勢その他詳細は不明

である。

SH549(図 版 37、 図46)

位置 :M一 A16に あり、SH526 0 760を 切る。

墓坑 :平面は楕円形で、北西―南東に主軸をもつ。埋

土は、細角礫や風化礫を多量に含むⅢB層 を基調と

した黒褐色粘質土

で、炭化粒が混じ

る。底面の長径は

120 cm、  匁豆4登 65 cm、

立ち上が りはほIF

垂直で、底面まで

の深さは55cmを 測

る。

人骨 :底面直上から

頭蓋骨 2個体およ

び四肢骨の一部が

出土した。頭蓋骨

Bは四肢骨 とやや

離れた北西壁寄 り

にあり、下肢骨を

主体 とした長幹骨

の下から頭蓋骨A

が出土している。

その他の遺物 三埋土

中から石鏃 4、 打

製石斧・刃器各 1

および小形土器 1

が出土した。

∩
|

日
∞。ｏЮЮ淵
「

口
|

SH550

(図版 40、 図47)

位置 :M― A15に あ

り、 SH552を 切る。

配石 三ⅢA層上面で

検出された上面配

石は重層的に積ま

れているが、特に

S H55

0      (1:20)     im

図47 SH550

く
|

552上面配石、人骨出土状態

日

∞

震

- 78 -



輪郭を巡らすような構造ではない。この配

石は東側でSH552の 配石を破壊している。

墓坑 :配石面で確認され、ほぼ南北に主軸を

もつ楕円形を呈する。埋土はⅢA層基調の

黒褐色粘質土である。底面の長径 145cm、

短径 80cm、 確認面からの深さは32cmで あ

る。

人骨 三底面直上から仰臥屈葬人骨が出土し

た。顔面は右を向き、右上肢は肘で強く屈

曲させて手先を肩に置いている。左上肢は

肘をほぼ90度 曲げて手先が右肘付近にあ

る。下肢は股関節を90度曲げたうえ、膝を

強く折 り右に倒している。壁際に扁平な礫

を立てかけた状態に並べている。

その他の遺物 :人骨直下から石鏃・刃器各 1

が出土したほか、配石面から磨石類 1、 埋

土中から打製石斧・石鏃・磨石類各 1が出

土した。

時期 :配石の検出層位ならびにV期のSB553

の上位に位置することから、V期以降に構

築されたものと思われる。

SH552(図 版 40、 図47)

位置 三M― B16に あり、SH550に切られる。

配石 :Ⅲ A層上面で検出された上面配石は、

ほぼ楕円形に礫を並べたうえ、内部を大形

の円礫で充填している。

墓坑 :V層上面で確認され、主軸が南北方向

を示す楕円形である。埋土はⅢB層 を基調

とし、V層に由来するオリーブ褐色砂質ブ

ロックが混在する。底面の長径は81cm、 短

径 59cm、 掘 り込み面からの深さ46cmであ

る。

人骨 三底面直上北東壁際より長幹骨が出土し

ているが、部位が特定できないので頭位方

向はわからない。

その他の遺物 :北寄 り底面直上から完形の石

棒が出土している。副葬品であろう。配石

面からは磨石類 3、 埋土中から磨石類 30

打製石斧 1が出土した。

>

第 2節 遺

0      (i:20)     im

図48 SH555上 面配石、人骨出土状態
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図49 SH558

lm

559上面配石、人骨出土状態

0       (1:20)

時期 :配石の検出層位やSH

550お よびSB553と の関係

から、本址の構築時期はV

期以降と思われる。

(図版42043、 図48、 PL16)

位置 :M― E18に あ り、SB

555の張 り出し部敷石 と接

する。

配石 :Ⅲ A層上面で検出され

た。ほぼ円形で、中央にも

礫が置かれている。

墓坑 :配石面で確認され、ほ

ぼ円形を呈する。埋土はⅢ

A層基調の黒褐色粘質土で

あるが、中位に小礫が集中

する箇所がある。底面の長

径129cm、 短径125cmで、掘

り込み面からは45cmの深さ

である。

人骨 :底面南西寄 りから鉢形

土器が逆位で出土ヒノヽ その

下に頭蓋骨片が残存してい

た。また、中央部から北東

寄 りにも骨の痕跡が残って

いたが、音6位を特定するに

至らなかった。

その他の遺物 :埋土中から石

鏃15と 打製石斧 1が出土し

た。副葬品であろうか。

時期 :甕被 りに使用していた

鉢形土器からⅥ期に比定さ

れる。

(図版45046、 図49、 PL16)

位置 三M― H16に あ り、SH5

59を切る。

配石 :HD4層 中で上面配石
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を確認する。ほぼ南北方向に長方形を呈し、縁取 り内部にも礫を充填している。南端部に立石がある。

本址の配石は、SH559 0 693に 係る酉己石の上にのる。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認され、卵形でほぼ南北に主軸をもつ。埋土は、風化礫や砂岩片を含むⅢA層基調

の黒褐色粘質土である。壁の立ち上がりは垂直で、底面の長径は103cm、 短径89cm、 上面配石から土坑

底面までの深さは45cmである。埋土中から小礫が出土するが、散在しており、意図的な配置または被葬

者を覆うような所作は認められない。

人骨 :底面直上から頭骨ならびに下肢骨が出土した。頭位は173度位 と思われるが、姿勢についての詳細

は不明である。頭部の左横に扁平な礫があり枕石であったのかもしれない。

その他の遺物 :人骨に近接して小形磨製石斧があったほか、埋土に混在して石鏃 1、 打製石斧・磨石類・

刃器各 2が出土した。

時期 :次の559と ともにSB559の上層にあるのでV期以降であるが、上部配石の検出層位から、Ⅵ期の可

能性もある。

SH559(図 版45046、 図 49、 PL16)

位置 三M― 116に あり、SH558に切られる。

配石 三HD4層 中で上面配石を確認する。北北西―南南東方向に長方形を呈し、両端部に立石がある。配

石を構成する礫は砂岩を主体とする。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認され、隅丸長方形で、北北西―南南東に主軸をもつ。埋土は、風化礫や砂岩片を

含むⅢA層基調の黒褐色粘質土である。壁際には円礫や平石を並べている。壁の立ち上がりは垂直で、

底面の長径は121cm、 短径56cm、 上面配石から土坑底面までの深さは34cmである。

人骨 :底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は167度。顔面は左を向き、右の上肢を伸展させ、左

上肢は肘を緩 く曲げて手先を下腹部に置いている。下肢は股関節で90度曲げたうえ、膝を強く屈曲させ

て右に倒している。

その他の遺物 三骨盤に密着して磨石が検出されており副葬品の可能性もある。配石面から台石類 1が、ま

た、埋土に混在して石鏃 1・ 磨石類 2が出土した。

時期 :SH558と ともにSB559の 上層に構築されているからV期以降であることは間違いない。上面配石の

検出層位を加味するとⅥ期に比定される可能性もある。

SH567(図 版27028)

位置 :L一 M14に あり、SH501 0 502に切られる。

墓坑 :Ⅲ B層で確認したが楕円形を呈し、主軸は北西―南東を向く。埋土は砂質ブロックを含む黒褐色粘

質土で、炭化物が混在する。底面の長径 121cm、 短径67cm、 検出面からの深さは35cmである。

人骨 :底面南東寄 りから下肢骨が出土した。残存状態が悪 く、埋葬姿勢はわからない。

その他の遺物 三埋土中から石鏃・刃器各 1が出土した。時期は不明である。

SH573(図 版 31・ 32、 図50、 PL17)

位置 :L一 N14に あり、SH512に近接する。

配石 三ⅢA層下位で立石と平石 2枚が検出された以外はっきりしない。立石は墓坑の北東寄りにある。

墓坑 :検出は難航し、結局V層 まで下げた段階で確認する。配石との上下関係はほぼ一致している。平面

は楕円形で、主軸は北北東―南南西を向く。埋土はⅢA層 を基調とし、ⅢC層に由来するものと思われ
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る茶褐色ブロックが混在するため粘性があ

る。全体に炭化粒や円礫が混在している。

底面は長径 115cm、 短径 58cm、 掘 り込み面

からの深さは38cmで、Ⅵ層に達している。

人骨 :底面直上から出土した。頭位は21度で

ある。顔面は正面を向き口が大きく開いて

いる。上肢は左右とも肘で強く折 り曲げ手

先を肩に置き、下肢は股関節で90度近 く折

り、膝を曲げて立てている。壁際に礫を並

べている。

時期 :SH508の時期および配石面から判断し

て、構築時期はⅣ期以降と考えられる。

SH578(図版42043)

位置 :M一 E16に あり、SB555の張 り出し部

と炉のほぼ中間上面にある。

配石 :SB555の埋土上面で検出された配石は、

長軸の両側に平行させて礫を並べている。

墓坑 :配石面で確認されたが楕円形を呈 し、

主軸は北北東―南南西を向 く。埋土は炭化

物の混在が著 しいSB555の埋土を基調 とし

ている。底面は長径 118cm、 短径 58cm、 掘

り込み面からの深さ17cmである。

人骨 :底面北寄りから頭蓋骨が出土したものの残存状態が悪 く、姿勢その他はわからない。壁際には礫が

並べられている。

その他の遺物 三配石面から石皿・磨石類各 1が出土したほか、埋土中に磨石類 1、 石鏃 2点、磨製石斧・

石錐・蛇紋岩の研磨礫各 1があった。

時期 :SB555と の関係から判断して、Ⅵ期に構築されたものと考えられる。

SH580(図 版29030、 図51)

位置 :L― Q15に あり、SH545 0 606 0 709を 切るほかSB552も 切る。

配石 三ⅢA層上面で検出された。北東―南西方向に一列に礫を並べてあり、北東端部の礫は立石である。

墓坑 :配石面で確認された。平面は隅丸長方形を呈し、主軸は北北東―南南西を向く。埋土はⅢA層基調

の黒褐色粘質土なが
′
ら、V層起源のオリーブ褐色砂質ブロックや炭化粒が混在する。壁際には礫が並べ

られており、底面は長径 130cm、 短径67cm、 掘 り込み面からの深さ30cmで V層に達する。

人骨 三底面南西寄りから頭蓋骨が、北東寄 りから下肢骨が出土した。立石は下肢の上方にあることになる。

左右 とも下肢は股関節で約60度曲げ、右膝は右へ、左膝は左へ股を開いた感じで曲げている。

その他の遺物 :埋土中から磨石類 1が出土した。

時期 :SB552の上面配石と同一層で確認されたことから、本址の構築時期はV期以降と考えられる。

図50 SH573上 面配石、人骨出土状態
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0      (1:20)     lm

図51 SH580上面配石、人骨出土状態

I SH596 1(図版 52、 PL17)

位置 :M一 K19に あり、SH529と 接する。

配石 :Ⅱ D4層 中から、円礫を中心にしてほぼ楕円形にまとまる上面配石を検出する。

墓坑 三検出は難航したが、SB561埋土内において黒褐色粘質土の落ち込みを確認する。平面は楕円形で、

主軸は北北東一南南西を向く。埋土は黒褐色粘質土で、炭化物が混在する。底面は長径80cm、 短径38cm、

掘 り込み面からの深さは40cmで立ち上がりは垂直に近い。

人骨 :底面北寄 りから下肢骨のみ出土した。頭位は推定で192度。大腿骨と勝骨・肛骨の位置から、下肢

は左右とも膝を強く屈曲させて左に倒していたものと思われる。

時期 :SH529と 接することやSB561の上面に構築されていることから、V期以降と考えられる。頭位は約

180度対向するものの、遺構の構造上の類似からみて、SH529と は極めて近い関係にあると思われる。

SH599(図 版42043)

位置 :M一 D15の SB555主体部南西隅上面にある。

調査経過 三SB555の 主体部床面検出にむけて掘 り下げ中、弧状に巡る礫と人骨を確認する。そこで、全体

の掘 り下げを一旦中止して、この配石を人骨とに係る掘 り込みの検出を行う。識別は困難を極めたが、

若干粘性の強い褐色ブロックと炭化物の集中をもとに墓坑の範囲を確認した。配石および人骨を精査し

たのち、取り上げて底面を検出したが、墓坑の確認が遅れた結果、確認面からの深さは減じてしまった。

配石 三SB555の埋土下面で検出され、西側から東側にかけて弧状に礫を巡らせている。

墓坑 :配石面で確認され、平面は楕円形を呈し、主軸は北北東一南南西を向く。埋土は炭化物の混在が著

しいSB555の埋土を基調とする。底面は長径84cm、 短径33cm、 確認面からの深さ 6 cmである。

人骨 :底面南寄 りに頭蓋骨が出土した。残存状態が悪 く、姿勢その他は不明である。
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A550。
2m

0      (::20)     im

図52 SH606人 骨出土状態

時期 :SH578 0 579同 様、SB555と の関係から判断して、

日

く
|

0 (1:20)50cm

図53 SH607人 骨出土状態

Ⅵ期に構築されたものと考えられる。

SH606(図 版 34、 図52)

位置 :L― Q16に あり、SB552 0 SH709を 切 り、SH545に切られる。

墓坑 :Ⅲ B層上面で検出された。平面は楕円形を呈し、北東―南西方向に主軸をもつ。墓坑上面にSB552

に係る礫が被ることから、本址はそれより古い。埋土はV層由来の円礫と、Ⅳ層由来のオリーブ褐色砂

質上を多量に混在する暗褐色土である。埋土の差によりSH580よ り古く、5450709よ り新しいとした。

底面は長径 84cm、 短径55cm、 確認面からの深さは37cmである。

人骨 :底面近 くより仰臥人骨が出土した。顔面の向きは定かでないが、左上肢は肘で緩 く曲げ、手先を下

腹部に置いているものと思われる。下肢の形はわからない。

その他の遺物 :埋土中より打製石斧 1が出土したも

時期 :SB552よ り古いことから、本址の構築時期はV期以前と思われる。

SH607(図 版 34、 図53、 PL17)

位置 :L― Q16に あり、SB552、 SH517 0 518に切られ、SB560を 切る。

墓坑 三SB560の埋土中で確認された。SH517 0 518に 上部が壊されており、上面プランは明確につかめな

いものの、ほぼ隅丸長方形を呈し、北西―南東に主軸をもつ。埋土は、SB560の埋土と思われる炭化物

や焼土粒を混在した暗褐色粘質土に、V層由来の砂質プロックが混じる。底面の長径 118cm、 短径55cm、

確認面からの深さ41cmである。

人骨 :底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は309度。顔面上に深鉢形土器胴下半部を逆位に被せ、

頭の下には枕石を置く。また左胸部の上にも礫を乗せている。顔面は正面を向き、上肢は左右 とも肘を

強く折 り曲げて肩に手先を置く。下肢は膝を折り曲げて立てている。左右の上肢の脇、壁際にも礫が置

かれている。

時期 三本址の構築時期は、顔面に被せられた深鉢を根拠にしてⅢ期と考えられる。
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SH6“ 図版y、 図
"

位置 :L一 S18に ある。

墓坑 :V層上面で確認された。隅丸長方形を呈

し北北東一南南西に主軸をもつ。埋土はV層

基調のオリーブ褐色砂質土に、細角礫や炭化

物が多量に混在する。底面の長径 129cm、 短

径62cm、 確認面からの深さ24cmである。

人骨 :底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。

頭位は196度。顔面は正面を向き、右上肢は

肘を強く折 り曲げて手先を肩に、左は肘で緩

く曲げて手先を下腹部に置いているらしい。

下肢は股関節を緩 く曲げ、膝も緩 く折 り、右

に倒している。

その他の遺物 :埋土中より石鏃 1が出土した。

SH627 (図 版 35・ 37、  図 55、 PL18)

位置 :L一 S15に あり、SH625 0 637 0 657を 切

る。

墓坑 :V層 上面で確認する。平面は楕円形

で、ほぼ南北に主軸をもつ。埋土は多量の

角礫を含む黄褐色砂質土で、炭化物を混在

する。底面の長径 105cm、 短径 79cm、 検出

面からの深さは27cmである。

人骨 :床面直上から3体分出土した。Aは頭

位 0度の仰臥屈葬。顔面は強 く下方を向

く。右上肢は肘を強く曲げて手先を右肩に

置いている。下肢は股関節と膝をともに強

く屈曲させ、膝は左体側に置いている。B

は頭位358度の伏臥屈葬。頭蓋骨は左下に

向いている。左上肢は残存しているが、右

半身から下半身にかけては欠損している。

Cは下肢のみ出土した。膝を強く折り曲げ

た屈葬人骨であるが、 Bの埋葬時に大部分

が失われたものと思われる。

その他の遺物 :埋土中より石錐 1が出土した。

第 2節 遺

日

く
|

0     (1:20)    lm

図54 SH616人骨出土状態

lm

図55 SH627人骨出土状態

口
|

0       (::20)

SH638 (図 版 38、  図56、  PL18)

位置 :L一 T15に あり、SH696に切られる。

墓坑 :V層上面で確認する。平面は楕円形で、ほぼ南北に主軸をもつ。埋土は上層が角礫を含む暗褐色で、

下層は褐色の粘質土である。底面の長径90cm、 短径41cm、 検出面からの深さは25cmである。
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図56 SH638人 骨出土状態

人骨 :底面直上より仰臥屈葬人骨が出土する。頭位は184

度。顔面は右横を向き、上肢は左右とも肘を強く屈曲さ

せて、手先を肩に乗せている。下肢は股関節を強く屈曲

させて、膝を右体側においている。

SH644(図 版36037)

位置 :L― S16に あり、SH637 0 658に切られ、659を切る。

墓坑 :SH637 0 658の底面を精査 している段階で確認する。

楕円形を呈し、東西に主軸をもつ。埋土は上層が多量の

細角礫を含む褐色土で、下層は黄褐色砂質土である。底

面の長径73cm、 短径60cm、 検出面からの深さは29cmであ

る。

人骨 :底面の東壁寄りから下肢骨が出土した。上半身は欠

損しているため埋葬姿勢は不明。

その他の遺物 :底面

の下から深鉢形土

器の胴下半部が出

土したが、出土状

況からして、本址

に伴うものとはい

えない。

SH646

(図版38041)

位置 :M― C16に あ

り、SH632に 切 ら

れる。

墓坑 三SH632を 精査

している段階で確

認する。楕円形を

呈し、東西に主軸

をもつ。埋土は細

角礫を含む褐色土

である。底面の長

径 50cm、  短径 45cm、

検出面か らの深さ

は20cmである。

人骨 :底面の西壁寄

りから下肢骨が出

土した。上半身は

Ｌ
ド
ＱＱｏ』
日

Ｂ
一

(1:20) lm

図57 SH652上 面配石、人骨出土状態

＼
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欠損しているため埋葬姿勢は不明。

その他の遺物 三埋土中より石鏃 1が出土した。

SH652(図 版 52、 図57)

位置 :M一 K19に あり、SH594に切られる。

配石 三SB561の埋土上面において検出された。北狽Jはほぼ直線状に礫を並べているが、南側ははっきりし

ない。北西端部に横たわる長大な硬砂岩は立石だった可能性がある。

墓坑 三当初は墓坑の範囲を見誤り、北西部と南東部に 2基の土坑が並列していると判断して調査を進めた。

ところが、北西の土坑から頭蓋骨および上肢骨、南束の土坑から下肢骨が出土したため、両者を同一の

ものと考え、図面照合の段階で合成した。北西一南東に主軸をもつ隅丸長方形を呈し、埋土は黒褐色粘

質土で炭化物を混在する。底面の規模は長径 155cm、 短径 56cm、 掘 り込み面からの深さは31cmで ある。

人骨 :床面直上から仰臥イ申展葬の人骨が出

土した。調査 ミスにより肋骨から骨盤に

かけては欠損してしまった。顔面は右下

方を向き、上肢・下肢は左右ともまっす

ぐイ申ばしている。

その他の遺物 :配石面から磨石類 1が出土

した。

時期 :SB561の上層に構築されていること

から、本址はV期以降に比定されよう。

SH657(図版35037、 図58)
日

く
|

位置 :L― S15に あり、SH627に切 られ、

695を 切る。

墓坑 :SH627の人骨取 り上げ時に確認され

た。卵形で、北東一南西に主軸をもつ。埋土

は上層が多量の細角礫 を含む暗褐色粘質土

で、下層に行 くに従 いオ リーブ褐色砂質ブ

ロックが多くなる。底面の規模は長径 96cm、

短径 49cm、 掘 り込み面からの深さは26cmであ

る。

人骨 三床面直上か ら仰臥屈葬の人骨が出土 し

た。左右の上肢および下肢を欠損している。

頭蓋骨は下方を向いている。

0      (::20)     lm

図58 SH657人骨出土状態

SH159(図版35037、 図59、 PL18)

位置 :L一 S17に あり、SH644に切られる。

配石 :図面照合段階で、配石群SH510直下より

出土した礫が本址に伴うものと判断した。S

H644に 切られ全体形ははっきりしない。

Ｌ
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い
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ｔ
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1田            |ロ

o      (l:20)      lm

図59 SH659人骨出土状態
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墓坑 :SH644底面調査段階で確認された。隅丸長方形で、北西―南東に主軸をもつ。埋土は多量の細角礫

を含む褐色砂質土である。底面の規模は長径 114cm、 短径54cm、 掘 り込み面からの深さは28cmである。

人骨 :床面直上から甕破 りの仰臥屈葬の人骨が出土した。顔は正面を向き、左右の上肢は肘を強 く屈曲さ

せて手先を肩に置いている。一方、下肢は左右 とも膝を立てている。

その他の遺物 :埋土中から打製石斧 1が出土した。

時期 :顔面上の土器から判断して、Ⅳ期に構築されたことは確実である。

SH682(図 版 32)

位置 :L一 N16に ある。北側は撹舌Lを受けて破壊されている。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認する。平面は楕円形と思われ、主軸は北東一南西を向く。埋土は茶褐色粘質ブ

ロック、オリーブ褐色砂質ブロック、細角礫を含む黒褐色粘質土で、炭化物が混在する。

人骨 :底面の南西側から頭蓋骨が出土したほか、骨片が散乱している。

時期 :SB560と の関係から、Ⅱ期遺構構築されたものと思われる。

SH686(図 版41上 )

位置 :M一 D17に あり、SH647に 切られ、731を切る。

墓坑 :SB553の床面下で確認された。楕円形で主軸は北東―南西を向く。埋土は細角礫を含む暗褐色粘質

土で、炭化物を混在する。底面の長径 118cm、 短径83cm、 検出面からの深さは40cmである。南西壁際か

ら礫が出土した。

その他の遺物 :埋土中からⅡ期の深鉢土器の大破片が出土している。

SH690(図 版35037)

位置 :L― S17にあり、SH771に切られる。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認された。平面は正方形を呈する。埋土は細角礫を多量に含む黒褐色粘質土で、炭

化物を混在する。底面の長径50cm、 短径45cm、 検出面からの深さは28cmである。

その他の遺物 :埋土中より小形土器 1、 Ⅲ期の鉢形土器が出土した。

I SH6921(図 版 31032、

0 (r:20) tr

-n 

al

図60、 PL19)

位置 :L一 M18に ある。

配石 :発掘調査段階では

はっきりしなかったが、

図面照合により、墓坑

の上面にまとまる数点

の礫を本址に伴うもの

と判断した。

墓坑 :SB551の埋土中で

確認した。楕円形で、

北西一南西に主軸をも

つ。埋土は細角礫や茶図60 SH692上 面配石、人骨出土状態
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図61 SH693上 面配石、人骨出土状態

褐色粘質ブロックを含む暗褐色米占質土で、炭化物を混在する。底面の長径 90cm、 短径
49cm、 掘 り込み面

からの深さは31cmである。

人骨 :床面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。顔面はやや左下方を向き、左右の上肢は伸展させて
いる。

下肢は膝を立てている。

その他の遺物 :埋土中より石鏃 1、 磨石類 1が出土した。

時期 :SH508と 配石の確認面が共通 していることから、本址 もⅣ期以降に構築されたものと思われる。

SH693(図 版45046、 図61、 PL19)

位置 :M一 J16に あり、SH558に切られる。

配石 :SH558か ら続く弧状の礫が、本址の配石を構成する可能性がある。ⅢA層上面で確認された。

墓坑 :配石面直下で検出された。不整の卵形でほぼ南北に主軸をもつ。埋土は多量の細角礫を含む黒褐色

粘質土で、炭化物を混在する。底面の長径101cm、 短径77cm、 掘 り込み面からの深さは26cmである。

人骨 :床面直上から側臥屈葬人骨が出土した。頭蓋骨の北側および体幹の直上に平石が乗って
いる。顔面

および体幹は右を向き、左右の上肢は股関節で強く屈曲させて、膝を胸につけている。頭蓋骨の右、床

面直上から出土した鉢形土器は、本来顔面に被せられていたものと思われる。

その他の遺物 三人骨に近接して磨石類 1点、埋土中から打製石斧・磨石類
・土偶各 1が出土した。

時期 :鉢形土器はⅥ段階に比定される。

SH698(図 版 52)

位置 三M一 M19に ある。

墓坑 :SB561の埋土上層で確認されたが、配石は検出されなかった。主軸は西北西一東南東を向き、隅丸

長方形を呈する。埋土は角礫を多量に含む暗褐色土で、炭化粒もみられる。底面の長径70cm、 短径47cm、

検出面からの深さは30cmである。

人骨 三底面の東寄りから下肢骨片が出土した。従って、本址の埋葬人骨の頭位は西北西と考えられる。

その他の遺物 三埋土中より打製石斧 1が出土した。

ハ
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A sso.z.

lm

図62 SH703人 骨出土状態

ら、本址はV期以降に比定される。

A unn.r'

時期 三SB561の上位に構築されていることから、本址は

V期以降に比定される。

SH700(図 版 46)

位置 :M― 118に ある。

墓坑 :SB559の床面敷石を精査している段階で確認され

たが、配石は検出されなかった。長方形で主軸は東北

東―西南西を向く。埋土は多量の細角礫と茶褐色粘質

ブロックを含む黒褐色粘質土でく下位にいくに従って

オリーブ褐色砂質ブロックが含まれ、炭化粒もみられ

る。底面の長径62cm、 短径36cm、 検出面からの深さは

24cmである。

人骨 :底面の直上から骨片が比較的多量に出土した。

その他の遺物 :埋土中より磨石類 2が出土した。

時期 :SB559の敷石を取り除いて構築されていることか

Ｂ
一

SH703(図版34、 図62)

位置 :L― R16に ある。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認した。楕円形でほぼ東西に主軸をもつ。埋土は上層が細角礫を含む暗褐色粘質土、

下層は黄褐色砂質土で炭化物を混在する。底面の長径96cm、 短径49cm、 検出面からの深さは40cmで ある6

壁際には疎らに礫が並んでいる。

人骨 三床面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。ただし、椎骨や肋骨など主要な体幹の骨は欠損している。

頭蓋骨は土圧で潰れ顔面の向きはわからない。右上肢は肘を張りながら緩 く曲げ、手先を下腹部に置い

ている。左上肢も同様に下腹部に手先を置いているが、上腕骨は体側に沿って真直伸ばしている。下肢

は左右とも膝を立てている。

その他の遺物 三埋土中より磨石類 1が出土した。

SH709(図 版 34、 図63)

位置 :L― Q15に あり、SH606に切られる。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認された。楕円形で主軸は北西―

南東を向く。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックを含む

暗褐色砂質土である。底面の長径90cm、 短径63cm、 検

出面からの深さは19cmである。

人骨 :底面の北西側から上半身の骨が出土したほか、断

片的に長幹骨もある。頭位は322度で、顔面はほぼ正

面を向く。左右の上肢は肘を強く折り曲げて、手先を

肩に乗せている。右の下肢は股関節を約90度曲げ、大

腿骨は左へ倒し膝を折り曲げている。

時期 :SH606よ り古いわけだからV期以前に構築されて

- 90 -一
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図63 SH709人 骨出土状態



いることは間違いない。

S‖‖ 図 版ン、図
“

、PLD

位置 :M― B16に ある。

墓坑 :SB553床面直下から人骨が出土し、掘 り方については不明な点が多

い。おそらく長方形を呈するものと思われ、人骨の方位からして墓坑の主

軸は北東一南西を向く。

人骨 :底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は 0度。頭蓋骨の劣化が

激しいものの、顔面は右を向くと思われる。上半身の骨はほとんど欠損し

ているため上肢の位置がわからない。下肢は左右 とも股関節を強く折 り曲

げて、膝を右体側に置いている。

その他の遺物 :埋土中から石鏃 1が出土した。

0     
‐
 (i:20)     lm

第 2節 遺

0 (::20) 50cm

図64 SH711人 骨出土状態

SH714 (|コ ll■ 31)

位置 :L一 P18に ある。

墓坑 :SB558の床面直下で確認する。長方形で主軸はほぼ東西を向く。埋土は細角礫とオリーブ褐色砂質

ブロックを含む褐色砂質土で、炭化物が混在する。底面の長径は92cm、 短径64cm、 検出面からの深さは

33cmである。

人骨 :底面の西寄 りに頭蓋骨が認められたほか、上肢骨および下肢骨の一部が出土している。頭蓋骨は劣

化が著しいため、顔面の向き等わからない。上肢は解剖学的位置にあるとすると、肘を強く張ったうえ

やや強く曲げ、手先を胸に置いていることになる。

時期 :SB558と の関係から、本址の構築時期はⅣ期以前であることは間違いない。

s… 図 脚 、図

“

、PLD

位置 :L一 Q17に ある。

墓坑 :SB560の床面周辺精査で確認された。不整

長方形で主軸は北北西―南南東を向く。埋土は

細角礫を含む暗褐色砂質土で、炭化物を混在す

る。底面の長径 104cm、 短径 60cm、 検出面から

の深さは60cmである。

人骨 :床面直上から1体 (B)、 その上に重ねても

う1体 (A)が出土した。Aは頭蓋骨が欠損して

いる仰臥屈葬人骨で、頭位は 5度。左右の上肢

は伸展させ、下肢は膝を立てている。 Bの頭位

は300度。顔面を正面に向け、右上肢は伸展さ

せ、左上肢は肘を強く折り曲げて手先を肩に乗

せている。下肢は股関節で強く屈曲させている

ため、膝が胸の位置にある。Aと Bと の間には

円礫が多量に混じっている土が介在しており、

両者の埋葬に時間差があった可能性もある。

ＬＰ
ぃ卜０“
日

翔
訃
乳
上
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く
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(l:20)

図66 SH735人 骨出土状態

SH739(図版 38、 図78)

位置 :L― T17に あり、SH786 0 796を切る。

墓坑 :Ⅲ B層直上で検出された。卵形でほぼ南北に主軸をもつ。埋土は細角礫とオリーブ褐色砂質ブロッ

クを含む褐色砂質土である。底面の長径95cm、 短径75cm、 検出面からの深さは30cmである。

人骨 :底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は168度。顔面はほぼ正面を向く。右上肢は肘を強く

折 り曲げて手先を肩に置いているが、左は肘を直角に曲げて右月寸付近に手先がある。下肢は左右 ともに

膝を強く曲げて左に倒している。

SH741(図 版47)

位置 :M― 116に あり、SH753を切る。

墓坑 :SH558 0 559の 底面を精査している段階で確認する。掘 り込み面がかなり撹乱を受けているため、

平面形については不明な点が多いが、おそらく楕円形で主軸は北東―南西を向いていたものと思われる。

埋土は茶褐色粘質ブロックを含む暗褐色で、炭化物が混在する。

人骨 :底面直上から頭蓋骨の破片が出土しているが、位置不明により頭位や埋葬姿勢はわからない。

その他の遺物 :埋土中から打製石斧 1が出土した。

時期 :SH558 0 559は もちろんSB559よ り古いことから、V期以前には構築されていた。

SH742(図 版35037)

位置 :L― T18に あり、SH743 0 785を切る。

配石 :Ⅲ B層上面で確認された数点の礫が、上面配石を構成するものと思われる。

墓坑 :配石面で確認する。不整長方形で主軸はほぼ東西を向く。埋土は細角礫を含む暗褐色粘質土で、炭

化物が混在する。底面の長径170cm、 短径110cm、 検出面からの深さは49cmである。

人骨 :底面の西寄 りに頭蓋骨が認められたほか、断片的に骨片がある。

SH735(図 版 38、 図66)

位置 三L― R15に ある。

墓坑 :Ⅲ B層上面で検出された。楕円形で

ほぼ東西に主軸をもつ。埋土は多量の細

角礫を含む暗褐色粘質土で、下位へいく

に従って黄褐色砂質ブロックが多くなる。

底面の長径92cm、 短径61cm、 検出面から

の深さは32cmである。

人骨 :底面直上から仰臥屈葬人骨が出土し

た。頭位は80度。顔面はやや左下方を向

き、右上肢は肘を強く折り曲げて手先を

肩に置いている。左上肢は欠損していて

わからない。下肢は左右とも股関節で強

く屈曲させ膝を左体側に置いている。

その他の遺物 :埋土中から石鏃 2が出土し

た。
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図67 SH743上 面配石、人骨出土状態

その他の遺物 :埋土中から石鏃 1が出土した。

時期 :Ⅳ期のSH785よ り新しいから、それ以降構築された。

SH743(図 版 35037、 図67)

位置 三L― T18に あり、SH742に切られる。

配石 :Ⅲ B層上面で確認された。当初はSH544と命名し、下部土坑はないと考えていたが、V層上面で検

出された墓坑と図面照合により合致したため本址の上面配石と判断した。配石とはいえ、硬砂岩を主体

とした大小の礫をまとめたもので、特に定形をなすわけではない。

墓坑 :V層上面で確認する。卵形で主軸は北北西―南南東を向く。埋土は細角礫を含む暗褐色粘質土で、

炭化物が混在する。底面の長径117cm、 短径74cm、 掘り込み面からの深さは43cmである。

人骨 :底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。胸から腹にかけての部位が欠損している。頭位は326度。

顔面は正面を向き、左右の上肢は肘を張りながら強く屈曲させ、手先を肩に乗せている。下肢は股関節

で90度曲げ膝を左に倒している。頭蓋骨の

右に平石が置かれていた。

時期 三上面に配石があることや、その検出面

がSH785な どと同一であることから、IV期

以降の構築と思われる。

S‖馴 個 版″、図0

位置 :M一 J16に あり、SH901 0 931を切る。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認された。卵形で主軸

はほぼ南北を向く。埋土は細角礫を含む暗

褐色砂質土で、炭化物を混在する。底面の

長径95cm、 短径86cm、 検出面からの深さは

32cmである。底面の壁際には礫を巡らせて
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いる。

人骨 三床面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。

頭位は180度。顔面は右下方を向く。左上肢

は肘を強く屈曲させて手先を肩に置き、右は

伸展させている。下肢は左右 とも股関節を90

度曲げ、膝を右に倒している。

その他の遺物 :埋土中から石鏃 1が出土した。

図69     SH752(図
版48:49)

位置 三M― 120に あ り、SH750 0 778に 切 られ

る。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認された。隅丸長方形で主軸は北東―南西を向 く。埋土は細角礫 とオリーブ褐色砂

質ブロックを含む褐色砂質土である。底面の北東壁寄 りに礫が集中していた。底面の長径 88cm、 短径 60

cm、 検出面からの深さは31cmである。

人骨 :底面の南西側から頭蓋骨の破片が出土したほか、骨片が散在 している。頭蓋骨の出土位置から考え

て、頭位は南西を向 くことになる。

SH753(図 版 47、 図69)

位置 :M― J16に あり、SH741に切られ、SH910・ 931を切る。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認された。平面は楕円形を呈する。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックを含む褐色砂

質土で、炭化物を混在する。底面の長径1136m、 短径52cm、 検出面からの深さは20cmである。

人骨 三底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。全身の劣化が著しい。頭位は90度。顔面は右下方を向き、

右上肢は伸展している。左は前腕部が欠損しているためわからない。下肢骨は股関節を曲げて右に倒し

たうえ膝を強く折 り曲げ、怪骨の遠位端が寛骨付近にある。

その他の遺物 三磨石類・打製石斧各 1が埋土中から出土した。

時期 三SH741がV期以前ならば、本址もまたV段

階以前に構築されていたことになる。

S‖田 個囲

位置 :L― R15にあり、SH735に切られる。

墓坑 三III C層 上面で検出された。楕円形でほぼ北

北西―南南東に主軸をもつ。埋土は細角礫を含

む黄褐色砂質土である。底面の長径 100cm、 短

径65cm、 掘 り込み面からの深さは32cmである。

人骨 :底面の南寄りから、頭蓋骨および右上腕骨

の一部が出土した。他の骨が欠損しているため

埋葬姿勢など詳細は不明である。

SH762 (図版 34、  図70、 PL19)

位置 三L― R18にある。

」
匡

ｕ
卜
０
し
日

1田            1田

0       (::20)

図70 SH762人 骨出土状態
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墓坑 三SB558床面直下のⅢ C層上面で検出された。卵

形でほぼ北北西一南南東に主軸をもつ。埋土はオ

リーブ褐色砂質ブロックを含む褐色砂質土で炭化物

が混在する。底面の長径 120cm、 短径 84cm、 掘 り込

み面からの深さは33cmである。

人骨 :底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は

344度。顔面は右下方を向く。左上肢は伸展させて

いるが、右は前腕部が欠損しているためわからな

い。下肢はSH753と 同様に、左右 とも股関節を曲げ

膝を強く屈曲させて、怪骨の遠位端を寛骨付近に置

いている。下半身の左側に礫が並んでいた。

時期 :SH763 0 764と 同じく、SB558と の関係から、

V期以前の構築と考えたい。

SH763 (図 版 34、  図71、 PL20)

位置 :L一 Q19に ある。

墓坑 :SB558床面直下で確認された。隅丸長方形でほぼ北西―南東に主軸をもつ。埋土は多量の細角礫と

オリーブ褐色砂質土を含む暗褐色土で、炭化粒もみられる。底面の長径 142cm、 短径58cm、 検出面から

の深さは34cmである。

人骨 三底面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は304度。顔面は土圧により破損が著しいものの、お

そらく左下方を向いていたと思われる。右上肢は伸展させ、左は肘を強く折 り曲げて、手先を肩に乗せ

ている。下肢は左右 とも股関節で90度曲げ膝を立てている。

SH764(図 版 34、 図72)

位置 三L一 P19に ある。

墓坑 :SB558床面直下で確認された。楕円形で主軸は北西一南東をむく。埋土は細角礫とオリーブ褐色砂

質ブロックを含む褐色砂質土で、炭化粒もみられる。底

面の長径 103cm、 短径48cm、 検出面からの深さは21cmで

ある。

人骨 :床面直上から頭蓋骨・上肢骨・下肢骨が出土した。

頭位は332度。顔面は右下方を向く。左上肢は伸展して

いるが、右は前腕部が欠損しているためわからない。下

肢は左右 とも股関節で折 り曲げて、膝を左に倒 してい

る。なお、体幹上に拳大の礫が散乱していた。

時期 :SH762 0 763と 同様、SB558と の関係からⅣ期以前

に構築されたものと思われる。

SH767(図 版41下 )

位置 :M― B19に ある。

墓坑 :SB553の 張り出し部敷石直下で検出された。卵形で

日

く
|

o        (::20)       im

図71 SH763人 骨出土状態

o   l田    (1:20)      lm

図72 SH764人骨出土状態
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第 3章 縄文時代

ほぼ北北東一南南西に主軸をもつ。埋土は細角礫を含む褐色粘質土で、全体に炭化物を混在する。底面

の長径は130cm、 短径67cm、 検出面からの深さは27cmである。

人骨 :底面の北壁寄 りから骨片がまとまって出土した。

時期 :次のSH768同様、SB553と の関係からⅥ期よりは古いことは間違いない。

SH768(図 版41下 )

位置 :M― B17に ある。

墓坑 :Ⅲ C層上面で検出された。卵形でほぼ東西に主軸をもつ。埋土は細角礫を含む暗褐色粘質土で、下

層は褐色砂質土になる。底面の長径100cm、 短径68cm、 検出面からの深さは22cmである。

人骨 :床面の東寄 りからまとまった骨片が、また西側からは大腿骨が出土している。頭位は東であろう。

東側の骨のまとまりの上には礫が 3個置かれていた。

時期 :SH767同様、SB553と の関係からⅥ期より確実に古い。

SH7H図 版%・ 初

位置 :L一 S17にあり、SH690を切る。

配石 :Ⅲ層上面で確認した。硬砂岩主体の長礫を楕円形に並べ、中央には長大な礫が横たわっている。

墓坑 :配石面直下で確認した。楕円形ないし西部でやや広がりをもつ卵形で、主軸は西北西一東南東を向

く。底面の長径は70cm、 短径37cm、 掘 り込み面からの深さは34cmである。

人骨 :底面直上から腹部以下を欠く頭位263度の仰臥人骨が出土した。頭蓋骨は土圧による劣化が著しい

ものの、おそらく顔面は左下方を向く。前腕部を欠くため上肢の位置はわからない。下肢も不明である。

時期 三Ⅲ段階の土器をもつSH690を切るから、本址はⅢ期以降構築されている。

SH773(図 版34)

位置 :L-017に ある。

墓坑 :SB560の床面敷石を精査している段階で確認する。楕円形で主軸は西北西―東南東を向いていたも

のと思われる。埋土は茶褐色粘質ブロックを含む暗褐色で、多量の礫と炭化物が混在する。底面の長径

65cm、 短径38cm、 検出面からの深さ16cmである。

人骨 :埋土中から骨片が出土した。

その他の遺物 :炭化したクルミ、磨石類 1が出土した。

時期 :SB560の敷石を除去して構築していることから、Ⅱ期以降に構築されたものと考えられる。

SH775(図 版34)

位置 :L-018に ある。

墓坑 :SB551の床面精査の段階で確認する。長方形で主軸はほぼ東西を向く。埋土は細角礫を含む暗褐色

粘質土で、多量の礫と炭化物が混在する。底面の長径85cm、 短径55cm、 検出面からの深さは26cmである。

人骨 :底面の東寄 りに頭蓋骨が認められたほか、断片的に長幹骨片が出土した。頭蓋骨の出土位置が原位

置を保っているとするならば、頭位は東ということになる。

時期 :SB551に係る柱穴を切 り、SB558の 床面下で検出されたことから、本址の構築時期はⅡ期～V期ま

での間に比定される。
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SH777(図 版48049)

位置 :M― 120に ある。SH750 0 776に 切られ、SH972・ 973

を切る。

墓坑 三SH750 0 776の 精査段階にⅢ C層上面で確認された。

卵形で主軸は東北東丁西南西を向 く。埋土は細角礫のオ

リーブ褐色砂質ブロックを含む暗褐色粘質土で、炭化物が

混在する。底面の長径95cm、 短径73cm、 掘 り込み面からの

深さは30cmである。

人骨 :底面南西壁寄 りから頭蓋骨が出土したほか、床面直上

に骨片の集中がみられた。全体に劣化が激しく、埋葬姿勢

その他については不明な点が多い。寛骨らしい骨片の直上

に平石が置かれていた。

その他の遺物 :磨石 1が埋土中から出土している。

Ａ
一

A549.8m

第 2節 遺

im(1:20)

図73 SH782人 骨出土状態

SH782(図版34、 図73)

位置 三L一 P18に ある。

墓坑 :SB558の床面直下のⅢC層上面で確認された。

ロックを含む褐色砂質土で、炭化物を混在する。

である。

人骨 :底面直上から頭蓋骨・左上肢ほか若千の骨片が出土した。顔面に無文の鉢形土器が被せられて
いた。

全身の劣化が著しく、左上肢を伸展させていること以外の埋葬姿勢はわからない。頭位は270度。

その他の遺物 三上記無文の鉢形土器と、埋土中から石鏃 1が出土した。

時期 :伴出土器のⅣ期に比定される。

SH784(図 版 32、 図 74、 PL20)

位置 三L一 N18に位置する。

墓坑 三SB551床面精査の段階で確認した。隅丸長

方形でほぼ北西一南東に主軸をもつ。埋土は細

角礫や茶褐色粘質ブロックを含む暗褐色粘質土

で、炭イヒ物が混在する。底面の長径120cm、 短

径 49cm、 検出面からの深さは38cmである。

人骨 三床面直上から甕被 りの仰臥屈葬人骨が出土

した。頭位は340度。顔面は左横 を向 く。上肢

は左右 とも肘を強 く曲げさせて手先を肩に置い

ている。下肢は股関節で90度曲げ膝を立ててい

る。

その他の遺物 :顔面に被せ られた土器はIV期の深

鉢 を縦に半害Jし たものである。

時期 :土器からみてIV期 に比定される。

A unn.r.

平面は楕円形を呈する。埋土はオリーブ褐色砂質ブ

底面の長径120cm、 短径49cm、 検出面から38cmの深さ

m

図74 SH784人骨出土状態
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二 -550.Om

0 (1:20) 50Cm

図76 SH786人 骨出土状態

0      (1:20)      lm

図77 SH794人 骨出土状態

0       (1:2o)       im

図75 SH785人骨出土状態

SH785(図版 37、 図75、 PL20)

位置 :L一 S17に あり、SH742に切られる。

墓坑 :本址は配石が伴わず、また他の遺構 との重複

が激しいこともあって土坑の検出が遅れたが、上

層で検出したSH659の 調査過程で出土した無文一

括土器を手推卜かりに周辺を精査 した結果、砂質土

や強粘性の黄白色土ブロックを含む茶褐色土に、

大粒の炭化物が多量に混じる埋土をもつ落ち込み

を確認する。落ち込みは南東`で、径 5～ 10cmの 円

礫を多量に含み、かつ炭化物の少ない埋土のSH7
42に切られているものの、ほぼ長楕円形を呈す:

北東―南西に長軸をもち、底面の長径約 125cm、

短径45cmを測る。立ち上がりはほぼ垂直で、深さ

は約25cmである。底面はV層中位で止まる。

人骨 :墓坑のほぼ中央埋土中から頭骨が出土した。頭骨を除き、さらに掘

り下げたところで、底面直上から頭位319度の仰臥屈葬人骨が出土する。

顔面を覆うように土器の大破片を置いている。また、胸の上には人頭大

と拳大の礫を 1個づつ乗せている。埋土内は礫がほとんど混入していな

いこと、 2個の礫がいずれも肋骨に密着しているところから、意図的に

置かれたものと思われる。顔はほぼ正面真上を向き、上肢は左右 とも肘

で強く折 り曲げ、手先を肩に乗せている。下肢は膝を立てている。

その他の遺物 :顔面に被せられた土器はⅣ期の無文深鉢である

時期 :上記土器によりⅣ期に比定できる。

SH786(図 版 38、 図76)

」
Ｆ
ｍｍＰ
ｏ日

位置 :L― T17に ある。

墓坑 :SH739人骨取り上げ段階で検出された。楕円形で

ほぼ東西に主軸をもつ。埋土は多量の細角礫とオリー

ブ褐色砂質ブロックを含む暗褐色砂質土である。底面

の長径は約85cm、 短径60cm、 検出面からの深:さ は19cm

である。

人骨 :床面直上から頭位が280度の仰臥屈葬人骨が出土

した。頭蓋骨は土圧による破損が激しい。上肢は左右

とも伸ばしている。右下肢は股関節を強く折 り曲げて

いる。左は不明。

SH791 (図 版41~下、 図77)

位置 :M― C17に あり、SH805に切られる。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認する。卵形で主軸は北東―南西

を向いている。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックを含
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む褐色砂質土で、多量の炭化物が混在する。底面長径は90cm、

短径64cm、 検出面からの深さ38cmで ある。

人骨 :床面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は267度。顔

面は左下方を向く。右上肢は肘でやや強く折 り曲げて手先を左

肩付近に置いている。左は肘を強く曲げて左肩に手先を置いて

いる。下肢は左右とも股関節をやや強く曲げて、膝を左に倒し

ている。

その他の遺物 :打製石斧 1が埋土中から出土した。

SH796(図 版 38、 図78)

位置 三L一 J17に あり、SH739に 切られる。

墓坑 :SH663の精査段階にⅢC層上面で確認された。卵形で主軸

は北東一南西を向く。埋土は細角礫のオリーブ褐色砂質ブロッ

クを含む暗褐色粘質土で、炭化物が混在する。底面長径83cm、

短径51cm、 掘 り込み面からの深さは27cmである。

人骨 :床面直上から側臥屈葬人骨が出土した。頭位は250度。tt         Cm

面は下方を向き、右上肢は肘を緩 く曲げて手先を下腹部に置い   図78 SH7390 796人 骨出土状態

ている。左下肢は股関節で約90度、右はやや強く折 り曲げ、膝を腹部の前方に置いている。ただ、下肢

骨はやや不自然な位置関係にあり、撹乱を受けた可能性もある。

SH799(図 版 37、 図79)

位置 :L一 T17に あり、SH800を切る。

墓坑 :V層上面での検出作業により、 5 cm前後の円礫ならびに炭化粒を混在するやや粘性のある砂質土の

落ち込みを確認する。落ち込みはさらに北東方向に延びており、別の遺構 (SH800)と の切 り合いが予想

されたため、先行 トレンチを設定し、埋土の違い等観察しながら掘 り下げる。埋土に顕著な違いは認め

られなかったものの、本址より出土した人骨が破壊を受けていなし,こ とから、本址が、SH800を切って

いると判断する。楕円形で北北東一南

南西に主軸をもつ。立ち上がりはなだ

らかで、深さは約40cmである。底面で

の長径は127cm、 短径51cmを 測る。土
A

坑底面はV層を抜き、一部でVI層に達  ~

する。

人骨 三底面直上から頭位12度の仰臥屈葬

人骨が出土した。顔面はほぼ正面真上

を向き、上肢は左右とも肘で強く折り

曲げて手先を肩に乗せている。下肢は

膝を立てながらやや右側に倒 してい

る。左寛骨に密着して刃器が出土する

が、副葬品かどうか明確な判断はでき

ない。

A uuo. o,n

lmo       (1:20)

図79 SH799人骨出土状態
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A  549.6m

m

図80 SH803人 骨出土状態

0       (l:20)    |口  lm

図81 SH805人 骨出土状態

その他の遺物 三刃器 1が出土した。

墓坑 三Ⅲ C層上面で確認した。不整長方形で主軸は北

東―南西を向く。埋土は細角礫とオリーブ褐色砂質

ブロックを含む褐色砂質土で、炭化物を混在する。

底面の長径は100cm、 短径 40cm、 検出面からの深さ

は16cmである。

人骨 三底面の南西壁寄 りからややまとまった骨片が出

土したほか、北東壁寄 りでは下肢骨がみられた。全

体の埋葬姿勢はわからないが、頭位は南西を向いた

屈葬人骨であろう。

SH803 (図 版32034、  図 80、 PL21)

位置 :L-016に ある。

墓坑 :SB560床面下のⅢD層上面での精査中、細角礫・炭化粒を多量に混在する粘質シル トの落ち込みを

確認する。楕円形で主軸は北西―南東を向く。立ち上がりはほぼ垂直で、底面までの深さは25cm、 底面

の長径 101cm、 短径42cmを 測る。

人骨 :底面直上から頭位297度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔面は左向き、上肢は左右とも肘で強 く折 り

曲げて手先を肩に乗せている。下肢も膝が腹部につ くまで強く折り曲げている。

その他の遺物 三埋土中より磨石類 1が出土した。

時期 :SB560と の切 り合いから考えて、Ⅱ期以前の比較的古手の墓址である。

SH805 (図 版41下、 図81、  PL21)

位置 :M― B17に あり、SH794を切る。

墓坑 三Ⅲ C層上面で確認された。楕円形で主軸は南北

を向く。埋土は細角礫とオリーブ褐色砂質ブロック

を含む暗褐色粘質土で、炭化物が混在する。底面の

長径 134cm、 短径 84cm、 掘 り込み面から23cmの深さ

である。

人骨 三床面直上から頭位190度の仰臥屈葬人骨が出土

した。顔面は右やや下方を向く。左右の上肢は伸展

させ、下肢は左右とも股関節を緩 く曲げて膝を右に

倒している。なお頭蓋骨にはかんざし状、両手首に

は腕輪状の牙製品がみられた。右上腕骨の右側に長

礫が置かれていた。

その他の遺物 :人骨に装着された状態で牙製のかんざ

し・腕輪が出土した。いずれもイノシシの牙ででき

ているものと思われる。
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SH800(図 版 51)

位置 :M一 K15に ある。

墓坑 :SB563の床面精査の段階で確認された。楕円形で主軸はほぼ南北を向く

色砂質土で、多量の礫と炭化物を混在する。底面の長径105cm、 短径90cm、

ある。底面壁際に礫を巡らせている。

人骨 :北に頭位をもつ仰臥屈葬人骨が出土したが、運搬中に破損してしま
い、

その他の遺物 :打製石斧 2、 土偶 1が埋土中から出土した。

時期 :SB563の床面を壊していることから、Ⅲ期以降構築されたものと思われる。

SH814(図 版38041上 )

位置 :M一 E17に ある。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認した。卵形で北北西一南南東に主軸をもつ。埋土は細角礫や茶褐色粘質ブ
ロック

を含む暗褐色粘質土で、炭化物を混在する。底面の長径 98cm、 短径 70cm、 検出面から
の深さは15cmであ

る。

人骨 三床面の北寄 りからヒトの歯が、南東壁寄 りから下肢骨が出土した。これらがほぼ原位置を保
ってい

るとするならば、頭位は北北西ということになろう。

その他の遺物 :打製石斧 1が埋土中から出土した。

SH8‖ 咽 版r、 図能、PL羽

位置 三L一 T19に あり、SH623に切られる。

墓坑 :上層に作られたSH623に より、遺構上面が破壊されていたことに加え、ⅢA層由来の角礫は一切含

まず、わずかに炭粒を混在するⅢD層由来の砂質土が埋土の主体となるため、地山との差異を識別でき

ず、検出が遅れる。結果的には、北側に位置するSH743の人骨取り上げの際、本址に伴う頭骨が出土し

たことにより、精査を行うことになる。平面は北東一南西に長軸をもつ楕円形。底面の長径105cm、 短

径64cmを 測り、立ち上がりはほぼ垂直で深さは約36cm、 底面はV層 を抜きⅥ層上面に達している。

人骨 三底面直上から頭位31度の伏臥屈葬人骨が出土した。顔は下顎を前方
へつき出す。左上肢は肘で直角

に曲げ外側に開き、右は鋭角に曲げ手先を顔

の右横に置いている。下肢は膝を曲げて左に

ねかせている。単独葬で伏臥屈葬姿勢をとる

ものは本 t■Lのみである。しかも、周辺で北東

方向に頭位をとるものはない点もあわせて、

特殊な例 といえる。

時期 :検出が遅れたため、本址の帰属時期は不

明な点が多いものの、SH623に壊され、遺構

のほとんどがⅢD層 中に入ることから、古手

に属すると思われる。

SH818(図 版46)

。埋土は細角礫を含む暗褐

検出面からの深さは30cmで

詳細は不明である。

Ｌ
ｒ
ぃぃｏ
Ь
日

|ロ

位置 :M一 G17に ある。

墓坑 :SB564床面精査の段階で確認した。平面

o      (1:20)     lm

図82 SH815人骨出土状態
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第 3章 縄文時代

はほぼ三角形で、主軸は南北を向く。底面長径 115cm、 短径68cm、

検出面からの掘 り込みは20cmである。底面の北端に平石が据えら

れていた。

人骨 :底面東寄 りに骨片が集中していた。

その他の遺物 三集中していた骨片上から無文の鉢形土器が逆位で出

土した。おそらく甕被 りの残骸であろう。ほかに石鏃 2点が出土

した。

時期 :上記の土器から判断して本址の構築時期はV期に比定される。

SH824(図 版 46)

位置 :M― 117に あり、SB559の炉を切る。

墓坑 三SB559の床面で確認された。隅丸長方形で主軸は北北東―南
0 (::20) 50cm  南西を向く。埋土は細角礫を含む黒褐色粘質土で、炭化物が混在

図83 SH842人骨出土状態     する。底面の長径125cm、 短径70cm、 掘り込み面からは15cmの深
さである。

人骨 :床面直上から、南べ頭位を向けた仰臥屈葬人骨と別の 1体とが出土した。骨の劣化が極めて激しく

埋葬姿勢など詳細は不明である。

その他の遺物 :ち ょうど肋骨にあたる位置からヒスイ製の玉が伴出した。垂飾りであろう。ほかに、石鏃

2、 打製石斧・磨石類・刃器各 1が出土している。

時期 :SB559と の関係からV期以降に比定される。

_SH842(歴]版 51、 図83)

位置 :M一 K16に ある。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認された。楕円形で主軸はほぼ西北西―東南東を向く。底面の長径125cm、 短径70cm、

検出面からの深さは12cmである。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックを含む褐色粘質土で、炭化粒が混在

する。

人骨 三底面の東惧Iか ら顔面を正面に向けた頭蓋骨が出土したほか、骨片が散在していた。

その他の遺物 :埋土中から48点 と多量の石器制作時の砕片が出土し、注目された。

SⅢ‖ 図 版ν ゼ&幽

位置 三L― L13に あり、SH854 0 873を 切る。

配石 :Ⅱ D4層下部において、長礫によってほぼ楕円形にならぶ配石を確認する。
墓坑 三配石を約15cmほ ど削平した段階で掘 り方を確認、南東側を半栽して掘 り下げたところ、確認面下約

40cmの 南東壁際から頭蓋骨が出土したため、人骨の範囲を確認する方向で土坑内部を広げて、おおよそ

全体のプランを把握する。埋土中に、Ⅱ～Ⅲ段階の土器片の混在が目立ったが、のちにこれは、SB567

を壊していたためと判明する。平面は楕円形を呈する。確認面からの深さは55cmで、立ち上がりはほぼ

垂直といってよい。底面は長径 15cm、 短径54cmを測る。

人骨 :頭蓋骨、左右上腕骨、左撓骨および尺骨、左右大腿骨と騒骨の一部が出土した。骨の保存状態は不

良であるものの、全体 として解剖学的な位置を保っている。左右の大腿骨は体側に添っており、左前腕

部はやや強く折り曲げて、手先を右腕の上に置いている。下′肢は大腿骨の遠位部を南に向け、膝で折り

餌
ミ 膨
ヽ
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0     (1:20)     lm

図84 SH8510872上面配石、人骨出土状態

返して足先を北へ向けている。頭位は242度である。

その他の遺物 :人骨の胸直上の位置からイノシシの牙製装身具が出土した。

時期 三SB567を 壊 し、HD4層 下部ないしⅢA層上面に配石が造られていることからV期以降に比定され

ることは間違いない。

SH852(図 版31033、 図 85、 PL22)

位置 三L一 Kllに あり、SB567の炉を切る。

配石 三ⅢAl層上面より、東西に各一本の対になる立石と立石間の平石を確認する。全体形は定形を示さ

ず、土坑の中心から南西方向に約50cmずれる。

墓坑 :配石より北東にややずれをみせながら、ⅢAl層上面で円礫・炭化物・黄褐色粘土粒を混在する暗

褐色粘質土の落ち込みを認める。主軸が西南西一東北東の卵形で、検出面での長径141cm、 短径116cm、

底面ではそれぞれ121cm、 83cmを 測る。底面までの深さは約59cmで、途中SB567の炉を壊して床面を抜

いている。

人骨 :底面直上から頭位248度の仰臥人骨が出土した。頭蓋骨が一部破損しているものの、ほぼ全体形を

「鳥綱8「譴・短
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0       (::20)       1

図85 SH852上 面配石、人骨出土状態

留めている。頭蓋骨は左やや下向き、上肢は左右とも体側に添ってまっす ぐ伸ばしている。下肢は、あ

ぐらの形で膝を立たせたような形になる。

その他の遺物 :磨石類 2が埋土中から出土した。

時期 :SH851 0 852は SH501な どのグループに続き、HD4層 下部ないしⅢA層上面に配石が造られてい
ることから、V期以降に構築されたものと思われる。

1田   Q

図86 SH853上面配石、人骨出土状態

Ｌ
Ｆ
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SH853(図 版31033、 図86)

位置 :L― J llに ある。

墓坑 :掘 り込みが確認できたのはⅢA2層上面である。主軸を西南西―東北東にもつ卵形で、検出面での

長径121cm、 短径103cm、 底面ではそれぞれ110cm、 79cmを 沢1る。確認面から底面まで
の深さは約30cmで、

SB567の 床面を抜いている。埋土は円礫・炭化物を混在する暗褐色粘質土で、埋土上部に礫のまとまり

はあるが、礫上部にもさらに埋土が乗るため、土坑上面に構築された酉己石とは異なる性格をも
つものと

思われる。底面は緩やかな凹みを呈する船底形である。

人骨 :底面直上から、ほぼ全骨格が揃った人骨が出土した。ただ、骨は劣化が進み全体
に脆弱である。頭

骨はほぼ正面を向き、右上肢は肘で緩 く曲げて手先を左腰部に乗せて
いる。対して、左は体側に添って

まっす ぐ伸ばしている。下肢は、左右 とも大腿骨を北に倒し、膝で折り曲げて足先を南
へ向けている。

時期 :SB567の床面を壊しているのだから、Ⅲ期以降であることは確実である。

SH854・ 858(図 版31033、 図 87、 PL23)

位置 :L一 K12に ある。

調査経過 三ⅢAl層上面において礫のまとまりを確認するが、定形を成さないため記録後除去し、SB567

埋土上層で精査したところ、円礫・炭化物を混在する暗褐色粘質土の落ち込みを認める。落
ち込みの形

状は不整楕円形であり、 2基以上の土坑が切 り合っていると考えられたが、埋土差が明瞭でないため断

面観察を行いながら掘 り下げる。土坑南西端と北東端から頭骨が出土したため、両者
の接′点にあたる中

A unn.t.

〕      (1:20)     lm

図87 SH8540 858上 面酉己石、人骨出土状態
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央部を精査する。その結果、南西側の人骨 (854)の騒骨および耕骨が北東側 (858)の下肢骨より上位に位

置することを確認する。のちに図面照合の結果、SH854に は不整形の配石が伴い、しかもそれがSH858
の酉己石を切っていることがわかる。

配石 :854は 比較的長大な礫を周囲に配して、内部に小児頭大の礫を充損している。南西端の礫は立石で

あったかもしれない。858は礫が散在している程度である。

墓坑 :両者とも主軸が南西―北東の楕円形で、底面は854の長径が84cm、 短径48cmを測 り、858は 82 0 55cm

を測る。底面までの深さは約25cmで、858は SB567の炉を切る。

人骨 三両址 とも、底面直上から仰臥人骨が出土した。858は ほぼ全骨格を留めており、頭位は38度 を測る。

顔面を左やや下に向け、右上肢は肘を緩 く曲げて手先を腰の下にしている。対して左は、肘で上腕骨近

位端方向へ強く折 り曲げ手先を肩に置いている。下肢は、左右大腿骨を寛骨との関節部で強 く折 り曲げ

膝を腹部の上に置き、膝を折 り曲げて、左右胚骨遠位端を尻方向に向けている。一方、854か らは、頭

蓋骨、右上腕骨の一部、右大腿骨・騒骨および勝骨の一部が出土しただけである。埋葬姿勢は頭蓋骨・

下肢骨から判断して仰臥であり、下肢は大腿骨を北西に倒し、膝で折返して足先を南東へ向けている。

時期 :両者ともSB567の床面を壊しており、Ⅲ期以降であることは確実である。

SH855 (図版31・ 33、  図88、  PL22)

位置 :L― L llに あり、SH864を切る。

配石 :Ⅲ Al層上面において確認する。
四辺に長礫を用いた長方形で、南西

―北東に主軸をもつ。

墓坑 :上面配石より南西方向にずれ、

ⅢA2層上面で掘 り込みが確認され
た。主軸を南西―北東にもつ隅丸長

方形で、底面での長径は107cm、 短

径45cm、 底面までの深さは45cmであ

る。埋土は土器片・円礫・炭化物を

混在する暗褐色粘質土で、底面の南

東壁際に礫を並べている。

人骨 :仙骨、左寛骨および下肢骨を除

き、ほぼ全骨格が出土する。頭蓋骨

はほぼ正面を向き、左右の上腕骨は

体側に添って伸ばし、肘で90度曲げ

て手先を脇に置いている。右大腿骨

はやや立ち気味ながら若干右に倒し、

膝で折り曲げて足先を尻の下に置い

ている。

その他の遺物 :磨石類 1が出土した。

0  0理 の   1

図88 SH855上面配石、人骨出土状態

m SH856(図 版31033、 図89)
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57と 接する。

配石 :配石の平面図と墓坑平面図とを照合したところ、本址に伴う配石は定形をなさない長円礫の集合で

あることがわかった。

墓坑 :Ⅲ A2層上面で掘り込みが確認された。主軸を南西―北東にもつ不整楕円形で、底面での長径86cm、

短径43cmを 測る。確認面から底面までの深さは約26cmである。埋土は円礫・炭化物を混在する暗褐色粘

質土である。

人骨 :頭蓋骨の一部、右上腕骨および撓骨、左右大腿骨、左怪骨および勝骨が出土した。残存状態は不良

ながら、各音Ь位は解剖学的な位置を示しているものと思われる。右上肢は体側に添ってイ申ばし、下肢は

大腿骨を北東に倒し、膝で折り曲げている。頭位は24度である。

SH85ラ (図版31033、 図89、 P L22)

位置 :L一 L13に ある。

配石 :Ⅲ Al層上面において数点の礫を検出したが、定形をなさずまとまりもない。本址はSH856に 切ら

れていることから、構築時の酉己石がのちに破壊されたことも考えられる。

墓坑 :掘 り込みが確認できたのはⅢAl層 中である。主軸が西南―東北の楕円形で、底面での長径96cm、

短径57cmを 測る。底面までの深さは約30cmであるが、配石があるⅢAl層上面とは約60cm程度の差があ

る。埋土は土器片・炭化物・黄褐色粘質土を混在する暗褐色粘質土である。

人骨 :底面直上から、足先を除きほぼ全骨格の揃う頭位246度の仰臥人骨が出土した。頭骨はほぼ正面を

A
―-549.8m

o      (1:20)     im

857上面配石、人骨出土状態
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日
∞
．０寸り
訓
「

向き、左上肢

は肘を90度緩

く曲げて手先

を右腹部に置

き、右は上腕

骨を体側から

若千離 し、肘

をやや強 く曲

げて手先を左

胸部に置いて

いる。下肢は、

左右 とも大腿

骨を北西方向

に倒 し、膝で

強 く折 り返 し

て、足先を尻

の北東に置い

im

図90 SH859上 面配石、人骨出土状態

(1:20)

ている。

その他の遺物 三頭骨右脇より、半完形の鉢形小形土器 1が出土した。本址に伴う副葬品としてよかろう。

外面には文様がなく、口縁部内面に一条の沈線が施されている。

時期 :小形土器から考えて、V期に比定される。本址と同一の検出面でとらえられたSH854～ 859も、同じ

時間幅の中でとらえてよかろう。

SH859(図 版31033、 図 90、 P L23)

A sag.a-

0 (::20)50cm

図91 SH864人 骨出土状態

位置 :L― L12に あり、SH856に切られる。

配石 :HD4層 下部において確認する。楕円形の礫を長軸方向に連ねて
長方形に巡らせている。

墓坑 :配石下部を約10cmほ ど削平した段階で土坑の掘 り形を確認する。

平面は楕円形で、確認面からの深さは39cm、 立ち上がりはほぼ垂直と

いってよい。底面は、長径11lcm、 短径52cmを測る。

人骨 :全骨格が揃い、比較的残存状態がよい。左右の上腕骨は体側に

添って伸ばし、右肘は緩 く曲げて手先を下腹部に置き、左肘は強く折

り曲げて、手先を左胸上部に置いている。下肢は左右の膝を立てて折

り曲げている。頭位は90度である。

SH864(図 版33上、図91)

位置 三L― L llに ある。南側でSH860を 切 り855に 切られるほか、西側

では878を 切る。

墓坑 :SH855の 人骨取り上げ中、頭蓋骨の下から別の個体と考えられる

大腿骨が出土した。精査したところ、これに係る落ち込みを確認でき
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た。北半は地区境の トレンチによってすでに破壊されており正確なプランは把握し難いが、ほぼ楕円形

といってよかろう。底面の長径は推定で110cm、 短径53cm、 検出面からの深さは63cmで ある。主軸は北

西一南東を向く。

人骨 :左右の大腿骨・騒骨および耕骨と、寛骨・仙骨、右手指骨が出土し、上半身はSH878構築に伴って、

欠損している。下半身はほぼ解剖学的な位置を留め、大腿骨を南西に傾け、膝で折り返して足先を北東

に向けている。頭位は約330度を示す。

その他の遺物 :断面形が弧状を呈し、つまみがなく、 2孔一対の結縛用の穿孔ある土製蓋が埋土中から 1

点出土した。

時期 :SB567よ り新しくSH855よ り古いことから、Ⅲ期～V戴は での間に構築されたことになる。

SH872(図 版33上、図84)

位置 三L― L12に ある。

配石 :SB566の 張り出し部敷石直下より、 2列平行に並んだ礫が確認された。

墓坑 :配石面で確認される。楕円形で主軸は北東―南西を向く。底面の長径は120cm、 短径は70cm、 検出

面からの深さは55cmである。壁際には礫を巡らせている。

人骨 :床面直上から仰臥屈葬人骨が出土した。頭位は240度。骨全体の保存状態は極めて悪いため、顔面

の向きや右上肢の位置関係は不明であるが、左上肢は伸展させ、下肢は左右とも股関節で90度曲げて左

へ倒している。

時期 :SH851な どのグループと同様V期に比定されよう。

SH879(図 版33上、図92、 PL24)

位置 :L一 L13に あり、SH856 0 857の 直下に当たる。

墓坑 :SH856 0 857の 人骨取り上げ中、下面より別の個体 と考えられる大腿骨が出土した。精査 したとこ

ろ、これに係る落ち込みを確認できた。掘 り込み面はすでに破壊されており正確なプランは把握し難い

が、楕円形といってよかろう。底面の長径 118cm、 短径は62cm、 検出面からの深さは28cmである。主軸

は北東一南西を向く。

人骨 :比較的保存の良い仰臥屈葬人骨が床面直上で出土

した。頭位は255度。顔面を右に向け左右の上肢は伸

展させている。下肢は股関節で90度折 り曲げて、膝を

立てている。

その他の遺物 三石鏃 1が埋土中から出土した。

時期 :V期以降に比定されるSH856 0 857よ り古 く、SB

567よ り新 しいから、Ⅲ期～V期 までの間に構築 され

ている。

SH908(図 版 53、 図93)

位置 三M一 K17に あり、SH904 0 905を切る。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認される。楕円形で主軸は北北東

二南南西を向く。埋土は細角礫とオリーブ褐色砂質ブ

ロックを含む暗褐色土で、炭化物と礫が混在する。底

に
匿

Ｑ
卜
Ｐ

ｏ
日

|ロ

o      (i:20)      im

図92 SH879人骨出土状態
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0 (1:20) 50cm

SH924人骨出土状態

く
|

0

図95 SH938人 骨出土状態

面の長径は97cm、 短径は60cm、 検出面からの深さは

18cmである。壁際に大きめの礫が一巡している。

人骨 :底面直上から、頭位 0度の仰臥屈葬人骨が出土

した。顔面は損傷が著しくほぼ正面という以外わか

らない。右上肢は肘でやや強く折 り曲げて、手先を

左肩に置いている。左は前腕部を欠損しているため

不明。下肢は左右とも股関節で約90度曲げて、膝を

左に倒している。なお、下肢骨の下に平石が敷かれ

ていた。

SH924(図 版 47、 図 94、 P L24)

位置 :M― J17に ある。
く1             墓坑 :Ⅲ C層上面で確認する。卵形でほぼ南北に主軸
0      (i:20)      lml l l 1 1          をもつ。埋土は細角礫とオリーブ褐色砂質ブロック
図93 SH908人 骨出土状態山`

      を含む暗褐色土で、炭化物を混在する。底面の長径

は85cm、 短径60cm、 検出面からの深さは20cmである。

人骨 :床面直上からの頭位 0度の仰臥屈葬人骨が出土した。頭蓋骨は損

傷が激しくて、顔面の向きなどわからない。右上肢は肘を約90度曲げ、

手先を左脇腹に置いている。下肢は股関節を180度強く屈曲させて、

膝は開き気味に胸の付近へもってきている。

その他の遺物 :磨石類 1が埋土中から出土した。

SH938(図版47・ 49、 図95)

位置 :M― H15に あり、SH937 0 939に切られるも

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認する。楕円形で北東―南西に主軸をもつ。埋土

は細角礫とオリーブ褐色砂質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物と礫

が混在する。底面の長径は推定100cm、 短径55cm、 検出面からの深さ

は30cmである。

人骨 :底面の北壁寄りから頭蓋骨が、南寄りから下肢骨

が出土しているほか、中央付近に骨盤と思われる骨片

がみられ、その上に礫が乗っていた。これらが解剖学

的な位置を留めているとするならば、北に頭位をもつ

仰臥屈葬人骨ということになろう。

SH952(図 版48049)

位置 三M― H18に あり、 s H923 0 942に 切られる。

墓坑 :III C層上面で確認する。平面は楕円形と思われ、

北西―南東に主軸をもつ。埋土は細角礫とオリーブ褐

色砂質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物を混在する。

底面の長径は推定で110cm、 短径60cm、 検出面からの
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第 2節 遺

深さは40cmである。

人骨 :床面南東の土器内から骨片が出土した。劣化が著しく、頭蓋骨かどうか断定できなかった。

その他の遺物 :口縁を下にした鉢形土器が出土した。他の事例から考えて顔面を覆っていた土器と思われ

る。土器の内部に骨片がみられたが、ほかに石鏃 1と砕片48が出土している。

時期 :土器からみてⅢ期に比定されよう。

SH958(図 版 48、 図96、 P L25)

位置 :M一 H18に あり、SH970に切られ、SH959 0 960 0 980を 切る。

配石 三SB559の張り出し部敷石を除去したところで、北西コーナー付近から、北辺を巡 り東辺に並ぶ礫を

検出する。本来は一周して楕円形に酉己列されていたものと思われる。東辺の列はSH970に主体をおくが、

土坑の前後関係から両者に共通のものであろう。配石のほぼ中央北寄りに立石があり、根元は人骨の膝

よりやや上まで入り、礫で根固めしている。なお、この立石は上面に構築された住居址張り出し部敷石

から突き出ていたことから、おそらく住居構築者は、下部に墓があることを周知していたと思われる。

墓坑 :配石直下を精査したところ、数基の土坑が切り合っていることがわかり、先行 トレンチにより埋土

観察を行う。本址の埋土は細角礫を多量に含む黒褐色粘質土であり、東側のSH970の黄褐色粘土塊を混

在する埋土がこれを切り込んでいる。また、西側のSH959 0 960は砂質土を基調とする埋土で、本址と

の識別は比較的容易だった。主軸は北北西一南南西を向き、平面は隅丸長方形を呈する。立ち上がりは

垂直に近く、底面の長径174cm、 短径85cmを測る。

人骨 :底面直上から頭位207度の仰臥イ申展葬人骨が出土した。顔は左向き、上肢は左が月寸を強く折り曲げ

て肩に手先を置き、右はまっすぐ伸ばして体側につけている。肋骨に不自然な乱れが観察でき、いわゆ

図96 SH958上面配石、人骨出土状態

日
ヽ
。ｏЮり
ｄ
引
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1田
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る解剖学的な位置にない。

その他の遺物 :上部配石中から打製石斧 1、 埋土中よ

り石鏃 1が出土した。

時期 :SB559の床面敷石下で検出されていることから、

V期以前に構築されている。本遺跡中、伸展姿勢は

本址を含めて 4例であり、極めて特異な存在といえ

る。約 6m東には、本址と約90度頭位を違えた北西

頭位の伸展人骨 (SH652)が出土しており、関連性

が注目される。

SH973(図版48、 図97、 PL25)

位置 三M一 120に あり、SH777 0 778に切 られ、972を

切る。

0    (1:20)    im       
墓坑 :SH777 0 778の 精査段階で確認される。卵形で

図97 SH973墓 坑内配石       主軸は北東―南西をむく。埋土は細角礫と茶褐色粘

質ブロックを含む褐色土で、炭化物を混在する。平石を壁に立てかけるとともに底面に敷いて、石棺状

に構築している。墓坑底面の長径 109cm、 短径70cm、 検出面からの深さは35cmである。また、内法は長

径95cm、 短径50cmである。

人骨 :底面敷石の直上から炭化物および骨片が出土した。

その他の遺物 :磨石 1が出土した。

SH979 (図 版 48、  図98、 PL24)

位置 :M一 H18に あり、SH980を切る。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認される。長方形で主軸はほぼ南北を向く。埋土はォリーブ褐色砂質土を含む褐色

土で、炭化物を混在する。底面の長径97cm、 短径56cm、 検出面からの深さは20cmである。

人骨 :底面直上から頭位 4度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔面から腹部にかけて、深鉢の大形破片 2個体

分を被せている。顔面は左下方を向き、右上肢は伸展させ、左は肘を約30度曲げて、手先を股間に置い

ている。左右の下肢は、股関節で約120度折り曲げて膝を左に倒している。膝のすぐ左に礫が 2個置か

れていた。

その他の遺物 三顔面から腹部にかぶせられた深

鉢の大形破片が出土した。

時期 :上記深鉢からⅣ期に比定できよう。

SH1006 (図版 39)

位置 :M一 C13に ある。

墓坑 :Ⅲ A層上面で確認された。長方形で主軸

は西北西―東南東を向く。埋土は細角礫と黄

褐色粘質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物

が混在する。石棺状に敷石されていたと思わ

れる平石が底面近くで重なり合っていた。底

l:20)      lm

図98 SH979人 骨出土状態
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面の長径は80cm、 短径60cm、 検出面からの深さは57cmである。

人骨 :底面の敷石直上から骨片が出土した。

その他の遺物 三小形土器が埋土中から出土した。

SⅢ 田2図 ll■ 391

位置 :M一 B14に ある。SH1007に切られ、.SH1026 0 1045を 切る。

配石 :Ⅲ A層上面で確認された。小児頭大の礫が散在しているだけで、特に定形をなさない。

墓坑 :配石面で確認された。楕円形で主軸は北北西一南南東を向く。埋土は細角礫を含む暗褐色土で、炭

化物が混在する。底面の長径90cm、 短径44cm、 検出面からの深さは 9 cmである。

人骨 :底面付近から骨片が出土した。

その他の遺物 :埋土中からヒスイ製の玉が 1点出土した。

SH1021(図 版 39)

位置 :L― T13に ある。

墓坑 :Ⅳ層上面で確認された。ほぼ円形で主軸は大体南北を向く。埋土は細角礫と茶褐色粘質ブロックを

含む褐色土で、礫と炭化物が混在する。底面の長径55cm、 検出面からの深さは45cmである。

その他の遺物 :埋土中より土偶・土製蓋各 1がが出土した。

SH1023 (図 版35036)

位置 :L― S13に ある。SH1069を切 り、1024に切られる。

配石 :SB571の埋土中で確認された礫が、本址に伴う上面配石である可能性はあるが、特にまとまりがな

いため断定はできない。

墓坑 :上記の礫が集中する面で確認された。南側は攪乱を受けているが、おそらく平面はほぼ円形で、主

軸は北西一南東を向く。埋土は細角礫と茶褐色粘質ブロックを含む褐色土で、礫と炭化物が混在する。

底面の長径は推定150cm、 短径は推定で85cm、 検出面からの深さは25cmである。

その他の遺物 :床面直上から、長骨数点と粘板岩製の玉が 1、 また、磨石類 1が上面の礫の中から出土し

た。

SH1047 (図 版 39)

位置 :M― A14に あり、SH1046に切られる。

墓坑 :Ⅳ層上面で確認された。楕円形でほぼ北北西―南南東に主軸をもつ。埋土は細角礫を含む褐色土で、

炭化物が混在する。底面の長径は50cm、 短径33cm、 検出面からの深さは17cmである。

人骨 :底面の南寄りから頭蓋骨と思われる骨片が出土した。

SH1048(図 版 39)

位置 :L― T14に ある。

墓坑 :Ⅳ層上面で確認された。南側は攪乱を受けているが、おそらく平面は楕円形で、ほぼ東西に主軸を

もつ。埋土は茶褐色粘質ブロックを含む褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は66cm、 短径は推定

で40cm、 検出面からの深さは30cmである。

人骨 :底面の東寄りから頭蓋骨が出土した。土圧による損傷が著しく、顔面の向きなどはわからない。
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その他の遺物 :埋土中からⅣ期の深鉢がほぼ完形で出土 した。副葬ないし

は供献されたものかもしれない。

SH1049(図 版 36、 図99)

位置 三L一 S14に あり、SH1066 0 1068を 切る。

配石 三SB571の埋土中で確認された。南側から東にかけて弧状に礫が巡る。

墓坑 :配石面で確認された。卵形で北北東―南南西に主軸をもつ。理土は

細角礫を含む黒褐色粘質土で、炭化物が混在する。底面の長径は73cm、

短径は50cm、 検出面からの深さは15cmである。

人骨 :底面の南寄りから頭蓋骨が、北寄りからは下肢骨が出土した。骨の

劣化が激しいため、細かな埋葬姿勢などはわからないが、解剖学的位置にあるとすれば、南に頭位をも

つ仰臥屈葬人骨であろう。頭蓋骨のすぐ南に礫が置かれていた。

0 (1:20)50cm

図99 SH1049人骨出土状態

財

SⅢ 剛 図 版%・ 361

位置 :L― S14にある。SH1049に切られ、1067を切る。

墓坑 :SH1049の配石面直下で確認された。楕円形でほぼ南北に主軸をもつ。埋土は細角礫と黄褐色粘質

ブロックを含む黒褐色粘質土で、炭化物が混在する。底面の長径は95cm、 短径は54cm、 検出面からの深

さは20cmである。

人骨 :底面の南壁際から頭蓋骨が出土した他、長骨が散在していた。

その他の遺物 :SH1049の 配石に混じって石皿片が出土しているが、位置関係から本址に係るものの可能

性が高い。

SⅢ 剛 個 版%0%、 図Юの

位置 :L― R13に あり、SH1049に切られる。

墓坑 :SH1049の精査段階で確認された。楕円形でほぼ東西に主軸をもつ。埋土は細角礫と茶褐色粘質ブ

ロックを含む褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は103cm、 短径は70cm、 検出面からは18cmの 深

さである。

人骨 三底面直上から頭位280度の仰臥屈葬人骨が出土した。頭蓋骨は破損

して解剖学的な位置を離れ、脊椎の北に動いている。右上肢は肘を強く

曲げて手先を胸の位置に置き、左は90度強曲げて右脇腹付近に置いてい

る。また、左下肢は股関節を強く折り曲げて、膝を腹近 くに置いている

が、右は解剖学的な位置を留めていない。

SH田1図 ll■ 51、 PL劉

位置 :M― J13に ある。

墓坑 :SB572 0 574の 床面精査で確認された。卵形で北東―南西に主軸を

もつ。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックを含む褐色土である。底面の長

径は65cm、 短径 45cm、 検出面からの深さは33cmである。

出土遺物 :底面の西寄 りから口縁部を下にした深鉢が出土した。 I期に比

定されよう。深鉢内に骨片がみられた。

0 (1:20)50cm

図100 SH1068人骨出土状態
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第 2節 遺

SH1082(図 版 51)

位置 :M一 J13に ある。

墓坑 :SB572 0 574の 床面精査で確認され

た。長楕円形で北東一南西に主軸 をも

つ。埋土はオリーブ褐色砂質ブロックを

含む褐色土で、炭化物が混在する。底面

の長径は135cm、 短径 42cm、 検出面から

の深さは38cmである。

その他の遺物 :打製石斧・刃器・磨石類各

1が埋土中から出土した。これらに共伴

する完形深鉢は口縁部を斜め下に向けて

いた。 I期に比定される。

SⅢ 囲 図 版Ю ゼム 図則
C549。
6m

位置 :L一 15に ある。

配石 :SB577張 り出し部の敷石除去後、本

址を構成すると思われる配石を検出す

る。ただし住居址構築に伴う破壊を受け

原形を留めていない。

墓坑 :NE一 SWを 主軸とする楕円形を呈し、長径85cm、 短径 44cm、 深さは約35cmで、下層のSB579の床

面を破壊している。人骨の南東脇に並ぶ石列は、礫の長軸を土坑の壁に沿わ
せて整然と配置しているこ

とから、被葬者に伴う土坑施設であると考えられる。

人骨 三底面直上より頭位31度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔面は左下方を向き、右
上肢は肘をやや強く折

り曲げて手先を胸に置いている。左は前腕部が欠損しており不明である。下肢は股関節を
強 く折り曲げ

て膝が腹部付近についている。

その他の遺物 :頭蓋骨の北東で石鏃が出土したが、

時期 :配石の構築面、土坑の平面形や主軸方向、人

骨の頭位などから判断して、本址の被葬者は隣接

するSHl143の被葬者と密接な関係があると思わ

れる。 また、SB577よ り古 く、SB578よ りは新し

いのでⅣ～Ⅵ期までの構築であろう。

副葬品か埋土内への混入品かの判別は難しい。

SⅢ Ⅲ 個 版
"k ttЮ

ム PL"

位置 :L一 15に ある。

配石 :SB577の 張り出し部敷石精査の段階で確認す

る。南北に塊状の砂岩を置き、あいだに平石を敷

く。周囲には拳大以下の礫を並べている。南西端

の花商岩長礫は立石であつた可能性がある。ま

た、北東部の礫はSB577に より破壊を受けたため

か欠けている。

日
ｏ
．ｏ寸Ю
Ｊ
「

o      (1:20)     lm

図101 SHl129 0 1143人骨出土状態

日

く
|

o      (1:20)      lm

図102 SHl136人 骨出土状態

獅
慮
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第 3章 縄文時代

墓坑 :配石面の直下で確認する。北北東―南南西を主軸とする楕円形である。埋土は細角礫や黄褐色粘質
ブロックを含む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は103cm、 短径55cmを 測る。深さが約45cm

であるため、下層のSB578の床面および、さらに下層のSB581の炉の一部が破壊されている。

人骨 :底面直上より頭位 8度の仰臥人骨が出土した。全体的に骨の残 りは良く、左手指骨と距骨以下を欠

くのみである。顔面はやや左下を向き、上肢は左右 とも肘で弱く曲げて手先を腰の上に乗せている。下

肢は左右 とも膝を強く曲げて右に倒している。

その他の遺物 :胸脊上部に密着して牙製品が出土した。

時期 :SHl129 0 1143と 共にSB577よ り古 く、SB578よ り新しいことは確認されているのでIV～Ⅵ期間の

構築であろう。

SHl143 (図 版19021、 図101)

位置 :L― H5に あり、SHl129に近接する。
配石 :SB577の 張り出し部敷石精査の段階で確認する。北西側に砂岩の長大な巨礫が置かれ、他はほぼ楕

円形に礫を巡らせている。

墓坑 :配石面の直下で確認する。北東―南西を主軸とする楕円形である。埋土は細角礫や黄褐色粘質ブ

ロックを含む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は84cm、 短径40cm、 掘 り込み面からの深さは

約30cmである。

103 SHl144上面配石、人骨出土状態

月

Ｖ

図
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第 2節 遺

人骨 :底面直上より頭位46度の側臥屈葬人骨が出土した。頭蓋骨の破損は著し
いが、体幹と顔面は左を向

いている。上肢は、左および右の前腕部が欠損し、位置不明。下肢は股関節で90度弱曲げて膝を左に倒

している。

その他の遺物 :石鏃・磨石類各 1が埋土中から出土した。

時期 :SHl129 0 1136と 同じく、いずれもSB577よ り古 く、SB578よ り新し
いことが明らかであることか

ら、Ⅳ期～Ⅵ期までの間に構築されたものである。

S‖ ‖4個 ll■2002、 図ЮЭ

位置 :L― L llに ある。

配石 :配石群SH506北西端部の精査段階で確認する。南東側に長礫を直線的に並
べ、南東側で弧を描いて、

北東側に′点在する礫に続いている。

墓坑 :配石面で確認する。西北西―東南東を主軸とする楕円形である。埋土は細角礫や黄褐色粘質
ブロッ

クを含む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は85cm、 短径37cm、 掘り込み面からの深さは37cIIl

である。

人骨 :底面直上より頭位94度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔面は左正面ないし下方を向き、右上肢は伸展

させ、左は肘で45度程度曲げて、手先を下腹部に置いている。下肢は股関節で90度弱曲げて膝を立てて

いる。頭頂部付近に密着して横方向の紐状の骨がみられた。劣化が激し

く、加工などは観察できなかったが、恐らくかんざし風の装身具であろう。

その他の遺物 :配石面から小形土器 1が、埋土中から石鏃 3、 石錐 1が出

土した。

SⅢ Ⅲ 図 版Z、 図Юの

位置 :L一 H3に あり、SK3219を切る。

墓坑 i SB578の周辺精査段階で確認する。北東一南西を主軸とする卵形で

ある。埋土は細角礫や黄褐色粘質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物が

混在する。底面の長径は104cm、 短径 55cm、 掘 り込み面からは23cmの深

さである。

人骨 :底面直上より頭位257度の側臥屈葬人骨が出土した。顔面は左下方

を向く。上肢は左右とも肘で強く曲げて、手先を胸に置いている。下肢

は股関節で強く曲げているので、膝が腹の位置にきている。

その他の遺物 :磨石類・刃器各 1が埋土中から出土した。

sⅢ 闘 図 脚 、図Юtt PL"

位置 :L一 F llに ある。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認する。北北西一南南東を主軸とする楕

円形である。埋土は茶褐色粘質ブロックとオリーブ褐色砂質

ブロックおよび円礫を含む褐色土で、炭化物が混在する。底

面の長径 85cm、 短径55cm、 掘 り込み面からの深さは44cmであ

る。

人骨 :底面直上より頭位 154度の仰臥屈葬人骨が出土 した。顔

0 (l:20) 50cm

図104 SHl149人 骨出土状態

0｀ (::20J口 50cm
|ロ

Ｌ
Ｐ

ｕ
卜
ｏ
３

日
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As+g.z^

0      (1:20)     lm

図106 SHl156上面配石、人骨出土状態

面は右下方を向く。上肢は左右 とも肘を緩 く曲げて、手先を下腹部に置いている。下肢は股関節を強く

曲げて膝を右体側に倒している。

その他の遺物 :石鏃・石棒各 1が埋土中から出土した。

SH畑 図 ll■2002、 図Юtt PL狗

位置 :L一 J10に ある。

配石 :図面照合段階で、配石群SHllll南端部の礫から、本址に係ると考えられる礫を抽出し、構成させ

た。南側はSHl189に係る礫との関係ではっきりしないが、その他は長礫の軸を揃えて夫巨形に大きく配

置させている。北東部にある花商岩の立石も本址に伴うものかもしれない。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認する。北東―南西を主軸とする卵形である。埋土は細角礫と茶褐色粘質ブロック
を含む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は90cm、 矩径60cm、 掘り込み面からの深さは25cmで

ある。

人骨 :底面直上より頭蓋骨が 3個、四肢骨・体幹骨についてはおそらく2体分が出土した。 1体分Aの体
幹骨・四肢骨は比較的解剖学的な位置を留めているが、底面北側で下顎を突き出している頭蓋骨は、上

下が逆方向を向いている。南東部にみえる2個の頭蓋骨の内どちらかは、その下から出土した四肢骨に

対応すると考えられるが、いずれにせよ解剖学的位置にない。骨の位置関係から推定すると、まず南東

部にまとまるBないしCが埋葬されていたのを、Aの埋葬時に横へ寄せたと思われる。ただ、Bと Cの
前後関係や、Aの頭蓋骨が捻転している理由については不明である。

その他の遺物 三配石面の立石の横から、中空土偶の頭部が顔面を上に向けて出土しており、その他埋土中
に磨石類 1がある6

時期 :立石の横から出土した土偶が本址に伴うとすれば、V～Ⅵ期に比定される。

Ｂ
一

らゝc》鴻み2年、B
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SH W個 版2、 図Юtt PL"

位置 :L一 Kllに ある。

墓坑 :Ⅲ A層中で確認する。北東一南西を主軸とする楕円形を呈

す。埋土は細角礫や黄褐色粘質ブロックを含む暗褐色土で、炭

化物が混在する。底面の長径は90cm、 短径42cm、 掘 り込み面か

らの深さは24cm。 北東端部に立石がある。

人骨 :底面直上より頭位54度の仰臥人骨が出土した。下半身を欠

損しているため、全体の姿勢は不明である。また頭蓋骨は土圧

によって潰れ、顔面の向きがわからない。

SH‖ 58 (図 版20022、 図108、 PL26)

位置 三L― J7に あり、SHl161 0 1165を 切る。

配石 :図面照合段階で配石群SHllllの 中から、本址に係る可能

性のある長礫を選び出したが、確実性に乏しい。

ｉｂ
ｒ

い
卜
ｏ
３
日

1田

(1:20)

第 2節 遺

|口
   lm

図107 SHl157人骨出土状態

墓坑 三ⅢB層上面で確認する。東西を主軸とする楕円形である。埋土は細角礫や黄褐色粘質ブロックを含

む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は105cm、 短径52cm、 掘り込み面からの深さは28cm。

人骨 三底面直上より頭位270度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔面は左下方を向き、左右の上肢は肘をやや

張りながら曲げて、手先を胸に乗せている。下肢は股関節で90度近 く曲げ、膝を揃えて立てている。右

肩の横に礫が置かれている。

その他の遺物 三人骨の直上から土偶が、また埋土中から石錐が各 1出土した。

S‖ 枷 図 ll■202及 図Юtt PL狗

位置 三L― J5に ある。

配石 :SB577の 張り出し部敷石周辺の配石を精査中、北東一南西方向に 2列 に並ぶ長礫が認められ、長礫

間にはこもて石風の礫が集中している。

墓坑 :SB578の埋土中で確認する。東北東一西南西を主軸とする楕円形。埋土は黄褐色粘質ブロックを含

む暗褐色土で、炭化物や焼土が混在する。底面の長径は105cm、 短径51cm、 検出面からの深さは17cmで

図108 SHl158 0 1161 0 1165人骨出土状態
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図109 SHl160上面配石、人骨出土状態

とは確実である。

ある。

人骨 :底面直上より頭位82

度の仰臥人骨が出土した。

顔面は左下方を向き、左

右の上肢は伸展させてい

る。左下肢は股をやや開

き力目減にし、膝を緩やか

に曲げている。いわゆる

屈葬とは異なり、どちら

かといえばイ申展葬に近い。

人骨の上下に平石がみら

れるが、 これらはSB578

の床面を壊したときに出

てきた敷石を再禾U用 した

ものと思われる。

その他の遺物 :石鏃 1、 打

製石斧 4、 磨石類 1が埋

土中から出土した。

時期 :SB578と の関係から、

Ⅳ期以降に構築されたこ

叩 Ⅲ 図版Z>滋、図Ю釣

位置 :L― J7に ある。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認する。ほぼ南北を主軸とする楕円形である。埋土は黄褐色粘質ブロックを含む暗

褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は110cm、

短径50cm、 検出面からの深さは31cm。

人骨 :底面直上より頭位353度の仰臥屈葬人骨が出土

した。顔面は左下方を向き、右上肢は肘を緩 く曲げ

て手先を下腹部に置き、左は伸展させている。下肢

は股関節をやや強く曲げ膝を揃えて左へ倒している。

膝の横と足先に礫が置かれていた。

その他の遺物 :左の寛骨に接して磨石が、石鏃 1、 磨

石類 2が埋土中から出土した。

SⅢ 限 図 版Z卜 滋、図Htt PL狗

位置 :L-19に ある。

墓坑 三ⅢB層上面で確認する。ほぼ東西を主軸とする

楕円形。埋土は黄褐色粘質ブロックを含む暗褐色土

で、炭化物が混在する。底面の長径は108cm、 短径

一- 120 -一

〕       (I:20)      lr
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図110 SHl162人 骨出土状態
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51cm、 検出面からの深さは37cmである。

人骨 :底面直上より頭位268度の仰臥屈葬人骨が出土した。

顔面は右を向き、右上肢は伸展させ、左は肘をやや強く折

り曲げて手先を胸に置いている。腰を右に捻りながら下肢

は股関節を90度 くらい曲げ膝を揃えて左へ倒している。

時期 :SB1204を切ることから、Ⅳ期以降の構築である。

SⅢ 旧 図 脚 観及 図nk PL"
o      (1:20)      lm

位置 :L-18に ある。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認する。不整楕円形で北西一南東に主  図11l SHl163(A・ B)人骨出土状態

軸をもつ。埋土は黄褐色粘質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面
の長径は108cm、 短

径51cm、 検出面からの深さは17cmである。

人骨 三底面直上より2体分 (A・ B)の人骨が出土した。脊椎や肋骨など体幹骨が識別できるAの上に、A

の四肢骨が乗り、さらにBの四肢骨と頭蓋骨が乗っている。骨の位置関係が複雑なため、埋葬状況の詳

細については、第 2部の形質人類学の項目を参照されたい。

SⅢ 欄 図 ll■20弘 図Ю&PL冽

位置 :L-17に あり、SHl158に切られる。

墓坑 :Ⅲ B層上面に確認する。ほぼ東西を主軸とする楕円形である。埋土は黄褐色粘質ブ
ロックを含む暗

褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は115cm、 短径55cm、 検出面からの深さは25cm。

人骨 :底面直上より頭位262度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔面には無文の鉢形土器大破片を被
せてある。

顔面は右下方を向き、左右の上肢は肘を強く屈曲させて手先を肩に乗せ、下肢は股関節を90度 く
らい曲

げ膝を揃え立てている。なお、本人骨は埋葬姿勢を保ったまま保管してある。

SHl166 (図 版 20022、 図112)

位置 :L-17に ある。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認する。北北東―南南西を主軸とする楕円形。埋土は黄褐色粘質ブ
ロックを含む暗

褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は48cm、 短径25cm、 検出面からの深さは18cmである。な
お、

本址出土人骨は新生児との鑑定を受けているため、この墓坑の規格が乳児墓の基準
の一つとなる。

人骨 三底面直上より頭位193度の仰臥屈葬人骨が出土した。骨の依存状態は極めて悪
いが、顔面は右下方

を向いていたと思われる。左右の上肢は伸展させているが、下肢の状態は不明である。頭蓋骨
の左上と

右横、左上腕骨の左、大腿骨の下に礫が置かれていた。

SHl168(図 版22)

位置 :L一 L9に ある。

墓坑 :SB582の床面精査段階で確認する。ほぼ南北を主軸とする楕円

形。埋土は細角礫を含む黒褐色土で、炭化物が混在する。底面の長

径は85cm、 短径40cm、 検出面からの深さは15cmである。

人骨 :底面の南側より下肢骨片が出土した。

時期 :SB582と の関係から、本址はIV段階以降に比定される。

一- 121 -一
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SHl1722(図版25、 図114)

位置 :L― J8に あり、SH1217を切る。

墓坑 :SHl1721の 人骨精査の際に確認する。北北西―南南東を主軸とする隅丸長方形。埋土はォリーブ褐

色砂質ブロックを含む褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径は103cm、 短径42cmである。

人骨 :底面直上より骨盤の一部のみ出土する。

SHl174 (図 版 20、 図115)

位置 :L一 L9にあり、SHl179に切られる。
配石 :配石群SHllllの礫を除いて掘 り下げている段階で、すでに頭骨お

よび右上腕骨が出土する。付近は遺構の切 り合いが多く、しかもそれら

はSB582の埋土中に構築されているため、落ち込みの検出は極めて困難

であった。のちに図面照合の結果、SHllllを構成する礫の一部が、本

址に直接係る配石であることを確認した。硬砂岩・花商岩の長礫を楕円

形に配置させた中に、砂岩平石等を充損している。西部の硬砂岩長礫は

立石であった可能性がある。

墓坑 :西南西―東北東を主軸とする楕円形で、底面での長径は100cm、 短

径51cm、 掘 り込み面からの深さは26cmである。傾斜に逆らって底面のレ

ベルを揃えている。ただし水平ではなく、中央部は緩やかな凹みをもつ。

人骨 :底面直上より頭位259度の仰臥屈葬人骨が出土した。風化により骨

質は脆 くなっているが、ほぼ全体形を観察できる。顔はやや左下を向き、

上肢は左右とも肘で弱く曲げて手先を腰の上に乗せている。下肢は左右

SHl1721(図版20022、 図113、 PL27)

位置 :L― J8に あり、SHl199を切る。

墓坑 三ⅢB層上面で確認する。ほぼ東西を主軸とJ

する長楕円形。埋土は黄褐色粘質ブロックを含

む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面の長径

は118cm、 短新登:70cm、  検出面からの深さは36cm。

人骨 :底面直上より頭位258度の仰臥人骨が出土

した。顔面は右下方を向き、左右の上肢は伸展

させている。右下肢は股を開き加減にして膝を

緩 く曲げている。左も同様であろう。肋骨の上

にはイノシシの下顎大歯で作られた首飾 りと思

われる装身具を乗せており、右の手首にも牙製

腕輪が装着されていた。

その他の遺物 :埋土中から打製石斧 1が出土した。

なお、本人骨は埋葬姿勢を保ったまま保管して

ある。

時期 :SH1204よ り新しいことから、IV期以降の

構築と思われる。
陣0  に身) 1
図113 SHl1721人 骨出土状態

0 (1:20) 50cm

図114 SHl1722人 骨出土状態
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o      (1:20)     lm

図115 SHl174 0 1177 0 1179上面配石、人骨出土状態

lm

入骨出土状態図116 SHl176上面配石、ノ

ーー 123 -

とも膝で強く

曲げて左に倒

している。

その他の遺物 :

埋土中から磨

石類・土器片

円板各 1が出

土した。

時期 :SB582の

埋土上面に造

られているの

でIV期以降で

あろう。

(図 版 20021、

図116、 PL28)

位置 :L一 J6

o       (1:20)

／
ヽ
´

S H 1174

s H l177
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第 3章 縄文時代

にあり、SHl181を切る。

配石 :発掘調査段階では、HD層下部で検出された配石群SHllllに 係る礫として調査を行なっていた。
この遺構は、配石を除去したあとの精査ならびに先行 トレンチでは、下部の落ち込みが明確でないため、

土坑はないと判断していた。一方、SB580精査時に出土した人骨およびその南辺の石列については、明

確な掘 り込みが確認できないままSHl176と してイ固別に調査していた。図面を照合tた ところ、SHllll
下からSHl176ま での間、後者に伴う配石や墓坑の掘 り込みが認められないことに加え、他遺構の介在

もみられないことから、両者を一体 と考えるに至った。配石は、花商岩・硬砂岩で円形に配列され、内

部に硬砂岩・砂岩長礫が置かれている。南西部には円形配列から飛び出した硬砂岩長礫がある。これは

立石であった可能性が高い。

墓坑 :平面は、人骨および南辺の石列から判断して北東―南西に長軸をもつ楕円形と推定される。底面の

長径は80cm、 短径40cm、 検出面からの深さ30cmである。

人骨 :底面直上より頭位223度の仰臥人骨が出土した。顔は正面を向き、上肢は左右とも肘で弱 く曲げて

手先を肩の上に乗せている。下肢は左右 とも膝で曲げて右に倒している。被葬者の右側面壁際に礫が並

べられている。

その他の遺物 :石鏃・打製石斧 1が出土している。

SHl177 (図 版 20022、 図115)

位置 :L― L9に あり、SHl179に切られる。

配石 :図面照会の結果、SHllllを構成する礫の一部が、本址に直接係る配石であることを確認した。

墓坑 :SB582の埋土中で確認する。楕円形で主軸はほぼ東西を向く。底面での長径は84cm、 短径 51cm、 掘

り込み面からの深さは19cmである。

人骨 :底面直上より頭位246度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔面はやや右を向き、右上肢は肘で緩やかに

曲げて手先を下腹部に置いている。左は前腕部を欠くため不明である。下肢は左右とも股関節を強く屈

曲させて、膝を右体側に置いている。

その他の遺物 三埋土中から打製石斧・磨石類各 1が出土した。

時期 :SB582の埋土上面に造られているのでIV期以降であろう。

I SHl178 1(図 版 20022、 図117)

位置 三L― K8に あり、SHl180に切られる。

配石 三配石群SHllllを構成する礫の中で、本址の南西端部に転がる長礫は、本址に伴う立石であった可

能性がある。

墓坑 :SHl180の 人骨取 り上げ中に下肢骨が出土し、続 く検出作業によって頭骨および左右上腕骨が出土

した。付近は遺構の切 り合いが多く、それらはSB582の 埋土中に構築されているため、落ち込みの検出

は極めて困難であった。肋骨以下はSHl180取 り上げ時に破損する。楕円形で主軸は南西丁JL東 を向く。

底面の長径は推定で80cm、 短径40cm、 深さは30cm。

人骨 :底面直上より頭位232度の仰臥人骨が出土した。現場での観察により、上肢は左右 とも肘で直角に

曲げ、胸または腹部の上に乗せている。顔は右横を向く。下肢の状態は不明である。

時期 :SB582の埋土上面に造られているのでIV期以降であろう。

SⅢ削 個脚 祀及 図HD
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o      (l:20)     im

図117 SHl178 0 1180上面配石、人骨出土状態

位置 :L― L8に あり、SHl174 0 1177を切る

配石 三図面照合段階に、配石群SHllllを構成する礫の中から、本址に係る可能性の高い礫 を選別 した。

北西側の軸を南北にした礫は動いているとすると、全体 を矩形に囲った中を拳大の礫で充損 している。

墓坑 :SB582の埋土中で確認された。平面は楕円形で、主軸は東西を向 く。底面の長径は推定で95cm、 短

径 45cm、 検出面からの深さは26cmである。

人骨 :底面直上より頭位246度の仰臥屈葬人骨が出土した。頭蓋骨は頚椎からはずれて動いてお り、正確

な向きがわからない。上肢は左右とも肘を緩やかに曲げて、手先を下腹部に置いている。右の下肢は股

関節を強 く屈曲させ膝は右体側にある。左は股関節で曲げ、膝で折り返して踵を寛骨付近にもってきて

いる。人骨上部で砂岩・花同岩の角礫が 5個出土した。

時期 :SHl174 0 1177 0 1180と 同じく、SB582の埋土上面に造られているので、Ⅳ期以降であることは間

違いない。

SHl180 (図版20022、 図117、 PL28)

位置 :L― L8にあり、SHl178を切る。

配石 :図面照合段階に、配石群SHllllを構成する礫の中から、本址に係る可能性の高い礫を選別した。

北西部に硬砂岩の立石があり、基部は人骨を痛めていないから、埋葬前に設置されたものと考えられる。

墓坑 :SB582の埋土中で確認された。平面はほぼ円形。底面の直径は95cm、 検出面からの深さは25cmであ

る。

人骨 :底面直上より最低でも5体分が出土した。長骨を意識的に矩形に配置した、いわゆる盤状集積の類

S H l178

H l180
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図118 SHl181人骨出土状態

80cmに も達 してしまうこと等から、本址に直接伴う配石か否かにわかに判断できない。

墓坑 :SHllllの礫を除いて掘 り下げ、約50cmでほぼ全身の骨格を残す人骨が出土した。付近はSB583の

埋土中で、土器片や炭化物が多く、落ち込みの検出は困難であった。楕円形で主軸は北東―南西を向く。

底面の長径は110cm、 短径65cm、 検出面からの深さは32cmである。底面壁際の人骨周囲には、まばらに

拳大の礫を配している。

人骨 :底面直上より頭位224度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔はほぼ正面を向き、上肢は左右ともまっす

ぐ伸ばしている。下肢骨は左右 とも膝で曲げて右に倒している。右手指骨の先が右大腿骨の下になって

おり、また左尺骨も左寛骨の下になっていることから、姿勢は土坑埋葬時に最終決定されていることが

わかる。

その他の遺物 三埋土中から打製石斧 2、 磨石類 1が出土した。

SHl182(図 版 22、 図119)

位置 :L― L9に ある。

墓坑 三SB582の埋土中で確認された。楕円形で主軸は東西を向く。底面

の長径は107cm、 短径61cm、 検出面からの深さは20cmである。

人骨 :底面直上より2体分が出土した。東頭位のAは上肢を伸展させ、

股を開いて膝を緩 く曲げている。西頭位のBは頭蓋骨のみのため、姿

勢については不明である。

その他の遺物 :土錘・打製石斧・刃器各 1が埋土中から出土した。

時期 :SHl174同 様にⅣ期以降の構築であろう。

SHl183 (図版 22)

第 3章 縄文時代

0       (1:20)      lr

0 (1:20)50cm

図119 SHl182人骨出土状態

にあたる。埋葬状態についての詳細

は第 2部に譲る。

時其月:SHl174 0 1177～ 1179と ともに、

いずれもSB582の埋土上面に造られ

ていることから、Ⅳ期以降に比定さ

れる。

SHl181(図 版 20022、 図 118、 PL29)

位置 :L― J7に あり、SHl176に 切

られる。

配石 :図面照合により、SHllllを 構

成する礫の一部が、本址に係る配石

である可能性を残す。その際、立石

は下肢骨の上部に位置する。ただし、

配石が土坑の落ち込みと一致しない

こと、礫と土坑底面のレベル差が約

位置 :L― L9に あり、SHl168に切られる。

墓坑 :SB582の埋土中で確認された。平面は卵形で主軸はほぼ南北を向
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いている。底面の長径

75cm、 短径 57cm、 検出

面からの深さは30cmで

|あ る。

人骨 三底面南寄りから頭

蓋骨の破片および上腕

骨が出土した。

その他の遺物 :埋土中か

ら石鏃・打製石斧・丸

石が各 1、 磨石類 2が

出土した。

時期 :SHl174 0 1182な

どと同様にIV期以降に

比定される。

H l185

H l184

o       (1:20)     im

SHl184(図 版 26、 図 図120 SHl184 0 1185人骨出土状態

120、 PL29)

位置 三L― K7に あり、SH1216を切る。

墓坑 三ほぼ東西を主軸とする楕円形である。底面での長径143cm、 短径 67cm、 検出面からの深さは22cm。

頭骨の下に粘板岩の平石を置き、底面南壁際には砂岩を主体とする角礫を配している。

人骨 三底面直上より頭位242度の右側臥屈葬人骨が出土した。右上肢はまっす ぐ伸ばして股の間に扶み込

み、左は肘で直角に曲げ前方につき出している。下肢は左右とも膝をつき出して直角に曲げている。調

査時には、頭位および人骨の出土レベルの近似性から、SHl185と 密接な関係があると思われたが、本

址の被葬者は、1185に背を向ける姿勢をとるため、両者の関係については検討が必要である。

その他の遺物 :埋土中より石鏃・打製石斧各 1が出土した。

「
SⅢ Ⅲ  I図 版ん、図2供 PL勅

位置 三L一 K7に ある。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認する。楕円形で主軸は北

東―南西を向く。底面の長径69cm、 短径は29cmt

検出面からの深さは18cmである。

人骨 三底面直上から頭位232度の仰臥屈葬人骨が

出土した。顔面は右下方を向き、上肢は左右と

も伸展しているようである。下肢は股関節を曲

げて右に倒している。

その他の遺物 三埋土中より打製石斧 2、 石鏃・石

錐・小形土器各 1が出土した。

SⅢ Ⅲ 図 版2、 図2⊃

④

＼ Q、

位置 :L一 M10に あり、SHl187切 る。
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墓坑 :Ⅲ B層上面で確認する。楕円形で主軸は北東―南西を向く。底面の長径は80cm、 短径は50cm、 検出

面からの深さは25cm。 埋土は細角礫と茶褐色粘質ブロックを含む褐色土で、炭化物が混在する。

人骨 :底面直上から頭位247度の左側臥屈葬人骨が出土した。顔面は右を向き、右上肢は肘を張りながら

強く曲げ、手先を肩に置いている。左も前腕部を欠いているが、手先は肩に置いていたようである。下

肢は股関節を直角に曲げて膝を左に倒している。

その他の遺物 :埋土中より石鏃・打製石斧各 1が出土した。

時期 :SB566に切られているので、V期以前の構築であろう。

SHl187 (図版22)

位置 :L― M10に あり、SHl186に切られる。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認する。平面は楕円形で、主軸は北東―南西を向く。底面の長径は115cm、 短径は

67cm、 検出面からの深さは45cmである。

人骨 :底面直上から2体分が出土したが、各部位は解剖学的な位置にない。

その他の遺物 :埋土中から石鏃・打製石斧各 1が出土した。

時期 :SHl186と 同じくSB566に切 られるか ら、 V期
以前に構築されている。

SHl188 (図版20022、 図122)

位置 :L― M10に ある。

配石 三SB582周 辺の精査段階で確認する。拳大の礫を

集めてある程度で、特に定形をなすわけではない。

墓坑 :配石面で確認された。楕円形で主軸は北東―南

西を向く。底面の長径は90cm、 短径は55cm、 検出面

からの深さは25cmである。

人骨 :底面直上から頭位47度の仰臥屈葬人骨が出土し

た。顔面は左を向き、上肢は左右とも肘を張りなが

ら約90度強曲げ、手先を胸に置いている。下肢は股

関節を直角に曲げて膝を左に倒しているらしい。

その他の遺物 :埋土中より石鏃・打製石斧・磨石各 1

が出土した。

時期 :SB582を切っているから、Ⅳ期以降の構築 と思

われる。

0       (::20)

図122 SHl188上面配石、人骨出土状態

A549.2m
SⅢ ‖9図 版

"、
図2&PL翔

位置 :L― J llに ある。

墓坑 :Ⅲ B層上面で確認された。楕円形で主軸はほぼ

東西を向く。底面の長径は93cm、 短径は43cm、 検出

面からの深さは23cm。

人骨 三底面直上から頭位262度の仰臥屈葬人骨が出土

した。頭蓋骨には鉢形土器の大破片が被せられてい

Ｂ
一

図123 SHl189人骨出土状態
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る。顔面は下方を向き、上肢は左右 とも肘を強 く屈曲させ

て、手先を肩に置いている。下肢は股関節を強 く折 り曲げ

て、膝を右体側に置いている。

その他の遺物 :上記鉢形土器のほか埋土中より石鏃・石錐各 1

が出土した。

時期 :頭蓋骨に被せられた土器からⅣ段階としてよいだろう。

SHl190(図 版 26、 図124)

位置 :L一 L llに ある。

墓坑 :SB567の床面精査段階で確認された。南西倶Jは撹乱を受

けているが、おそらく平面は楕円形で、主軸は北東一南西を

向く。底面の長径は不明、短径47cm、 検出面からは40cmの 深

さである。

人骨 :底面直上から頭位229度の仰臥屈葬人骨が出土した。頭

第 2節 遺

im

図124 SHl190人骨出土状態

蓋骨は欠損しており、しかも上半身は下半身より低いレベルにある。左上肢は肘を強く屈曲させて、手

先を肩に置いているが、右はわからない。下肢は股関節を強く折り曲げて、膝を右体側に置いている。

時期 三SB567の床面を破壊していることから、Ⅲ期以降の構築と思われる。

SHl191(図 版 26、 図125)

位置 三L― K8に あり、SH1218を切る。

墓坑 三SB580の床面精査段階で、頭骨および下肢骨が出土する。付近は、SB580埋土中で土器片や炭化物

が多く、落ち込みの検出は困難であった。南西一北東を主軸とする卵形で、底面の長径は91cm、 短径は

55cm、 検出面からの深さは17cmである。傾斜に逆らい底面のレベルを揃えている。

人骨 三底面直上より頭位229度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔は左やや下を向き、上肢は左右 とも肘で強

く曲げ手先を胸上部に乗せている。下肢骨は左右とも膝で曲げて左に倒している。なお(人骨はウレタ

ン梱包後に搬送する際破損し、体部中央から左上肢にかけて損壊する。

その他の遺物 三埋土中より磨石類・小形土器各 1点が出

土した。

時期 :上面はSB582に 壊されていることから、Ⅳ期以前

の構築 と思われる。

SⅢ W個 版%、 図20

位置 :L― K8に あり、SHl193に切られる。

墓坑 三Ⅲ C層上面で、硬砂岩を主体 とする礫の散在、お

よび炭化物が混在する黒褐色粘質土の落ち込みを検出

する。西南西丁東北東を主軸とする楕円形で、底面で

の長径は112cm、 短径 62cm、 検出面からは17cmの 深さ

である。急傾斜地に造りながらも底面のレベルは水平

であった。

人骨 :底面直上より頭位245度の仰臥屈葬人骨が出土し

ＬＦ
Ｑ卜０ふ
日

- 129 -一

図125 SHl191人 骨出土状態



第 3章 縄文時代

図127 SHl195人骨出土状態

口
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0       (l:20)      im

図126 SHl192 0 1193人骨出土状態

た。顔は右やや下向き、上肢は左右ともやや開きぎみにまっすぐ伸ばす。下肢骨はSHl180取 り上げの

際破損したが、右大腿骨の方向から判断して、左右とも膝で曲げて右に倒している。

その他の遺物 :埋土中より石鏃・打製石斧各 1と磨石類 2が出土した。

SⅢ Ⅲ 個 版%、 図2供 PL羽

位置 三L― K8にあり、SHl192を切る。

墓坑 :Ⅲ C層上面で確認する。楕円形で西南西―東北東に主軸をもつ。底面での長径は77cm、 短径41cm、

検出面からの深さは16cmである。

人骨 :底面直上より頭位248度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔は左下方を向き、上肢は左右 とも伸展させ

ている。下肢骨は股関節を90度弱曲げてやや左に傾きながらも立てている。上腕骨の左右および下肢骨

の下に礫が置かれていた。

その他の遺物 :左寛骨に密着してイノシシの下顎大歯 (おそらく何か

の装身具であろう)が出土したほか、埋土中からの石鏃 1がある。

時期 :SHl191～ 1193の上面はSB582に 壊されていることから、IV期

以前の構築と思われる。

SⅢ Ⅲ 個 版Z、 図2つ

位置 :L― 14に あり、SHl143に切られる。

墓坑 :SHl143の 人骨取り上げ後に確認する。南側を大きくSHl143に

破壊されているが、平面はおそらく楕円形で、北東―南西に主軸も

つ。底面での長径は77cm、 検出面からの深さは22cmである。

人骨 三底面直上より頭位28度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔は左下方

を向き、左上肢は伸展させている。右上肢および下肢骨は欠損して

H i192

: ')
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いてわからない:

時期 :Ⅲ期のSB578を 壊し、SHl143に切られていることから、Ⅳ期～V期までの間の構築 と考えられる。

SHl198(図 版26)

位置 :L一 M10に あり、SH1203を切る。

墓坑 :SB580の埋土中で確認する。楕円形で北東一南西に主軸もつ。底面での長径は92cm、 短径35cm、 検

出面からの深さは18cmである。

人骨 三底面直上よりほぼ 1体分が出土した。南西側に頭蓋骨、その東に体幹骨、さらに下肢骨と続くが、

いずれも砕片化しており、埋葬姿勢などはわからない。

その他の遺物 三石鏃 2が埋土中から出土した。

時期 :SB582よ り古 く、SB580よ り新しいのだから、 I期～Ⅳ期までの間に比定される。

SHl199(図 版 22、 図128、 PL30)

位置 :L一 18に ある。SH1204を切 り、SHl1721に切られる。

墓坑 :Ⅲ D層に炭化物および細砂・円礫混じりの褐色粘質土の落ち込みを確

認する。西南西一東北東を主軸とする楕円形で、底面での長径は98cm、 短

径52cm、 検出面からの深さは23cm。 傾斜地にあわせて底面もいくぶん傾斜

がある。

人骨 :底面直上より頭位260度の仰臥屈葬人骨が出土した。頭骨の破損が著

しいものの、全体の骨質は堅固で残存状態は比較的良好である。顔は左や

や下を向き、右上肢はまっす ぐ伸ばし、左上肢は肘で折 り曲げ手先を顔の

左横に置いている。下肢骨は左右 とも膝で曲げて左に倒している。頭頂部

に密着している硬砂岩の円礫は、埋葬施設の一部と考えたい。

時期 :SH1204よ り新しいことから、Ⅳ期以降に比定される。

ζH1200(図版26、 図129、 PL30) 図128 SHl199人骨出土状態

位置 :L一 L9に あり、SH1201を切る。

墓坑 :SB580の埋土中で確認する。埋土は細角礫 と茶褐色

粘質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物を混在する。北

東一南西を主軸とする楕円形で、底面での長径は87cm、

短径57cm、 検出面からの深さは37cmである。

人骨 :底面直上より頭位247度 の仰臥屈葬人骨が出土し

た。顔面は左やや下を向き、左上肢はまっす ぐ伸ばして

いるが、右はわからない。下肢骨は左右とも膝:を 曲げて

左に倒している。

その他の遺物 :埋土中から打製石斧 1が出土した。

時期 :SB582よ り古く、SB580よ り新しいので I～Ⅳ期間

の構築 といえる。

0 (1:20)50cm

0  (1:20)~~50誦
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図130 SH1201人骨出土状態

は右体側へ、左膝は腹部に置いている。

時期 :SH1200と 同じく、SB582よ り古 く

SH1201(図 版 26、 図 130、 PL30)

位置 三L― L9に あり、SH1201に 切られ、1228を 切
る。

墓坑 :SH1201の精査段階で確認する。埋土は細角礫

と茶褐色粘質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物を

混在する。SH1200と の埋土差はわずかで、識別が

難しかった。北東―南西を主軸とする楕円形で、底

面での長径は91cm、 短径60cm、 検出面からの深さは

47cm。

人骨 :底面直上 より頭位 240度の仰臥屈葬人骨が出土

した。顔面は左やや下を向き、左右の上肢は肘で緩

く曲げて、手先を下腹部に置いている。下肢骨は左

右 とも股関節を強 く曲げて、股を開き気味に、右膝

SB580よ り新しいから、 I期～Ⅳ期までの間に構築されている。

SH1202(図 版 25、 図 131、 PL30)

位置 :L一 H4に ある。

墓坑 :V層上面で確認する。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックを含む暗褐色土で、

面は円形。底面での直径は48cm、 検出面からの深さは13cmである。

人骨 :底面直上より2体分が出土した。人骨は解剖学的な位置を留めていないが、

的整然と並べられている。埋葬状況の詳細については第 2部の形質人類学の項目

炭化物を混在する。平

四肢骨や頭蓋骨は比較

を参照されたい。

SH1203(図 版 26)

位置 :L一 M10に あり、SHl198に切られる。

墓坑 :SB580の埋土中で確認する。埋土は細角礫と茶褐色粘質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物を混在

する。楕円形で主軸は北西―南東を向く。底面での長径は113cm、 短径50cm、 検出面からの深さは15cm。

人骨 :底面の南東寄 りから下肢骨が出土した。左右 とも股関節を90度近 く曲げて、右に倒しており、状況

から仰臥屈葬人骨であると思われる。

その他の遺物 :埋土中から石鏃・打製石斧・磨

石類各 1が出土した。

時期 :SHl198同様、 I期 ～Ⅳ期までの間に構

築されている。

SH1204(図 版 22、 図 132、 PL30)

202

位置 :L― 19に あり、SHl162 0 1199に 切ら

れる。

墓坑 :SB580の埋土中で確認する。埋土は細角

礫と茶褐色粘質ブロックを含む暗褐色土で、

炭化物を混在する。楕円形で主軸が北西―南

im lロ

S H 1207

0      (1:20)   
‐
  lm

図131 SH1202 0 1207人骨出土状態

一- 132 -―



第 2節 遺

東を向く。底面での長径は114cm、 短径 52cm、 検出面

からの深さは31cm。

人骨 三底面直上から頭位334度の仰臥屈葬人骨が出土し

た。頭蓋骨には破砕した土器片が被せられており、顔

面は下方を向いていた。左右の上肢は伸展させ、下肢

は股関節を90度近 く曲げて、膝を立てている。下腹部

の上に 4個の礫が乗せられているほか、頭蓋骨の下や

足骨の下に礫が置かれている。

その他の遺物 :甕被 りの土器が 1′点出土した。

時期 三上記土器はIV期に比定されるので同時期としてよ

いであろう。

SH1205 (図版26)

日

く |

(1:20)
く

|

0
位置 :L― K9にある。

墓坑 :SB580の埋土中で確認する。埋土は茶褐色粘質ブ

ロックとオリーブ褐色砂質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物を混在する。楕円形で主軸は北北東一南

南西を向く。底面での長径は86cm、 短径50cm、 検出面からの深さは40cm。

人骨 :底面の東寄 りから下肢骨が出土した。

その他の遺物 :埋土中から磨石類 2が出土した。

時期 :SB580よ りは新しいから、 I期以降構築されたものである。

SH1206(図 版 26、 図133)

位置 三L― K6にあり、SH1215に切られる。

墓坑 三SB583の埋土中で確認する。埋土は細角礫と茶褐色粘質ブロックを含む暗褐色土で、炭化物を混在

する。楕円形で、主軸は東北東一西南西を向く。底面での長径は115cm、 短径64cm、 検出面からの深さ

は35cmを測る。

人骨 三底面直上から頭位 253度の仰臥屈葬人骨が出土した。顔面は左下

方を向き、左右の上肢は伸展させている。下肢は股関節を90度近 く曲

げて、膝 を右に倒 している。頭蓋骨の下、上肢の両側、足下に礫が置

かれているほか、左上腕骨の左下から炭化材が出土している。

その他の遺物 :埋土中か らは石鏃・打製石斧各 1と 磨石類 4が出土 し

た。

時期 :SB583と SH1215と の関係から、Ⅲ期～Ⅳ期 までの間に構築され

たものである。

SH1207(図 版 25、 図131)

位置 :L― H4に あり、SK3219に切られる。

墓坑 :V層上面で確認する。埋土はォリーブ褐色粘質ブロックを含む暗

褐色土で、炭化物を混在する。北側は撹乱を受けているため全体形は

はっきりしないが、おそらく楕円形で、主軸は北西一南東を向く。底

図132 SH1204人 骨出土状態

0 (1:20) 1而
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図133 SH1206人 骨出土状態
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面での短径 42cm、 検出面からの深さは20cmである。

人骨 :底面直上から頭位 136度の仰臥屈葬人骨が出

土 した。下半身は撹乱の結果欠損してお り不明だ

が、顔面は右下方を向き、左右の上肢はおそらく

肘 を張 りながら軽 く曲げて、手先を下腹部に置い

ている。

SH1208(図 版 26、 図 134、 PL30)

位置 :L一 J9に ある。

墓坑 三V層上面で精査を行なったところ、小円礫・

炭化物を混在する砂質土の落ち込みを検出する。

主軸が西南西一東北東の楕円形で、底面での長径

142cm、 短径 65cm、 検出面からの深さは23cmを 測

る。底面は平坦である。

人骨 :底面直上から頭位247度の仰臥人骨が出土し

た。頭骨はほぼ正面を向き、上肢は左右 ともやや
0      (I:20)     im

「
1 1 1 1 1      J  開き加減ながらイ申ばして体側につける。下肢は、

図134 SH1208人骨出土状態        左右 とも膝を緩 く曲げるが、全体にはイ申ばしてい
るといえる。左手首にイノシシ牙製の腕輪を着装している。本址の人骨は頭位方向・埋葬姿勢や装身具

をもつことから、約 2m北で検出されたSHl172出土人骨と極めて近似している。関連性を注視 したい。
の他の遺物 :上記腕輪のほか、埋土中より石鏃・打製石斧・磨石類各 1が出土した。

SⅢ 川1個 版あ、図Btt PL鋤

位置 :L― 15にあり、SB581の炉に切られる。

墓坑 :SB581の床面精査段階で確認された。主軸が北東―南西の楕円形。埋土はォリーブ褐色砂質ブロッ

クが混在した褐色土で、炭化物や焼土が混在する。底面での長径88cm、 短径60cm、 検出面からの深さは

16cmを測る。

人骨 :底面直上から頭位30度の仰臥屈葬人骨が出土した。頭骨は下方を向き、上肢は左右とも肘でやや強

く曲げて、手先を胸に置いている。下肢は股を開きながら股関節で強く曲げ、左右の膝をそれぞれの肘

付近に置いている。

時期 :SB581と の関係から、本址はⅢ期以前に構築されている。

SH劉 2図 b251

0 (1:20)50cm

図135 SH1211人骨出土状態

位置 :L― 16に あり、SB581の 炉に切られる。

墓坑 :SB581の床面精査段階で確認された。主軸が東北東―西南西の楕円形。

埋土はォリーブ褐色砂質ブロックが混在した褐色土で、炭化物や焼土が混在

する。底面での長径85cm、 短径55cm、 検出面からの深さは24cmを測る。

人骨 :底面の北東端部から頭蓋骨の骨片が出土した。

時期 i SB581と の関係からⅢ期以前に構築されている。

に
ド
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SH1213 (図 版 25)

位置 ;L一 16に あり、SH1212お よび1214に切られる。

墓坑 :SB581の床面精査段階で確認された。主軸が北東一南西の不整卵形。埋土は円礫やオリー
ブ褐色砂

質ブロックが混在した褐色土で、炭化物が混在する。底面での長径126cm、 短径
68cm、 検出面からの深

さは27cmを 測る。

人骨 :底面の北東端部から頭蓋骨の骨片が出土した。

時期 :SB581と の関係からⅢ期以前に構築されている。

SⅢ 劉4図 版
"

位置 :L一 16に あり、SH1213を切る。

墓坑 :SB581の床面精査段階で確認された。主軸がほぼ東西の楕円

形。埋土はオリーブ褐色砂質ブロックが混在した褐色土で、礫や炭

化物が混在する。底面での長径 103cm、 短径 59cm、 検出面から16cm

の深さを測る。

その他の遺物 :底面のやや東寄 りから、外面を上にした土器の大破片

が出土した。

時期 :底面出土土器から、ⅡないしⅢ期に比定される。

SHl'15 (図版26、 図136、 PL31)

位置 三L一 J7に あり、SH1206を切る。

墓坑 :SB583の床面精査段階で確認された。主軸が北東一南西の楕円

形。埋土はオリーブ褐色砂質ブロックが混在 した褐色土で、礫や炭

化物が混在する。底面での長径 127cm、 短径61cm、 検出面か

らの深さは30cmを測る。

人骨 :底面直上から頭位37度の仰臥屈葬人骨が出土した。頭蓋

骨には鉢形土器 2個体が重ねて被せられている。顔面は左を

向き、上肢は左右とも肘でやや強く曲げて、手先を胸に置い

ている。下肢は、股関節で約90度曲げて、膝を立てている。

その他の遺物 :顔面に直接被せられていた土器は鉢の胴下半部

で、さらにその上にほぼ完形の鉢を乗せてあった。

時期 :被せ られていた土器から、本址はⅣ期に構築されている。

SⅢ 四6図 版%、 図切

位置 :L一 K7に あり、SHl184 0 1185に切 られる。

墓坑 三SHl184 0 1185の 精査段階で確認された。主軸が北東一

南西の楕円形。埋土はオリーブ褐色砂質ブロックが混在 した

褐色土で、炭化物が混在する。底面での長径は131cm、 短径

は77cm、 検出面から22cmの深さを測る。

人骨 三底面直上から頭位251度の仰臥屈葬人骨が上半身だけ出

土した。顔面は右下方を向き、上肢は左右ともおそらく肘を

o (1:20) 50cm

図136 SH1215人 骨出土状態

o       (1:20)  
・   lm
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やや強 く曲げて、手先を胸に置いている。

時期 :SHl184 0 1185よ り古いのだから、本址もⅣ期以前に構築されている。

SH1217 (図版 26、 図138)

0 (1:20)50cm

図138 SH1217人骨出土状態

位置 :L― J8に あり、SHl1722に切られる。

墓坑 :V層上面で確認された。主軸が北北西―南南東の楕円形。埋土はォ

リーブ褐色砂質ブロックが混在した褐色土で、炭化物が混在する。底面

での長径95cm、 短径49cm、 検出面からの深さは23cmを測る。

人骨 :底面直上から頭位338度の仰臥屈葬人骨が左半身だけ出土した。右

半身はSHl1722構築に伴って欠損したと思われる。頭蓋骨には土器が被

せられていた。顔面の向きは不明。左上肢は伸展させ、下肢は股関節で

曲げて、膝を左に倒している。

その他の導物 :埋土中から石鏃 2が出上した。顔を覆っていた土器は、深

鉢の胴下半部である。

時期 :被せられていた土器から、Ⅱ期に比定される。

SH1221 (図 版 26)

位置 :L― L10に ある。

墓坑 :V層上面で確認された。主軸が北西―南束の卵形。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックが混在した褐
色土で、底面での長径 107cm、 短径75cm、 検出面からの深さは30cmを測る。

その他の遺物 :底面の南東寄 りから骨片が出土した。

時期 :SB580と の関係から I期に比定されよう。

SH1222 (図 版 26)

位置 :L一M9にある。
墓坑 三V層上面で確認された。主軸が南北の卵形。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックが混在した褐色土で

ある。底面での長径135cm、 短径95cm、 検出面からの深さは20cmを測る。

その他の遺物 :底面直上から骨片が、埋土中から磨石類 1が出土した。

時期 三SB580と の関係から、 I期に比定されよう。

LSⅢ 241個 b261
位置 :L― L9に あり、SB580の炉に切られる。

墓坑 :SB580の床面精査段階で確認された。主軸が東北東―西南西の隅丸長方形。埋土はォリーブ褐色砂

質ブロックが混在した褐色土で、炭化物と焼土が混在する。底面での長径 139cm、 短径63cm、 検出面か

らの深さは33cmを測る。

その他の遺物 :埋土中から打製石斧・磨石類各 1が出土した。

時期 :SB580と の関係から、本址は I期に比定されよう。

SH1228 (図 版 26、  図 139、  PL31)

位置 :L― L9に ある。SH1200 0 1201に切られ、1229を切る。
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墓坑 :SH1201の精査段階で確認された。主軸が東西の隅

丸長方形。埋土はオリーブ褐色砂質ブロックが混在した

褐色土で、炭化物が混在する。底面での長径 116cm、 短

径47cm、 検出面からの深さは30cmを 測る。

人骨 :床面直上から頭位272度 の仰臥屈葬人骨が出土し

た。頭蓋骨には土器が被せられている。顔面は左下方を

向き、右上肢は肘を強く曲げて、手先を肩に置き、左は

伸展させている。下肢は左右 とも股関節を強く屈曲させ

て、膝をやや開き気味に腹部へ置いている。足骨の東側

壁際には砂岩の巨礫が置かれていた。

その他の遺物 :頭蓋骨に被せられていた土器は、深鉢の胴

下半部である。

時期 :土器から考えて、本址はⅢ期に構築されている。

SH1229 (図肪126)

位置 :L一 L9に あり、1228に切 られる。

墓坑 三SH1228の 精査段階で確認された。主軸がほぼ南北

日

く
|

0 (i:20)

図139 SH1228人 骨出土状態

の楕円形。埋土は円礫とオリーブ褐色砂質ブロックが混在した褐色土で、炭化物
が混在する。底面での

長径75cm、 短径48cm、 検出面からは30cmの深さを測る。

時期 :SH1228と の関係から、本址はⅢ期ないしはそれ以前に構築されて
いる。

SH1230(図 版 25)

位置 :L一 H4に ある。

墓坑 :V層上面で確認された。主軸が北北西一南南東の楕円形。埋土は円礫とオリーブ褐色砂質ブ
ロック

が混在した褐色土で、炭化物が混在する。底面での長径78cm、 短径40cm、 検出面から
の深さは33cm。

人骨 :床面の北寄 りから下肢骨と思われる長骨が出土した。

その他の遺物 :埋土中から刃器 2が出土した。

時期 :SB581の床面を壊しているから、Ⅲ期以前に構築されている。

SH1232 (図 版 25)

位置 ;L一 H3に ある。

墓坑 三ⅢB層上面で確認された。主軸が北西一南東の隅丸長方形。埋土は細角礫と茶褐色粘質
ブロックを

含む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面での長径118cm、 短径60cm、 検出面から
の深さは30cmを 測る。

その他の遺物 :底面の北西寄 りから口縁を下にした鉢形土器が出土し、その下には頭蓋骨と思わ
れる骨片

がみられた。

時期 :頭蓋骨に被せられていたと考えられる土器から、本址の構築時期はⅢ期に比定される。

SH1233 (図 版 21、  図 140、  PL31)

位置 :L一 Hlに ある。

墓坑 :SB598の埋土中で確認された。主軸が北東一南西の楕円形。埋土は細角礫を含む黒褐色粘質
土で、
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SH1236 (図 版 21)

位置 :L― L4に ある。

墓坑 :SB599の埋土上面で確認された。主軸が東西の楕円形。埋土は細角礫と茶褐色粘質ブロックを含む

暗褐色土で、炭化物が混在する。底面での長径70cm、 短径38cm、 検出面からの深さは16cmを測る。

その他の遺物 :底面直上から骨片が出土した。

SH1237 (図版21)

位置 :L― J3に ある。

墓坑 三SB591の床面下で確認された。主軸が西北西―東南東が楕円形。埋土は細角礫と茶褐色粘質ブロッ

クを含む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面での長径 85cm、 短

径53cm、 検出面からの深さは14cm。

その他の遺物 :底面直上から骨片が出土した。

SK2029(図 版 37、 図141)

位置 :L― S19に ある。

墓坑 三ⅢC層上面で確認された。主軸が北東―南西の円形に近い楕

円形。埋土はォリーブ褐色砂質ブロックを含む褐色粘質土で、炭

化物が混在する。底面での長径65cm、 短径60cm、 検出面からの深

さは20cmを測る。

人骨 :底面直上から頭位212度の仰臥屈葬人骨が出土した。頸椎で

捻れているため頭蓋骨が原位置にない。顔面の向きはおそらく左

炭化物が混在する。底面での長径 95cm、 短径 47cm、

検出面からの深さは22cmを 測る。

人骨 :底面直上から頭位62度の仰臥屈葬人骨が出土し

た。頭蓋骨には無文の鉢形土器が被せ られてお り、

顔面は正面を向く。右上肢は肘を約45度曲げ、手先

を下腹部に置き、左はまっす ぐに伸ばしている。下

肢骨は残 りが悪 く位置関係はよくわからない。

時期 :頭蓋骨に被せられていた土器から、本址の構築

時期はIV期に上ヒ定される。

その他の遺物 :打製石斧 1が出土した。

SH1234(図 版 21)

位置 :L― J3に ある。

墓坑 :SB591の床面下で確認された。主軸が北西―南

東の楕円形。埋土は細角礫 と茶褐色粘質ブロックを

含む暗褐色土で、炭化物が混在する。底面での長径

73cm、 短径 55cm、 検出面からの深さは16cmを 測る。

日

|

図140 SH1233人骨出土状態

その他の遺物 :埋土中からミニチュア土器が出土した。

0 (l:20)50cm

図141 SK2029人骨出土状態
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下方を向いていたものと思われる。右上肢は肘を張りながら強く曲げ、手先を胸に置き、左はまっす ぐ

に伸ばしている。下肢骨は左右 とも股関節で緩 く曲げて、膝を左に傾けながら立てて
いる。

(3)補論一人骨を保存した立地 (表 9010)

北村縄文中期～後期人の人骨を多数保存している地域は、Ⅱ層 (強粘質土)に覆われた、Ⅲ層 (含細角礫粘

質土)ま たはV層 (糸田粒砂)の範囲である。細粒砂層や均質な細角礫を含む粘性土などを掘 り込んだ墓坑に

埋葬姿勢を保った人骨が多数保存されている。

埋葬された墓坑や配石類の上位は、 3～ 5mに及ぶ緻密な細角礫土や粘性土に覆われており、人骨は地

下の深所に埋もれている。またこの付近は、地下水が比較的豊かで、蛇ノ道 (地下水
の通水路)が地表下 1

～ 3m内外のところを縦横に走っている。付近の井戸水位によると、水位は地表下 2m以内である。水質

はPH7。 2～ 7。 3の微アルカリ性を示しており、遺跡北方に所在する別所累層中を流れる小倉沢での湧出水

はPH7。 6を示し、アルカリ度を増している。

採 水 地
水温

(℃ )

地上より

水面までの

深さ (m)

水深

(m)
PH
駐酸

(mg/2)

燐酸

(mg/2)

塩素

(mg/2)
硫酸

(mg/2)

① 北村遺跡発掘地やや北方 15. 0 0. 03 4. 74 11_ 3

② 北村遺跡南方 16. 2 0. 04 32。 28. 5

③ 北村遺跡発掘地西方段丘端 17。  0 0。  15 57 12.  8

④ 段丘崖下氾濫原の湧水 16。  0 0. 02 4. 44 11.6

表9 遺跡付近の水質 (東筑摩郡・松本市誌自然編 第二章より抜粋 )

水温

(℃ )
PH

蒸
¨
発残 湾

旦
里

過マ ン カ

ン酸カリ

消費量

オ ン

硝酸
離

酸

有

炭

化

素

硫

水
亜硝酸

ト

ムウ

ナ

リ

リ

ム

カ

ウ
カ ル
シウム

不ヽ
ム

グ

ウ
マ

ンヽ
鉄 塩素 硫 酸

ヒドロ
炭酸

826. 0 40. 4 140。  2 41. 9 0_ 62 410。  5 22. 2

表10 小倉沢における別所累層からの湧出水 (小倉沢の湯) (昭和29年 荒井敏男氏分析)

骨が堅いのは、70%ほ どのカルシウム塩類を含み、ニカワ質が骨に弾力をもたせて丈夫にしている。土

中で骨が軟化するのはカルシウム塩類が溶け出し、脆くなるのは
ニカワ質の成分が溶けたり腐ったりして

なくなるからと考えられる。出土した人骨は発掘に際して、形態をよく残しているが非常に脆
い。骨膜お

よび骨質部が景Jがれて、骨髄を残す状態になることが目立った。また骨格部周辺には、白濁粘土化した部

分も見られ、軽度の臭気を放っていた。これらの人骨は、カルシウム塩類や
ニカワ質成分の相当な溶脱が

あり、水を含んだビスケット状になっていたり、骨の外形が保たれたのみのものもあり、また相当数:の骨

が溶失してしまってもいた。3500年余を経過した今日、300個体の人骨が保存されていたのは、

① 酸性の強いローム層がない

② 微アルカリ性の地下水で、水分が多く、酸素の少ない土中に埋没している

③ 付近一帯を占める別所累層および、それに起源をもつ沖積錐などを通る水は、カルシウム・イオン

濃度が高い特長をもつ。従って周辺の地下水は、カルシウム・イオン濃度が相当高濃度である

④ 緻密な堆積物Ⅲ群が不透水層の役割をして、雨水など地表水を浸透させにくい

⑤ 厚く堆積した堆積物Ⅲ群・Ⅳ群が通気を妨げ、酸素の供給を断っていた

以上のような環境下に置かれていたことが、長期間良好な保存状態をもたらしたものと考える。
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Ｚ

卜
ｏ
国
Ｚ

ｏ
Ю
国
Ｚ

Φ
∞
国
Ｚ

５

ゆ
難

（∞
∞
）

（０
”
）

（Ｏ
Ｎ
）

（Ｏ
Ｎ
）

（マ
Ｈ
）

（Φ
∞
）

（Ｏ
Ｈ
）

（〇
∞
）

（［
Ю
）

（〇
寸
）

（〇
∞
）

（Ю
銀
）

（〇
ヽ
）

（め
Ｎ
）

（Ｏ
Ｎ
）

（ｎ
Ｈ
）

５
邸
画

（Ｎ
Ю
）
×
寸
Φ

ｏ
ｏ
×

∞
ト

ヾ
Ю
×

（ｏ
ｏ
）

Ю
ヾ
×

（ｏ
Ю
）

Ю
ヾ
×

寸
ｏ

０
∞
×

（∞
Φ
）

ｏ
ヾ
×

∞
Φ

ｏ
Ю
×

（Ю
Ю
Ｈ
）

∞
卜
×

Ｏ
ｏ
［

一
Ю
×

寸
Ｈ
Ｈ

∞
Ю
×

ト
ト

∞
卜
×

ｏ
ト

（ヾ
Ю
）
×
Φ
∞

Ю
Φ
×

（ｏ
Ｈ
Ｈ
）

Ｎ
寸
×

∞
ｏ

ｏ
崎
×

寸
Φ

∞
Ю
×

ト
ト

Ю
Ю
×

∞
０

ｏ
卜

×

卜
０

Ю
寸

×

∞
Ю

卜
寸
×

（”
卜
）

∞
Ю
×

ｏ
ｏ

ｎ
卜
×

（寸
ｏ
［
）

（∞
寸
）
×
Ю
ト

ｏ
寸
×
（寸
卜
）

λ

ヽ

ト

圧
樫
圧
理
圧
拠
圧
埋

像
暉
ぱ
堅

択
哨
ぺ
堅

択
暉
ぱ
堅

E

択
暉
択
堅

Ｅ
樫

像
暉
ぱ
堅

圧
拠
Ｅ
埋

像
哨
択
堅

圧
理

択
哨
択
堅

Ｅ

樫
圧
翌
圧
理
圧
理

圧
樫
側
に

圧
埋
圧
樫

膊
聞

Ｏ

Ｈ

０

一

ρ

゛

疑

士

【＞
―
＞
【

【Ｈ
・
Ｈ

―

目

】＞

。
＞

【＞

【＞
―
＞
】

≧

Ｉ

Ｈ

日

Ｉ

Ｈ

Ｈ＞

。
＞

＞
Ｈ
Ｉ

】

＞
Ｈ
Ｉ

Ｈ

凶
　
製

８

い

―

ロ

８

∽
―

ロ

曽

く

Ｉ
Σ

８

ｏ
ｌ
Σ

ヽ

∩
Ｉ
Σ

口

ｍ
ｌ
Σ

Ｒ

い

―

日

８

Ｍ

Ｉ
Σ

〓

ｍ
ｌ
Σ

口

∽
―

ロ

』

∽
―

ロ

〓

∽
―

口

８

∽
―

ロ

８

い

―

ロ

口

い
―

ロ

８

∝
―

口

曽

Σ

Ｉ
Σ

曽

Ｚ
Ｉ
Σ

曽

Ｚ

Ｉ
Σ

ｏ
［
Ｈ
Ｉ

Σ

口

∽
―

ロ

ヽ

∝
―

ロ

８

∽
―

ロ

８

０
１
Σ

８

目
Ｉ
Σ

口

∽

―

口

８

Ｚ

Ｉ

ロ

図
蠍

堅

図

卜
∞
・
Ｏ
∞

卜
∞
。
Ｏ
∞

卜
∞
。
Ｏ
∞

［
守

。
∞
∞

Ｈ
寸
。
∞
∞

卜
∞
・
Φ
∞

卜
∞
。
Ю
∞

卜
∞
―
崎
∞

卜
∞
。
め
∞

卜
∞

・
Φ
∞

卜
∞
・
０
∞

〇
一
・
∞
寸

中
螂
罫
榔

等
０
国
∽

ヾ
寸
ｏ
口
∽

Ю
寸
０
国
∽

Φ
寸
ｏ
目
∽

卜
寸
Φ
国
∽

∞
寸
Φ
口
∽

ｏ
Ю
Φ
口
∽

Ｎ
Ю
Ｏ
目
∽

Φ
Ю
Φ
〓
∽

お
０
国
∽

∞
崎
ｏ
目
∽

①
Ю
Φ
口
∽

さ
０
口
∽

∞
Ｏ
ｏ
口
∽

ぶ
ｏ
口
∽

Ю
ｏ
Φ
目
の

ｏ
卜
ｏ
口
∽

ｒ
ｏ
目
∽

Ｎ
卜
０
国
∽

震

Φ
口
∽

凝
Φ
口
∽

Ю
卜
Φ
目
∽

０
卜
ｏ
口
∽

ト
ト
ｏ
Ｅ
∽

∞
卜
Φ
国
∽

Ｒ
Ｏ
国
∽

∞
∞
０
口
∽
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第 3章 縄文時代

嗣
―
罫
Ⅷ

　
Ю
Ｉ
目
慕

Ⅲ

く

や

　

樫

ｋ
肝
せ
＝
Ｃ
鮮
せ

番
回
里
引
車
く

さ

せ
＝
車
く

さ
せ
引
騒
ト

５
暉
ヘ

卜
．〇
菖

載

叶

コ

ー

∞
Ｈ

ｌ

ｏ
Ｎ

ｌ
ｏ
Ｎ

ｌ
ｏ
∞

ゼ

８
ｌ
ｏ
Φ

ｌ
ｏ
Ｎ

|

週
ヽ

線
郎
燃
劇

０

一
く

く

』

①

①
　
　
　
“

目

つ

Ｏ

ｍ

ｏ

』

Ｈ

∩

∩
』

Ｈ

①

①
く

∩
“

Ｈ

∩

∩

　

Ｈ

Φ

①
∩
く

』

Ｈ

一

つ
く

く

　

Ｈ

翠

謳

ロ
ギ
ロ

Ｎ
Ｎ
∞

翠
乖
伸
穏

無
中

女
中

女
中

へ
畑
へ
畑

女
Ｌ
女
中
女
中
経
ト

へ
畑

晨
卜

・
謳
へ
畑

ヽ
十
月

女
車

ヽ 本
all畑

罫

Ⅷ

引

馴

墨
ざ
べ

′引
楓
禦
Ｊ
鰹
型
和
０
パ
引
賦
台
Ｊ
駆
ト
ー

，
長

引
凱
禦
Ｊ
鰹
畔
和
゛
パ
引
阿
全
Ｊ
鰹
ト
ー

↑
長

憚
哩
ぶ
ざ
べ

′＝
凱
禦
Ｊ
暉
型
和
゛
掏
港
駅
軍

引
楓
禦
Ｊ
暉
畔
和
゛
迷

駅
黒

憚
暉
墨
ざ
べ

′刊
楓
禦
Ｊ
翠
畔
わ
０

せ
酬
ふ
掏
迷

駅
黒

憚
嘔
゛
ざ
バ

′引
賦
禦
Ｊ
暉
雲
和
゛
ポ
引
凱
禦
Ｊ
暉
條

憚
嘔
ぶ
ざ
べ

′刊
楓
禦
Ｊ
鰹
畔
和
゛
迷

収
黒

輝
嘔
累
ざ
Ⅸ

′引
賦
禦
Ｊ
尊
譜
和
゛
逃
駅
軍

憚
嘔
尽
ざ
累

′引
凱
禦
Ｊ
早
型
和
゛
き

収
黒

＝
凱
禦
Ｊ
尊
雲
和
゛

掏
き
ａ
Ｃ
酬
ふ

憚
哩
ぶ
ざ
黎

′引
Ｊ
燿
雷
和
゛
里
刺
ヽ
伸
蓄
収

憚
哩
墨
ざ
べ

′引
凱

禦
Ｊ
暉
型
和
゛

掏
へ
、
日
ヽ
楓
台
Ｊ
早
ト
ー

↑
長
却
逃
眠
黒

憚
嘔
ぶ
ざ
案
引
飩
台
Ｊ
早
楓

′＝
郎
禦
Ｊ
尊
雲
わ
゛
掏
き
収
黒

憚
嘔
墨
ざ
バ

′凱

引
禦
Ｊ
鰹
和
゛

枷
へ
、
日
ヽ
凱
台
Ｊ
燿
ト
ー

↑
長
測
き
ば
黒

押
嘔
墨
ざ
黎

′引
肛
台
口
早

′羽
飩
業
Ｊ
早
型
わ
゛
押
き
収
棄

引
叡
台
Ｊ
燿

′引
楓
禦
Ｊ
早
雪
和
゛

勲
迷

駅
黒

＝
飩
台
Ｊ
専
わ
゛
掏
ヽ
、
ロ
ト
肛
台
Ｊ
暉
ト
ー
↑
長
測
き
収
黒

引
賦
台
Ｊ
尊
智
わ
０

伸
ヽ
、
日
卜
楓
全
Ｊ
翠
ト
ー

↑
ヽ

憚
哩
゛
ざ
べ

′引

賦
全
Ｊ
鰹
わ
゛

榊
ヽ
ヽ
口
卜
楓
全
Ｊ
暉
ト
１

０
長
匈
き

収
黒

手
畔
迷

′憚
暉
゛
ざ
べ

′引
凱
台
綱
早
ヽ
―

↑
ヽ

嘔
刺
ヽ
き
圧

憚
嘔
ぶ
ざ
バ

′引
凱
台
Ｊ
翠
雪
和
゛

伸
逃

駅
軍

ヽ
、
日
卜
楓
台
Ｊ
暉
楓

′引
凱
禦
Ｊ
暉
型
和
゛

伸
き

収
黒

゛

興

引

ヨ

収

・
中
都

′目
博

′無
膊
駅
聴

女
経
Ｋ
承
難

博
ポ
ヽ

′縦
陣
駅
聴

中
縣

′騰
引
ミ
く

′承

照
博
撫

′掻
陶

鰹
羽

′縦
膊
熙
聴

′照
陣
撫

′承

緊
Ｅ

′
Ｎ
照
陣
幽
ぶ

膊

中
都

′無
ｋ
熙
職

∞
照
膊
畑

緊
膊
撫

゛
心
に
緊

Ｅ

ぶ

樽

軽

圧

無
Ｒ
覇
韓

認

　

製
“

゛

ヽ

ｏ

”

ヽ

Ｏ

Ｎ

ヽ

ρ

゛

鬱

Ｈ

逃
回
里
軍
ギ
ロ
画

Ｏ

Ｈ

”

゛

ヽ

ρ

ω

Ｏ

Ｈ

つ

Ｈ

ρ

Ｈ

ヽ

ｏ

”

二
、
コ
蓑

目

撻

ヽ

ｏ

Ｎ

尋

′Ｈ

卜
ご
ド
Ｚ

曽
Ｆ
Ｚ

卜
Ю
国
Ｚ

∞
Ю
国
Ｚ

Ｏ
Ｈ
≧
″
Ｚ

∞
曽
ド
Ｚ

Ｏ
　

Ｚ

ｏ
Ｈ
国
Ｚ

Ю
Φ
国
Ｚ

崎
Ｒ
Ｆ
Ｚ

Ю
Φ
」Ｆ
Ｚ

ｏ
卜
国
Ｚ

ｏ
ｏ
口
Ｚ

∞
∞
国
Ｚ

∞
卜
にド
Ｚ

卜
対
国
Ｚ

Ｈ
卜
国
Ｚ

Φ
Ｎ
」ド
Ｚ

Ｈ
Ｎ
国
Ｚ

ヽ
Ｐ
ド
Ｚ

崎
∞
」ド
Ｚ

∞
Ｈ
≧
ｒ
Ｚ

Ю
∞
」ド
Ｚ

ｏ
ト
ロ
Ｚ

∞
Ю
国
Ｚ

５

中
難

（卜
銀
）

（〇
寸
）

（Ю
Ｎ
）

（∞
Ｎ
）

（０
一
）

（Φ
∞
）

（寸
∞
）

３
即
Ц

（ｏ
Ю
×
ｏ
Ю
）

ｏ
Ю
×

ｏ
ｏ
Ｈ

∞
ヾ
×

Ｈ
ｏ

（∞
∞
）
×
∞
Ｈ
Ｈ

ｏ
寺
×

Φ
ト

（ｏ
寸
×
　
）

Ю
寸
×

ｏ
Ю

ｏ
寸
×

ｏ
ｏ

ト
ト
×

（Ｈ
ｏ
Ｈ
）

Ю
Φ

×

∞
ト

（Ｎ
Ю
×
ｏ
ｏ
［
）

Ｈ
卜
×

∞
ｏ

卜
一
×

ｏ
ト

Φ
∞
×

い
０

０
マ
×

ｏ
ｏ

Φ
∞
×

Ｎ
ｏ

Ю
寸
×

∞
ト

ｏ
Ю
×

ｏ
∞

Ｈ
崎

×

∞
Ю

（∞
０
×
ｏ
ｏ
）

（∞
寸
×
ｏ
ｏ
）

ヾ
０
×

Ｎ
ｏ

寸
∞
×

Ｈ
Ю

ｏ
ｏ
×

寸
ｏ
Ｈ

ｏ
ｏ
×

∞
０

（ｏ
Ю
×
　
）

Ю
∞
×

ヾ
Ю

ヽ

い

ト
圧
圧
樫

圧

埋

圧
拠

択
暉
択
堅

択
暉
像
円
圧
概

民
側
Ｋ

圧
樫
圧
理

択
暉
択
堅

Ｅ
埋

圧
樫

圧
樫
択
暉
択
暉

楡
哨
測
Ｋ

択
暉
ぺ
堅

圧

普
Ｅ
理

博

饂

螢

世

Ｈ＞

・
＞

ＨＨ

。

Ｈ

＞
【 |・ 1日

】＞
―
＞
】

】＞

【＞

・
＞

【＞

・
＞

＞

Ｉ

Ｈ

＞

Ｉ

Ｈ

＞

Ｉ

Ｈ

＞

・
＞
】

＞

Ｉ

Ｈ

＞

Ｉ

Ｈ

凶
　
製

８

ロ
ー
Σ

∞
Ｈ
Ｈ
Ｉ
】２

ヽ

く

Ｉ

Σ

ヽ

∩
―
】ム

Ｒ

ロ
ー
Σ

ｏ
Ｈ
Ｈ
Ｉ
〕
‘

ヽ

∽
―

ロ

曽

Σ

Ｉ

ロ

Φ
ニ

ー

Σ

口

∽
―

ロ

口

∽
―

ロ

口

い

―

ロ

８

Σ

Ｉ
Σ

∞
Ｈ
Ｈ
Ｉ

Σ

日

∝
―

ロ

８

』
Ｉ
Σ

８

』
―
】２

８

日
Ｉ
Σ

８

日

Ｉ

Σ

口

σ

ｌ

口

８

ｍ
ｌ
Σ

曽

餞
―

口

曽

餞
―

ロ

ヽ

Ｃ

Ｉ

ロ

口

い

―

日

８

』

Ｉ

Σ

８

∩
Ｉ
Σ

図
雌

堅

図

卜
∞
。
Ｏ
∞

０
寸
。
∞
寸

卜
∞
・
Ю
∞

Φ
寸
。
Ю
ヾ

卜
∞
Ｉ

Ю
∞

卜
∞
Ｉ
Ю
∞

中
申
罫
Ⅷ

∞
∞
Φ
口
∽

お
Φ
目
∽

田

Φ
目
の

８
ｏ
国
∽

∞
∞
０
国
∽

０
∞
Φ
国
∽

ｏ
ｏ
Ｏ
国
∽

∞
ｏ
ｏ
国
∽

∞
ｏ
Φ
〓
∽

ぶ
Φ
国
の

Ю
０
０
口
∽

Φ
の
０
国
∽

∞
３

口
∽

ｏ
ｏ
ト
ロ
∽

∞
ｏ
ト
ロ
∽

寸
ｏ
ト
ロ
∽

Ю
Ｒ

国
∽

Ｏ
ｏ
ト
ロ
∽

卜
ｏ
ト
ロ
∽

ｏ
ｏ
ト
ロ
∽

ロ
ト
ロ
∽

〓
ト
ロ
∽

ロ
ト
ロ
∽

ｍ
卜
Ｈ
ト
ロ
∽

く
ヽ
ト
ロ
∽

∞
ｒ

国
∽

①
置

目
∽

ｏ
ヽ
ト
ロ
∽
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第 2節 遺 構

嗣
―
罫
Ⅷ

　
⑬
ｌ
コ
慕

中

く

や

　

撃

５
哨
ヘ

Ｎ
Ю
Ｈ

戦

　
叶

ｏ
∞
Ｉ
Ю
Ｎ

Ю
∞
ｌ

ｏ
∞

ｏ
Φ
ｌ
ｏ
Ю

ｌ
ｏ
Φ

ｏ
ｏ
ｌ
ｏ
Ю

崎
Ｎ
ｌ

ｏ
ヽ

ｏ
Ю
ｌ
ｏ
寸

ｏ
Ｏ
ｌ
ｏ
崎

当
ヽ

総
郎
騰
馴

①

①
∩

∩

日
目

ρ

ρ
Ｏ

∩
』

Ｈ

０

一
∩

∩
』

つ

つ
く

∩
∝

】

０

つ
く

く

ば

Ｈ

ρ

つ
く

く

ば

０
一
∩
く

』

Ｈ

週

日

日
樫

目
樫

週
景
伸
穏

Ｌ
嘱
女
中

女
車

へ
畑

へ
期

懸 女
車

へ
畑
へ
畑

朦

へ
畑

女
中

女
Ｌ

騒
引

。
謳
へ
畑

へ
畑

罫

lEM

引

馴

椰
螺
ぶ
ざ
べ

′＝
駆
台
Ｊ
早
和
゛
掏
ヽ
ト
ロ
ト
蝋
台
Ｊ
暉
ト
ー
↑
長

憚
嘔
ぶ
ざ
バ

′刊
凱
禦
Ｊ
暉
雷
和
゛

掏
ヽ
、
日
卜
凱
禦
Ｊ
早
終
ヤ
き

ば
黒

椰
嘔
゛
ざ
べ

′引
楓
禦
Ｊ
早
雷
和
゛

伸
迷

駅
軍

引
紅
禦
Ｊ
駆
雪

羽
駆
禦
Ｊ
燿
雪
和
゛

勲
き

駅
黒

憚
嘔
ぶ
ざ
バ

′＝
楓
台
Ｊ
尊
和
゛
掏
ヽ
ト
ロ
ト
駆
台
Ｊ
早
ト
ー
蟄
長

興
ざ
べ

′引
Ｊ
鰹
型
和
゛

伸
き

ば
黒

興
ざ
累

′引

紅
台
Ｊ
翠
和
゛

勲
ヽ
、
ロ
ト
凱
台
Ｊ
車
ヽ
―

↑
ヽ

Ｎ
逃

駅
黒

ヽ
、
日
卜
凱
台
Ｊ
暉
枢

′羽
凱
禦
Ｊ
翠
型
和
゛

掏
き

駅
軍

憚
嘔
累
ざ
翼
引
楓
全
四
卜

′引
凱
禦
Ｊ
鰹
型
和
゛
掏
さ
駅
軍

引
凱
台
Ｊ
鯉
四
卜

′引
駆
禦
Ｊ
鰹
型
和
゛

伸
逃

駅
軍

＝
紅
台
Ｊ
鰹
わ
゛
掏
ヽ
、
ロ
ト
飩
台
Ｊ
暉
ト
ー
む
長
測
き
収
黒

憚
嘔
ぶ
ざ
べ

′Ｊ
鰹
雲
和
゛

掏
ヽ
、
口
卜
凱
禦
Ｊ
暉
終

憚
嘔
゛
ざ
ぺ

′引
糎
曇
Ｊ
鰹
雷
和
゛

抱
き

駅
軍

押
嘔
ぶ
ざ
べ

′引
凱
禦
Ｊ
早
雲
和
゛
謎

駅
軍

輝
暉
゛
ざ
べ

′＝
駆
台
Ｊ
暉
譜
わ
０

伸
き

ば
罪

引
飩
合
Ｊ
撃
和
゛
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∞
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翻
―
罫
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ー
コ
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撃

さ
せ
引
中

さ
せ
引
車

公
経
熙

い
経
即

９
経
即

５
哨
ヘ

∞
．Ю
Ю
Ｈ

ヾ
。Ю
Ю
Ｈ

卜
．Ю
Ю
Ｈ

輩

　
叶

ｏ
寸
ｌ

ｏ
∞

ｏ
ｌ

∞

翠

樫

Ｒ

寄

ｌ

ｏ
∞

渾
握
曽

ｏ
∞
ｌ
ｏ
∞

‘
撫

ｏ
Φ
ｌ
ｏ
崎

ｌ
ｏ
ヽ

ｏ
ヾ
ｌ
ｏ
∞

８

１

ｏ
崎

翠
樫

ト

当
ヽ
覧

総
郎
騰
馴

ｏ

ｏ
く

　

』

Ｈ

』

Ｈ

つ
０
∩

∩
』

一

一
∩

∩
』

①

①
く

く

』

Ｈ

ｏ

ｏ
∩

∩

口

Ｈ

①

①
く

ｍ
∝

目

０

０
∩

∩
』

Ｈ

翠

円
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目
樫

目
橿

翠
昴
伸
穏
へ
畑

女
中

経

ト
謳 謳 女

車
日 日 騒

引

。
円

へ
期

日

へ
畑

へ
畑

女
中

へ
畑

女
車

へ
畑

女
中

へ
期

憫 騒
ト

罫

Ⅷ

引

馴

興
ざ

ヽ

′引
凱
台
Ｊ
駆
和
゛

勲
引
枢
台
Ｊ
翠
ト
ー

↑
ヽ
測
逃
駅
黒

ヽ
、
日
卜
凱
台
Ｊ
尊
楓

′引
凱
黛
Ｊ
鰹
型
和
゛

掏
逃

収
黒

押
嘔
罫
ざ
べ

′引
凱
禦
Ｊ
早
和
０
伸
き
ば
軍

引
楓
台
Ｊ
鰹

′引
駆
禦
Ｊ
翠
型
和
゛

勲
港
駅
軍

引
飩
台
口
早
和
゛
掏
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、
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ヽ
賦
合
Ｊ
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ト
ー
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測
き
ば
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憚
螺
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ヽ
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′Ｊ
暉
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゛
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日
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嘔
ぶ
ざ
べ

測
謎

′刊
紅
禦
Ｊ
駆
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゛
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゛
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楓
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鰹
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和
゛
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台
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駆
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ヽ
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台
Ｊ
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和
゛
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Ｊ
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Ｊ
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収
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収
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車
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中

騒
卜

・
颯

へ
畑

女
中

女
中
女
車

女
車
女
車

ぐ
稀

へ
畑

謳 ミ
車

ぶ
畑

へ
畑
へ
畑

へ
畑
へ
畑
へ
畑

‖

馴

゛

廻

引

調

Ｐ

膿

Ｌ

脂

腱

輝

ド

庵

ド

に

際

輔

罫

憚
哩
墨
ざ
べ

′Ｊ
暉
留
和
゛

掏
ヽ
、
口
卜
駆
禦
Ｊ
暉
條

ニ
ミ

ハ
駆
繋

Ю
■
憚
嘔
刺
ヽ
興
ざ
ム

。
さ

駅
黒

＝
嘔
゛
ざ
Ⅸ

′引
楓

禦
Ｊ
暉
雪
和
゛

掏
ヽ
、
ロ
ト
凱
台
Ｊ
駆
ト
ー

，
長
測
逃

収
黒

憚
嘔
゛
ざ
バ

Ｎ
き
Ｃ
咽
ふ

′引
凱
台
Ｊ
早
型
わ
０

掏
謎

駅
黒

引
肛
台
Ｊ
専
わ
゛
掏
ヽ
、
ロ
ト
郎
台
Ｊ
颯
ト
ー
↑
長
却
き
ば
黒

輝
哩
ぶ

ざ
べ

′羽
紅
台
Ｊ
尊
和
゛

櫻
ヽ
、
ロ
ト
顛
全
Ｊ
駆
ト
ー

↑
長

憚
嘔
墨
ざ
べ

′羽
楓
禦
Ｊ
鰹
型
和
゛

掏
ヽ
、
口
卜
駆
禦
Ｊ
燿
蘇
ヤ
さ

駅
黒

引
楓
台

゛
■
憚
螺

枷
興
累
午
稿
゛
迦
き
ば

引
凱

台
Ｊ
鰹
型
和
゛

掏
ヽ
ト
ロ
ヽ
駆
台
Ｊ
燿
ト
ー

↑
ヽ
却
さ
駅
黒

憚
哩
゛
ざ
べ

′羽
蝋
禦
Ｊ
鰹
和
゛

掏
き

駅
軍

輝
哩
゛

ざ
べ

′羽
駆
台
Ｊ
鰹
和
゛

勲
へ
、
口
卜
楓
台
Ｊ
鰹
ト
ー

↑
長

憚
哩
゛
ざ
Ⅸ

測
き
Ｃ
嘲
ふ

′引
凱
禦
Ｊ
早
型
和
゛

枷
謎

駅
黒

憚
暉
゛
ざ
べ

′引
凱
禦
Ｊ
駆
畔
わ
゛

勲
迷

収
黒

憚
嘔
゛
ざ
べ

′引
駆
禦
Ｊ
暉
畔
和
゛

却
き

収
黒

憚
嘔
゛
ざ
べ

′羽
狐
禦
Ｊ
鰹
和
゛

掏
き

駅
黒

縛
暉
゛
ざ
Ⅸ

′ポ
引
禦
Ｊ
鰹
條

′引
阿
台
Ｊ
駆
ト
ー

↑
長

響
哩
ぶ

ざ
べ

′引
Ｊ
早
型
和
゛

掏
ヽ
、
口
卜
楓
禦
Ｊ
鰹
條

却
き

駅
黒

憚
蝉
ぶ
ざ
ぺ

′＝
Ｊ
尊
雲
わ
゛
掏
ヽ
、
ロ
ト
飩
台
Ｊ
専
ト
ー
↑
長

憚
螺
掏
興
ざ
ペ
ヤ
ヽ
、
ロ
ト
飩
台
せ
К
Ｉ
て
掏
引
凱
業
口
暉
終

憚
暉
興

ざ
裏

′引
駆
禦
Ｊ
鰹
和
゛

掏
ヽ
、
口
卜
楓
台
Ｊ
鰹
ヽ
―

密
ヽ 引

凱
禦
Ｊ
暉
型

や
■
憚
嘔

勲
興
引
禦
Ｊ
暉
楓

・
゛
ざ
バ

。
さ
圧

羽
凱
禦
Ｊ
翠
型

０
■
憚
暉

伸
ぶ
ざ
累

・
逃
Ｅ
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女
紫
引

羽
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禦
Ｊ
早
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Ю
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暉

勲
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べ
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さ
圧

・
女
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引
凱
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Ю
卜
憚
哩

勲
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さ
圧

・
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騰
引

車
都

照
博
輿

寧
引

′
Ｎ
欽
膊
訳
韓

照
膊
撫
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膊
訳
聴

無
に
ポ
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懸

膊

Ｎ
心
に

′串
引
畿
意
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調

′無
博
訳
卑

照
博
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膊
熙
〓
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撫

騰

Ｒ

′無
膊
熙
聴
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い
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博
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臨
引
ミ
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膊
撫

等

女
世

Ｎ
照
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撫
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博
撫

ヽ

ｏ

Ｎ

ヽ

ｏ

い

む

ｏ

Ｎ

ヽ

ｏ
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ｏ

ｍ
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Ｓ
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Ｚ
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Ｚ
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Ｚ
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ｏ
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Ｚ
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Ｚ
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Ｚ
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Ｚ

Ю
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国
Ｚ

∞
∞
国
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Ｏ
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Ю
∝
国
Ｚ

ｏ
寸
国
Ｚ

Φ
め
×

∞
ｏ

゛
ヾ
×

Ｈ
ｏ
Ｈ

寸
∞
×

寺
∞
Ｈ

ｏ
ｏ
×

Ю
ｏ
［

×

∞
ｏ

ｏ
Φ
×

卜
Φ

ｏ
卜
×

∞
ｏ
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ｏ
×

め
ｏ
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∞
Φ

（ｏ
ヾ
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×
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卜

×
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ｏ
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×

ト
ト
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×

ｏ
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×
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∞
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×
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ｏ
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×

ｏ
寸

寸
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×

Ю
ｏ
出

∞
∞
×

Ｈ
゛
Ｈ

∞
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×
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∞

Ю
寸
×

卜
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Ｈ

圧
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理
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樫
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圧
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Ｅ
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択
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哨
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―
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―
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Ｈ
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Ｈ
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＞
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】
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Σ
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〇
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ヽ

ｍ

ｌ
】呂
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】

Ｉ
Σ

８

く

Ｉ
Σ

ヽ

国
Ｉ
Σ

ヽ

国
Ｉ
Σ

８
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Ｏ
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Σ

ヽ
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―
】呂
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Ｏ
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Σ

口

国

Ｉ

Σ
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〇
Ｉ
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』

Ｉ

Σ

卜
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』

国

Ｉ
Σ

８
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Ｉ
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８

Σ

Ｉ
Σ

の
ニ

ー

Σ

〓

Σ

Ｉ

Σ

８

Ｚ

Ｉ
Σ

口

】

Ｉ

Σ

曽

ロ

ー

ａ

目

Ｖ

Ｉ

日

〓

「
―
口

営

】

‐

口

一

ロ

ロ
ー

ロ

一

図
蜂

堅

図

寸
∞
・
¨
∞

［
寸

。
∞
∞

Ｈ
寸
。
∞
∞

〇
寸
。
∞
寺

〇
寸

。
∞
ヾ

∞
Ｎ

卜
・

一

∞
∞

・
【
∞

∞
∞

串
∞

一

∞
∞

Ｈ
∞
一

∞
∞

Ｈ
∞

一

中
螂
罫
Ⅷ

∞
ｏ
∞
目
∽

∞
ｏ
∞
口
∽

Ю
ｏ
∞
口
∽

∞
ｏ
∞
国
∽

［
“
目
∽

曽
∞
〓
∽

コ
∞
目
∽

め
Ｈ
∞
口
∽

Φ
Ｈ
∞
目
∽

卜
日
∞
目
∽

∞
認

口
∽

ｏ
“

国
の

Ｒ
∞
国
∽

∞
Ｎ
∞
国
∽

ｍ
寸
Ｎ
∞
目
∽

く
Ｏ
Ｎ
∞
国
∽

ｏ
一
∞
国
∽

∞
Ｎ
∞
国
∽

Ю
∞
∞
国
の

卜
∞
∞
口
∽

∞
∞
∞
口
∽

ｏ
ヾ
∞
目
∽

゛
寸
∞
目
∽

Ｈ
Ю
∞
目
の

゛
Ю
∞
口
∽

∞
田

国
∽

¶
Ю
∞
口
∽

Ю
Ю
∞
口
∽
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第 3章 縄文時代

綱
―
罫
Ⅷ

　
ｏ
ｌ
目
慕

4EE

く

や

　

螺

５
哨
ヘ

∞
．Ю
Ю
Ｈ

Ｈ
．∞
Ю
Ｈ

載

　
＃
ｌ

ｏ
ｏ

ｏ
Ｏ
ｌ
ｏ
ヽ

ｌ

ｏ
０

潔
樫
Ｒ

ｌ
ｏ
Ｎ

ｏ
Ю
ｌ
ｏ
寸

週
ヽ

%

ぶ
郎
縁
馴

ｏ

ｏ
Ｏ

∩
』

】

①

①

∩

ｍ

口

Ｈ

０

つ
∩

ｍ
』

Ｈ

つ

つ
　

く

つ

０
く

く

に

即

日

Φ
尽 Ю

Ю
゛

週
覇
伸
痰
へ
畑
へ
ぐ
へ
畑
へ
畑

女
中
女
中
女
卓

ｔ
中

経

ト
女
中
女
中

へ
畑

女
車

へ
畑

女
車

女
車
女
車

罫

Ⅷ

羽

馴

引
楓
禦
Ｊ
暉
智

ヾ
■
縛
哩

掏
ぶ
ざ
べ

。
さ
圧

・
女
騰
引

引
郎
禦
Ｊ
尊
雪
゛
■
輝
嘔
掏
＝
郎
業
Ｊ
尊
楓

・
ぶ
ざ
パ

・
女
昨
＝

引
楓
禦
Ｊ
駆
雷

Ю
■
憚
嘔

伸
ぶ
ざ
バ

。
さ
Ｅ

。
女
昨
刊

引
Ｊ
翠
雷
削
禦
和
゛

掏
ぶ
ざ
べ

引
Ｊ
暉
留
和
゛
伸
ヽ
、
口
卜
則
台
Ｊ
駆
ト
ー
い
ヽ
却
逃
駅
黒

輝
嘔
゛
ざ
べ

′引

Ｊ
駆
留
和
゛

掏
ヽ
、
日
卜
蝋
台
Ｊ
駆
ヽ
―

つ
ヽ
掏
謎

収
黒

憚
暉
尽
ざ
バ

′羽

Ｊ
暉
雲
和
゛

勲
ヽ
、
ロ
ト
楓
台
Ｊ
暉
ト
ー

↑
ヽ
Ｎ
さ
収
票

縛
哩
ぶ
ざ
べ

′引
楓
禦
Ｊ
燿
畔
和
゛

掏
き

収
軍

引
凱
禦
Ｊ
駆
和
゛

伸
ヘ
ト
ロ
ヽ
凱
禦
Ｊ
翠
終

Ｎ
さ
駅
黒

引
賦
禦
Ｊ
早
和
゛

伸
ヽ
ヽ
口
卜
凱
翠
Ｊ
尊
終

却
き
ば
黒

輝
蝉
さ

却
墨
ざ
べ

′引
Ｊ
鰹
和
゛

勲
ヽ
、
日
ヽ
蝋
台
Ｊ
暉
ヽ
―

，
長

引
Ｊ
暉
雲

゛
■
憚
哩

里
刺
ヽ
掏
゛
ざ
べ

憚
暉
ぶ
ざ
べ

′引
Ｊ
翠
雲
和
゛

榊
へ
ヽ
ロ
ト
賦
台
Ｊ
暉
ト
ー

，
長
Ｎ
逃

駅
黒

輝
暉
゛
ざ
べ

′引
Ｊ
駆
雲
和
゛

勲
へ
、
日
卜
楓
台
Ｊ
尊
ト
ー

一
長
Ｎ
き

駅
黒

輝
嘔
゛

ざ
べ

′刊
Ｊ
鰹
型
和
゛

却
へ
、
日
卜
賦
禦
Ｊ
翠
終

判
さ
駅
黒

憚
暉
ぶ

ざ
累

′引
Ｊ
暉
雷
わ
゛
勲
へ
、
日
卜
則
禦
Ｊ
燿
條

却
港
駅
軍

輝
哩
酬

ヽ
き

′引
Ｊ
早
留
和
゛

掏
へ
、
日
ヽ
削
禦
Ｊ
駆
く

却
き
駅
黒

引
Ｊ
早
型
わ
０

伸
ヽ
ヽ
口
卜
楓
繋
Ｊ
駆
終

却
き

ば
黒

ぶ

興

引

ヨ 囀
刊
ミ
く

照
博
撫

照
時
迎

柵
駅
引
車
都

Ｎ
照
博
撫

中
爺

ぶ

樽

野
陣
畑

照
博
撫

経

　

報
む

０

”

ヽ

ρ

゛

ヽ

ρ

∞

０

［

ヽ

ｏ

い

ヽ

ｏ

ｍ

纂
博
裂

“

∞

ρ

Ｈ

０

日

ヽ

ρ

ω

↑

“

゛

ヽ

ρ

Ｎ

づ

Ｈ

響

′Ｈ
ヾ
∞
国
Ｚ

卜
寸
国
Ｚ

Ｎ
守
国
Ｚ

ｏ
ｏ
国
Ｚ

ｏ
∞
」ド
Ｚ

ｏ
ｏ
国
Ｚ

”
曽
ド
Ｚ

Ｈ
だ
Ｆ
Ｚ

∞
曽
Ｆ
Ｚ

卜
ヾ
国
Ｚ

ｎ
ｍ
」Ｆ
Ｚ

∞
国
Ｚ

∞
Ю
国
Ｚ

ｏ
で
Ｆ
Ｚ

Ｈ
ぜ
ド
Ｚ

ｏ
ｏ
国
Ｚ

ｏ
Ｏ
国
Ｚ

卜
の
国
Ｚ

Ｈ
曽
ド
Ｚ

［
Ｐ
ド
Ｚ

Ю
Φ
国
Ｚ

ヾ
［
国
Ｚ

∞
［
国
Ｚ

寸
国
Ｚ

Ю
∞
国
Ｚ

５

ゆ
賦

５
即
画

∞
寸
×

ｏ
∞

卜
Ю
×

０
０

崎
Ю
×

Ｎ
∞

Ｎ
Ю
×

Ｈ
Ｈ
Ｈ

卜
ｏ

×

ｏ
ｏ
Ｈ

∞
∞
×

Ю
ｏ
Ｈ

Ю
Ю
×

崎
Ｈ
Ｈ

ｏ
Φ

×

ｏ
ｏ
Ｈ

∞
崎

×

ｏ
Ｈ
Ｈ

Φ
寸
×

∞
ト

Ю
寸
×

ｏ
∞
Ｈ

Ю
Ю
×

Ｎ
【
Ｈ

Ю
Ю
×

∞
Ｈ
［

ｏ
卜
×

ｏ
∞
Ｈ

ｏ
Ю
×

寸
∽

Φ
Ю

×

Ю
［
Ｈ

∞
寸
×

卜
Ю

∞
Φ
×

∞
Ｈ
Ｈ

∞
Ю
×

寸
∞
Ｈ

×

Ｈ
ｏ

卜
ヾ
×

∞
０

∞
Ю

×

寸
∞
［

Ю
∞
×

Ю
寸

Ю
寸
×

ｏ
Φ

卜
一
×

ｏ
Ю

Ｎ
寸

×

Ю
Φ

ヽ

い
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Ｅ
理
側
Ｋ

Ｅ
理
Ｅ
埋
圧
埋
Ｅ
埋
Ｅ
埋
圧
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圧
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圧
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Ｅ
理

択
暉
択
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測
Ｋ
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樫
圧
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―
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〓
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ａ
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口

斜

〇
―
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Ｉ
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ロ
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日
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口
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Ｉ
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曽
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Ｉ

口
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曽
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―

ロ
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―
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―
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第 2節 遺  構
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ｏ
∞

ｌ
ｏ
ｏ

当
ヽ

%

楡
郎
樵
馴

ｏ

ｏ
く

０
』

Ｈ

①

①
∩

０
』

Ｈ

週

謳

ロ
ギ
響

翠
景
仕
穏
へ
畑

憫 女
卓

へ
畑

女
中

経
卜

・
旧

よ
中

羽

馴

墨

興

刊

■

ｒ
卜
Ｌ
脂
健
睡
ド
庵
Ｐ
貢
際

Ⅷ

罫

憚
哩
謎

却
尽

ざ
べ

′＝
Ｊ
駆
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引
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早
わ
゛
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引
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翠
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早
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凱
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―
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引
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台
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―
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長
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き
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早
和
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掏
引
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鰹
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一
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憚
暉
尽
ざ
べ
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逃
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早
和
０
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引
駆
台
Ｊ
駆
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憚
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台
憫
翠
ト
ー

↑
ヽ
測
逃

駅
黒

引
Ｊ
翠
型
和
０

伸
ヽ
、
ロ
ト
駆
台
Ｊ
早
ト
ー

↑
長

拠
嘔
ぶ
ざ
べ

′引
Ｊ
駆
雷
鞠
゛

枷
ヽ
、
口
卜
楓
禦
Ｊ
暉
寒

憚
嘔
墨
ざ
べ

′羽
Ｊ
翠
型
和
゛

伸
ヽ
、
ロ
ト
則
禦
Ｊ
暉
寒 憚

嘔
逃

′引
Ｊ
翠
留
和
゛

伸
ヽ
、
ロ
ト
凱
繋
Ｊ
鰹
蘇

Ｎ
き

駅
黒

引
Ｊ
螺
型
和
゛

掏
ヽ
、
日
ヽ
狐
台
Ｊ
尊
ト
ー

，
長
却
逃

駅
黒

憚
暉
き

却
尽
ざ
べ

′引

Ｊ
翠
雷
和
゛

勲
へ
、
日
ヽ
削
台
Ｊ
車
ヽ
―

↑
長
測
逃
駅
黒

憚
暉
尽

ざ
べ

′刊
Ｊ
駆
型
和
゛

掏
ヽ
、
口
卜
凱
禦
Ｊ
尊
條

測
き

駅
軍

引
Ｊ
尊
型
和
゛

掏
ヽ
、
口
卜
削
禦
Ｊ
翠
終

Ｎ
迷

駅
軍

刊
綱
鰹
わ
゛

掏
羽
肛
全
Ｊ
燿
ト
ー

↑
長

引
Ｊ
鰹
和
゛

掏
引
楓
全
Ｊ
燿
ト
ー

↑
長

憚
嘔
累
ざ
Ⅸ

′引
Ｊ
駆
和
０

押
引
楓
台
Ｊ
暉
ヽ
―

，
長

憚
哩
墨
ざ
バ

′羽
駆
禦
Ｊ
鰹
留
和
゛

掏
引
凱
台
Ｊ
鰹
ヽ
―

い
ヽ

測
き
駅
軍

引
Ｊ
駆
和
゛

勲
引
駆
台
Ｊ
駆
ト
ー

↑
長

憚
嘔
゛
ざ
べ

′引
Ｊ
翠
和
゛

伸
引
削
台
Ｊ
早
ト
ー

，
ｋ

憚
嘔
尽
ざ
べ

′引
Ｊ
暉
●
●
鞠
引
凱
台
綱
暉
ト
ー

，
長

車
都

′撃
引

無
に
数

′ぶ
博

照
博
幽

ポ

博

中
都

無
膊
ポ
撫

′ぶ
膊

照
博
拠

漱

樽

”

Ｎ

膊
漱
せ
公

怖
測
目

′ヽ

ｏ
Ｎ

ヽ

０

い

ヽ

ｏ

Ｎ

つ

Ｈ

づ

Ｈ

一

Ｈ

ヽ

ｏ

一

ヽ

ρ

Ｎ

ヽ

ｏ

一

Ｏ

Ｚ

ｏ
∞
国
Ｚ

Ｓ
Ｆ
Ｚ

∞
∞
Ｆヽ
Ｚ

∞
ト
ロ
Ｚ

寸
ご
Ｆ
Ｚ

ｏ
卜
」ド
Ｚ

寸
国
Ｚ

ヾ
∞
」ド
Ｚ

ヾ
Ｈ
国
Ｚ

Ｏ

Ｚ

Φ
Ｈ
国
Ｚ

ヾ
Ю
国
Ｚ

Ю
国
Ｚ

∞
∞
国
Ｚ

Ｂ
Ｆ
Ｚ

ｏ
ｏ
国
Ｚ

寸
寸
国
Ｚ

［
Ｈ
Ｆヽ
Ｚ

［
Ｈ
国
Ｚ

卜
∞
国
Ｚ

一

圏
卜

ｚ

一

寸
Ｎ

一

ｏ
ｏ
×

卜
０

Ｎ
Ю
×

∞
０

ｏ
寸
×

ｏ
ｏ

゛
ヾ
×

∞
ト

Ю
∞

×

∞
ｏ

（　
×
∞
Φ
）

（　
×
寸
Ю
）

∞
Ю
×

Ю
∞

ｏ
ｏ
×

Ю
∞

（　
×
ｏ
ｏ
）

Ю
寸
×

ｏ
ｏ
Ｈ

ｏ
∞

×

卜
寸

（∞
ｏ
×
∞
卜
）

（ｏ
Ｎ
×
ｏ
ｏ
）

（∞
∞
×
ｏ
ｏ
）

（Ю
崎
×
ｏ
ｏ
［
）

Ю
∞
×

ｎ
Ю

ｏ
寸
×

ｏ
ｏ

ｏ
寸
×

∞
Φ

（Ю
Ю
×
ｏ
ｏ
［
）

（卜
Φ
×
Φ
∞
）

（Ю
ｏ
×
ｏ
ｏ
）

（∞
Ｎ
×
ｎ
寸
）

（ｏ
ｏ
×
ｏ
∞
）

（ｏ
Ю
×
ｏ
Ｏ
）

Ｅ
理

Ｅ
樫

Ｅ
樫
Ｅ
曽
圧
瞥

択
暉
ぱ
堅

測

そ

択
暉
ぺ
堅

像
暉
択
堅

圧
樫

Ｅ
理

Ｅ
埋

Ｅ
理
側
Ｋ

圧
理

云
測
Ｋ

択
哨
択
堅

Ｅ
理

圧
樫

民
翻
Ｋ

一

圧
樫
瑠
Ｋ

一
Ｎ

饂

襄

世

＞

・
＞
【

】＞
―

＞
Ｈ

日

―

】

】目
Ｉ

Ｈ

ヨ

Ｉ

Ｈ

【ロ
Ｉ

Ｈ

【目
Ｉ

Ｈ

Ｈ＞
―
≧

ヨ

Ｉ

Ｈ

日

Ｉ

Ｈ

】ロ
ー

】

目
】
―

】

【＞
―
＞
Ｈ

【】
‐

Ｈ

一

図

　

製

ヽ

図

Ｉ
Σ

ヽ

ロ

Ｉ

Σ

口

「
Ｉ
Σ

曽

』
Ｉ
Σ

曽

』
Ｉ
Σ

曽

』
Ｉ
Σ

曽

〇
―
〕ａ

ヽ

Ｏ
Ｉ
Σ

∞
ニ

ー
Σ

∞
Ｈ
】
―
】呂

ト
ニ

ー
Σ

ト
ニ

ー
Σ

ｏ
ニ

ー
Σ

ヽ

「
Ｉ
Σ

Ю
Ｈ
Ｈ
Ｉ
〕
‘

ロ

ロ

ー
】呂

ロ

ロ

ー

】２

ロ

ロ

ー
Σ

冒

目

Ｉ
Σ

冒

ロ

ー

Σ

８

目
Ｉ
Σ

ヽ

〇
Ｉ
Σ

８

０
１
Σ

営

目

Ｉ

Σ

ヽ
国
Ｉ
Σ

ヽ

〇
Ｉ
Σ

〓

〇
Ｉ
Σ

図
彙

堅

図

〇
寺

。
∞
寸

〇
ヾ

・
卜
寸

〇
ヾ
・
∞
寸

０
寸

。
∞
ヾ

０
０
・
∞
寸

Φ
寸
・
∞
寸

０
寺

・
∞
ヾ

０
ヾ
・
∞
Ю

Ｏ
寸

・
卜
寸

〇
寸
・
∞
寸

〇
ぐ

。
∞
寸

〇
ヾ

・
∞
ヾ

Ｏ
ヾ

∞
寸
一

０
寸
・
∞
０

中
螂
罫
Ⅷ

∞
ｏ
ｏ
目
の

８

ｏ
口
∽

圏
０
口
∽

曽
ｏ
口
∽

〓
ｏ
口
∽

Ю
Ｈ
Ｏ
目
∽

８
ｏ
口
∽

ヽ
０
口
∽

９
ｏ
口
∽

∞
Ｎ
ｏ
国
∽

寸
い
０
口
∽

卜
Ｎ
ｏ
目
∽

吊
ｏ
口
∽

∞
∞
０
国
の

Ю
∞
ｏ
口
∽

Φ
∞
０
口
∽

卜
∞
①
口
∽

∞
∞
０
口
∽

ｏ
∞
ｏ
国
の

ｏ
ヾ
ｏ
口
∽

尋
ｏ
国
∽

Ｓ
ｏ
口
∽

∞
ヾ
０
国
∽

専
ｏ
口
∽

Ю
寸
０
口
∽

卜
寸
０
口
∽

∞
ヾ
①
口
∽

一- 149 -



第 3章 縄文時代
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第 3章 縄文時代
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第 2節 遺  構
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０
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∞
Ｈ
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∞
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∩
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Ｈ
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ｏ
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∩

』

Ｈ

翠

謳

長
担
樫

ロ
ギ

∞
Ｈ
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０
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台
Ｊ
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Ｊ
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台
Ｊ
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第 3章 縄文時代
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3 埋設土器

(1)総  論
土坑 (掘 り方)に完形ないし半完形の土器を正位または逆位で埋設した遺構は13基確認された。このう
ちSH522は 、土器内から焼人骨が出土し土器棺であることが明らかなため、墓坑の項で扱っている。また

旧SK2541 0 3266は 、図面照合の結果、前者がSB551に、'後者がSB583に帰属することが明らかになった

ため、埋甕として扱っている。すべてE区に分布する。・

(2)各  論

SK1273 (図 版 54)

L― T4に位置する。長径35cm、 短径24cm、 深さ約25cmの楕円形の土坑に、深鉢形土器の胴下半部
を正位に埋設している。ただ、出土時は押し潰されたような状態であった。IV期に比定される。

SK1302 (図 版 54)

M― A5に位置する。長径60cm、 短径54cm、 深さ約35cmの不整形の土坑に、鉢形土器の胴下半部を
正位に埋設している。Ⅳ期に比定される。

SK2018 (図 版 41、 図142)

M― B20に位置する。長径37cm、 短径34cm、 深さ約20cmの楕円形の土坑に、深鉢形土器の胴下半部
を正位に埋設している。 I期に比定される。

SK2020(図 版 41、 図142)

M― C20に位置する。直径34cm、 深さ約25cmの円形の土坑に、深鉢形土器の胴下半部を逆位に埋設し
ている。Ⅱ期に比定される。

SK2232(図 版 37、 図142)

L― S18に位置する。長径35cm、 短径32cm、 深さ約32cmの不整形な土坑に、深鉢形土器の胴下半部
をI位に埋設している。IV期に比定される。

SK2371(図 版 41)

M― F15に位置する。検出面で長径98cm、 短径54cm、 深さ22cmの、東西に長軸をもつ楕円形の土坑
のほぼ中央から、深鉢形土器の胴下半部が出土した。この土坑は、埋設土器の掘り方とするにはやや規模

が大きすぎるため、土坑に伴う土器と考えたほうがよいかもしれない。Ⅳ期に比定されよう。

SK2419(図 版 41、 図142)

M― D16に位置し、SH791を切る。直径40cm、 深さ約30cmの 円形の土坑から壺形土器が押し潰された
ような状態で出土した。Ⅲ期に比定されよう。
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I SK2813 1(図 版 47、 図142)

M― J16に 位置し、

正位に埋設 している。

SK3071(図 版 39、 図142)

M― A13に 位置し、SH1016に切られる。直径27cm、

半部を正位に埋設している。 I期に比定される。

深さ約20cmの円形の土坑に、深鉢形土器の胴下

SK3142 (図 版 23、 図142)

L― D10に位置する。長径33cm、

いる。 H期 に上ヒ定 される。

短径 25cmの楕円形の土坑に、壺形土器の胴上半部を正位に埋設して

配石遺構

(1)総  論
配石遺構 とは、広い意味では「石を用いて造られた構築物」を示すらしい。ただ本項で扱う配石遺構の

場合は、「配石墓」や柄鏡形敷石住居址など、機能・用途が比較的限定できる遺構は除いており、しかも

人為的であっても構築物とはいえないものも含まれている。

北村遺跡では、大きく分けて 2種類の配石遺構が検出されている。一つはいくつかのまとまりをもった

配石 (その中には墓坑の上面配石も含む)が群を成しているもので、 C区に 2ヶ所、E区では 4ヶ所認めら

れた。特にE区の配石群は、全体としてⅣ層 (崩積土)形成に伴う地形の高まりを取り巻 くように、断続

的ながら帯状に並んでいる。もう一つは列石、組石、積石、あるいは不整形な礫のまとまりがみられるも

ので、B区 5ヶ所、C区 9ヶ所、E区 6ヶ所で確認されている。これらは、一、二の例外を除いて、遺構
の構造や伴出遺物等にみるべきものはなく、場の機能・用途は不明といわざるをえない。

(2)各 論

SH 5配石群  (図版 6017)

C区中央やや北寄 りにあり、SH1 0 4 010な どと接する。配石はⅡ層下部で検出され、Ⅲ層上面に構

築されている。規模は直径 5。 5mの、ほぼ円形である。

配石に用いられている礫は拳大前後のいくらか小振りの礫を主体として、中に小児頭大の礫が混じる。

調査段階では、配石群を北東側の a環 と南西側のb環とに分けられるとみたが、配石を除去したところ、

両者にかけてⅥ層を掘り込んだ環状の溝が検出されたことから、これらは一体とみることもできる。溝の

幅は広いところで1.4m、 狭いところで0。 4m、 深さは20cmを測る。溝の底面からは10ヶのピットが確認さ

れた。ピットは直径12～ 60cmと 大小ばらばらで、深さも一定しない。溝と同じ黒褐色粘質土が埋まってい

ることから、酉己石と何らかの係りがあると思われる。

石皿 1、 石鏃・磨石類各 2以外、出土遺物にはみるべきものはない。

VないしⅥ期に形成されたものであろう。

SH33配石群  (図版 6、 PL9)

C区ほぼ中央にある。東西約 10m、 南北12mの 範囲に広が り、SH70 8と 接し、SB108上面を一部

第 3章 縄文時代

SH753 0 931に 切られる。 直径20cm、
I期に比定される6

深さ約35cmの 円形の土坑に、深鉢形土器 を
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覆っていると思われる。配石はⅡ層下部で検出され、Ⅲ層上面に構築されている。ただ、この付近ではⅢ

層の堆積が薄 く、直下にⅥ層 (段丘礫層)が続 くため、これに含まれる礫が取 り込まれている可能性 もあ

る。

配石に用いられている礫は主に拳大で、北西部に長楕円礫を直線的あるいは弧状に並べたかのような箇

所がある (旧 SH16)。 そのほか配石群北側中央には礫の空白部があり、不整形の土坑 (SK501)も ある。

出土した石器は磨製石斧・石皿各 1、 石棒 2である。なかでも石皿と石棒が旧SH16か らセットで確認

されたことは注意されよう。

SH 5同様、VないしⅥ期に形成されたものであろう。

SH506配石群:(図版 7、 PL10)

E区のほぼ中央西寄 りにある。礫はⅡ層下部で検出され、長径16m、 短径 4mの範囲で、SB566か らS

H517に かけて、住居址張 り出し部や複数の墓坑上面配石全体を覆っている。配石に用いられている礫は

人頭大ないしはそれ以上の大きさの長楕円礫ないし円礫である。これはSH510 0 511・ 1111も 同様である。

遺物は、打製石斧 2、 磨石類 6、 石錐・砥石・石棒各 1、 丸石 2な どのほか、ガヽ形土器 4が出土した。

また、一帯に細かなイノシシ・シカの焼骨が散舌Lし ていた。

V・ Ⅵ期の墓坑や住居址を覆っていることから、Ⅵ期に形成されたことはほぼ間違いない。

SH510配石群 (図版 7、 PL10)

E区のほぼ中央南よりにある。礫はⅡ層下部で検出され、長径13m、 短径 3mの範囲でSB553か らSB

555を覆っている。

遺物は、石鏃 14、 打製石斧 9、 磨石類24、 石皿 5、 磨製石斧 3、 石錐 3、 石棒 1と 石器が豊富で、しか

も原石から景J片・砕片に至る道具外の遺物も多い。また、小形土器 5、 土偶 1が出土している。SH506同

様、獣の焼骨片が目立った。

SB553を 覆っていることから、本址はVI期に形成されている。

SH511配石群 (図版 7、 PL10)

E区の南東寄 りにある。礫はⅡ層下部で検出された。長径 9m、 短径 5mの範囲でSH558 0 559か らSB

563にかけて住居址内配石や複数の墓坑上面配石を覆っている。

遺物は、石鏃22、 打製石斧 7、 磨石類 6、 石皿・刃器各 1、 磨製石斧 2、 石錐 1のほか景J片
0砕片も多

量に出土している。

V・ Ⅵ期の墓坑を覆っていることから、Ⅵ期に形成されたことは確実であろう。

SHllll酉己石群 (図版 7、 PL10)

E区の北西寄 りにある。礫はⅡ層下部で検出され、長径16m、 短径 6mの範囲でSB577か らSHl179に

かけて、住居址の張り出し部敷石や複数の墓坑上面配石を覆っている。本址は更に北西方向に延びており、

SB597も 覆っていたと思われるが、種々の事情により確認できなかった。

石器は、石鏃17、 打製石斧 4、 石錐 3、 石錐 1と 道具こそ少ないものの、剥片・砕片類は多い。

V eVI期 の墓坑を覆っていることから、VI期に形成されたことはほぼ間違いなかろう。
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図143 SH17018、 SQ 2出土遺物分布
(土器 1/8、 土偶 1/8、 石棒 1/8)

きに長車由方向が異なる礫があり、その礫の部分は間隔が狭いことから、本来は立ててあった可能性もある。

打製石斧・多孔石・丸石各 1が出土している。

SH5と 接し、SB103 0 104を 一部覆っていることから、VないしVI期に比定される。

SH17・ 18 (図版 16、 図 143、 PL9)

X― C7～ F10に ある。両址の位置するこの付近は、今回の調査範囲における縄文時代遺構の南西端で

ある。両址とも、ほぼ楕円形のマウンド状で、拳大の礫を多用している。規模は、SH17が長径2。 6m、 短

径 lm、 sH18は 長径 4m、 短径3。 2mでぁる。

注目される点は遺物の出土状態である。SH17の北東部から、胴下半を欠 くものの比較的大形の中空土

偶が顔面を下向きにして出土した。一方、SH18の西佃Iか らは緑泥片岩製の細身の石棒が出土し、両者は

あたかも向き合う位置関係にある。しかも、SH17出土二器片とSH18のそれとは接合関係にあり、Ⅵ期の

浅鉢が復元された。それ以外にも、注目土器・鉢形土器・打製石斧・土器片円板各 1が出土している。

出土土器からみてⅥ期に比定されるであろう。

B区のその他の配石遺構

SH19 0 30 0 31が該当する。SH19は SH17や 18と 同様、ややマウンド状を呈する。また、SH30 0 31は軟

質の砂岩を敷いているようにもみられる。SH19の規模は、長径 4m、 短径3。 lmでぁる。

伴出する遺物を欠き、時期不明である。
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C区のその他の配石遺構

SH4 0 6 0 7 0 8 010011032が 該当する。全体の形状はいずれも不整形な集石状を呈し、用いられ

ている礫は主として拳大であり、比較的小さめである。SH6 032を 除き下部に掘 り込みがあるが、墓坑

と断定できる要素に欠けるため除外した。

特に目立った遺物はなく、時期決定の決め手にも欠ける。

SH525(PL15)

M― A16に あり、SB553の埋土上面に構築されている。硬砂岩の長円礫を用いた、直径 2m前後の円形

で、下部には掘 り込みが認められなかった。

伴出遺物はまったくないが、SB553と の関係からⅥ期に比定される。

SH528・ 530-532・ 588 (図版 45052)

SH528は M一 118に、SH530は M一 K17に ある。また、SH530の 西側でSH532が確認され、SH531は M

―L16に位置し、SH588は これに北隣する

硬砂岩の長円礫を主として用い、直径1。 4mか ら2。 4m内外の円形または楕円形に礫を巡らせている。い

ずれも、下部に掘り込みがみられなかった。

SH528がSB559の埋土上面に構築されていることや、ほかの配石遺構がこれと同じ面で検出されたこと

から、これらはいずれも、Ⅵ期に構築されたものと思われる。

SHl140(図 版 23、 図144)

L― D10に ある。硬砂岩の長円礫で長方形に縁取り、内部に礫を充填させている。全体の規模は、長径

1。 2m、 短径 0。 7mを測り、形態は一見柄鏡形住居址の張り出し部敷石に似ている。下部に浅い掘 り込みを

もち、底面からイノシシの下顎骨が出土している。

配石に伴って、石鏃 3、 石錐・土器片円板各 1が出土している。

時期は不明である。

E区のその他の配石遺構

検出段階で、下部に墓坑の存在を推定して番号を付けたが、結

果として墓坑は確認できなかった。不整形な石のまとまりや、調

査段階でSH506 0 510 0 511 0 1111配石群の 1単位を構成すると考

えた個々の配石が含まれる。個々の配石が人為的に形成されたか

どうかは非常に微妙で、ここでは特に取り上げなかった。

その他の遺構

(1)ビ ット群

ビッ ト群 A (図版17054)
L sor.r^

E区の L― Rl二 T8お よびM一 Al～ H8の広い範囲で、

ピットが76基検出された。いずれも崩積土のⅣ層を掘 り込んでお

り、埋土に礫を含む暗褐色砂質土がみられるなど共通性が多い。

0 (1:40) im

図144 SHl140上面配石 (上 )、 イノ

シシ下顎骨出土状態 (下 )
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SK127301302の ようにほぼ完形の土器を伴っているものもある。

この中でSK1275～ 1281お よび1338は 、東西2。 5m、 南北2。 2mの方形に並び建物址の柱穴を予想させる。

同様に、SK1284 0 1287 0 1289 0 1292 0 1295 0 1299 0 1309 0 1339も また、東西3。 5m、 南北3。 2mと 一回り

大きく方形に並ぶため、何らかの建物址である可能性が高い。ただ、柱痕が確認できなかったこと、遺構

が集中する箇所で明確な掘立柱建物址を検出できなかったこと、これらのピットが集中している場所は、

他にほとんど遺構がみられないことなどから、積極的に掘立柱建物址とするには躊躇せざるをえなかった。

もしこれが掘立柱建物址であるならば、住居址や墓坑が集中している場所を見下ろす位置にあることから、

北村の集落形成にとって重要な意味をもつ施設とみなされよう。

個々のピットの時期は不明だが、あえて埋設土器を代表させれば、この一群はⅣ期に比定される。

ビット群F(図版23)
E区のL― C9～ H12か らもピットが多数検出された。調査区西側からはSB584が確認されたが、土坑
内に柱痕をもつ例があるとともに、SHl140や焼土の位置などから、ほかにも複数の建物址の存在が予想

される。ただ、発掘調査段階での土坑相互の観察が不十分なため、あえて建物址を想定することは避けた。

時期は不明である。

ビット群 C・ D・ E (図版 17)

E区のSB551 0 560の西側に分布するピット群 C、 M― A16～ D20に 広がるピット群 D、 M一 M16～ 0
20の ピット群Eの中にも、何らかの建物に伴う柱穴らしいものがみられるが、ピット群Bと 同様の理由に

より、建物址は想定しえなかった。

いずれも、帰属時期を明らかにする情報に恵まれない。

(2)土 坑

SH 744・ 745(図 版 38)

E区の L一 T16～ 17に位置し、SH745は SH744 0 796に 切られる。SH744は 直径73cmの 円形で、SH745

も同様ながら南西部にテラスがある。両者とも、底面はしっかりした焼土面で、埋土は焼土ブロックが混

在する暗褐色土ないし黒褐色土である。SH744と 745で石鏃が 1点づつ出土したほか、目立った遺物はな

いため、時期不明とせざるをえない。

調査段階では、住居関係の炉址を想定して周辺の精査を行なったが、床面その他関連施設は認められな

かった。しかし、底面や埋土の状況から、何らかの火床と思われる。

SH 959・ 980(図版48)

E区のM― H18～ 119に 位置し、SH758 0 958 0 970の 底面で検出された。SH959は 直径113cmの ほぼ円

形、SH980も 直径143cmの 円形を呈する。検出面からの深さはおよそ110cmと 深 く、一般的な墓坑と同様

には考えられない。SH959か ら石鏃・磨製石斧が各 1点出土した以外、日立った遺物はないが、形態から

考えて貯蔵穴と思われる。SH958の 下から検出されたことから、V期以前に構築されたことは間違いない。

なお、これに類する土坑はSH575、 SK2928 0 3219 0 3398(03399な ど数例を挙げ得る程度であり、本遺跡

にあっては極めて稀な存在である。
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(3)遺物集中区

BOC区 とE区 とでそれぞれ 3ヶ所づつの遺物集中区を確認した。各集中区とも、多量の土器片を主体

として、石器・土製品・骨片が若干混じる程度で、植物遺体はほとんどみられなかった。今回
の調査では

遺物総量の把握や接合関係など、いわゆる遺物の動態把握に必要な手続きを踏んでいないため、こうした

箇所を「捨て場」と認定するに至らなかった。遺物集中区とした所以である。

SQl (図 版 6、 図145)

C区の南側で確認された。本遺跡における縄文文化層発見の端緒となった遺物集中区である。集中区内

にはA～Wま で23ヶ所のブロックが認められ、 2個体以上の土器で構成されるブロックは 5ヶ所 (B・ G

・ L・ MON)で 、他はすべて 1個体の土器で構成される。また、複数のブロック間で接合 した土器は 8

個体 (103～ 508～ 100A)で ある。このほか彙J片・砕片が若干みられた以外、 目立った遺物はない。

Ⅵ期に形成されたものであろう。

SQ2 (図 版 5、 図143)

B区の南側で確認された。SQ lに比べて土器の破片は多いが、接合できた個体数は少ない。Ⅵ期に比

定され、隣接のSH170 18と の関係が示唆される。石器類はほとんど出土しない。

SQ5 (図 版 5)

B区の中央やや東寄 りで、SB102に西隣する。出土土器はほとんど破片で、Ⅳ期のものである。SQ l

や 2に比べ石核や争J片・砕片の出土が目立つ。

sQ田・W図 版

"E区の西側で確認された。調査段階で両者は別個の遺物集中区として扱ってきたが、南から北
へかけて

連続するものである。復元された土器はわずかだが、比較的大きな破片が目立った。石器類に
ついては、

原石から砕片までの製作関連資料も含め、石鏃 14、 打製石斧36、 磨石類22、 刃器 5、 石錐 2な ど道具類が

豊富である。 Iか らⅡ期に比定される。

SQ503(図 版 9)

E区のSB573と SB580と の間で確認された。SQ501な どと同様大きな土器片が目立った。規模は小さい

ながら石器類も多様である。 I期に比定される。

〔付〕 長野県北村遺跡出土炭化材の樹種

鈴木三男 (金沢大・教養・生物)・ 能城修一 (農水省森林総合研究所)

長野県明科町の北村遺跡から出土した縄文時代後期を主とする炭化材11点の樹種を調査した。試料は柱

穴および焼失家屋から出土した柱材および柱材と思われるもの 5点、同建築材 1点、炉跡の周辺の敷物状

炭化物 3点、配石遺構の炭化材および墓坑底面から出土した炭化材各 1点である。なお、一部の材は末炭

化部分が残存しており、そこでの観察も行なったが、炭化材は徒手により破断面を作成し、横断、接線、
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放射の各面を反射顕微鏡で観察した。その結果、以下に述べる 4樹種が同定された (表 1)。 これらの同

定結果の証拠として各標本の顕微鏡写真フイルムが金沢大学教養部生物学教室に保管されている。

今回の同定結果で特徴的なことは、縄文時代に特徴的に利用されているクリ材が本遺跡でも柱材に多用

されていることと、炉周辺の敷物状遺物がクリの板材であることが確認されたことである。縄文時代の竪

穴住居にクリ材が多用されるのは東日本では最も普遍的であり、当遺跡もその傾向が確認されたことにな

る。一方、炉周辺の敷物が板材であると確認された例は筆者らが知る限りでは見あたらず、今回の結果は

縄文後期の住居内の復元の貴重な資料となる。また、墓坑底面にあった炭化材がカヤ材であったことは副

葬品に木製品があった可能性が考えられる。

l. カヤ    TOrreya nucifera Sieb.et Zucc。  イチイ不斗 (PL41-1～ 4)

年輪の明瞭な針葉樹材で早材から晩材への移行は緩やか、晩材部は大変幅狭い。仮道管と放射組織

からなり、仮道管の内壁には 2本づつまとまったらせん肥厚がある。放射組織は単列、放射柔細胞か

らなり、分野壁孔は小さなスギ型で、 2個ある。これらの形質からカヤの材と同定した。カヤ材は縄
文時代では建築材や木製品に比較的良く使われる。

2。 クリ Castanea crenata Sieb. et Zucc. 7tt+ @r+1- 5 - g )

年輪はじめに大道管が数層に並び、そこから順次径を減じて、晩材部では薄壁多角形の小道管が木

部柔細胞、道管状仮道管とともに多数集まって火炎状の紋をつ くる環孔材。道管の穿孔は単一。放射

組織は単列で同性である。これらの形質からクリの材と同定した。クリ材は心材が極めて硬 く、粘 り

があり、良質の木材で、建築材、特に柱材や水湿周りによい。しかし、加工性は難で、大きな薄板材

をつ くるのは手間がかかる。

3。 ケヤキ  zelkOva serrata(Thunb.)MakinO ニレ科 (PL41-9)

年輪の初めにほぼ 1層 の大道管が並び、晩材部では薄壁多角形の小道管が多数集まって波状の紋を

なす環孔材。道管の穿孔は単一、小道管の内壁には顕著ならせん肥厚がある。放射組織は多列の紡錘

形で上下縁に大型の結晶細胞を持つ。これらの形質からケヤキ材と同定した。ケヤキ材は縄文時代以

来、漆器容器の木地、建築材、各種器具材に用いられてきている。

4.カ エデ属 Acer カエデ科 (PL41-10～ 12)

小道管が単独あるいは数イ固放射

方向に複合して疎らに散在する散

孔材。繊維状仮道管が雲紋状の紋

をなす。道管の穿孔は単一、内壁

にはらせん肥厚がある。放射組織

は背の低い紡錘形で同性である。

これらの形質からカエデ属の材と

同定した。カエデ属には多数の種

があるが、炭化材での種の識別は

むずかしい。

一- 168 -一

標本番号 樹種名 遺構名 No 出 土 状 況 時期

EKM-5 ク リ SB102 44 P3か ら出土した柱材 IV

-6 ク リ SB555 炉の周囲に敷かれた板材 VI

-7 ク リ

-8 ク リ

-9 ク リ SB558 床面直上から出土した建築材 V

-10 ク リ

-11 ク リ SB566 V

-12 ク リ SB594 54 VI

-13 ケヤキ SHllll 配石群の礫間から出土した炭 VI

-14 カ ヤ SH1206 人骨左横から出土した炭化材

-15 カエデ属 SK:3496 土坑出土の炭化材

表12 遺構出土の炭化材の樹種
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第 3節 退
‐

1 はじめに

本遺跡における土器・石器など人工遺物の量は、遺構・包含層あわせて、コンテナ (54× 34× 15cm)で

およそ700箱 を数える。

本報告書では紙数の関係でこれらすべてを紹介できないため、第 1章第 3節の「整理の方法」に則って

選別を行い、土器928点、石器392点、土製品・石製品など186点 を図示する。本文は、土器につ
いては遺

構単位に、石器・土製品・石製品などについては品目別に記述を行う。観察表は、図示した資料を中心に

作成し、全体的な傾向はグラフを用いた。

2 遺物各説

(1)土  器
ア 概  観
コンテナにして約400箱、およそ209,000点の土器片が出土した。このうち主体を占めるのは、縄文時代

中期末葉から後期中葉にかけての土器である。器種は、深鉢形・鉢形
・浅鉢形・壺形・注目形など、当該

期に属するほぼすべてのものを含んでいる。

前述の通り本文では、下記のように時期区分している。

l期―加曾利EⅢ 式並行、‖期―加曾利 EⅣ式並行、Ⅲ期―称名寺式並行

Ⅳ期―堀之内 1式並行、 V期―堀之内 2式並行、 Ⅵ期―加曾利Bl式並行

各期内の細分や、各期を相互に取り結ぶ系統関係などについては第 4部に譲り、ここでは細かな分類を

せず、遺構ごとに出土土器の器形・文様の特徴を述べるに留めた。また、土器の部分名称につ
いては図146

によった。

なお、出土土器のほとんどは遺構の激しい重複の結果破砕されており、しかも該当する遺構との確実な

共伴関係を物語る資料はごく限られる。出土状態については、特に記述のない限り埋土中からである。遺

構との関係についての詳細は、第 2節のそれぞれの遺構説明を参照されたい。

イ 竪穴住居出土の土器

SBI田 図 版■■k PL②

lは柄鏡形住居址の張 り出

し端部土坑内から、押し潰さ

れた状態で出土した。口縁に

向けて単純に立ち上がる深鉢

で、内面にはオ旨頭によるオサ

エないしナゾリがみられるほ

か、全体的な整形は粗雑であ

る。外面には縦方向の擦痕が

ある。 2は胴部中位の屈曲以

下を炉内で使用していた鉢で 図146 縄文土器の部位名称
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ある。底裏に経 2本潜 り1本越え右 1本送りの網代がみられ、胎土中に多量の長石粒が混在している (V

期)。 3は 10単位波状口縁の浅鉢である。口縁は直立し端部を面取りしている。口辺部には口縁の形態に
沿って断面三角形の粘土紐を貼 りつけ、以下にLR縄文を施している。 4～ 8010は胴部中位に屈曲をも
つ鉢ないし深鉢である。 4は波頂部に螺旋状沈線文が、 5は対弧文が施され屈曲部に刻み目が施される。
6は波底部に連続弧文がみられ、胴部へ向けて鎖状隆線を施す。 7は胴上半部に太い棒状工具により波状
文を、 8は 2段の楕円文を描いている。11は胴上半部から中部にかけての破片で、鎖状隆線に「 8」 字付
文がつ く。 9は荒いLR縄文地に 3本単位の沈線を波状に施した深鉢である。内面はヘラ削りされている。
10は胴部中位の屈曲から直線的に開く鉢で、外面が黒褐色を呈している。二山の波頂部から鎖状隆線が垂

下し内面には渦巻き文を配する。12は マンガンの発泡が目立つ。13は注目土器の胴部片で、波状に巡らせ

た隆線上に細かな節のLR縄文を転がしている。外面はナデにより平滑に仕上げられている。14は張り出
し端部土坑内で、 1と 混在していた暗灰色を呈する薄手の注目土器胴部である。 4本単位の櫛状工具で胴
下端を区画し、胴部中位は連続渦巻き文を展開している。

SBI"図 版■ ■k PL②

1は床面直上から出土している。胴上半部を欠く深鉢で、胴下半部は垂下する鎖状隆線で4分害Jし対弧

文を施している。表面の風化が著しいが、わずかに縄文の痕跡がみえる。相当乾燥が進んだ段階で縄文を

充損したらしい。 2は胴下半部を炉に転用した鉢である。外面は赤褐色に、内面は黒褐色に変色している。
文様構成は 1と 類似し、波状沈線で下端を区画したうえ、鎖状隆線で 4分割している (Ⅳ期)。 6は胴部
中位がくびれる深鉢。 7は注目土器の胴上半部で、上下の区画線内に横位に連続する三角文と入り組み文
を配している。両者とも胎土に多量の長石を含み器面の風化が著しい。 9は深鉢形の回辺部に注目がつけ
られている。 405は 内折した口辺部に幅太の沈線をもつ。 5の胴部は沈線間を連続刺突が垂下している。
4は鉢、 5は深鉢になろう。 8は朝顔形の精製された鉢で、口縁端部に沈線を引き、横位の胴部区画内に
縄文を転がしたうえ、菱形文を重ねている。外面にはミガキがみられる。

SB103(図 版 91)

6は内外面とも黒褐色を呈し胴部がくびれる深鉢で、深く太い沈線で渦巻き文を描き、縄文を相互施文

している (Ⅲ期)。 205は 胴部中位が くびれる深鉢。 304は 椀形を呈する。 3は 口縁部に楕円文を配
し、上下 1対の刺突文の左右に三角区画文がみえる。 1は 内折する日辺部に極太な沈線を引いた深鉢で、
l同音6に は沈線が垂Tす る (IV期 )。

SB104 (図 版 92)

102は朝顔形の深鉢で、口辺部に鎖状隆線と「 8」 字付文をもつ。胴部は三角形ないし菱形の幾何学
文を描いている。両者とも内面は黒褐色を呈す (V期 )。 3～ 5は 胴部中位が屈折する鉢ないし深鉢であ
る。 3は内折した口辺部に沈線が引かれ、外面はナデられている。一方、 405は胴部中位の「 8」 字付
文下に対弧文が描かれている (V期 )。 6は注目土器の把手部分。長石が多量に含まれている。 7は蛇行
する櫛歯条線が引かれた粗製深鉢。 8は内折する自縁に楕円区画文を配し、その中に刺突や沈線を加えた
鉢である。

SB108(図 版 92)

2は 内折する日縁に幅太な沈線ないし刺突が加えられている (Ⅳ期)。 305は 胴部中位が屈折す
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る深鉢であろう (Ⅳ期 )。 垂下する沈線間にLR縄文を施 した 8も 深鉢形を呈する。 6は肥厚 した口辺部内

面に対弧文がみられる鉢である。

SBl10(図版71092)

1は床面直上において 8と ともに押し潰された状態で出土した。口縁にむけて直線的に立ち上がる深鉢

で、半裁竹管状工具によって縦方向に条線が引かれており、内面には横方向にケズリ痕がみられる (Ⅲ

期)。 2は小突起をもつ深鉢の口辺部で、 3～ 5と 同様、棒状工具による沈線で帯状部を描出している。

305は LR縄文が充損される。11014015は内折する口辺部に横位の刺突列をもつ。 6と 7010は 同一

個体で 9と ともに床面直上から出土している。いずれも棒状工具による沈線で帯状部を描出して
いるが、

概して条線は浅くて弱い。 7はわずかに回縁下を横走する隆線がみられる。16は重厚な作りの深鉢の回辺

部で、胎土に多量の長石および石英を含む。口縁に螺旋状の隆帯をのせるが、日辺部以下は縄文
のみであ

る。一方、12はやや薄手で暗褐色を呈する。RL縄文を縦方向に転がして脇をナデている。

SB551(図版92)

1は 口辺部がやや内向する深鉢で、内面は肥厚する。口辺部には断面三角の隆線が横走し、胴部は隆線

による方形区画の上端に勾玉状の刺突を加え、以下条線を縦方向に充填している (I期 )。 8は単純な綾

杉文。 20309は 沈線区画内に短沈線を充填している。ただ、 9の描線は指でナゾったごとく浅くて弱

い。 40607は いずれも沈線区画内にLR縄文が縦走する。

SB552(図 版93)

1020809は 、口辺部に向かってほぼ直線的に開く深鉢である。 809は、口辺部に鎖状隆線を一

ないし数条巡らし、凹点を基準にして縦に短隆線が切る。 1は胴上部に沈線で楕円形の、 2は矩形のモ

チーフを描き、縄文を充損している。 8・ 9な どのように、口辺部内面にも凹点や数条の沈線がみられる

(V期 )。 10も ほぼ同形態の深鉢であるが、ガヽ突起を有し、縦の短隆線は頂部を越えて内面に及んで
いる。

鎖状隆線の直下には幅広な帯縄文を施す (V期 )。 307は 胴部中位でくびれ、口縁部に向かって立ち上

がる鉢である。 7は内折した口辺部に沈線文と刻みをもち、 8は胴上半部の無文部に鎖状隆線を酉己してい

る。 4～ 6は同一個体の大形深鉢である。口縁はおそらく4単位の波状を呈する。大きさの割りには器壁

が薄い。口辺部には緻密なLR糸電文を横位に施したうえ 4条の沈線を巡らし、波頂部には小さく紡錘形
の

モチーフを下げて変化をつけている。口縁は面取りし、内面にも沈線を一条巡らせている (Ⅵ期
か)。

SB553(図 版 93)

102は 口辺部に向かって直線的に開き、日縁で内折する浅鉢である。外面は無文。内面にはやや幅広

な沈線を数条巡らし、ところどころに「の」字文を配している。 405は外面に帯縄文のある深鉢で、内

面にも数条の沈線をもつ。 7は椀形を呈する。 3は注目土器の胴部中位、 8は格子目状文をもつ半精製の

深鉢である (VI期 )。

SB554(図版93)

1は 口縁を面取りした深鉢。沈線の内外に縄文はみられない。 203は 胴部中位で屈曲する鉢で、内折

する口辺部に沈線と刺突文がある。 4は 203と 同形態の胴下部である。 5は一見複雑なモチーフだが、

波頂部に円文を配し、口縁に沿って横長の楕円区画文がある。 1条の沈線を扶んで胴部に磨り消し縄文を
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描 いてい る (Ⅳ期 )。

SB555(図 版71072093～ 95、 PL42)

1は 口辺部に向かって直線的に開き、口縁で内折する深鉢胴上半部で、炉脇の床面直上から出土してい

る。 304は 同形態の下半部である。 1は二山の小突起の両側面に刺突を穿ち、小突起間を沈線で結んで
いる。胴上半部には、横走する 3条の沈線を巡らしたうえ、LR縄文を充損している。この沈線は、波頂
下およびその中間で縦沈線により階段状に区切られる。また、内面にも数条の沈線が施されている (Ⅵ

期)。 2も 床面直上から出土した。内外面とも良く研磨された鉢で、底裏には経 2本潜 り1本越え左 1本
送 りの網代がみられる。 5は 台付鉢で脚部に穿孔がある。 6～ 22044は 、 1や 304と ほぼ同形態の深鉢
である。16022は 口縁に小突起をもつ。 6～ 9の胴部には、注目土器の胴部にみられる繊細な沈線や 2条
の沈線を絡ませた鎖状沈線が施されている。10～ 11は 日辺部の鎖状隆線下に帯縄文をもつもの。13016～

18022は、内面にも刺突文や沈線文などがみられる。19は浅鉢になるかもしれないが、外面が無文で内面

に鋸歯文が施されている。23～ 27は 口辺部で内曲する鉢である。胴上半部には数条の沈線を巡らせるが、

26・ 27の ように幅広な沈線間に縄文を充填させたものもある。内面には文様がない。これに対して、280

29の浅鉢は外面に文様がなく、内面に帯縄文が施される。28の内面には「 S」 字文が貼付けられる。320

33は注目土器の回辺部、30・ 31034～ 36046は胴部、38～ 41・ 43は注目部である。また、37042も 注目土

器の把手部であろう。45は胴部中位でくびれる鉢で、口辺の屈曲部にみられる縄文地の楕円文は縁帯文土

器系統の特色をもつ。47048は 壺の形態をとるのであろうか。48は頂部に逆「の」字文がある。50は沈線

下に格子目状沈線をもつ半精製の深鉢である。

,B557(図版82095、 PL48)

104010は 丸い胴部に続いて直立ないし外反する日辺部の鉢である。 1は 回辺部に太い沈線で円文を
配し、その間を横あるいは斜めの沈線で結んで縄文を充損している。 4010は 口辺部に「 8」 字の橋状把
手をもつ。10は胴部に刺突文がみられ、三十稲場系統の特色を示す (Ш期)。 2はおそらく4単位の大突
起を有する深鉢で、内折する日辺部には刺突を連続させる。胴部は曲直線間に縄文が充損されている。 5
～ 8011012は 胴部中位で緩やかにくびれる深鉢の胴上半部、 9は屈曲をもつ深鉢の胴下半部である。垂
下する沈線間に刺突を配したものや、これが鎖状隆線に置き換わっているもの、その他、ワラビ手状文や

対弧文・磨 り消し縄文など、胴部に描かれる文様は多様である。口辺部には一様に沈線か刺突文がみられ

る (Ⅳ期)。 13016は 口縁に向かって直線的に立ち上がる単純な器形の深鉢である。13の胴部には条線が

蛇行垂下している。14も 同様な深鉢である。口辺部から垂下した沈線間に縄文を充填させている。

SB558(図 版72096、 PL42)

1は胴部中位で屈曲する小形の鉢で、文様はない。 2は胴部中位で緩やかにくびれる深鉢。 3も 深鉢だ

が逆に胴部はやや膨らむ。 4は 口辺部で「く」字に内折したのち(口縁に向かってやや外反しながら立ち
上がる鉢である。いずれもⅢ期に比定されるが、中でも3は最古に、 4は最新に位置づ く。 6～ 9011・
14は胴部中位で屈曲する鉢で、口辺部には横位の沈線文のほか対弧文・刺突文・螺旋状沈線文をもつ。胴

上半部には鎖状隆線が垂下し、胴部中位のくびれに「 8」 字浮文ある鎖状隆線が巡る。10012015～ 17は、
回縁に向かって単純に開く深鉢である。口辺部に一ないし数条の鎖状隆線があり、内面にも沈線が巡る。

胴上半部には沈線で幾何学的なモチーフを描いたのち(縄文を充損している (V期 )。 18は 注目土器の胴
上半部、19は 同じく把手である。
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SB559(図 版72096097、 PL42)

1は胴部中位で緩やかにくびれ、口辺部に向かって直線的に開く大形の鉢である。口辺部がやや肥厚し、

口縁はややとがっている。胴部中位には 2条の沈線を巡らせたうえ「 8」 字浮文を貼付し、胴下半部は縦

方向に直曲線を配して、縄文を充填している (V期 )。 305060809011012015～ 18も 1と 同様、

胴部中位でくびれ口辺部に向かって直線的に開く鉢ないし深鉢である。 3の 回辺部には対弧文がみられる。

4の浅鉢は口辺部内面に凹点と横位の大沈線を巡らして、以下に隆線で渦巻き文を配して
いる。13は 口縁

に向かって内湾している鉢で、胴部には縄文が施されている。 2は浅鉢形注目土器の注目部、19は壺形注

目土器の胴上半部である。

SB560(図 版72078097、 PL43)

1は炉の南側から出土した埋甕NQ l、 3は炉の北側の埋甕No.2である。 1は胴部中位で緩やかにくびれ

てから口辺部へ向かって開く深鉢、 3は底部から胴部中位に向けて開き口辺部に至って内湾する深鉢であ

る。 3の胴部は指頭により浅くナゾったような沈線で、懸垂文や区画文を描いた中を綾杉文で充填してい

る。底裏には経 2本潜り4本越え左 1本送り網代がみられる (H期)2の底裏には経 2本潜り1本越え左

1本送り網代ともに、広葉樹の葉脈も印されている。 5～ 8010も これらと同系統である。 9は波状口縁

に沿って隆線を巡らせ、以下にRL縄文を施している。11012に は平由縁の直下に隆線を巡らし、以下に、

12は簡略化された勾玉文を、11は沈線区画内縄文を施している。13016は沈線区画内に縄文を充填して
い

るが、無文書Ьが目立つ。15017は逆に、無文部と縄文施文部との間隔がほとんど等し
いため、ネガ・ポジ

の変換が容易である。14018は 2本の沈線内に刺突を連続させ、19は隆線上に刺突をもつ。 7～ 19はⅢ期。

SB5日 図版20"
102は 口縁に向かってやや外反ぎみに立ち上がる鉢である。いずれも炉内に敷かれていた。 1は 4単

位の波状口縁、 2は平口縁である。外面は無文。やや肥厚させた口辺部内面には縄文を施したうえ、刺突

を起点として、左右に対弧文・多条沈線・楕円文を配している (V期 )。 3は、 405と ともに胴部中位

で屈曲し口縁に向かって開く鉢で、波頂部を穿孔し、内外面とも周囲に渦巻き文を描
いている。 607は

口縁に向けて単純に立ち上がる深鉢である。 6の 口辺部には 5条の刻み隆線がみられる。

SB562(図版74098、 PL44)

1は張り出し部の埋甕で、この中から2が出土した。 1は胴上部で緩やかにくびれ、口縁に向かってや

や内湾ぎみに立ち上がる大形深鉢である。外面には粗雑な縄文が全面に施されて
いる。胴下部の膨らみか

ら上は、 2次的な焼成を受けて黒色の煤が付着している (Ⅲ期)。 208は 大沈線で描かれた直曲線の間

を、交互に縄文を充填させた深鉢である。11014は 同一個体で、隆線による区画内に縄文を充填して
いる。

これは隆線にかかつている。10は この区画を細沈線で行なっている。15016はかなり簡略化された勾玉文

と懸垂文が一体化してしまったもので、懸垂区画の内外に、やはり間のあ
いた綾杉文を充填している。13

は胴上部に向けて直線的に開き、日辺部で「く」字に内折する鉢で、日辺部の沈線間にLR縄文と刺突列

がある。

SB563(図 版98099)

102は簡略化された勾玉文や綾杉文ある深鉢。 4は 口辺部の微隆線間に 2列の刺突がみえる。 5は 日

縁直下の微隆線以下に磨 り消し縄文が描かれている (III期 )。 6は胴部中位で膨らみ、口辺部に向かって
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内曲するが、口縁に至って外反する深鉢形の注目土器である。胴上部には横方向の橋状把手が付く。 9は
口縁に向かって直線的に立ち上がる深鉢で、胴上半部の幅広な帯縄文間に「U」 字の沈線を垂下させ、両

側の対弧文との間に縄文を充填している。

SB566(図 版 730990100、 PL43)

10405は 胴部中位でくびれ、口辺部に向けて直線的に開く鉢ないし深鉢である。いずれも床面直上
から出土している。 1は胴下半部を懸垂文で分割し、懸垂文相互を斜めの多条沈線が結んでいる。 4は斜
沈線で結ばれていた渦巻文が簡略化されて、横「 S」 字の文様になっている。 5は帯縄文間を懸垂文ある
いは対弧文が分害1し ている (V期 )。 306は 回縁に向けて単純に立ち■がる深鉢である。19～ 23026～
30036～ 38も 同様の器形であろう。 3の 回縁は 3単位の波状を呈している。口辺部には 2ないし3条の刻
み隆線が巡 り、縦の短隆線によって区切られる。胴上半部は、 3が上下の沈線間に三角形を重畳させてお
り、 4は三角形の帯縄文を交互に連続させている。 506は 口辺部内面にも沈線が巡っている。 7010は 、
口縁に向けて単純に開 く鉢である。 7の胴上半部には多条の沈線が巡 り、これを縦短沈線が階段状に区
切っている。 8は 回縁に 3単位のガヽ突起があり、その下の回辺部には、盲孔を中心にして重弧文を配し、
左右に 3本沈線に扶まれた斜め短沈線を連続させる。胴部にも4本単位の弧状沈線を多用し、空白部を斜
め短沈線をもつ楕円文などで埋めている。24025は胴部中位で屈曲する鉢の回縁から胴上半部、31～ 33は、
口縁に向けて内湾する鉢である。また、34039～ 41は 口辺部内面しか文様がなく、浅鉢になろう。35は 口

縁に沿って刺突列が並び、42は 口辺部の微隆線に沿って刺突をもつ。43は壺形土器の頚部付近で、断面か

まぼこ形の隆線上に刺突がある。 2は注目土器の把手部、45046は 注目部である。

SB570(図 版 740100)

1は 口縁に向かって直線的に立ち上がる深鉢、 2は胴部がやや膨らみをもつ深鉢の、いずれも胴下半部
である。 4は注目付浅鉢の突起部で、内面にも文様がある。 5は SB561の 3と 同類型。 6010～ 12は 口縁
に向かって直線的に立ち上がる深鉢、 709は胴部中位で屈曲し回縁に向かって開く鉢ないしは深鉢であ
る (V期 )。 14は 口辺部の刻み隆線以下が無文の粗製深鉢である。13は注目土器の把手部であろう。

SB571(図 版 1000101)

10407～ 13は、口縁に向かって単純に立ち上がる鉢ないし深鉢である。胴上半部には数条の沈線あ
るいは帯縄文を巡らせるほか、内面にも沈線がみられる。外面の帯縄文は縦の短沈線で階段上に区切られ

るが、 8の ように横方向の帯縄文と融合した曲線文で区切られるものもある (Ⅵ期)。 2は 口縁に向けて
やや内湾する鉢、 30506は 浅鉢である。14は注目土器の胴部、15は壺形になろう。16は胴部中位のく
びれに刺突列がみられる。17は 口辺部の沈線下に格子目状文を施した半粗製の深鉢である。

SB572(図 版740101、 PL44)

1は埋甕で典型的な I期の土器である。胴部中位で緩やかにくびれ、口辺部に向けて内湾ぎみに立ち上

がり、口縁で直立する深鉢である。口縁は 4単位の小波状を呈する。口辺部は、口縁の形態に沿って指頭

による浅広な沈線を巡らせている。胴上半部には、楕円区画文と変形「U」 字文を交互に配し、楕円形区

画文内にLR縄文を充填している。胴下半部は、逆「U」 字文とワラビ手状懸垂文を交互に配して、逆
「U」 字文内の上部に縄文を施している。 4も 小波状を呈する深鉢で、口辺部文様帯内に横位の区画文を
もつ。 7は 口縁を内側に折っている。口辺部には隆線で渦巻き文を配し、これから延びた横位の隆線区画
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内には縦沈線を充損させている。

SB573(図版1010102)

1は深鉢の波頂部で、隆線による渦巻 き文下に綾杉文がある (I期 )。 2は 口辺部に横位の区画文 をも

つ深鉢、 304は やや内折 した口辺部以下に縄文が施されている (I期 )。 7は両耳壺の把手部である。

608は 胴部中位でやや くびれる深鉢で、 6は環状突起があり、 8は波頂部に穿孔をもつ (Ⅲ期 )。 9は

胴部中位で屈曲し口辺部に向かって開 く鉢で、内折 した口辺部に盲孔をもつ沈線が引かれて
いる。 10も 胴

部中位でくびれる深鉢である (IV期 )。 12は壺、15は鉢であろう。

SB574(図版102)

1は 口辺無文部 を隆線で区画 し、以下に縄文 を施 した両耳壺である (H期 )。 6は平口縁に沿った隆線

下に縄文がみえる。 203の 綾杉文は比較的整っているが、 4に は簡略化された勾玉文があり、 5ではそ

れが刺突化 している。

SB578(図版102)

102と もに内折 した口辺音6に、凹点 もしくは幅広な沈線を横位に巡 らせている (IV期 )。  3は胴部中

位で緩やかにくびれ、口縁に向かって開く深鉢の胴上半部であろう。

SB580(図版7401020103、 PL45)

1は 口辺部に向かって内湾ぎみに開く深鉢である。口辺部や胴部の区画文や懸垂文は、指頭状の浅
い沈

線である。胴部の区画文内には雨垂状の列点文が充填されている (H期 )。 3～ 13は、胴部中位あるいは

上部で緩やかにくびれ、口辺部が内湾ぎみに立ち上がる深鉢である。 304は 平口縁で口辺部の横位区画

文内に縄文を充填させているが、 9は 口辺部文様帯を欠き、13に なると胴部の縦位区画もない。一方、 5

～ 8・ 10～ 12は 口縁が小波状を呈する。 8010は わずかながら回辺部文様帯を残すが、 7011012は 胴上

半部の文様が口辺部に押し上げられている。 506は 口縁に沿って隆線を巡らせ、 5は 直下にLR縄文を

横に転がしたのち、以下を縦に転がしている。 6は 隆線直下からす ぐにLR縄文を縦に施している(I期 )。

14015は胴部中位で強くくびれ、口辺部に向けて内湾しながら立ち上がる深鉢で、尖塔状の大突起に特徴

がある。この大突起の内外には穿孔がみられ、口縁直下を巡る隆線が突起の頂部に向けてブリッジを作っ

ている。 16は 2本単位の隆線による「 J」 字、あるいは渦巻状のモチーフ間に、縄文を充填している。

また17018の場合は、縄文の代わりに綾杉文を施している。20は 「U」 字あるいは逆「U」 字の単位文内

に縄文を充填させており、21～ 23は帯縄文化している。

SB581(図 版 1030104)

1は胴部で膨らみ、口縁部に向けて強く内湾する鉢である。胴部を上下に帯縄文で区切り、区画内に小

渦巻き文が垂下するとともに、下端の帯縄文の下にも小「 J」 字文が付いている。中津系統の特色を示し

ている (Ⅲ期)。 2～ 4020は 2本単位の沈線による帯状部に、 3020は縄文を、 4は列点文を充填して

いる。 5～ 7015は、胴部中位で強くくびれ、口縁に向かって大きく開く深鉢である。口縁は波状を呈し

頂部に穿孔がある。 8の 口辺部は内折し、 2本沈線間に刺突が並ぶ。15は隆線で胴上半部と口辺部を分け、

日辺部には縄文を施したうえ 2条の刺突列がある。 8～ 10012013は 直線的に開きながら、口辺部で「く」

字に内折する鉢で、中に注目が付 く場合がある。文様は内折した口辺部に集約され、楕円区画内に列′点を
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